
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経

の
探
検

　
　
　
　
　
講
師
　
徳
永 

康
夫 

氏

科
学
で
は
ま
だ
正
体
が
掴
め
て
い
な

い「
命
」
と
い
う
も
の
を
、
宗
教
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
難
解
な
哲
学
的
解

説
で
も
な
く
、
具
体
的
に
分
か
り
易
く

科
学
的
に
皆
様
と
ご
一
緒
に
探
検
し
て
、

解
明
し
ま
す
。

人
間
と
宇
宙
は
ど
ち
ら
も
二
重
構
造

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
人
間
は「
肉

体
」
と「
本
質
の
生
命
体
」
の
二
重
構

造
。
宇
宙
は「
こ
の
世
」
と「
あ
の
世
」

の
二
重
構
造
。
そ
し
て「
肉
体
」
は「
こ

の
世
」
に
属
し
、「
本
質
の
生
命
体
」
は

「
あ
の
世
」
に
属
し
て
い
た
の
で
す
。

何
だ
、
宗
教
だ
、
と
勘
違
い
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
真

実
だ
っ
た
の
で
す
。
最
先
端
の
量
子
力

学
の
一
部
も
ほ
ぼ
近
く
ま
で
到
達
し
て

い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
2
5
0
0

年
前
の
般
若
心
経
は
と
っ
く
に
こ
の
事

実
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
科
学
を
超
え
て
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の「
命
」
に
、
不
思
議
な
超
微

小
生
命
体
の「
ソ
マ
チ
ッ
ト
」
が
、
重
要

な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
の
情
報
を

皆
様
に
す
べ
て
公
開
し
ま
す
。

●
徳
永
康
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
5
年
九
州
大
学
法
学
部
卒
。

50
歳
で
三
菱
商
事
退
職
後
、
東
洋
医
学
、

ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
、
物

理
、
生
物
学
、
天
文
学
、
量
子
力
学
、

釈
迦
の
経
典
、
新
約
・
旧
約
聖
書
の
研

究
、
水
・
波
動
・
気
・
輪
廻
転
生
な
ど

を
独
学
。
2
0
0
4
年
日
本
ソ
マ
チ
ッ

ト
学
会
設
立
に
参
画
、
理
事
に
就
任
。

2
0
0
8
年
ソ
マ
チ
ッ
ト
の
発
見
者
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
を
カ
ナ
ダ
に
訪
問
。

N
P
O
統
合
医
療
臨
床
情
報
セ
ン
タ
ー

理
事
。
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。
㈱
恒

常　

代
表
取
締
役
。
著
書
に『
命
の
不

思
議
探
検
』
が
あ
る
。

日
時　

平
成
24
年
5
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
二
千
円　

一
般　
三
千
円

　
　
　

学
生　
一
千
円

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
22
回
全
国
大
会
研
究
発
表
募
集

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
報
告
の
訂
正

◎
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
六
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
サ
イ
（
気
）
の
測
定
に
つ
い
て

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め
の

「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が
今
回

同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず

6
月
5
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に
お
願
い

致
し
ま
す
。）
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平
成
24
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
22
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
14
日（
日
）北
と
ぴ

あ
第
一
研
修
室
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ

ー
マ
は「
コ
ン
タ
ク
ト
」）
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積

極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）の
目
撃
と

原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現

象
の
仮
説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関

連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の

で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま

と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
9
月
20
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
3
／
31
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円　
　

浪
平　

博
人　

様

金
六
千
円　
　
　
　

原
口　

和
恵　

様

金
三
千
円　
　
　
　

久
保
千
壽
子　

様

金
三
千
円　
　
　
　

須
崎　

康
洋　

様

金
一
千
円　
　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円　
　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円　
　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

天
野　

聖
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円　
　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円　
　
　
　

中
野　

俊
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円　
　
　
　

寺
嶋　

崇
恵　

様

金
一
千
円　
　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※ 

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

密
教
開
運
術

「 

強
運
の
成
長
戦
略
提
言
　
～
氣
を

高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
～
」

　
　
　
　
　
講
師
　
松
永 

修
岳 

氏

　
　（ 

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

我
々
の
生
き
る
社
会
は「
不
確
実
性
」

の
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
論
理
的

に
正
解
を
追
求
し
て
も
良
い
結
果
を
得

る
こ
と
が
不
可
能
な
時
代
で
す
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン（
革
新
と
創
造
）
を
も
っ
て

仕
事
を
再
生
し
、
異
質
な
人
と
手
を
組

む
な
ど
人
生
や
ビ
ジ
ネ
ス
の「
再
編
」
が

な
け
れ
ば
成
功
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
功
は「
運
と
実
力
の
組
み
合
わ
せ
」

の
結
果
で
す
。
例
え
ば
ゴ
ル
フ
で
勝
利

す
る
の
に
は
相
当
の
実
力
と
運
が
必
要

で
あ
り
、
ス
ロ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ム
を
す
る

の
に
は
実
力
は
必
要
と
せ
ず
、
運
だ
け

を
必
要
と
し
ま
す
。「
運
」
と「
実
力
」

の
影
響
力
の
度
合
い
は
、
何
を
す
る
か

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
結

果
の
中
に
は「
運
」
と「
実
力
」
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

い
く
ら
実
力
が
あ
っ
て
も
、
い
く
つ

か
の
不
運
が
重
な
れ
ば
、
実
力
は
発
揮

で
き
ま
せ
ん
。
常
に
実
力
以
外
に
「
運
」

を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

こ
の
時
代
の
勝
敗
を
分
け
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
も
ス
ポ
ー
ツ
も
今
、
誰
が

「
運
」
が
強
い
か
を
見
分
け
、
登
用
し
、

仕
事
や
試
合
の
流
れ
を
読
み
と
っ
て
決

断
と
行
動
を
す
れ
ば
成
功
で
き
ま
す
。

そ
の「
流
れ
」
そ
の
も
の
が
「
運
」
の
正

体
で
す
。「
流
れ
」
を
読
み
と
り
、「
流

れ
」
を
変
え
る
こ
と
が
、『
ラ
ッ
ク
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト（
運
の
管
理
）』
な
の
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
も
人
生
も
不
確
定
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
「
運
」
は
、
人
生
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
現
れ
ま
す
。

運
を
管
理
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
で
、
健
康
、
長
寿
、
富
と
財
、
愛

と
幸
福
が
実
現
可
能
な
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』

は
人
生
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
、
ま

さ
に
『
強
運
の
成
長
戦
略
』
な
の
で
す
。

※�「
開
運
」
に
つ
い
て
、
実
業
の
世
界
で

も
大
い
な
る
実
績
で
信
頼
を
得
て
い

る
松
永
修
岳
氏
の
お
話
が
聞
け
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● ❷●



●
松
永
修

し
ゅ
う
が
く岳

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岐
阜
県
・
養
老
生
ま
れ
。
経
営
戦
略

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。『
運
』
の
専
門
家
。

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
、
㈳
日
本
文
化
経
済
支
援
機
構

理
事
長
、
㈳
日
本
建
築
医
学
協
会
理
事

長
。19

歳
の
頃
よ
り
奇
門
遁
甲
、
風
水
、

四
柱
推
命
な
ど
の
運
命
学
を
学
び
、
さ

ら
に
東
洋
医
学
、
哲
学
、
心
理
学
な
ど

の
分
野
に
つ
い
て
も
研
鑽
を
重
ね
る
。

数
々
の
修
行
・
荒
行
を
経
て
、
究
極

の
荒
行
と
言
わ
れ
る『
千
日
回
峰
行
』で

開
眼
す
る
。
修
験
道
・
空
海
密
教
の
大

行
満
大
阿
闍
梨
で
も
あ
る
。

脳
科
学
や
心
理
学
、
環
境
科
学
と

「
風
水
」
を
融
合
し
た『
風
水
環
境
科

学
』、
そ
し
て「
奇
門
遁
甲
」
な
ど
の
運

命
学
と
科
学
を
統
合
し
た
独
自
の
理
論

体
系
『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』
を
駆

使
し
、
上
場
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
経

営
者
や
政
治
家
、
さ
ら
に
は
一
流
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
数
多

く
指
導
。

2
0
0
6
年
7
月
に
は
、
永
続
的
に

繁
栄
す
る
平
和
な
社
会
の
創
造
を
担
う

『
真
の
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
た
る
幸
福
な

成
功
者
』
を
輩
出
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
掲
げ
る『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
設
立
。
同
代
表

と
な
り
、「
志
」
の
高
い
優
秀
な
経
営
者

の
育
成
・
指
導
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
。

ま
た
、
伝
承
医
学
の
叡
智
と
環
境
生
理

学
、
環
境
心
理
学
、
大
脳
生
理
学
の
最

新
の
研
究
デ
ー
タ
を
融
合
さ
せ
た
新
し

い
代
替
医
療
と
し
て
の『
建
築
医
学
』を

提
唱
。

2
0
0
9
年
7
月
に『
㈳
日
本
建
築

医
学
協
会
』
を
設
立
し
、
同
理
事
長
を

務
め
る
。
多
種
多
様
な
分
野
で
活
躍
す

る
様
か
ら
、『
現
代
の
空
海
』
と
の
呼
び

声
も
高
い
。

主
な
著
書
に
、『
女
の
運
の
磨
き
方
』

（
永
岡
出
版
）、『
一
生
お
金
に
困
ら
な
い

人
の
運
の
習
慣
』（
中
経
出
版
）、『
運
に

好
か
れ
る
人
、
見
放
さ
れ
る
人
』（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）、『
強
運
革
命
』（
廣
済

堂
）、『
建
築
医
学
入
門
―
代
替
医
療
と

し
て
の
住
環
境
』（
一
光
社
）、『
幸
せ
を

呼
ぶ
!
奇
跡
の
玄
関
』（
マ
キ
ノ
出
版
）

な
ど
多
数
。　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

http://w
w
w
.luckm

anagem
ent.jp/

http://w
w
w
.fusui.co.jp/

※�『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』、『
風

水
環
境
科
学
』、『
建
築
医
学
』
は
、

㈱
エ
ン
ラ
イ
ト
メ
ン
ト
ハ
ー
ト
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
登
録
商
標
で
す
。

日
時　

平
成
24
年
6
月
10
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時　

～
5
時　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

地
上
絵
の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国

の
謎
を
解
明

　
　
　
　
　
講
師
　
上
森 

三
郎 

氏

日
時　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ�

0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を

解
く
鍵
は
正
四
面
体
（
プ
ラ
ト
ン

立
体
）［SiO

H

］
の
生
ま
れ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
あ
っ
た

　　
　
　
　
講
師
　
い
よ
の 

い
し 

氏

日
時　

平
成
24
年
6
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ�

0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❸ ●



北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

あ
の
二
人
が
帰
っ
て
き
た
‼

夢
の
コ
ラ
ボ
第
2
弾
‼

　
当
日
内
容
、
乞
う
ご
期
待
!

　
　
　
講
師
　
竹
本 

　
良 
氏

　
　
　
　（
科
学
問
題
評
論
家
）

　
　
　
講
師
　
飛
島 

竜
一 

氏

　
　
　
　（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

「
ビ
ー
ト
た
け
し
の
T
V
タ
ッ
ク
ル

特
番
超
常
現
象
バ
ト
ル
」
に
U
F
O
／

E
S
P
肯
定
派
の
常
連
と
し
て
出
演
し

て
い
る
竹
本
良
先
生
と
、
過
疎
の
村
を

救
っ
た
ス
ー
パ
ー
公
務
員
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
高
野
誠
鮮
こ
と
飛
島
竜

一
先
生
、
お
二
人
の
コ
ラ
ボ
第
2
弾
!

昨
年
、
聞
き
逃
し
た
方
も
、
続
き
を

聞
き
た
い
!�

と
い
う
方
も
、
こ
の
機
会

に
是
非
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御

参
加
下
さ
い
!

日
時　

平
成
24
年
5
月
27
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
45
分
～
4
時
30
分

　
　
　
（
午
後
1
時
15
分�

受
付
）

会�

場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

�

「
大
会
議
室
」　

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
・
1
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

お
問
合
せ�

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

T
E
L�

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所
）

※�

参
加
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連

絡
下
さ
い
。
随
時
入
会
受
付
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

�

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

七
月
本
部
例
会
予
告

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

　
　
　
　
　
講
師
　
中
島 

敏
樹 

氏

水
は
、
数
千
万
個
か
ら
数
億
個
の
集

団
を
構
成
。
集
団
の
秩
序（
リ
ズ
ム
力
）

と
活
力（
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
）で
、
魅
惑

的
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
現
代

科
学
が
置
き
忘
れ
た「
水
の
集
団
の
神

秘
な
突
然
変
異
機
能
」
の
話
で
す
。
水

集
団
の
調
律
リ
ズ
ム
が
“
命
の
場
”
を
為

し
て
い
る
。
そ
の
秩
序
と
活
力
の
助
っ

人
が
、
土
や
岩
石
の
素
“
珪
素
”の
大
事

な
特
性『
表
面
陰
電
荷
力
』
で
す
。
命

の
素
「
寄
り
集
い
群
れ
て
輪
す
」
は
、
東

日
本
大
震
災
で
人
々
の
心
に
灯
さ
れ
た

『
絆
』
そ
の
も
の
で
す
。
宇
宙
に
顕
在
化

し
た
「
も
の
」
の
始
ま
り
で
す
。

い
の
ち
は
、
水
の
二
大
特
性『
双
極

子
特
性
』『
水
素
結
合
』
と
珪
素
の『
親

水
力
』
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
は

宇
宙
と
同
じ
階
層
構
造
を
成
し
て
い
る
。

水
の
リ
ズ
ム
力
に
影
響
を
与
え
る
人
の

意
念
、
感
謝
・
祈
り
、
そ
し
て
音
響
リ

ズ
ム
を
水
に
映
し
測
り
ま
し
た
。
何
と

未
確
認
物
質
「
気
」の
関
与
が
、
透
け
て

見
え
て
き
ま
し
た
。
人
々
の
関
心
が
高

い「
珪
酸
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
表
面
陰
電

荷
作
用
」、「
低
線
量
放
射
線
ホ
ル
ミ
シ

ス
作
用
」、「
生
体
内
原
子
転
換
の
現
実
」

な
ど
の
神
秘
例
を
挙
げ
、
科
学
の
紐
を

解
い
て
み
ま
す
。

※�

水
の
不
思
議
な
性
質
と
今
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
い
パ
ワ
ー
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
員

の
皆
様
は
是
非
ご
友
人
、
知
人
を
お

誘
い
し
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

●
中な

か
し
ま
と
し
き

島
敏
樹
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
16
年
生
ま
れ
。
石
川
県
出
身
。

平
成
12
年
～
23
年　

東
洋
化
学
株
式
会

社
技
術
顧
問
。

水
の
分
析
器
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
と

出
合
い
、「
水
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」
の
解

明
に
取
り
組
む
。
水
集
団
の
新
た
な
振

動
領
域（
5
0
0
～
4
0
0
0
キ
ロ
ヘ

ル
ツ
）
を
世
界
に
先
駆
け
明
ら
か
に
し

た
。
気
、
想
念
、
音
響
な
ど
微
弱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
水
で
測
っ
た
。『
場
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
』
の
確
か
な
関
わ
り
を
、
水
が

語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
水
の
神
秘

な
統
合
科
学
に
一
石
を
投
じ
て
い
る
。

● ❹●



日
時　

平
成
24
年
7
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

���　

���

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
6
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
　

コ
ン
タ
ク
ト
準
備
!

日
時　

平
成
24
年
7
月
29
日
（
日
）　

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分�

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

�

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会�

員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

今
回
も
U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
な
ら
び

に
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
賞
が
授

与
さ
れ
ま
す
!　

わ
れ
こ
そ
は
と
い
う
方
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
世
話
人　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
九
月
本
部
例
会
報
告
の
訂
正

鈴
木
俊
輔
氏
の
講
演
録
で
四
頁
第
一

段
に
記
さ
れ
た
数
字
に
誤
植
が
あ
り
ま

し
た
。

12
行
目　

誤
「
61
」�

→�
正
「
64
」��

一
月
本
部
例
会
報
告

縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル

　
　
　
講
師
　
ミ
ッ
ツ
ィ 

植
田 

氏

今
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
ミ
ッ

ツ
ィ
植
田
と
申
し
ま
す
。
八
ヶ
岳
の
原

村
か
ら
来
ま
し
た
。「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト

で
サ
バ
イ
バ
ル
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
い
お
い
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
「
マ
ヤ
の
予
言
」
に
つ
い
て
お

話
し
致
し
ま
す
。
16
世
紀
に
マ
ヤ
文
明

は
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
ま

し
た
。
マ
ヤ
の
子
孫
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
残
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
が
、
2
0
1
2
年
の
12
月
21
日

で
終
わ
っ
て
い
る
、
そ
こ
か
ら
こ
の
日

が
人
類
の
運
命
の
日
な
の
か��

と
い
う

こ
と
で
映
画
等
で
も
話
題
に
な
り
ま
し

た
。マ

ヤ
の
偉
大
な
王
で
も
あ
り
、
哲
学

者
に
ポ
カ
ル
・
モ
ダ
ー
ン
と
い
う
有
名

な
王
様
が
い
て
、
そ
の
王
が
埋
葬
さ
れ

て
い
る
パ
レ
ン
ケ
の
遺
跡
に
宇
宙
飛
行

士
が
宇
宙
船
の
中
で
操
縦
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
石
版
が
あ
り
ま
す
。

ポ
カ
ル
・
モ
ダ
ー
ン
王
が
残
し
て
い

る
予
言
に
、「
古
き
世
界
の
サ
イ
ク
ル
は

2
0
1
2
年
の
12
月
21
日
に
消
滅
し
、

新
し
い
黄
金
時
代
の
幕
が
開
く
」
と
書

い
て
お
り
、
ま
た「
人
類
が
消
滅
か
ら

自
ら
を
救
う
た
め
に
は
、
人
類
は“
ナ

チ
ュ
ラ
ル
・
タ
イ
ム
”で
生
き
る
こ
と
に

立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
も

書
い
て
お
り
ま
す
。

で
は「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
タ
イ
ム
」
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
今

日
の「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ

ル
」
と
い
う
も
の
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
私
達
が
物
質
的
価
値
の
限
界

に
気
づ
い
て
、
人
間
の
真
か
ら
も
っ
て

い
る
可
能
性
に
目
覚
め
て
い
く
、
こ
の

と
き
に
新
し
い
黄
金
時
代
の
幕
開
け
が

始
ま
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
予
言
を
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か

に
関
わ
ら
ず
、
2
0
1
2
年
と
い
い
ま

す
と
既
に
今
年
で
す
の
で
、
こ
の
成
り

行
き
は
あ
と
少
し
待
て
ば
い
い
だ
け
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

私
の
友
人
で
ジ
ョ
ー
・
マ
ク
モ
ニ
ー

グ
ル
と
い
う
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ア
ー
が

い
ま
す
。
彼
が
マ
ヤ
の
予
言
に
つ
い
て
、

「
や
あ
、
あ
の
ね
ー
、
マ
ヤ
人
が
今
も

生
き
て
い
た
ら
、
ま
た
新
し
い
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
っ
て
い
た
と
思
う
よ
。
心
配

し
な
く
て
も
い
い
よ
。」
と
よ
く
言
っ
て

お
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
2
0
1
2
年

問
題
は
心
配
し
な
く
て
も
い
い
で
す
し
、

そ
れ
よ
り
も
我
々
の
意
識
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
黄
金
時
代
の
幕
が
開
く

と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
意

識
を
向
け
て
い
か
れ
た
方
が
楽
し
い
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
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で
は「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ

バ
ル
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
私

は
今
、
標
高
1
2
5
0
m
の
長
野
県
諏

訪
郡
原
村
に
住
ん
で
お
り
、
今
日
は
そ

こ
か
ら
い
き
な
り
標
高
0
m
の
と
こ
ろ

に
下
り
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ
こ
は
ナ
ウ
マ
ン
象
を
発
見
し
た
ナ

ウ
マ
ン
博
士
が
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
を
発

見
・
命
名
し
、
原
村
は
そ
の
西
側
寄
り

に
あ
り
ま
す
。
原
村
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
と
中
央
構
造
線
と
鹿
島
香
取
神
宮
に

つ
な
が
る
“
太
陽
の
道
”
構
造
線
の
3
本

の
構
造
線
の
交
じ
わ
っ
て
い
る
場
所
に

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
地
殻
が
地
下

の
深
い
と
こ
ろ
で
ぎ
ゅ
ー
っ
と
押
し
合

っ
て
い
る
“
ゼ
ロ
磁
場
”
な
の
で
、
原
村

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
き
上
が
る
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
あ
り
ま
す
。

私
は
考
古
学
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し

プ
ロ
の
発
掘
の
研
究
家
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
原
村
近
辺
の
考
古
館
や
博
物
館

に
行
っ
た
り
、
縄
文
の
講
座
に
参
加
し

た
り
、
自
分
で
土
器
を
造
っ
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、「
こ
の
縄
文
の
人
達
は

た
だ
者
じ
ゃ
な
い
な
」
と
い
う
こ
と
が
、

何
か
直
感
的
に
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
益
々
面
白
く
な
っ
て
、
今

夢
中
に
な
っ
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

縄
文
時
代
は
長
き
に
渡
っ
て
お
り

ま
し
て
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
今
か
ら

一
万
六
千
五
百
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
の
で
、
草

創
期
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、
後
期
、

晩
期
等
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
原
村
に
は
縄
文
時

代
の「
阿あ

き
ゅ
う久

遺
跡
」
が
あ
り
ま
す
が
、
前

期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
阿
久
遺
跡
は

「
世
界
最
古
、
世
界
最
長
、
世
界
最
大

の
遺
跡
」
な
ん
で
す
。
長
さ
1
2
0
m
、

幅
30
m
の
広
さ
に
人
間
の
頭
位
か
ら
拳

位
の
石
が
二
十
万
個
以
上
散
ら
ば
っ
て

い
ま
し
た
。

阿
久
遺
跡
は
イ
ギ
リ
ス
の「
ス
ト
ー

ン
ヘ
ン
ジ
」
よ
り
も
は
る
か
に
古
く
、

「
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
」
は
暦
と
関
係
す
る

遺
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
阿

久
遺
跡
は
何
か
の
装
置
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
お
り
ま
す
。
二
十
万
個
の
石

を
持
ち
寄
っ
て
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
土
器
と
か
出

土
物
か
ら
非
常
に
精
神
性
が
高
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
沢
山
出

て
い
ま
す
。

新
潟
あ
た
り
で
出
土
し
た「
火
炎
土

器
」
に
対
し
て
、
阿
久
遺
跡
周
辺
で
は

「
水
煙
土
器
」
が
出
て
お
り
ま
す
。
弥
生

時
代
の
シ
ン
プ
ル
な
土
器
に
対
し
て
、

日
常
生
活
で
使
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
縄
文
土
器

は
平
和
な
時
代
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
の
貴
重
で
世
界
遺
産
に
な
っ
て
も

い
い
と
思
わ
れ
る
阿
久
遺
跡
が
、
中
央

高
速
道
路
の
コ
ー
ス
と
ぶ
つ
か
り
、
研

究
者
と
住
民
の
再
三
の
コ
ー
ス
変
更
の

陳
情
に
も
関
わ
ら
ず
、“
埋
没
保
存
”
と

い
う
こ
と
で
遺
跡
の
上
に
土
を
盛
っ
て

今
は
阿
久
遺
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
私
は
利
権
に
よ
り
「
抹
殺
さ
れ

た
遺
跡
」
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
万
数
千
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
縄
文
時
代
は
、
世
界
の
ど
の

古
代
文
明
よ
り
も
古
く
、
文
化
も
発
展

し
て
い
ま
し
た
。
縄
文
時
代
は
弥
生
人

が
入
っ
て
き
た
三
千
年
前
ま
で
続
い
た

の
で
す
が
、
武
器
で
傷
つ
け
ら
れ
た
骨

が
出
る
戦
闘
的
な
弥
生
人
に
対
し
て
、

縄
文
人
に
は
そ
う
い
う
骨
が
な
い
の
で

す
。縄

文
人
は
ポ
カ
ル
・
モ
ダ
ー
ン
王
に

も
つ
な
が
る
、
ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル

（
超
自
然
）
で
生
き
て
い
た
と
み
ら
れ
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
は
、
現

世
だ
け
で
な
く
、
次
元
の
超
え
た
世
界
、

聖
霊
や
超
意
識
生
命
体
と
同
居
す
る
世

界
、
直
観
の
世
界
で
あ
り
、
縄
文
人
に

と
っ
て
阿
久
遺
跡
は
そ
う
い
う
次
元
を

超
え
た
世
界
と
交
流
す
る
た
め
の
装
置

で
は
な
か
っ
た
か
と
私
は
推
測
し
て
い

ま
す
。

「
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
は
、

一
九
七
〇
年
代
米
ソ
の
冷
戦
時
代
に
、

ソ
連
が
“
人
間
兵
器
”
と
し
て
、
開
発
し

て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
始
め
は
鼻

も
引
っ
か
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス

キ
ッ
パ
・
ド
ー
タ
と
い
う
少
佐
が
、
ソ

連
の
人
間
兵
器
と
し
て
の
リ
モ
ー
ト
ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て
C
I
A
の
調
査

を
読
ん
で
、
上
官
に
進
言
し
、
軍
事
関

係
で
国
家
予
算
が
出
て
始
め
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
・
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
、
私

も
知
っ
て
い
る
中
で
も
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
で
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ヒ
ッ
ト
率
85
%
以
上
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。

彼
が
一
番
活
躍
し
た
の
は
、
モ
ス
ク

ワ
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
改
修
工

事
の
と
き
に
ひ
そ
か
に
仕
掛
け
ら
れ
た

盗
聴
器
を
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
リ
モ
ー

ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
し
、
1
8
5
個
の
盗

聴
器
を
す
べ
て
指
摘
し
、
現
場
で
撤
去

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
、
キ
ュ
ー

バ
危
機
で
も
活
躍
し
、
さ
ら
に
ソ
連
の
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北
海
に
面
し
た
軍
事
工
場
で
海
岸
か
ら

四
キ
ロ
離
れ
た
場
所
で
、
潜
水
艦
を
製

造
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
始
め
は

あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、

ソ
連
は
そ
こ
か
ら
運
河
を
掘
っ
た
こ
と

で
、
指
摘
が
正
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

実
は
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
に
は
双
子
の

姉
が
い
て
、
二
人
は
テ
レ
パ
シ
ー
で
会

話
も
で
き
た
の
で
す
が
、
彼
女
も
能
力

者
な
の
で
見
え
た
も
の
感
じ
た
も
の
を

す
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
ら
、
周

囲
か
ら
気
が
ふ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
、

強
制
的
に
施
設
に
入
れ
ら
れ
、
ず
っ
と

薬
物
を
使
わ
れ
た
の
で
、
心
臓
に
負
担

が
き
て
心
臓
病
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
つ
ね
に
言
う
の

で
す
が
、「
僕
が
今
、
命
が
あ
る
の
は
、

お
し
ゃ
べ
り
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
よ
。」

と
。
ま
た
彼
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
と

き
に
も
陸
軍
兵
士
と
し
て
戦
場
に
行
っ

た
の
で
す
が
、
最
前
線
の
部
隊
が
ほ
ぼ

全
滅
の
と
き
に
も
た
だ
一
人
生
き
残
っ

た
こ
と
が
何
回
も
あ
り
、
そ
の
サ
バ
イ

バ
ル
能
力
が
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

の
被
験
者
の
第
一
号
と
し
て
抜
擢
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は「
遠
隔

透
視
」
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
本
当
は
距

離
を
超
え
る
だ
け
で
な
く
、
時
空
を
超

え
る
も
の
で
、
月
や
火
星
だ
け
で
な
く
、

過
去
や
未
来
の
世
界
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
い
ろ
い
ろ
変
遷
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
九
九
五
年
に
終
了
し
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム

は
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
だ
け
で
な
く
、
イ

ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
や
デ
ビ
ッ
ド
・
モ
ア
ハ

ウ
ス
、
ポ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
ら
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
イ
ン

ゴ
・
ス
ワ
ン
は
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
創
っ
た
父
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
表
に
は
あ

ま
り
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
行
方
不
明
の

子
供
の
捜
索
や
鉱
物
資
源
の
探
索
等
に

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
活
か
し
て

お
り
、
今
で
も
毎
日
訓
練
は
欠
か
さ
な

い
そ
う
で
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
最
後
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は「
ス

タ
ー
・
ゲ
ー
ト
」）
が
終
了
し
た
こ
と
で

い
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
国
家
の
軍
事
機
密
で
、
一
般
の
人
々

は
一
切
知
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
職
を
失
っ
た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ア

ー
が
本
を
書
い
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
こ
と
で
私
達
が
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は
、
人
間

が
本
来
持
っ
て
い
る
五
感
を
超
え
た
知

覚
能
力
を
高
め
る
可
能
性
を
も
っ
た
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
と
私
は
と
ら
え
て
い
ま

す
。
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
的
応
用

と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

※
こ
の
後
、
出
席
者
全
員
が
リ
モ
ー
ト

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
簡
単
な
訓
練
に
参
加

し
た
。
そ
し
て
、
何
人
か
が
結
構
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
写
真
に
近
い
成
績
を
上
げ
た
。

各
自
、
紙
と
な
め
ら
か
に
書
け
る
筆

記
用
具
を
用
意
し
、
ミ
ッ
ツ
ィ
植
田
氏

が
用
意
し
た
沢
山
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
封
筒

か
ら
一
つ
の
番
号
を
読
み
上
げ
る
、
そ

の
直
後
に
参
加
者
は

1�

．
筋
肉
反
射
で
紙
に
自
由
に
線
を
引

く
→
イ
デ
オ
グ
ラ
ム

2�

．
描
い
た
絵
が
、「
ラ
ン
ド（
大
地
、

土
地
、
地
面
、
山
、
平
原
、
農
地
、

田
園
等
」
ま
た
は「
ウ
ォ
ー
タ
ー（
水
、

水
中
、
池
、
川
、
湖
、
海
、
水
脈
等
）」

ま
た
は「
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー（
人
工
の

構
造
物
」
の
3
つ
か
ら
感
じ
る
も
の

を
一
つ
選
択
す
る

3�

．
そ
の
絵
か
ら
五
感
で
感
じ
る
「
形

容
詞
」
を
書
き
あ
げ
る
→
熱
い
、
寒

い
、
赤
い
、
青
い
、
丸
い
、
尖
っ
た
、

ふ
わ
ふ
わ
し
た
、
光
っ
て
い
る
、
静

か
な
、
騒
々
し
い
、
く
さ
い
等

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
具
体
的
に
何
で
あ
る

か
を
先
に
言
う
よ
り
も
、
こ
の
順
番
で

感
じ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
あ
く
ま

で
も
左
脳
を
動
か
さ
ず
に
、
直
感
だ
け

で
描
き
、
感
じ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

最
後
に
ま
と
め
ま
す
と
、
私
達
の
立

ち
返
り
た
い
の
は

・
戦
い
の
無
い
分
か
ち
合
い
、
支
え
合

い
の
世
界
す
な
わ
ち
共
存
、
共
栄
で

き
る
世
界
を
つ
く
る
。

・
永
続
可
能
、
再
生
可
能
な
資
源
の
使

い
方
を
目
指
す
。

・「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
で
は
な
く
、「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
す
。
自
分
の
役

割
に
気
づ
い
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
。
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今
日
の
講
演
タ
イ
ト
ル「
縄
文
ス
ピ

リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル
」
と
つ
け
た
の

は
、
日
本
人
の
祖
先
系
で
あ
る
縄
文
人

と
同
様
、
直
観
力
か
ら
来
る
智
恵
を
日

常
生
活
に
活
用
し
て
生
き
ま
し
ょ
う
、

そ
の
た
め
に
は
行
動
あ
る
の
み
で
す
。

「
出
来
る
と
思
っ
た
ら
で
き
る
、
出
来

な
い
と
思
っ
た
ら
で
き
な
い
」
by
ミ
ッ

ツ
ィ
植
田

「
夢
は
思
い
描
く
も
の
で
は
な
く
、
実

行
す
る
も
の
」で
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ズ
の
名
言
で「
自
分
が
世
界
を
変
え

ら
れ
る
と
本
気
で
信
じ
る
人
達
こ
そ
が
、

本
当
に
世
界
を
変
え
て
い
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

今
日
本
は
政
治
も
経
済
も
こ
ん
な
状

態
で
す
が
、
我
々
は
へ
こ
ん
で
い
る
場

合
で
は
な
く
、
今
日
本
人
が
立
ち
上
が

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
縄
文
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
う
い
う
も

の
を
持
っ
て
い
ま
す
。

岡
本
天
明
氏
の
日ひ

つ
き
し
ん
じ

月
神
示
に
、「
う

れ
し
う
れ
し
で
世
界
を
ご
ろ
ん
と
ひ
っ

く
り
返
す
ぞ
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
私
達

は
何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
行
動
す
る
こ

と
が
一
番
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る

―
潜
在
意
識
か
ら
宇
宙
意
識
ヘ
―

　
　
　
　
　
講
師
　
檀
上 

洪
司 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
光
寺
住
職
）

と
き　
　

平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

檀
上
氏
は
昭
和
9
年（
1
9
3
4
年
）

1
月
2
日
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
教
育
学

部
卒
、
同
研
究
科
修
了
。
兵
庫
県
立
高

校
教
諭
、
兵
庫
県
い
な
み
野
学
園（
高

齢
者
大
学
）
教
授
な
ど
と
し
て
勤
務
。

昭
和
32
年
よ
り
西
光
寺
住
職
を
務
め
て

い
る
。

「
私
は
小
学
生
の
頃
、
先
生
か
ら
催
眠

（
当
時
は
催
眠
術
と
い
っ
た
）の
話
を
聞

き
、
興
味
を
持
ち
、
そ
の
後
、
通
信
教

育
や
直
接
講
習
を
受
け
た
り
、
教
員
に

な
っ
て
か
ら
は
、
教
育
催
眠
研
究
会
な

ど
で
潜
在
意
識
、
潜
在
能
力
の
開
発
な

ど
に
つ
い
て
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
日
本
サ
イ
科
学
会
な
ど
を
通
じ
て

色
々
な
方
と
知
り
合
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な

こ
と
も
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
僧
侶
と

し
て
見
え
な
い
世
界
と
接
す
る
中
で
、

宗
教
と
科
学
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
と

こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。」
と
し
て
次

の
話
が
あ
っ
た
。

1
．
催
眠
に
つ
い
て　

田
宮�

馨
氏
の
、「
神
秘
流
催
眠
術
」、

通
信
教
育
に
始
ま
り
、
講
師
に
よ
る
直

接
講
習
、
ま
た
は
関
西
教
育
催
眠
心
理

研
究
会
な
ど
で
催
眠
講
習
を
受
講
。

当
時
「
催
眠
は
急
速
な
教
育
で
あ
り
、

教
育
は
緩
慢
な
る
催
眠
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
た
。

（
医
師
グ
ル
ー
プ
の
）
臨
床
医
学
催
眠

研
究
会
と（
教
員
グ
ル
ー
プ
の
）教
育
催

眠
研
究
会
が
合
同
で
研
究
会
を
持
つ
こ

と
も
あ
っ
た
。

「
プ
ロ
催
眠
術
師
」
の
著
者
で
あ
る
プ

ロ
の
催
眠
術
師
の
世
和
玄
次
氏
は
催
眠

の
根
本
原
理
は「
あ
な
た
が
そ
う
で
あ

る
と
思
う
よ
う
に
あ
な
た
の
人
生
は
創

ら
れ
る
。」
と
い
う
こ
と
だ
と
述
べ
て
い

る
。「

顕
在（
潜
在
）
意
識
の
下
に
潜
在
意

識
が
あ
り
、
潜
在
意
識
の
下
に
宇
宙
意

識
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

檀
上
氏
は
潜
在
能
力
活
用
に
つ
い
て

若
い
時
に
影
響
を
受
け
た
書
物
と
し
て
、

次
の
3
冊
を
挙
げ
て
い
る
。

豊
沢
豊
雄『
あ
な
た
の
力
を
倍
に
す
る
』

C
・
M
ブ
リ
ス
ト
ル『
信
念
の
魔
術
』

ノ�

ー
マ
ン
・
ピ
ー
ル『
積
極
的
考
え
方

の
力
』

2�

．
清
田
益
章
君
の
ス
プ
ー
ン
曲
げ
、

念
写

西
光
寺
で
曲
げ
た
ス
プ
ー
ン
の
実
物

の
説
明
。

清
田
氏
曰
く
「
霊
が
つ
い
て
い
て
前

以
て
色
々
教
え
て
く
れ
る
。
ス
プ
ー
ン

が
曲
が
っ
た
り
、
捻
じ
れ
る
瞬
間
に
は

見
え
な
く
な
る
気
が
す
る
」。

檀
上
氏
の
話
で
は「
他
の
人
た
ち
の

見
て
い
る
前
で
、
貸
し
ビ
ル
の
掛
け
時

計
の
針
を
、
清
田
君
が
曲
が
れ
と
い
っ

て
曲
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
い
う
。

3
．
菊
花
会
・
小
田
秀
人
氏
の
交
霊
会

霊
媒
・
竹
内
満
朋
氏
と
ロ
ー
ム
霊
の

声（
ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
イ
ス
）の
録
音
の
紹

介
、「
竜
」
の
色
紙
の
コ
ピ
ー
配
布
。

こ
れ
ら
は
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ
ム（
ギ
リ
シ

ャ
語
で
エ
ク
ト
は
外
部
、
プ
ラ
ズ
ム
は

作
ら
れ
た
も
の
の
こ
と
で
身
体
の
中
か

ら
外
へ
引
き
出
さ
れ
た
意
味
）
の
作
用

と
さ
れ
、
こ
の
名
称
は
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
受
賞
者
・
フ
ラ
ン
ス
人
の

シ
ャ
ル
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
・
リ
シ
ェ
博
士

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ

● ❽●



ム
は
煙
、
霧
、
ガ
ス
の
よ
う
な
感
じ
で

あ
る
。
幽
霊
の
正
体
に
名
前
を
つ
け
た

の
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
学
者
で
あ
っ

た
と
い
う
の
も
面
白
い
こ
と
だ
と
思
う
。

4
．
日
本
念
写
協
会
の
会
長
で
あ
っ
た

巽
直
道
氏
は
般
若
心
経
の
心
を
治
病
に

あ
て
は
め
る
と「
治
る
、
治
る
、
す
ぐ

治
る
、
き
っ
と
治
る
、
必
ず
治
る
」
と

念
じ
る
こ
と
だ
と
し
て
多
く
の
難
病
者

が
救
わ
れ
た
。
そ
し
て
巽
氏
は
体
の
末

端
に
は
神
経
が
通
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
そ
れ
が
う
ま
く
動
い
て
い
る

の
は
細
胞
の
テ
レ
パ
シ
ー
で
は
な
い
か

と
言
っ
て
い
た
。

　
　
　

5
．
日
本
念
写
協
会
で
専
務
理
事
を
し

て
い
た
宮
内
力
氏
は
理
論
物
理
学
者
で

著
書
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
念
波
は
光

波
に
通
じ
る
」「
佛
の
光
明
は
灯
り
で
は

な
い
、
想
念
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
」
と

述
べ
て
い
た
。

佛
教
で
無
量
光
如
来
・
不
可
思
議
光

如
来
と
い
う
の
も
そ
の
意
味
と
思
わ
れ

る
。

6
．
尾
崎
里
美
さ
ん
に
つ
い
て

尾
崎
さ
ん
は「
私
は
学
年
で
も
一
番

貧
乏
な
家
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
家

は
雨
漏
り
し
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た

記
憶
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
」

と
い
う
生
活
か
ら
美
容
師
に
な
る
道
を

選
び
、
23
歳
で
独
立
し
、
会
社
設
立
。

月
給
8
万
円
か
ら
7
年
で
年
商
5
億
円

の
企
業
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
。

そ
の
後
す
べ
て
を
手
放
し
、
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
転
身
し
た
。
さ
ら
に

48
歳
で
ア
メ
リ
カ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
4

年
制
単
科
大
学
で
ヒ
プ
ノ
セ
ラ
ピ
ー

（
催
眠
療
法
）
を
専
攻
、
卒
業
し
た
。

ホ
・
オ
ポ
ノ
ボ
ノ
の
ヒ
ュ
ー
レ
ン
博

士
を
招
聘
、
オ
ー
ラ
撮
影
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
小
学
校
を
建
設
す
る
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
わ
く
わ
く
と
心
踊
る
感
情
が
、
あ
な

た
の
潜
在
意
識
を
突
き
動
か
す
」

「
す
べ
て
の
出
逢
い
に
は
波
動
が
影
響

し
て
い
ま
す
」

著
書　

尾
崎
里
美
著
『
想
像
し
て
創
造

す
る
』（
発
行　

カ
ナ
リ
ヤ
書
房
）
他

7
．
共
時
性
と
量
子
論

甲
南
大
学
名
誉
教
授
の
佐
藤
明
雄
氏

は
ユ
ン
グ
の
共
時
性（
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ

ィ
・
意
味
の
あ
る
偶
然
の
一
致
）か
ら
量

子
力
学
に
興
味
を
持
ち
研
究
さ
れ
て
い

る
。「

そ
っ
く
り
の
双
子
同
士
は
た
と
え
遠

く
に
離
れ
て
い
て
も
も
う
一
方
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
を
察

知
す
る
と
い
わ
れ
る
。

テ
レ
パ
シ
ー
の
話
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

だ
が
科
学
者
は
こ
の
よ
う
な
主
張
に
疑

い
の
目
を
向
け
る
。
そ
れ
は
主
に
、
こ

う
し
た
不
思
議
な
つ
な
が
り
が
ど
の
よ

う
に
し
て
成
り
立
つ
の
か
は
っ
き
り
し

な
い
か
ら
だ
。

だ
が
科
学
者
は
物
理
の
世
界
で
こ
れ

に
劣
ら
ず
奇
妙
な
こ
と
が
起
こ
る
と
い

う
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
粒
子
の
間
に
瞬
時
に
成
り
立

つ
繋
が
り
だ
。
こ
れ
は
粒
子
同
士
が
ど

れ
だ
け
離
れ
て
い
て
も
弱
ま
ら
な
い
。

テ
レ
パ
シ
ー
に
相
当
す
る
こ
の
量
子

現
象
は
世
界
中
の
実
験
室
で
日
々
実
際

に
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。」

（『
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
瞬
間
移
動

の
夢
』
デ
ヴ
ィ
ド
・
ダ
ー
リ
ン
グ
著
林

大
訳
・
発
行
光
文
社
）

檀
上
氏
は
こ
の
偶
然
の
一
致
が
佛
教

で
い
う
因
縁
と
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

よ
い
因
縁
が
よ
い
運
に
つ
な
が
り
、
悪

い
因
縁
が
悪
い
運
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
て
い
る
。

そ
し
て
量
子
論
で
い
う
「
物
と
心
」の

関
係
が
佛
教
で
い
う
「
物
心
一
如
」
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

8�

．
政
木
和
三
氏（
大
阪
大
学
に
勤
務
、

工
学
博
士
）

仏
像
の
物
質
化
、
バ
イ
オ
ラ
イ
ト
他
、

啓
示
に
よ
る
実
用
化
研
究
多
数
。

9�

．
村
上
晋
一
氏（
神
戸
大
学
名
誉
教

授
・
工
学
博
士
）

「
霊
界
の
様
相
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
講

演
、
未
知
の
世
界
の
研
究
に
挑
戦
し
て

お
ら
れ
る
。

現
在
、
世
界
は
宗
教
、
民
族
、
国
籍
、

主
義
の
違
い
で
対
立
、
紛
争
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
超
え
て「
あ

り
が
と
う
（
感
謝
）」「
す
み
ま
せ
ん（
反

省
）」
の
世
界
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

●❾ ●



今
回
は
西
光
寺
の
住
職
を
務
め
な
が

ら
サ
イ
現
象
を
研
究
さ
れ
た
お
話
で
中
々

興
味
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
お
寺
に
も

呼
ん
で
親
し
く
お
話
を
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
実
験
の
真
実
性
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
12
名
、
合
計
23
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

あ
の
世
か
ら
見
た
般
若
心
経

　
　
　
　
　
講
師
　
徳
永 

康
夫 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
2
月
18
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

徳
永
氏
は
1
9
4
2
年
満
州
生
ま
れ
。

九
大
法
卒
。
50
歳
で
三
菱
商
事
退
職
後
、

東
洋
医
学
、
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
、
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
、
物
理
、
生
物
学
、
天
文
学
、

量
子
力
学
、
釈
迦
の
経
典
、
新
旧
約
聖

書
の
、
水
・
波
動
・
気
・
輪
廻
転
生
な

ど
を
独
学
研
究
。
㈱
恒
常　

代
表
取
締

役
、
元
日
本
ソ
マ
チ
ッ
ト
学
会
副
理
事

長
、日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。
近
著『
命

の
不
思
議
探
検
』（
た
ま
出
版
）。

あ
の
世
と
言
っ
て
も
宗
教
で
は
な
く
、

科
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た
解
説
で
す
。「
般

若
心
経
」
は
日
本
人
の
中
で
は
、
昔
か

ら
写
経
す
る
だ
け
で
も
、
読
む
だ
け
で

も
ご
利り

や
く益

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
そ
の“
真
の
意
味
”
は
、
謎
の
ま
ま

二
千
五
百
年
間
、
解
明
さ
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
そ
の
謎
を
、

あ
の
世
か
ら
見
る
と
い
う
観
点
、
で
も
、

同
時
に
科
学
的
な
観
点
か
ら
解
き
明
か

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
と
て
も
納
得

の
い
く
、
心
が
安
ら
か
に
な
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
す
べ
て
を
、

皆
さ
ま
に
公
開
い
た
し
ま
す
。

い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
て
き
た
が
、
一

般
の
解
説
書
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。

一
般
人
は
洗
脳
さ
れ
て
い
る

科
学
的
と
は
正
し
い
と
証
明
さ
れ
た

も
の
を
信
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

非
科
学
的
な
も
の
は「
怪
し
い
」
と

し
、
証
明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
信

じ
な
い
。

た
と
え
ば
、
幽
霊
、
U
F
O
、
宇
宙

人
な
ど
は
信
じ
な
い
の
が
科
学
的
と
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
洗
脳
」
は
学
校
や
、
新

聞
、
T
V
で
な
さ
れ
て
い
る
。

お
経
が
基
本
で
あ
る

お
釈
迦
様
は「
慈
悲
」、
イ
エ
ス
キ
リ

ス
ト
は「
愛
」
を
基
本
と
し
、
い
ず
れ
も

二
千
年
続
い
た
が
、
両
方
と
も
諸
派
が

発
生
し
て
い
る
。

本
来
一
般
の
人
に
真
実
を
伝
え
る
た

め
の
存
在
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

宇
宙
は
二
重
構
造
で
あ
り
、
人
間
も
二

重
構
造

　

こ
の
世　
　
　
　
　

あ
の
世

　

見
え
る
世
界　
　
　

見
え
な
い
世
界

　

物
質
界　
　
　
　
　

非
物
質
界

　

三
次
元　
　
　
　
　

5
次
元

　

た
て
、
横
、
高
さ　

な
い

　

質
量　
　
　
　
　
　

な
い　
　
　
　

　

※
質
量
が
な
け
れ
ば
速
度
は
無
限
大

　

肉
体　
　
　
　
　
　

霊
体
+
魂
（
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
の
生
命
体
）

次
の
よ
う
に
見
る
と
人
と
石
こ
ろ
に
は

差
は
な
い

人
間
は
70
%
は
水
で
あ
る
。
水
は
水

素
と
酸
素
で
あ
る
。
あ
と
は
タ
ン
パ
ク

質
で
C
、
H
、
O
、
N
、
石
こ
ろ
は
H
、

O
、
Fe
、
Zn
、
Si
か
ら
な
り
原
子
の
レ

ベ
ル
で
は
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
違
い
は
命
で
あ
る
が
、
そ
の
命

が
現
代
科
学
で
は
分
か
ら
な
い
。

現
代
科
学
で
は
命
は
研
究
し
て
い
な

い
。
現
代
科
学
で
は
最
小
単
位
は
細
胞

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

細
胞
は
4
0
0
億
個
の
原
子
で
で
き

て
い
る
。
こ
の
原
子
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
人
と
石
こ
ろ
と
に
違
い
は
な
い
。

命
と
は
何
か

人
間
は
死
ん
だ
ら
終
わ
り
と
い
う
思

想
が
あ
る
。

一
方
で
臨
死
体
験
の
手
記
は
数
多
く

あ
る
。
欧
米
で
は
文
献
が
多
い
。

死
と
は
心
肺
停
止
し
て
か
ら
5
分
経

過
す
る
と
再
生
率
は
50
%
、
10
分
経
過

す
る
と
10
%
に
な
る
と
い
わ
れ
る（
ト

リ
ー
カ
ー
曲
線
）。

こ
れ
ら
の
臨
死
体
験
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
自
分
の
身
体
が
上
の
空
間

に
上
が
り
、
上
か
ら
家
族
が
泣
い
て
い

る
の
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
家
族
に
声

を
か
け
て
も
通
じ
な
い
。
そ
の
う
ち
に

光
が
見
え
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
顔

が
見
え
て
く
る
。

● �●



し
ば
ら
く
し
て
自
分
の
名
を
呼
ば
れ

て
気
が
つ
く
と
も
と
の
ベ
ッ
ド
の
上
に

横
た
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
空
間
に
い
る
自
分
が
戻

る
と
生
き
返
る
と
い
う
現
象
に
な
る
。

つ
ま
り
本
質
の
生
命
体
が
命
で
あ
る
。

臨
死
体
験
は
体
脱
（
現
象
）
で
あ
る
。

一
般
の
人
は
臨
死
体
験
を
夢
で
見
る

こ
と
は
あ
る
が
、
こ
の
体
脱
が
意
識
的

に
出
来
る
人
が
い
る
。
そ
れ
は
ロ
バ
ー

ト
・
モ
ン
ロ
ー
氏
で
あ
る
。

ロ
バ
ー
ト
氏
は
瞑
想
に
よ
り
体
脱
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
ヘ
ミ
シ

ン
ク
の
研
究
で
あ
る
。

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル

グ
は
20
分
野
を
極
め
た
18
世
紀
の
大
科

学
者
で
あ
る
が
、
60
歳
を
超
え
て
か
ら

体
脱
し
、
そ
の
体
験
を
哲
学
者
カ
ン
ト

に
も
見
せ
た
と
い
う
。

般
若
心
経
に
つ
い
て

般
若
心
経
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
音
写
の
部
分
と
意
味
の
あ
る
部
分
が

あ
る
。

「
ハ
ン
ニ
ャ
ハ
ラ
」
は
音
写
で
あ
り
、

「
菩
薩
」
は
ボ
ー
ダ
、「
舎
利
子
」
と
は
シ

ャ
ー
リ
ー
と
い
う
女
性
の
子
供
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

ネ
ハ
ン　

ニ
ル
バ
ー
ナ

「
ア
ノ
ク
タ
ー
ラ
」
は
音
写
で
あ
り
、

「
照
見
五
蘊
皆
空
」
こ
れ
は
中
国
語
で
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
語
の
音
写
と
中
国
語
訳

の
漢
字
訳
と
が
混
在
し
て
い
て
解
り
に

く
い
。

前
提
条
件

1
．
大
本
／
小
本

「
如
是
我
聞
」　

私
は
こ
の
よ
う
に
聞

い
た
。

舎
利
子
が
質
問
す
る
。

私
た
ち
は
師
の
話
を
聞
い
て
い
る
が
、

ほ
か
の
人
は
ど
う
な
の
か
。

「
一
切
苦
役
」
ま
で
は
菩
薩
の
状
況
の

紹
介
で
あ
る
。

弟
子
で
は
な
く
一
般
大
衆
に
向
け
て

説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2
．
輪
廻
転
生

こ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い
と
解
ら
な

い
。
何
回
も
生
ま
れ
変
わ
っ
て
佛
へ
近

づ
く
。

3
．
体
脱
が
で
き
る
こ
と

要
因
の
一
つ
は
瞑
想
で
あ
る
。

禅
定
と
い
う
言
葉
と
同
じ
。

心
を
統
一
し
て
瞑
想
し
心
を
落
ち
着

か
せ
る
と
目
の
前
に
真
理
が
現
れ
心
が

ゆ
る
が
な
い
。

本
質
の
生
命
体
は
永
遠
に
生
き
て
い

る
。時

々
肉
体
に
宿
る
。
死
は
本
質
に
戻

る
こ
と
。

本
質
の
生
命
体
が
主
で
あ
る
。

釈
迦
は
菩
提
樹
の
下
で
7
年
あ
ま
り

の
瞑
想
の
結
果
、
生
老
病
死
を
理
解
し

た
。

　

こ
の
世　
　
　

あ
の
世

　

肉
体　
　
　
　

本
質

　

従　
　
　
　
　

主
、　

　

そ
の
や
り
方
、
密
教
、
阿
含
経
、

法
灯　

人
に
よ
っ
て
異
な
る
方
法
を
説

い
た　

こ
れ
を
方
便
と
い
う　

教
え
が

違
うい

つ　

誰
に　

ど
ん
な
お
経
を
説
い

た
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

（
法
論
は
ど
ち
ら
が
ま
け
て
も
釈
迦

の
恥
）
と
い
う
川
柳
も
あ
る
。

50
歳
～
72
歳
は
弟
子
の
レ
ベ
ル
が
作

っ
た
。

72
歳
～
82
歳
は
法
華
経
を
説
い
て
い

る
。

	

妙
法
蓮
華
経
に
つ
い
て

サ
ッ
タ
ル
ダ
ー
、
プ
ン
グ
リ
カ
ー
、

ス
ー
ト
ラ

尊
い
法
は
白
蓮
の
よ
う
に
き
れ
い
で

あ
る
。

ダ
ル
マ
は
60
も
の
耳
が
あ
る
。

「
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
は
所
有
物
の

意
味
。

例
え
ば
靴
は
赤
い
色
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
言
い
方
を
す
る
。

信
条
、
哲
理　

最
後
に
涅
槃
経
を
説

い
た
。

日
本
に
い
ろ
ん
な
宗
派
が
あ
り
宗
論

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

（
宗
論
は
ど
ち
ら
が
ま
け
て
も
釈
迦

困
り
）
と
川
柳
に
詠
ま
れ
る
く
ら
い
で

あ
っ
た
。

般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
タ　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ラ　

彼
岸

知
恵　

完
成　
　
　

イ
タ　
　

至

ノ
ウ
ハ
ウ

あ
の
世
へ
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ

五
蘊
受
想
行
識　

人
間
そ
の
も
の
そ

れ
は
空
で
あ
る

度
一
切
苦
厄　

何
も
な
い
か
ら
苦
し

む
な
よ

●� ●



無
明　

無
知
と
い
う
こ
と　

あ
の
世

で
知
が
な
い
こ
と
は
な
い

12
縁
起
が
あ
る
か　

そ
れ
は
な
い

無
苦
集
滅
道　

苦
に
気
づ
き
な
さ
い

苦
は
消
せ
る

悟
ら
な
く
て
よ
い　

悟
る
べ
き
こ
と

も
な
い

菩
薩
の
レ
ベ
ル
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
っ

て
い
る
か
ら
苦
し
み
は
な
い

	

ボ
サ
ー
タ

い
ろ
ん
な
佛
も
あ
の
世
へ
行
く
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
る
の
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
な

さ
いそ

れ
は
素
晴
ら
し
い
マ
ン
ト
ー
ラ
で

あ
っ
て
本
当
で
あ
る　

比
べ
る
も
の
も

な
いこ

れ
が
マ
ン
ー
ト
ラ
で
あ
る

	

ギ
ャ
テ
ィ　

ギ
ャ
テ
ィ

行
っ
た　

行
っ
た
、
完
全
に
行
っ
た

と
き
に
そ
こ
に
悟
り
が
あ
り
幸
せ
が
あ

る
行
っ
た
と
き
に　

ス
ヴ
ァ　

ス
ウ
ー
ハ　
　

幸
い
あ
れ

	

こ
の「
ギ
ャ
テ
ィ　

ギ
ャ
テ
ィ
」
が
般

若
心
経
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
ま
で
は
そ
こ
に
到
る
説
明
で
あ
る
。

	　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

物
理
的
な
観
点
と「
あ
の
世
か
ら
見

る
」
と
い
う
高
次
元
の
解
析
を
対
比
し

な
が
ら
、
般
若
心
経
を
読
み
解
く
解
り

や
す
い
講
演
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の

よ
う
な
も
の
の
見
方
の
時
代
に
な
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非

会
員
16
名
、
合
計
30
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話�

0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

5�

月
19
日（
土
）上
森
三
郎
氏

「
地
上
絵
の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国
の

謎
を
解
明
」

6�

月
16
日（
土
）い
よ
の
い
し
氏

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を
解

く
鍵
は
正
四
面
体（
プ
ラ
ト
ン
立
体
）

［SiO
H

］の
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

あ
っ
た
」

7
月
21
日（
土
）重
川
風
天
氏

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●

《本部月例会講演録の販売》

　本部月例会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子�wma）なので、聞くためには

「CDあるいはDVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

　以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、会場のスピー

カー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取れます。

当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

　講演録の代金は1回分2000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるCD、DVDプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と金額

（1回分2000円）を記入し、「郵便振替口座　00100 -2 -15344　加入者名　日本サイ科学会」に

お振込願います。皆様からの御注文をお待ちしております。



●� ●

2008/ 4/12 石川幹人氏「21世紀の超心理学」
2008/ 5/10 茶丸氏「ジョーティシャ（インド占星学）の宇宙観と哲学」
2008/ 6/14 木内鶴彦氏「宇宙の記憶」
2008/ 7/12 佐田弘幸氏「プラス思考」から運命を創造する「ゼロ思考」へ
2008/ 9/13 徳永康夫氏「神秘の生命体ソマチット」
2008/10/26 第19回全国大会
2008/11/15 宇治橋泰志氏「『難病を根本から改善する』新治療法を求めて」
2008/12/13 加藤隆吉氏「催眠と変性意識」
2009/ 2/14 天野聖子氏「大いなる自己と対話する自問自答の重要性と地球の現状」
2009/ 4/18 小牧昭一郎氏「人間の体の周辺に観察される磁気」
2009/ 5/ 9 膳　敬子氏「若返るって本当?」チベット体操を体験、感じるワーク
2009/ 6/ 7 山本　輝氏「言霊の幸はう日本国の復活」
2009/ 7/11 高月美樹氏「太陰太陽暦の活用法」
2009/ 9/12 高峯秀樹氏「未来を探る手相の神秘と科学」
2009/10/11 第20回全国大会
2009/11/14  山口敏太郎氏「真実とフェイク」環境汚染とDNA操作による未確認生物（UMA）

の誕生について
2010/ 1/16 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8 堤　裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20  久保田昌治氏「 水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11 浪平、苗、小林「感じられる“サイ” ３種類のサイデバイス・ソフト体験会」
2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松　瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出　治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11 新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ 植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」



（2）紫外可視吸収スペクトル
紫外線（200～380nm）と可視光線（380～

780nm）の吸収スペクトルは分子の電子スペク
トルである。光を吸収すると、結合電子の基
底状態から高エネルギー状態へと励起される
ことになる。具体的には、気功師が放射して
得た気功水を、透明な容器にいれ、光を当て
て､ 反対側に出てくる光の強さを測定する。
つまり、当てる紫外線の光の波長を変化させ
て、波長に対応して吸収される度合いをプロッ
トすることになる。李昇平らは、上記のラマン
スペクトルと同一内容の実験を行った（1988）。
遺伝子DNAとRNAの溶液にサイ（気）を放射
して、紫外線吸収スペクトルの変化を求めた。
遺伝子は、約280nmに紫外線吸収のピークが
ある。発功時と10時間経過後のあいだに、3
～4回、測定した。結果をみると、DNA・RNA
のピーク値（曲線）が変化する「増殖効果」等が
測定された。これは核酸のプリン・ピリミジン
塩基対の水素結合が結合されたり、又は切断
される事を意味するものと推測出来る。

（3）電気伝導率変化
水は優れた溶媒の性質を持っている。純水

は電気を通さないが、電解質を溶け込ませる
と電気を通すようになる。電気伝導率は、電
気の通しやすさを示すものであり、電荷を持っ
たイオンが電流の担い手であるといわれてい
る。また電気伝導率は温度が高くなると上昇
するので、測定は恒温水槽中で行い、また電
極には交流電源を用いるのが一般的である。

佐々木茂美らは、室内の空気汚染に馴染ま
せた（汚染を飽和させる）市販蒸留水を用い、
恒温水槽中に、サイ（気）を放射して造った気
功水と、対象水を置いて、両者を比較する場
合の電気伝導率の変化から、サイ（気）を測定
した（1985）。サイ（気）の混入の内容に応じて、
電導率は様々に増加した。一方、零磁場を用
いて造った人工気功水は、気功師の放射によ
るものと、ほぼ同一程度の値を示す事がわか
り、さらに、長時間にわたって気（サイ）が保

持される場合もある。他方、恒温水槽の温度
を変えて測定した電気伝導率の変化を、熱活
性化過程として求めた活性化エネルギー値は
△H=32kcal/mol、（=1.38eV）であった。ま
た赤外線吸収スペクトル測定、レーザーラマ
ンスペクトル測定、核磁気共鳴測定（NMR）等
を用いた検討結果から、水の分子構造は変化
しないで、水素原子の結合の程度が変化し、
結合したり、又は切断したりする場合がある。
つまり気功水は、水分子のクラスター（集合状
態）の変化が伝導率変化の原因であるらしい、
と推定した。

4）生体変化によるサイ（気）の測定
政府の助成金を得て行ったISLISグループ

（代表者、山本幹男）の多数の優れた研究結果
がある（2004、潜在能力の科学）。これらにつ
いては、別に報告する予定にしたい。

5）脈診による気場の測定
苗鉄軍、佐々木茂美らは、上述のBACSを

用いて、気場（パワースポット）に存在するサ
イ（気）を測定した（2012）。気場に潜在する気
のエネルギーと、そこに参入した人体とは、
確かに、サイ（気）を介して交流している事が
定量的に推定できる。

参考文献
（1）�厳新、陸租蔭ら、各種水溶液に外気を放射

した時のラマンスペクトルの変化（1988、
自然雑誌、11-8、pp.567-571）

（2）�厳新、陸租蔭ら、遺伝子DNA・RNAに外
気を照射した時の紫外線吸収スペクトルの
変化（1988、自然雑誌、11-9、pp.647-649）

（3）�陳鳴、張明安ら、紫外線分光光度法を用い
た気功水の実験報告（1990-3月、中華気功、
pp.6-11）。その他省略。
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D2=1.98～2 .29のカオスアトラクターである
事等が判明した。さらに此を基に念写形成の
モデルを構築し、シミュレーションと考察によ
り、このモデルの正当性を主張した（2007、苗
鉄軍、佐々木茂美）。

（3）脈動する赤外線変化など
外気を直接測定したのは中国上海原子核研

究所の顧函森ら（1979）であるといわれている。
気功師の手の平の経穴から放出される外気の
一部を赤外線センサーで測定したところ、周
波数0.5～0 .9Hz、出力1.2～数μwのランダ
ムパルス状に変調された脈動赤外線放射が観
測された。作用距離を調べたところ、3 .0～
3.5mの途中に､ 速度がより加速される区域が
あり、その速度は20～50cm/sであった。ま
た微粒子状の信号情報も測定された。その他
として、音、静電気、放射線などが測定され
ている。

（4）バイオホトンの観測
すべての生物は何らかの形で光っている。

稲葉文男バイオホトンプロジェクトは生物ホト
ン発光を研究・調査している。光子1個/sec

（1000カウント/10秒）が計測可能なセンサー
（光電子増倍管）を用いて、人体の皮膚表面の
発光状況をを調べている。プロジェクトの宇
佐史らの報告（1992）によると、気功師（中国
人）も通常人と同程度に光っている。しかし気
功師は、通常人とは異なり、その光りを強めた
り、弱めたり制御する事ができる。なお皮膚
表面の温度と発光の強さとは別であり、両者
間に負の相関が存在する場合がある。また表
面温度上昇は手の平のまんなか（老宮）が最大
である。発光スペクトルの波長分析によると、
赤色（600～700nm）が多い。しかし緑色範囲
にも発光の山がある。気功治療の患者に対し
て放射する時には、光の出方が異なる場合が
ある。40名以上の測定によると、年齢差は無
いが個人差は大きい。

（5）磁気（磁場）変化の観測
小牧昭一郎らは、xyz座標軸のそれぞれに3

個の磁気フラックスゲート方式センサーを置
いて、被験者（気功師）の身体周辺に発生した
磁気の3次元的な時間変化を観測・計測した

（1996）。発生した磁気は、磁束密度のピーク
が0.5Gに達し、数秒程度存在しており、方向
は多様であり、立体的な空間を占める事が多
い。町好雄らは低周波脈動磁場を観測・計測
した（1980）。瀬戸明らは人体磁気異常輻射現
象を観測・測定した（1995）。小久保秀之らは
異常生体磁場の観測を行った（1999）。

3）水に吸収させて測定する
人体の60%以上は水である。水は生命の基

であり、また水は総ゆる物を溶かし込む性質
があると言われている。サイ（気）は直接測定
が出来ないので、水に溶かし込んで、水溶液

（気功水）として、測定する事が行われている。
物質に光を照射すると、光と物質の相互作

用により反射、屈折、吸収の他に散乱が起き
る。散乱光の中には入射光と同じ波長の光が
散乱するレイリー散乱（弾性散乱）と、入射光
とは異なるラマン散乱（非弾性散乱）がある。
しかしラマン散乱はレイリ散乱よりも弱く、10

（−6乗）程も微弱の場合がある。
（1）ラマンスペクトル

中国精華大学の李昇平らは、厳新気功師が
放射した時のサイ（気）を、水道水、0.9%生理
食塩水、50%ブドウ糖溶液、抗生物質水溶液
に溶かし込み、レーザー光を当てる方法でラ
マンスペクトルを求めた（1988）。例えば、水
道水にサイ（気）を放射して得た気功水の場合
には、ラマンシフト（raman� shift）400 . 00～
4000 .00｛（cm）の（−1乗）｝の間の2100 .00付近
に強さ（intensity）の山峯頂のある山状の幅広
い散乱が発生したが、約2時間後には消失し
た。1986年12月22日～1987年1月23日のあい
だに10回のテストを行い、発功距離を3m～
1900kmに変えてテストしたが、何れの場合に
もほぼ同一の変化が認められた（距離には依存
しない）。
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1）はしがき
人間は心（精神、魂）と肉体から出来ている

が、形而下学としての肉体面の進歩に比較す
ると、形而上学としての精神面の進歩発達は
無いに等しい。これは、宗教や倫理などの立
場から、心の科学的な分析や解明が､ 永い間、
タブー視されていた為であると言われている。
最近になると、人工知能やロボット開発の工
学的な立場から、人間の精神面の研究の必要
性が議論される様になってきた。他方、人間
と動物を分けるのは、信仰心の有無である、
とも言われている。これは、人間には魂があり、
精神と信仰心が重要である事を意味している
のであろう。他方、「こころの宗教」と「ものの
科学」の間を埋めるのはサイ（気）科学であると
も言われている。今回は、健康や元気の基で
あり、また心と物の間を埋める意味を持つ「サ
イ（気）」について検討することにした。

2）サイ（気）の直接測定
体内にある気（サイ）を内気、体外にある気

（サイ）を外気と言う。便宜的にそのように呼
んでいるが、本質的には同一である。「経絡（経
穴）」を対象にした電気科学的な内気の測定は、
本山博によって1974年頃から開始され、現在
は、AMI（体液−自律神経機能測定器）として

実用化・販売されている。最近になり、伝統
医学（漢方）の内気としての「脈診（触診､ 定性
判断）」の、複雑系カオス解析を用いた計数・
定量化が鹿児島大学（医）の「重要課題解決型
推進研究」として実施され、実用化製品が

（株）CCI社からBACS（生体系の活性度チェッ
ク、カオス解析計）として販売されている（苗
鉄軍開発）。都合により、本稿では外気の測定
を扱う。

（1）遮光カメラからの光群湧出
宮内力、福田豊らは、透視・念写（イメージ

で視て、画像を画く）実験（1975）において、念
力現象（PK、画像）生起時に遮光カメラ内から
物理的な光子群が湧き出す事を発見し、その
時間変化等を観測・記録した。

（2）念球のカオスアトラクター
佐々木茂美、小川雄二らは、零意識（変性意

識、ASC）下での透視・念写（イメージで視て、
画像を画く）実験（1976）において、念力現象

（PK、画像形成）発生点付近で遮光TVビジコ
ン内に念球（球状光子群）が発生すること、並
びに念球の特徴的な経時諸変化を観測・記録
し、その軌跡変化から念写像が形成されるも
のと推定した。約30年後、それらの軌跡の経
時変化を、指尖脈波カオス解析計（BACS）を
用いて測定・解析したところ、フラクタル次元

サイ（気）の測定についてサイ（気）の測定について
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七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

　
　
　
　
講
師
　
中
島 

敏
樹

水
は
、
数
千
万
個
か
ら
数
億
個
の
集

団
を
構
成
。
集
団
の
秩
序（
リ
ズ
ム
力
）

と
活
力
（
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
で
、
魅

惑
的
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
現

代
科
学
が
置
き
忘
れ
た
「
水
の
集
団
の

神
秘
な
突
然
変
異
機
能
」
の
話
で
す
。

水
集
団
の
調
律
リ
ズ
ム
が
“
命
の
場
”

を
為
し
て
い
る
。
そ
の
秩
序
と
活
力
の

助
っ
人
が
、
土
や
岩
石
の
素
“
珪
素
”

の
大
事
な
特
性
『
表
面
陰
電
荷
力
』
で

す
。
命
の
素
「
寄
り
集
い
群
れ
て
輪
す
」

は
、
東
日
本
大
震
災
で
人
々
の
心
に
灯

さ
れ
た
『
絆
』
そ
の
も
の
で
す
。
宇
宙

に
顕
在
化
し
た
「
も
の
」
の
始
ま
り
で

す
。い

の
ち
は
、
水
の
二
大
特
性
『
双
極

子
特
性
』『
水
素
結
合
』
と
珪
素
の
『
親

水
力
』
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
は

宇
宙
と
同
じ
階
層
構
造
を
成
し
て
い
る
。

水
の
リ
ズ
ム
力
に
影
響
を
与
え
る
人
の

意
念
、
感
謝
・
祈
り
、
そ
し
て
音
響
リ

ズ
ム
を
水
に
映
し
測
り
ま
し
た
。
何
と

未
確
認
物
質
「
気
」
の
関
与
が
、
透
け

て
見
え
て
き
ま
し
た
。
人
々
の
関
心
が

高
い
「
珪
酸
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
表
面
陰

電
荷
作
用
」、「
低
線
量
放
射
線
ホ
ル
ミ

シ
ス
作
用
」、「
生
体
内
原
子
転
換
の
現

実
」
な
ど
の
神
秘
例
を
挙
げ
、
科
学
の

紐
を
解
い
て
み
ま
す
。

※�

水
の
不
思
議
な
性
質
と
今
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
い
パ
ワ
ー
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
員

の
皆
様
は
是
非
ご
友
人
、
知
人
を
お

誘
い
し
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

中な
か
し
ま島

敏と
し
き樹

氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
16
年
生
ま
れ
石
川
県
出
身
。
平

成
12
年
～
23
年　

東
洋
化
学
株
式
会
社

技
術
顧
問
。

水
の
分
析
器
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
と

出
会
い
、「
水
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」
の
解

明
に
取
り
組
む
。
水
集
団
の
新
た
な
振

動
領
域
（
5
0
0
～
4
0
0
0
キ
ロ
ヘ

ル
ツ
）
を
世
界
に
先
駆
け
明
ら
か
に
し

た
。
気
、
想
念
、
音
響
な
ど
微
弱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
水
で
測
っ
た
。『
場
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
』
の
確
か
な
関
わ
り
を
、
水
が

語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
水
の
神
秘

な
統
合
科
学
に
一
石
を
投
じ
て
い
る
。

日
時　

平
成
24
年
7
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
22
回
全
国
大
会
研
究
発
表
募
集

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
予
告

◎
二
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
六
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
サ
イ（
気
）の
応
用
と
実
用
化

※ 

8
月
は
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
九
月
本
部
例
会
予
告
は
次
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
24
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
22
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
14
日
（
日
）
北
と

ぴ
あ
第
一
研
修
室
に
て
、
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
テ
ー
マ
は
「
コ
ン
タ
ク
ト
」）
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
9
月
20
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
5
／
25
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
五
千
円　
　
　
　

吉
田　

一
美　

様

金
一
千
円　
　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円　
　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円　
　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

誰
で
も
が
幸
せ
に
な
る

　
　
プ
ラ
チ
ナ
の
風
が
吹
く

　
　
　
　
講
師
　
重
川
　
風
天 

氏

日
時　

平
成
24
年
7
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員�

二
千
円　

一
般�

三
千
円

　
　
　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
6
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

コ
ン
タ
ク
ト
準
備
!

日
時　

平
成
24
年
7
月
29
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分�

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

�

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会�

員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

今
回
も
U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
な
ら
び

に
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
賞
が
授

与
さ
れ
ま
す
!

わ
れ
こ
そ
は
と
い
う
方
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
世
話
人　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
予
告

未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は

何
が
で
き
る
の
か
⁉

　
　
講
師
　
ホ
ン
マ 

シ
ュ
ウ
ジ 

氏

（
株
式
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス
　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎
ゲ
ス
ト
講
演

　
井
戸
　
理
恵
子 

氏

（
多
摩
美
術
大
学
講
師
:
民
俗
情
報
工

学
研
究
）

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

規
模
の
大
地
震
、
大
津
波
が
実
は
、
頻

繁
に
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
た
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
学
者
が
こ
れ
ま
で
黙
殺
し
て
い

た
歴
史
的
記
述
や
口
伝
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
の
中
心
地
・
石
巻
市
出
身
の
筆
者
は
、

今
回
、
奈
良
時
代
か
ら
貞
観
期
、
鎌
倉

時
代
初
頭
に
か
け
て
、
石
巻
を
中
心
と

し
た
歴
史
的
出
来
事
と
大
災
害
の
因
果

関
係
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
数
多
く
の
神
社
仏
閣
が
大
震
災
と

● ❷●



の
関
連
に
お
い
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う

事
実
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

神
仏
の
ル
ー
ツ
や
地
域
信
仰
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
と

自
然
災
害
と
の
関
係
を
考
察
し
ま
す
。

※
中
国
や
日
本
に
お
け
る
超
能
力
者
や

超
能
力
少
年
少
女
達
の
取
材
、
検
証
番

組
を
沢
山
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
ホ
ン
マ

氏
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し

て
、
出
身
の
地
震
・
津
波
被
災
地
の
地

道
な
取
材
と
調
査
を
さ
れ
た
内
容
を
、

被
災
地
の
映
像
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
お
話

を
さ
れ
ま
す
。

ゲ
ス
ト
の
井
戸
氏
も
そ
れ
ら
に
対
し

て
研
究
者
・
能
力
者
の
観
点
か
ら
、
貴

重
な
お
話
が
聞
け
る
希
な
機
会
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ン
マ
シ
ュ
ウ
ジ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宮
城
県
石
巻
市
生
ま
れ
。
C
M
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
C
M
デ
レ
ク
タ
ー
、
番
組
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
、
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
経
て
、
現
在
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
。
自
然
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
、
歴
史
の
謎
・
人
間
の
不
思
議
な
潜

在
能
力
の
謎
を
テ
ー
マ
に
し
て
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
作
品
な
ど
数
多

く
手
が
け
る
。
現
在
、
日
中
韓
共
同

制
作
に
よ
る
「
大
型
ド
ラ
マ
」
企
画
と

「
東
ア
ジ
ア
・
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

の
準
備
に
奔
走
中
。

主
な
作
品
:
T
B
S
「
ギ
ミ
ア
ぶ
れ

い
く
」「
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
」
未
知
能
力
シ

リ
ー
ズ
、「
ア
ニ
マ
・
ム
ン
デ
ィ
」、「
世

界
謎
紀
行
・
神
々
の
い
た
ず
ら
」
シ
リ

ー
ズ
、「
自
然
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

神
々
の
詩
」
シ
リ
ー
ズ
、
T
B
S
50
周

年
S
P
「
地
雷
Z
E
R
O�

21
世
紀
最
初

の
祈
り
」、「
Mr
マ
リ
ッ
ク
・
超
魔
術
の

逆
襲
シ
リ
ー
ズ
」、
N
H
K
・
B
S
ス
ペ

シ
ャ
ル
「
バ
チ
カ
ン
外
交
～
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
2
世
と
冷
戦
後
の
世
界
」、
日

テ
レ
「
ス
ー
パ
ー
テ
レ
ビ
情
報
最
前
線
」

（
サ
イ
バ
バ
ほ
か
）、「
木
曜
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
Mr
マ
リ
ッ
ク
・
超
魔
術
」、
B
S
11

「
第
2
ニ
ッ
ポ
ン
国
・
独
立
宣
言
」
ほ
か

著
作
:
「
未
知
能
力
―
あ
な
た
の
知

ら
な
い
不
思
議
世
界
」（
青
春
出
版
）、

「
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
人
間
の
不
思
議

な
力
99
の
謎
」（
二
見
書
房
）、「
ワ
ー

ル
ド
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
・
ア
ジ
ア

編
・
中
国
怪
奇
譚
」（
角
川
書
店
）

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
・
日
本
人
体
科

学
会
学
術
会
員

日
時　

平
成
24
年
9
月
8
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

二
千
円　

一
般�

三
千
円

　
　
　

学
生�

一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
報
告

サ
イ
科
学
に
関
係
し
た
電
気
・

磁
気
の
研
究
の
紹
介

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
正
典 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
茨
城
大
学
）

最
初
に
ト
マ
ト
の
種
子
の
潜
在
能
力

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
一
万
数
千
個
の
実
を
成
ら
せ
た

ト
マ
ト
の
巨
木
で
す
。
遺
伝
子
操
作
と

か
ホ
ル
モ
ン
処
理
は
全
然
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
露
地
栽
培
の
ト
マ
ト
の
種
子

と
全
く
同
じ
種
子
を
使
っ
て
、
ト
マ
ト

の
持
っ
て
い
る
能
力
を
引
き
出
し
た
結

果
、
一
本
の
ト
マ
ト
の
木
に
一
万
数
千

個
の
実
を
成
ら
す
こ
と
が
で
き
た
技
術

が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
技
術
は
1
9
8
5
年
の
つ
く
ば

万
博
の
政
府
館
に
お
い
て
、
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
い
う
も
の
に
私
は
非
常

に
興
味
を
持
ち
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

実
験
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の「
ハ

イ
ポ
ニ
カ
」
と
い
う
製
品
も
購
入
し
て

ト
マ
ト
を
実
際
に
成
ら
す
実
験
も
し
て

参
り
ま
し
た
。

こ
の
一
万
数
千
個
の
実
を
成
ら
す
ト

マ
ト
の
潜
在
能
力
の
根
源
は
、
こ
こ
に

あ
る
根
な
の
で
す
。
根
が
も
の
す
ご
い

活
力
が
あ
っ
て
、
生
き
生
き
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
根
が
直
接
接
し
て
い
る
水

は
常
に
流
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

水
に
は
酸
素
を
供
給
し
て
い
る
の
が
一

つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
に

温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
太
陽
光
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
実
現
し
た
技
術
で
す
。

通
常
メ
ロ
ン
は
一
本
の
木
に
一
個
し

か
成
ら
な
い
の
で
、
お
値
段
が
高
い
の

で
す
が
、
こ
の
写
真
の
木
は
90
個
の
実

が
成
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
キ
ュ
ウ
リ

は
一
本
の
木
に
、
三
千
三
百
本
の
実
が

成
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
種
子
の
中
に
こ
れ
だ
け
の
実

を
成
ら
す
こ
と
の
で
き
る
潜
在
能
力
が

元
々
宿
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
を
出
来
る
範
囲
内
で
取
り
出
し
て

や
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
の
で
す

ね
。
こ
れ
は
協
和
株
式
会
社
の
野
澤
重

●❸ ●



雄
氏
が
「
ハ
イ
ポ
ニ
カ
」
と
い
う
商
品

名
で
開
発
し
た
も
の
で
す
。
野
澤
氏
は

残
念
な
が
ら
2
0
0
1
年
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
だ

い
た
い
22
年
間
で
23
億
円
の
お
金
を
使

っ
て
開
発
し
た
技
術
で
し
た
。

私
も
い
ろ
い
ろ
な
高
校
に
呼
ば
れ
て

出
前
授
業
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
ご

紹
介
し
た
よ
う
な
お
話
を
す
る
わ
け
で

す
。
そ
し
て
高
校
生
に
「
元
々
一
人
一

人
が
そ
れ
だ
け
の
能
力
を
持
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
自
分
自
身
で
引
き

出
し
て
み
よ
う
よ
。」
そ
し
て
「
根
と
い

う
も
の
が
非
常
に
大
き
な
根
源
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
根
に
相
当
す

る
も
の
が
学
校
の
教
育
す
べ
て
だ
よ
。」

と
い
う
お
話
を
し
て
、
一
応
感
激
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

地
球
上
に
生
き
て
い
る
も
の
に
と
っ

て
、
地
球
の
環
境
と
い
う
の
は
、
生
存

に
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

の
は
、
当
然
の
こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、「
シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
」
と
い
う

も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
サ
イ
科
学
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
論
文
や

資
料
の
中
に
、「
シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
」
と

い
う
も
の
が
頻
繁
に
出
て
来
て
い
る
の

を
私
も
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
そ
の
シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
、
す

な
わ
ち
7
・
8
ヘ
ル
ツ
と
い
う
基
本
周

波
数
と
そ
れ
の
だ
い
た
い
整
数
倍
の
14

ヘ
ル
ツ
と
か
、
21
ヘ
ル
ツ
な
ど
の
電
磁

場
が
地
球
と
電
離
層
と
の
間
に
存
在
し

て
い
て
、
生
命
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
、
ま
た
地
磁
気
に
関
係
す
る
お
話

を
致
し
ま
す
。
約
40
億
年
前
に
地
球
上

に
生
命
が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
日
ま
で

の
進
化
の
過
程
で
何
ら
か
の
影
響
を
地

磁
気
と
シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
か
ら
受
け
て

き
た
は
ず
と
考
え
る
と
、
生
き
物
に
と

っ
て
最
適
な
磁
場
環
境
が
必
ず
あ
る
は

ず
だ
と
発
想
し
ま
し
た
。

論
文
で
は
こ
の
地
磁
気
と
シ
ュ
ー
マ

ン
共
振
に
関
係
し
た
ミ
ツ
バ
の
種
子
の

実
験
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て

私
が
考
え
た
の
は
、
先
ほ
ど
の
ハ
イ
ポ

ニ
カ
ト
マ
ト
の
技
術
の
根
本
的
な
考
え

方
と
し
て
、
ト
マ
ト
に
そ
う
い
う
潜
在

能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
電
子

電
気
工
学
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
私
と

し
ま
し
て
は
、
磁
場
と
し
て
周
波
数
7

ヘ
ル
ツ
に
着
目
し
て
、
研
究
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。

最
近
の
新
聞
記
事
で「
サ
イ
エ
ン
ス
」

の
論
文
と
し
て
、
地
球
の
外
殻
が
二
層

構
造
に
な
っ
て
お
り
マ
ン
ト
ル
が
別
々

に
対
流
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
混
ざ
り

合
う
と
磁
場
の
反
転
が
起
こ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
載
っ
て
お
り
ま
し
た
。
地

球
は
こ
の
四
百
万
年
間
に
9
回
く
ら
い

磁
場
の
反
転
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
の
説
が
出
る
前
に
計
算
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
地
球
の
赤

道
断
面
上
の
外
殻
の
中
央
円
形
リ
ン
グ

に
、
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
30
億
ア
ン

ペ
ア
の
電
流
を
流
す
と
、
だ
い
た
い
地

磁
気
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
地
磁
気
と
い
う
の
は
、
地
球

の
中
に
電
流
が
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

生
じ
ま
す
が
、
そ
の
電
流
は
外
殻
の
液

体
状
に
な
っ
て
い
る
鉄
の
中
の
イ
オ
ン

の
動
き
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

落
雷
の
と
き
に
よ
く
ラ
ジ
オ
に
雑
音

が
入
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
い
ろ
い
ろ

な
周
波
数
の
電
磁
波
が
同
時
に
発
生
し

て
い
て
、
光
速
の
30
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
地
球
の
周
囲
4
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

波
長
で
割
り
ま
す
と
、
シ
ュ
ー
マ
ン
共

振
に
近
い
7
・
5
ヘ
ル
ツ
と
な
り
ま
す
。

地
球
の
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
空
に

電
離
層
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
電
離
層

は
導
体
で
、
地
球
表
面
も
海
が
大
部
分

な
の
で
導
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
二
層
の

間
か
ら
電
磁
波
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
落
雷
等
で
発
生
し
た
電
磁
波

の
内
、
波
長
が
地
球
周
囲
と
同
じ
長
さ

の
電
磁
波
（
周
波
数
7
・
5
ヘ
ル
ツ
）

だ
け
は
そ
の
二
層
の
間
で
共
振
し
ま
す
。

他
の
周
波
数
の
電
磁
波
は
山
谷
が
ぶ
つ

か
っ
て
消
え
て
い
き
ま
す
。

私
は
そ
の
シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
に
近
い
、

「
ラ
ッ
キ
ー
7
」
の
7
ヘ
ル
ツ
に
着
目

し
て
、
実
験
を
進
め
ま
し
た
。
7
ヘ
ル

ツ
の
弱
磁
場
を
使
っ
た
の
で
す
が
、
弱

磁
場
と
い
う
の
は
地
球
の
地
磁
気
約
50

マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ
の
15
倍
位
の
も
の
で

す
。
そ
の
成
果
が
世
界
的
に
こ
う
い
う

方
面
の
研
究
者
が
投
稿
す
る
学
会
誌
の

「Bioelectrom
agnetics

」
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

シ
ャ
ー
レ
の
中
に
濾
紙
を
三
枚
引
き

ま
し
て
、
ミ
ツ
バ
の
細
長
い
種
子
を
50

粒
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
一
粒
ず
つ
が
く
を

南
側
に
向
け
て
南
北
方
向
に
並
べ
ま
す
。

そ
れ
ら
に
2
つ
の
方
向
か
ら
弱
磁
場
を

か
け
た
と
き
に
次
の
有
意
な
結
果
が
出

ま
し
た
。

「Bioelectrom
agnetics

」の
論
文
で
、

発
表
し
た
こ
と
を
要
約
致
し
ま
す
。

・
地
磁
気
の
鉛
直
方
向
に

周
波
数
7
ヘ
ル
ツ
、
磁
束
密
度
7
5
0

マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ

周
波
数
14
ヘ
ル
ツ
、
磁
束
密
度
5
0
0

マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ

の
A
C
磁
場
を
印
加
し
た
場
合
に
は
ミ

ツ
バ
の
種
子
の
発
芽
を
促
進
さ
せ
る

・
地
磁
気
の
向
き
に
並
行
に
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周
波
数
7
ヘ
ル
ツ
で
磁
束
密
度
7
5
0

マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ
と
磁
束
密
度
5
0
0

マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ
の
微
弱
な
磁
場
を
印

加
し
た
方
が
、
垂
直
に
印
加
し
た
場
合

よ
り
は
ミ
ツ
バ
の
種
子
の
発
芽
を
促
進

さ
せ
る

「
サ
イ
科
学
」
掲
載
論
文
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
実
験
で
は
水
が
非
常
に
大
事
な

も
の
に
な
り
ま
す
が
、
水
は
分
か
ら
な

い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
し
、
水
は
す

べ
て
の
物
質
を
溶
か
し
て
し
ま
う
の
で
、

非
常
に
実
験
が
難
し
い
代
物
で
す
。
と

こ
ろ
が
水
と
い
う
も
の
は
、
非
常
に
生

命
活
動
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

物
で
し
て
、
タ
ン
パ
ク
質
や
核
酸
、
そ

う
い
う
生
体
高
分
子
の
細
胞
が
う
ま
く

働
い
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、
水
は
そ

れ
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

人
間
の
意
思
が
水
に
変
化
を
与
え
得

る
と
い
う
論
文
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た

水
が
情
報
を
蓄
え
る
能
力
:
ホ
メ
オ
パ

シ
ー
で
の
体
験
、
気
功
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
ヒ
ー
ラ
ー
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
パ
ワ
ー
な

ど
の
微
弱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
た
と
き

の
水
の
変
化
を
扱
っ
た
論
文
も
あ
り
ま

す
。ま

た
水
に
は
「
エ
ピ
タ
キ
シ
ー
」
と

い
う
仕
組
み
が
働
き
、
元
の
実
体
が
無

く
な
っ
て
も
、
そ
の
本
質
を
記
憶
し
て

い
て
、
い
ろ
い
ろ
操
作
を
す
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
エ
ピ
タ
キ
シ
ー

（Epitaxy

）
は
、
半
導
体
関
係
で
よ
く

使
わ
れ
る
の
で
す
が
、「
一
定
の
結
晶
面

上
に
別
種
（
あ
る
い
は
同
種
）
の
単
結

晶
が
結
晶
方
位
を
揃
え
て
成
長
し
て
い

く
現
象
」、
あ
る
い
は「
半
導
体
結
晶
基

板
上
な
ど
に
、
そ
う
し
た
単
結
晶
膜
を

成
長
さ
せ
る
技
術
」
で
使
わ
れ
る
言
葉

で
す
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

ま
た
、
微
弱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
を

認
め
て
、
そ
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
も

の
と
し
て
「
ベ
ク
ト
ル
磁
気
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

論
文
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
微
弱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
水
に
与
え

て
そ
の
影
響
を
実
験
す
る
と
き
、
精
製

水
（
純
水
）
の
場
合
に
は
微
弱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
注
入
が
難
し
く
、
イ
オ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
若
干
の
不
純
物
の
存
在
が

必
要
だ
と
い
う
論
文
も
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
私
達
の
実
験
で
も
そ
う
い
う
こ

と
が
出
て
来
ま
し
た
。

水
を
扱
う
場
合
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
と
え
ば
光
、
電

気
、
磁
気
あ
る
い
は
こ
れ
ら
が
相
互
に

絡
み
合
っ
た
場
合
な
ど
は
、
何
が
起
こ

る
か
は
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
の
が
実
状
だ
と
い
う
論
文
も
あ
り
ま

す
。最

近
、
A
C
磁
場
の
「
零
磁
場
」
が

注
目
さ
れ
、
植
物
の
初
期
成
長
に
与
え

る
影
響
な
ど
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
成
果
が
出
て
い
る
の
で
す
が
、

地
磁
気
と
い
う
D
C
磁
場
は
打
ち
消
さ

な
い
で
、
A
C
磁
場
を
打
ち
消
し
た
実

験
と
な
り
ま
す
。
そ
の
零
磁
場
は
、
テ

ス
ラ
コ
イ
ル
や
、
8
ヘ
ル
ツ
の
単
一
パ

ル
ス
波
、
複
合
サ
イ
ン
波
（
10
の
6
乗

ヘ
ル
ツ
位
）
な
ど
を
、
渦
巻
き
型
の
無

誘
導
コ
イ
ル
に
流
し
て
つ
く
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
発
生
す
る
「
人
工
外
気
」
を

稲
の
種
に
直
接
暴
露
し
た
場
合
に
は
、

根
と
苗
の
成
長
30
%
～
50
%
の
成
長
促

進
効
果
が
認
め
ら
れ
た
、
ま
た
人
工
外

気
を
直
接
稲
の
種
に
直
接
暴
露
し
な
い

で
、
予
め
水
に
暴
露
処
理
し
た
人
工
外

気
水
に
稲
種
を
浸
し
た
場
合
に
も
、
ほ

ぼ
同
一
の
効
果
が
得
ら
れ
た
、
と
い
う

論
文
発
表
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
は

水
に
は
人
工
外
気
と
い
う
情
報
を
記
憶

す
る
潜
在
的
な
能
力
が
あ
る
と
い
え
ま

す
。そ

う
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
ミ
ツ
バ

の
種
子
の
発
芽
と
い
う
も
の
に
水
の
性

質
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
何
か
変
化
が

あ
る
こ
と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
背
景
の
究

明
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、

実
験
を
進
め
た
わ
け
で
す
。

ミ
ツ
バ
の
種
子
に
毎
日
給
水
す
る
水

の
み
に
磁
場
を
印
加
し
た
場
合
と
、
発

芽
実
験
時
の
種
子
に
も
磁
場
を
印
加
す

る
、
両
方
の
場
合
を
実
験
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
地
磁
気
を
打
ち
消
す
実
験
も

行
い
ま
し
た
。

前
者
の
場
合
の
実
験
は
、
上
述
し
た

よ
う
に
水
が
情
報
を
記
憶
す
る
こ
と
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
実
験
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
蒸
留
水
と
水
道
水
の
比
較
実

験
も
し
ま
し
た
。「
サ
イ
科
学
」
の
論
文

の
中
で
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
や
は
り
蒸
留
水
で
は
な
く
て
水
道

水
の
方
が
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
パ
ワ
ー

を
加
え
や
す
い
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
イ
オ
ン
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
共
鳴

の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
地
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磁
気
を
打
ち
消
し
た
場
合
と
地
磁
気
環

境
下
の
場
合
の
両
方
を
実
験
し
ま
し
た
。

印
加
磁
場
の
周
波
数
は
シ
ュ
ー
マ
ン
共

振
の
基
本
周
波
数
に
近
い
7
ヘ
ル
ツ
、

磁
束
密
度
は
地
磁
気
の
オ
ー
ダ
ー
と
な

り
先
の
論
文
の
約
10
分
の
1
の
75
マ
イ

ク
ロ
テ
ス
ラ
の
微
弱
な
A
C
磁
場
を
使

い
ま
し
た
。
地
磁
気
を
打
ち
消
し
た
場

合
に
A
C
磁
場
を
印
加
し
た
場
合
の
実

験
は
、
D
C
磁
場
の
零
磁
場
の
環
境
下

で
の
水
の
情
報
（
本
論
文
で
は
A
C
磁

場
）
の
記
憶
に
関
す
る
実
験
と
な
り
ま

す
。
ミ
ツ
バ
の
種
子
に
水
は
16
日
間
、

毎
日
5
C
C
ず
つ
加
え
ま
し
た
。

実
験
の
ま
と
め
と
検
証
を
し
ま
す
。

ミ
ツ
バ
の
種
子
に
毎
日
給
水
す
る
水

の
み
に
磁
場
を
印
加
し
た
場
合
と
、
発

芽
実
験
時
の
ミ
ツ
バ
の
種
子
に
も
磁
場

を
印
加
す
る
両
方
の
場
合
を
実
験
し
ま

し
た
。

種
子
に
加
え
る
水
は
、
水
道
水
と
蒸

留
水
の
2
種
類
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た

地
磁
気
を
打
ち
消
し
た
場
合
と
地
磁
気

環
境
下
の
場
合
の
両
方
の
場
合
で
実
験

し
ま
し
た
。

発
芽
時
の
給
水
に
用
い
る
水
道
水
を

周
波
数
7
ヘ
ル
ツ
、
磁
束
密
度
75
の
磁

場
で
磁
場
処
理
す
る
と
き
の
地
磁
気
の

有
無
に
よ
り
、
地
磁
気
有
り
で
は
発
芽

が
促
進
さ
れ
、
地
磁
気
無
し
で
は
発
芽

が
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。

両
者
と
も
t
検
定
で
危
険
率
5
%
以

下
の
有
意
差
が
認
め
ら
れ
、
前
者
は
後

者
よ
り
、
発
芽
促
進
増
加
率
が
約
10
%

も
高
く
な
り
ま
し
た
。
水
道
水
の
場
合

の
発
芽
は
、
発
芽
時
の
磁
場
の
環
境
に

は
ほ
と
ん
ど
左
右
さ
れ
ず
に
、
水
の
磁

場
処
理
の
方
法
で
ほ
ぼ
決
ま
り
、
ミ
ツ

バ
の
種
子
の
発
芽
促
進
の
作
用
は
、
発

芽
時
の
生
化
学
反
応
に
印
加
磁
場
が
直

接
作
用
す
る
の
で
は
な
く
て
、
水
の
性

質
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
介
し
て
作

用
す
る
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

水
の
磁
場
処
理
の
際
の
地
磁
気
の
有

無
が
水
道
水
と
蒸
留
水
と
の
発
芽
特
性

に
お
い
て
大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。
水

道
水
に
お
い
て
、
A
C
磁
場
を
情
報
と

し
た
“
水
の
記
憶
”
が
認
め
ら
れ
た
と

い
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
道
水
は
種
々
の
ミ
ネ
ラ

ル
を
含
有
し
て
お
り
、
電
気
伝
導
に
寄

与
す
る
各
種
イ
オ
ン
が
蒸
留
水
に
比
べ

て
そ
れ
だ
け
多
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

水
の
磁
場
処
理
の
際
に
、
含
有
さ
れ
て

い
る
イ
オ
ン
の
量
の
違
い
に
よ
り
、
磁

場
処
理
後
の
水
の
性
質
に
差
が
生
じ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
水
に

情
報
を
記
憶
さ
せ
る
場
合
は
、
若
干
の

不
純
物
の
存
在
が
必
要
な
こ
と
が
、
改

め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
度
「
サ
イ
科
学
」
発
表

2
編
目
の
論
文
タ
イ
ト
ル
は
「
ゼ
ロ
場

と
特
異
等
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
線
の
図
形
の

性
質
」
で
、
サ
イ
科
学
の
分
野
で
の
超

常
現
象
の
ゼ
ロ
磁
場
に
関
連
し
た
論
文

と
な
り
ま
す
。

地
図
上
の
山
を
比
喩
に
使
い
ま
す
と
、

等
高
線
が
電
位
が
等
し
い
等
電
位
線
に

あ
た
り
、
等
電
位
線
が
混
ん
で
い
る
と

こ
ろ
は
電
場
が
大
き
い
と
み
ま
す
。
図

の
A
と
B
と
い
う
+
の
電
荷
が
2
つ
あ

り
、
高
さ
が
違
う
の
で
、
電
位
も
少
し

差
が
あ
り
ま
す
。
地
図
で
す
と
海
抜
0

m
の
高
さ
が
、
電
気
の
分
野
で
は
0

V
に
あ
た
り
、
そ
こ
か
ら
の
電
位
差
が
、

山
で
い
う
と
海
か
ら
の
高
さ
と
な
り
ま

す
。
図
の
A
と
B
か
ら
来
る
+
電
荷
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ぶ
つ
か
る
の
が
、
C
と

い
う
点
で
す
。「
零
磁
場
」
と
い
う
の
は

こ
う
い
う
点
で
、
地
図
で
い
う
と
峠
に

あ
た
り
、
真
っ
平
ら
と
い
う
よ
り
、
馬

の
鞍
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
C
と
い
う

点
は
電
場
が
0
の
特
異
点
と
な
り
ま
す
。

そ
の
特
異
点
で
あ
る
ゼ
ロ
場
の
点
を
通

る
等
電
位
線
を
私
は「
特
異
等
電
位
線
」

と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
「
特
異
等
電

位
線
」
は
非
常
に
均
衡
の
と
れ
た
美
し

い
図
形
を
生
み
出
し
ま
す
（「
サ
イ
科

学
」
第
33
巻
に
多
く
の
図
を
掲
載
）。

こ
の
美
し
い
図
形
と
い
う
の
が
、
実

は
サ
イ
科
学
に
お
け
る
零
磁
場
が
癒
し

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
均
衡
が
取
れ
た
状
態
か
ら
、「
カ
タ

ス
ト
ロ
フ
ィ
」
や
「
フ
ラ
ク
タ
ル
」
等

の
現
象
も
生
じ
て
き
ま
す
。

※
後
半
は
小
林
氏
が
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
器

具
（
レ
ヨ
テ
ス
ト
）
を
使
っ
て
、
会
場

の
参
加
者
や
持
っ
て
来
ら
れ
た
多
数
の

品
の
周
波
数
を
測
定
し
て
、
会
場
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
六
十
六
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

出
口
王
仁
三
郎
の
遺
言

　
　
　
講
師
　
櫻
井
　
喜
美
夫 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
3
月
17
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

櫻
井
氏
は
昭
和
22
年
10
月
12
日
生
ま

れ
。
櫻
井
氏
の
名
付
け
親
は
、
大
本
教

の
出
口
師
で
あ
る
。
ま
た
、
出
口
師
の

本
名
は
上
田
喜
三
郎
で
あ
る
が
、
名
前

を
訓
読
み
で
読
む
と
「
き
み
お
」
と
も

読
め
る
。
訓
読
み
の
名
前
を
櫻
井
氏
に

与
え
、
す
ぐ
危
篤
に
な
り
3
ヶ
月
後
に

亡
く
な
る
。
出
口
師
の
願
い
は
、
宗
教

が
な
く
な
り
、
世
界
が
愛
の
あ
る
世
界

に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

出
口
師
が
櫻
井
氏
に
し
て
欲
し
い
こ

と
は
何
か
を
探
求
し
、
そ
し
て
、
そ
の

こ
と
が
『
出
口
王
仁
三
郎
の
遺
言
』
と

し
て
結
実
し
て
い
っ
た
。

著
書
『
出
口
王
仁
三
郎
の
遺
言
』
太
陽

出
版「

霊
界
物
語
」
全
83
冊
を
著
し
た
出

口
王
仁
三
郎
氏
は
、
単
に
一
宗
教
家
と

い
う
枠
に
は
ま
る
こ
と
の
な
い
器
の
大

き
さ
で
、
天
地
剖
判
、
太
古
の
神
々
の

歴
史
は
も
と
よ
り
、
霊
界
の
構
造
、
祭

式
、
言
霊
学
な
ど
の
霊
的
な
世
界
か
ら
、

政
治
、
経
済
、
教
育
、
医
療
、
健
康
、

食
事
、
芸
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
現

実
世
界
の
理
想
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て

も
言
及
し
て
い
る
。

龍
の
形
を
し
た
日
本

イ
ラ
ス
ト
説
明
「
龍
の
形
を
し
た
日
本
」

日
本
列
島
は
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
龍

の
形
を
し
て
い
ま
す
。
九
州
が
頭
、
北

海
道
が
し
っ
ぽ
で
す
。

奄
美
大
島
も
入
っ
て
い
る
今
の
沖
縄

に
は
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ゴ
ン
の
珠
・
沖
縄
が
光
ら
な
い
と

日
本
は
光
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
が
変
わ
れ

ば
日
本
が
変
わ
り
ま
す
。
淡
路
島
、
沖

縄
は
日
本
の
大
事
な
場
所
つ
ま
り
人
間

で
い
う
と
こ
ろ
の
経
穴
す
な
わ
ち
ツ
ボ

に
あ
た
り
ま
す
。
霊
的
な
ス
ポ
ッ
ト
で

龍
の
穴
で
す
。

王
仁
三
郎
が
望
ん
だ
「
ス
の
神
」
の
顕

現
王
仁
三
郎
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
、

「
神
」
の
捉
え
方
に
も
見
て
取
れ
ま
す
。

宇
宙
の
本
源
で
あ
る
ま
こ
と
の
神
を「
主

（
ス
）の
神
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ス
の
神
は
、
古
事
記
で
は
国
之
常
神
、

日
本
書
記
で
は
国
常
立
尊
の
こ
と
で
、

宇
宙
の
創
造
神
で
も
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
や
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
産

み
の
親
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
聖
師
は
同
年
3
月
、「
日
本

の
神
社
に
祭
っ
て
あ
る
神
様
は
昔
の
英

雄
で
死
神
死
仏
ば
か
り
で
、
キ
リ
ス
ト

教
の
ゴ
ッ
ド
即
ち
不
老
不
死
の
生
神
を

祭
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
は
一
ヶ
所
も
な

い
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
第
二
次
大
本
事
件
の
根
本

原
因
は
、
天
皇
を
神
と
し
て
崇
め
た
国

家
神
道
で
は
な
く
、
ス
の
神
を
祀
っ
て

い
た
か
ら
で
、
ス
の
神
こ
そ
が
ま
こ
と

の
神
で
あ
り
、
ス
の
神
に
帰
れ
と
い
う

の
が
聖
師
の
一
貫
し
た
主
張
だ
っ
た
わ

け
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
人
間
を
神
格

化
し
た
り
、
偶
像
崇
拝
に
よ
る
従
来
の

宗
教
に
終
止
符
を
打
ち
、
宇
宙
創
造
の

神
、
ス
の
神
の
顕
現
に
よ
っ
て
世
界
平

和
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、
日
本
人
全
体

に
対
す
る
王
仁
三
郎
聖
師
の
遺
言
で
あ

る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

日
本
は
世
界
の
雛
型

イ
ラ
ス
ト
説
明
「
日
本
の
地
形
と
世
界

の
地
形
の
相
似
性
」

王
仁
三
郎
は
、
日
本
は
世
界
の
雛
型

だ
と
い
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
形
に

も
現
れ
て
い
て
、
日
本
の
地
形
と
世
界

の
地
形
が
相
似
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
パ
タ
ー
ン
の
現
象
が
起
き
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

日
本
列
島
が
五
つ
の
島
か
ら
な
る
よ

●❼ ●



う
に
、
世
界
は
五
大
州
か
ら
な
つ
て
い

て
、
そ
の
形
状
も
そ
っ
く
り
で
す
（
イ

ラ
ス
ト
参
照
）。
九
州
は
ア
フ
リ
カ
に
、

四
国
は
豪
州
に
、
北
海
道
は
北
米
に
、

台
湾
は
南
米
に
、
本
州
は
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
細
か
く
見
れ
ば
、
紀
伊
半
島

は
ア
ラ
ビ
ア
に
、
琵
琶
湖
は
カ
ス
ピ
海

に
、
大
阪
湾
は
黒
海
に
、
伊
勢
の
海
は

ア
ラ
ビ
ア
海
に
、
駿
河
湾
は
ベ
ン
ガ
ル

湾
に
、
津
軽
海
峡
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡

に
、
土
佐
湾
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
湾
に
、

能
登
半
島
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
半
島

に
、
瀬
戸
内
海
は
地
中
海
に
、
関
門
海

峡
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
相
当
し
ま

す
。王

仁
三
郎
は
、
霊
的
な
視
点
で
見
た

ら
、
大
本
で
起
こ
る
こ
と
は
日
本
で
起

き
、
日
本
で
起
こ
る
こ
と
は
世
界
で
起

こ
る
と
い
い
、
こ
れ
を
3
段
の
仕
組
み

と
い
い
ま
し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

霊
的
な
経
綸
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
見

る
と
、
現
在
は
日
本
の
立
替
え
・
立
直

し
の
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

日
本
が
新
た
な
立
替
え
・
立
直
し
を

行
う
こ
と
で
、
世
界
の
立
替
え
・
立
直

し
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
、「
一
人
で
は
何
も
で
き

な
い
」
と
思
っ
た
り
、
困
難
な
状
況
に

見
舞
わ
れ
る
と
不
安
や
怖
れ
な
ど
の
マ

イ
ナ
ス
の
感
情
に
浸
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
始
に
述
べ
た
よ
う
に
日
本

列
島
を
強
い
生
命
力
を
持
っ
た
大
き
な

龍
だ
と
考
え
て
み
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う

か
?私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
龍
体
の
1

枚
の
鱗
で
あ
り
、
細
胞
で
す
。
そ
う
考

え
れ
ば
、「
自
分
も
こ
の
素
晴
ら
し
い

日
本
国
の
一
員
な
の
だ
と
い
う
自
覚
と

希
望
が
湧
い
て
き
ま
す
。

宇
宙
の
中
心
（
C
O
U
）
と
の
一
体
化

私
は
自
分
で
開
発
し
た
「
オ
ー
ロ
ラ

Ⅹ
36
」
を
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
宇
宙

の
中
心
に
意
識
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て

い
き
ま
し
た
。
人
間
は
神
の
分
霊
で
あ

る
以
上
、
宇
宙
創
造
の
神
は
必
ず
自
分

の
魂
の
奥
底
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、
宇
宙
神
と
の
一
体
化
は

“
イ
ン
ナ
ー
ト
リ
ッ
プ
”
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う
。

私
は
何
度
か
そ
れ
を
く
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
、
意
識
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
）

が
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
宇
宙
の
中
心
に

向
け
て
進
ん
で
い
く
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
宇
宙
の
中
心
に
近
づ
く
と
、
黄
金

の
光
の
中
に
、
緑
色
、
赤
色
、
薄
い
虹

色
が
放
射
状
に
見
え
、
と
り
わ
け
緑
色

や
赤
色
の
小
さ
な
球
が
私
の
方
に
向
か

っ
て
流
れ
飛
ん
で
く
る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
周
囲
は
黄
金
色
で
、
流
れ
飛
ん
で

く
る
光
か
ら
は
、
嬉
し
さ
や
喜
び
、
愛

を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
光
源
の
元（
中

心
点
）
の
奥
に
進
ん
で
行
く
と
、
そ
こ

に
は
無
限
大
の
よ
う
な
純
白
の
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
光
も

何
も
な
く
、
た
だ
た
だ
透
明
に
近
い
純

白
の
無
限
大
の
世
界
で
「
無
」
や
「
空
」

と
い
う
表
現
で
現
す
し
か
な
い
、
と
て

も
不
思
議
な
世
界
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
説
明
「
C
O
U
の
イ
メ
ー
ジ
」

（
イ
ラ
ス
ト
は
そ
の
時
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
）

（
デ
ジ
タ
ル
5
）
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こ
れ
が
王
仁
三
郎
の
い
う
ス
の
神
の

次
元
:
…
。

私
は
、
こ
の
宇
宙
神
の
懐
（
中
心
）

を
「
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
ユ
ニ
バ
ー
ス

（Center��of��U
niverse:

・:

C�

O�

U
）」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
C
O
U
と
の
一
体
化
を
経
験
し

た
直
後
、
私
の
身
体
に
奇
跡
が
起
き
ま

し
た
。
全
身
の
ひ
ど
い
皮
膚
病
が
嘘
の

よ
う
に
改
善
し
、
日
ご
と
に
元
の
状
態

に
戻
り
だ
し
た
の
で
す
。

宇
宙
神
と
一
体
化
す
れ
ば
魂
の
岩
戸
は

開
く宇

宙
神
、
内
な
る
神
と
一
体
化
す
る

体
験
を
通
し
て
私
は
一
つ
の
確
信
を
得

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
松
果
体
を
発
光
さ

せ
て
宇
宙
神
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
誰
で
も
魂
の
岩
戸
が
開
く
、
す

な
わ
ち
意
識
が
覚
醒
し
、
宇
宙
（
神
）

意
識
に
至
れ
る
と
い
う
確
信
で
す
。
こ

れ
が
王
仁
三
郎
の
い
っ
た
「
一
厘
の
仕

組
み
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
な
わ
ち
、「
一
厘
の
仕
組
み
」
と
は
、

最
も
困
難
状
況
に
置
か
れ
た
状
況
の
中

で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
神
と
一
体

化
し
、
覚
醒
し
た
意
識
に
よ
っ
て
新
た

な
み
ろ
く
の
世
（
水
瓶
座
時
代
）
を
開

い
て
そ
し
て
、
人
び
と
の
覚
醒
の
ス
イ

ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る
た
め
の
、
最
後
で

最
大
の
試
練
が
惑
星
Ⅹ
（
ニ
ビ
ル
）
の

到
来
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
困
難
な
状

況
の
中
で
こ
そ
覚
醒
の
ス
イ
ッ
チ
が
オ

ン
に
な
り
、
そ
こ
で
各
自
が
神
と
一
体

化
で
き
れ
ば
、
宗
教
不
要
の
世
界
平
和

や
愛
善
に
基
づ
く
理
想
社
会
を
築
く
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

意
識
の
覚
醒
と
は
、
魂
の
ふ
る
さ
と

で
あ
る
無
条
件
の
愛
、
す
な
わ
ち
神
意

識
に
立
ち
還
る
こ
と
で
す
。
大
い
な
る

光
へ
の
帰
還
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

宇
宙
神
、
内
な
る
神
と
一
体
化
し
た

状
態
は
無
限
大
の
純
白
で
す
。

高
波
動
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
放
射
す
る

石
が
や
っ
て
き
た

ひ
と
が
鉱
石
を
選
ぶ
よ
う
に
、
鉱
石

も
人
間
を
選
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

私
の
場
合
も
、
と
く
に
神
と
の
一
体

化
を
経
験
し
た
2
0
1
0
年
の
終
わ
り

頃
か
ら
そ
の
よ
う
な
鉱
石
た
ち
が
立
て

続
け
に
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
驚
く
べ
き
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
鉱
石
か
ら
、

「
生
命
そ
の
も
の
」
と
い
わ
れ
る
特
殊

な
生
命
光
線
が
放
射
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
「
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
」
と
呼
ば

れ
る
放
射
線
で
す
。
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
と

は
、
光
と
電
波
の
境
界
領
或
（
両
方
の

性
質
を
持
っ
て
い
る
）
に
あ
る
電
磁
波

で
、
周
波
数
が
10
の
12
乗
ヘ
ル
ツ
（
1

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
）
と
い
う
領
域
に
あ
る
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
こ
れ
は
1
秒
間
に

1
兆
回
振
動
す
る
高
周
波
数
で
す
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
は
、
情
報
通
信
・
生

命
・
医
療
・
安
全
・
健
康
・
産
業
・
環

境
・
宇
宙
・
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
で

の
展
開
が
期
待
さ
れ
、
次
世
代
の
キ
ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
熱
い
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
は
人
体
か
ら

も
放
射
さ
れ
て
い
て
、
最
も
多
い
の
は

子
ど
も
で
、
ヒ
ー
ラ
ー
な
ど
も
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
癒
し
や

蘇
生
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

要
す
る
に
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
は
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
と
も
い
え
、
非
常

に
高
い
波
動
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
に
関
す
る
研
究

は
世
界
で
も
日
本
が
一
番
進
ん
で
い
ま

す
。

み
ろ
く
の
世
の
岩
戸
開
き
は
一
人
ひ
と

り
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

世
界
中
の
予
言
が
、
と
く
に
日
月
神

示
や
、
大
本
系
の
予
言
は
警
告
を
発
し
、

注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

「
私
一
人
く
ら
い
が
さ
ぼ
っ
て
も
い

い
じ
ゃ
な
い
の
…
…
」
と
い
う
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
存

在
は
つ
な
が
っ
て
い
る
以
上
、
一
人
の

意
識
は
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
全
体

は
一
人
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

極
論
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
人
の
人
間
が
怒
り
や
憎
し
み
の

感
情
を
抱
い
て
い
る
と
、
地
球
全
体
に

苦
痛
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
そ
の
意
味
で
、
地
球
が
混
沌
と

し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
人
間
の
責
任

で
す
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
人
ひ
と
り

が
悪
想
念
を
出
さ
な
い
よ
う
に
改
心
し
、

神
の
分
霊
と
し
て
の
意
識
を
目
覚
め
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

混
迷
す
る
世
の
中
に
あ
っ
て
、
高
い

波
動
、
精
妙
な
心
を
維
持
す
る
の
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
の
覚
醒
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
人

生
は
修
行
」
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。

肩
に
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
で
、
慌
て

ず
、
そ
し
て
内
省
し
な
が
ら
内
な
る
神

と
対
話
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
と
宇
宙

の
光
が
融
合
し
て
霊
止
（
ヒ
ト
）
と
な

り
、
無
限
の
力
を
発
揮
す
る
。
そ
う
、

王
仁
三
郎
も
断
言
し
て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
宗
教
の
根
源
は
一
つ
の
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神
で
あ
り
、
万
教
は
同
根
で
あ
る
」、
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、「
神
と
と
も
に
生
き
、

働
き
、
楽
し
む
愛
善
世
界
の
実
現
は
人

類
の
使
命
で
あ
る
」。

愛
善
と
は
、
す
べ
て
を
生
か
し
て
い

る
主
神（
宇
宙
神
）の
愛
で
あ
り
、
我
よ

し（
エ
ゴ
イ
ズ
ム
）
を
去
り
、
強
い
も
の

勝
ち
を
改
め
る
調
和
の
心
で
あ
り
、
人

び
と
が
こ
の
よ
う
な
き
れ
い
な
身
魂
で

生
き
る
世
界
が
「
み
ろ
く
の
世
」で
す
。

そ
れ
が
、
来
る
べ
き
惑
星
Ⅹ（
ニ
ビ

ル
）
の
接
近
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も

軽
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。神

の
分
霊
と
し
て
の
自
覚
が
持
て
な

い
人
は
、「
良
心
」
と
置
き
換
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
良
心
を
発
動
さ

せ
る
こ
と
が
本
当
の
自
分
を
生
き
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
魂
の
岩
戸
開
き
で
す
。

み
ろ
く
の
世
の
扉
を
開
く
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
あ
な
た
自
身

に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

出
口
王
仁
三
郎
氏
に
ま
つ
わ
る
話
か

ら
現
在
の
問
題
、
こ
れ
か
ら
の
進
め
方

そ
れ
は
各
自
の
魂（
良
心
）の
岩
戸
開
き

で
あ
る
こ
と
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

近
「々
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
の
大
降
臨
」

の
著
書
も
だ
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
期
待

し
て
い
ま
す
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
19
名
、
非
会

員
52
名
、
合
計
71
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
、
御

注
文
は
事
務
局（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
七
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

水
の
は
な
し
　
活
性
水
・
機
能

水
と
は
、
そ
の
生
体
へ
の
作

用
、
水
の
つ
く
こ
と
ば
な
ど

　
　
　
講
師
　
久
保
田
　
昌
治 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
4
月
21
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

久
保
田
氏
は
1
9
3
6
年
生
。
新
潟

県
出
身
。
理
学
博
士
。
東
北
大
学
理
学

部
卒
、
1
9
6
2
年
同
大
大
学
院
理
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
東
北
大
学
助

手
、
静
岡
大
学
工
学
部
講
師
、
日
立
研

究
所
主
任
研
究
員
。（
財
）
造
水
促
進

セ
ン
タ
ー
国
の
水
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
。

著
書
「
水
の
は
な
し
」、「
水
の
再
発
見
」、

「
水
の
百
科
事
典
」
編
集
・
執
筆
（
丸

善
）、「
浄
水
器
・
天
然
水
の
選
び
方
」、

「
こ
れ
で
わ
か
る
水
の
基
礎
知
識
」、「
よ

み
が
え
る
水
の
不
思
議
」
ほ
か
多
数

水
は
水
分
子
同
士
が
ば
ら
ば
ら
な
ら

ば
、
マ
イ
ナ
ス
80
度
で
沸
騰
す
る
は
ず

だ
が
、
実
際
に
は
ク
ラ
ス
タ
ー
（
塊
）
を

作
っ
て
い
る
の
で
沸
騰
温
度
は
1
0
0

度
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
の
大
き
さ
は

活
性
水
、
機
能
水
に
関
係
し
、
冷
水
よ

り
お
湯
の
方
が
汚
れ
が
落
ち
や
す
い
。

今
回
は
久
保
田
氏
の
主
な
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
水
の
活
性
化
と
活
性
化
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
、
活
性
水
・
機
能
水
の

評
価
と
評
価
法
及
び
利
用
法
の
開
発
な

ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

水
の
分
類

海
水
→
河
川
水
（
ま
た
は
地
下
水
）
→

工
業
用
水
（
水
道
水
ま
た
は
地
下
水
）

→
飲
料
水
→
純
水
→
超
純
水
→
超
々
純

水
→
理
論
純
水

活
性
水
・
機
能
水

活
性
水
や
機
能
水
と
は
主
と
し
て
物

理
化
学
的
な
方
法
で
水
を
処
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
た
と
え
ば
優
れ
た
殺
菌
力

と
か
、
洗
浄
能
と
か
、
成
長
促
進
作
用

そ
の
他
の
活
性
や
機
能
を
付
与
し
た
水
、

ま
た
は
こ
の
種
の
高
い
活
性
や
機
能
を

も
っ
た
水
を
総
称
し
た
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
は
機
能

の
な
い
水
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
水
を
表
現
す
る
に

は
、
活
性
水
の
ほ
う
が
よ
り
適
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
現
状
で
は
ほ
ぼ
同
義
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
活
性
水
に

し
ろ
機
能
水
に
し
ろ
、
元
は
ふ
つ
う
の

水
で
あ
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ま

た
元
の
水
に
戻
る
性
質
が
あ
る
。

水
の
活
性
化
法
・
機
能
化
法

1
．
電
気
処
理
法

2
．
磁
気
処
理
法

3
．
電
磁
波
処
理
法

4
．
金
属
処
理
法

5
．
機
械
処
理
法

6
．
音
波
・
超
音
波
処
理
法

7
．
ガ
ス
溶
解
法

8
．
脱
気
法

9
．
ミ
ネ
ラ
ル
添
加
法

10
．
大
然
石
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
処
理
法

11
．
情
報
転
写
法

12
．
そ
の
他
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水
の
活
性
化
・
機
能
化
と
は
常
温
で

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
起
こ
り
得
な
い
水

の
変
化
や
水
が
関
わ
る
反
応
を
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
起
こ
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り

生
成
・
獲
得
し
た
各
種
の
活
性
や
機
能

を
持
っ
た
水
を
活
性
水
・
機
能
水
と
い

う
。

（
デ
ジ
タ
ル
6
）

活
性
水
の
用
途

分
類
と
用
途

●
農
業　

①
発
芽
と
成
長
促
進
②
冷
害
、

干
ば
つ
な
ど
の
耐
候
性
の
増
大
③
農
産

物
の
味
覚
、
品
質
改
善
④
収
穫
⑤
鮮
度

保
持
⑥
農
薬
の
使
用
量
低
減

●
水
産
業　

①
養
殖
漁
業
の
歩
留
ま
り

向
上
②
病
気
の
解
消
と
肉
質
改
善
③
成

長
促
進
④
鮮
度
保
持

●
酪
農
、
養
豚
、
養
鶏
業　

①
乳
牛
の

病
気
の
解
消
、
健
康
保
持
②
品
質
改
善

と
搾
乳
量
の
増
加
③
病
気
の
解
消
と
肉

質
の
改
善
④
鮮
度
保
持
⑤
成
長
促
進

●
食
品
産
業　

①
加
工
食
品
の
味
と
品

質
の
改
善
②
醸
造
発
酵
期
間
の
短
縮
と

晶
箕
改
善
③
生
鮮
食
品
の
鮮
度
保
持

●
一
般
産
業　

①
洗
浄
効
果
増
大
に
よ

る
洗
剤
使
用
量
の
低
減
②
ボ
イ
ラ
ー
、

熱
交
換
器
、
温
水
器
の
ス
ケ
ー
ル
防
止

③
フ
ロ
ン
、
エ
タ
ン
の
代
替

●
半
導
体
産
業　

①
ウ
エ
ハ
ー
洗
浄
②

R
C
A
洗
浄
の
代
替

●
医
療
産
業　

①
止
血
剤
②
創
傷
治
療

剤
③
殺
菌
・
消
毒
剤
④
生
活
習
慣
病
の

予
防
と
治
療

●
健
康
産
業　

①
体
力
増
進
②
免
疫
力

向
上

●
化
粧
品
産
業　

①
化
粧
水
②
化
粧
品

製
造
用
水

●
水
処
理　

①
殺
菌
効
果
に
よ
る
殺
菌

剤
使
用
量
の
低
減
②
家
庭
排
水
、
産
業

排
水
の
浄
化
作
用
促
進
③
ビ
ル
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
給
水
管
の
ス
ケ
ー
ル
防
止
や

赤
水
防
止
④
水
道
水
の
カ
ビ
、
藻
等
に

よ
る
臭
気
の
除
去
⑤
プ
ー
ル
水
の
殺
菌

処
理
と
浄
化
、
水
質
改
善

●
そ
の
他　

①
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
の
洗

剤
代
替
②
洗
車

ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
の
特
徴

1
．
医
療
効
果
:
消
化
不
良
、
胃
酸
過

多
、
慢
性
下
痢
、
胃
腸
内
異
常
発
酵
に

効
果
が
あ
る
。

2
．
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
の
性
質
・
特

徴①
豊
潤
作
用　

材
料
を
柔
ら
か
く
し
、

水
分
や
味
が
よ
く
浸
透
す
る
。

②
溶
解
力　

材
料
の
持
ち
味
（
味
、
香

り
）
を
引
き
出
す
。

③
熱
伝
導　

熱
伝
導
が
よ
い
の
で
調
理

時
間
の
短
縮
に
な
る
。

酸
性
イ
オ
ン
水
の
特
徴

1
．
美
容
効
果
:
・
・
ア
ス
ト
リ
ン
ゼ

ン
ト
と
し
て
、
美
容
・
美
顔
効
果
が
あ

る
。

2
．
酸
性
イ
オ
ン
水
の
性
質
・
特
徴

①
収
斂
作
用　

素
材
を
引
き
締
め
る
働

き
。（
で
ん
ぷ
ん
な
ど
の
凝
固
時
間
に

影
響
）

②
洗
浄
力　

生
鮮
食
品
や
台
所
の
洗
浄

な
ど
に
利
用
。

③
殺
菌
作
用　

フ
キ
ン
や
ま
な
板
の
漂

白
、
殺
菌
に
利
用
。

水
利
用
の
歴
史

第�

一
段
階　

生
命
維
持
の
た
め
の
飲
み

水
:
料
理
用
の
水
な
ど
→
水
そ
の
ま

ま
の
利
用

第�

二
段
階　

農
業
用
な
ど
食
料
生
産
用

の
水
→
水
そ
の
ま
ま
の
利
用

第�

三
段
階　

18
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ

た
産
業
革
命
以
降
の
工
業
用
の
水
→

水
の
相
変
化
の
利
用
が
中
心

第�

四
段
階　

20
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ

た
半
導
体
製
造
工
程
の
洗
浄
用
な
ど

に
多
用
さ
れ
て
い
る
高
純
度
水
→
水

中
の
溶
解
成
分
や
分
散
成
分
や
脱
塩

や
脱
ガ
ス
が
中
心

第�

五
段
階　

活
性
水
・
機
能
水
な
ど
化

学
薬
品
の
働
き
を
す
る
水
→
主
と
し

て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
に
よ
る
水
の
活
性
化
処
理

第�

六
段
階　

今
世
紀
に
期
待
さ
れ
る
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
水
→
水

か
ら
低
コ
ス
ト
で
水
素
を
取
り
出
す

技
術
お
よ
び
酸
素
と
水
素
の
混
合
ガ

ス
の
安
定
保
存
技
術

水
が
ク
ラ
ス
タ
ー
構
造
を
と
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
根
拠

1
．
水
の
18
と
い
う
分
子
量
か
ら
推
測

さ
れ
る
融
点
・
沸
点
に
比
べ
、
実
際
の

融
点
・
沸
点
が
非
常
に
高
い
。

2
．
赤
外
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
が
ブ
ロ
ー

ド
で
あ
る
。

3
．
H
プ
ラ
ス
イ
オ
ン
と
O
H
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
の
モ
ル
伝
導
率
が
他
の
イ
オ

ン
に
比
べ
は
る
か
に
大
き
い
。
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4
．
融
解
熱
に
比
べ
蒸
発
熱
の
方
が
は

る
か
に
大
き
い
。

5
．
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
の
測
定
結
果
か

ら
沢
山
の
ク
ラ
ス
タ
―
が
検
出
さ
れ
て

い
る
。

6
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
結
果
か
ら
。

7
．
そ
の
他

水
素
水
と
放
射
能
・
放
射
能
と
水
素
水

我
々
が
放
射
線
を
恐
れ
る
の
は
放
射

線
、
特
に
一
番
関
わ
り
の
あ
る
γ
線
を

浴
び
る
と
生
体
内
の
水
が
γ
線
に
よ
り

分
解
し
強
力
な
活
性
酸
素
で
あ
る
ヒ
ド

ロ
キ
シ
ル
ラ
ジ
カ
ル（
O
H
）
を
生
成

し
、
こ
の
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ラ
ジ
カ
ル
の

酸
化
力
に
よ
り
正
常
細
胞
が
酸
化
さ
れ

た
り
、
遺
伝
子
が
酸
化
さ
れ
た
り
す
る

と
が
ん
発
生
の
原
因
に
な
っ
た
り
す
る
。

2
0
0
7
年
東
京
医
科
大
学
の
太
田

成
男
教
授
に
よ
り
水
素
が
ヒ
ド
ロ
キ
シ

ル
ラ
ジ
カ
ル
を
直
接
た
た
き
安
定
な
水

に
し
て
く
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

一
躍
水
素
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。し

た
が
っ
て
水
素
水
の
飲
用
は
放
射

能
の
影
響
を
減
ら
す
と
い
う
点
で
意
味

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

水
研
究
の
必
要
性
と
重
要
性

1
．
新
し
い
水
の
概
念
に
立
て
ば
水
は

正
に
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
新
し
い
水
の

概
念
で
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
水
の
構

造
と
そ
の
変
化
で
あ
る
。

2
．
水
の
研
究
を
進
め
て
い
け
ば
今
良

く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
か
な
り
は
っ
き

り
し
て
く
る

例
え
ば

イ
．
桜
は
ど
う
し
て
春
に
咲
く
の
か
?

ロ
．
が
ん
細
胞
は
42
℃
で
ま
い
っ
て
し

ま
う
と
い
う
。
何
故
か
?

ハ
．
心
配
事
が
あ
る
と
ど
う
し
て
食
欲

が
な
く
な
る
の
か
?

ニ
．
ス
ト
レ
ス
が
活
性
酸
素
の
大
き
な

発
生
源
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
ど
う
し
て
か
?　

そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
全
く
説
明
さ
れ
な
い
で
平
気
で
使

わ
れ
て
い
る
。

ホ
．
生
き
て
い
れ
ば
容
易
に
腐
敗
は
し

な
い
。
し
か
し
ど
う
し
て
死
と
同
時
に

腐
敗
が
始
ま
る
の
か
?

ヘ
．
記
憶
に
は
脳
内
の
水
が
関
わ
っ
て

い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
我
々
の
意
識
ま

で
も
が
・
・
・

ト
．
キ
セ
ノ
ン（X

e

）は
不
活
性
ガ
ス
で

あ
り
他
の
も
の
と
は
反
応
し
な
い
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
笑
気
ガ
ス（N

?O

）
と

同
様
な
麻
酔
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
麻
酔
剤
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

脳
内
の
情
報
伝
達
物
質
に
作
用
し
て
麻

酔
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
説
明
さ

れ
て
来
て
い
る
。
し
か
しX

e

の
場
合
は

こ
の
よ
う
な
考
え
で
は
全
く
説
明
出
来

な
い
。X

e

が
脳
内
の
水
の
構
造
を
変
え

た
結
果
の
効
果
と
考
え
る
と
無
理
な
く

説
明
で
き
る
。

チ
．
今
話
題
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
と
水
、

そ
し
て
人
体
と
の
関
わ
り
が
明
ら
か
に

な
る
。

リ
．
草
食
動
物
は
か
な
り
の
速
さ
で
草

を
食
べ
て
い
る
。
し
か
し
毒
草
は
瞬
時

に
選
り
分
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
セ
ン
サ
ー
は
何
か
?　

こ
の
能
力

は
親
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
で
も
、
ま
た

以
前
に
自
分
で
毒
草
を
食
べ
て
ひ
ど
い

目
に
遇
い
学
ん
だ
も
の
で
も
な
い
と
思

わ
れ
る
。

ヌ
．
気
功
師
は
手
か
ざ
し
で
瞬
時
に
患

者
の
痛
み
を
取
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
は

気
功
師
の
手
か
ら
出
た
あ
る
種
の
エ
ネ

ル
ギ
ー（
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）
が
痛
み

の
個
所
の
水
に
作
用
し
た
結
果
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

ル
．
今
の
科
学
で
は
完
全
に
否
定
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
が
水
研
究
が
進
む
と
水

を
直
接
燃
料
と
し
た
経
済
的
な
発
電
機

や
熱
機
関
な
ど
が
出
て
く
る
可
能
性
が

予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

水
が
ク
ラ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
い
な
け

れ
ば
融
点
は
マ
イ
ナ
ス
1
0
0
度
と
な

る
と
い
う
の
は
全
く
意
外
で
あ
っ
た
が
、

メ
タ
ン
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
と
お
り
で

あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
水
の
不
思
議
さ

が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

水
研
究
の
必
要
性
が
大
き
い
こ
と
を
改

め
て
感
じ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
6
名
、
合
計
19
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
、
御

注
文
は
事
務
局（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）ま
で

今
後
の
予
定

7
月
21
日（
土
）

　

�

重
川
風
天
氏
「
誰
で
も
が
幸
せ
に
な

る
プ
ラ
チ
ナ
の
風
が
吹
く
」

9
月
15
日（
土
）

　

�

藤
川
縁
氏
「
真
実
さ
え
広
ま
れ
ば
世

界
は
今
に
で
も
理
想
郷
に
で
き
る　

―
代
替
医
療
の
現
場
か
ら
―
」

※
8
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　�送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2100円（310円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2550円（210円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1995円（210円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1000円（160円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800円（160円）
CD：生命と宇宙[講演録72分]（1998：船井メディア）� ・・・・3000円（160円）
電気磁気学[加速教育用]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1340円（160円）
謎のオズマ計画��−UFOとの関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190円（120円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1000円（160円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
　深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・2500円（210円）
　深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1800円（210円）
　深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・2200円（210円）
　VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3000円（300円）
　VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3000円（300円）
　　※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、またはFAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から2週間以内に発送致します。
※1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mailまたはFAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦�

願います。

　<お問い合わせ>
　日本サイ科学会事務局　〒271 -0047　千葉県松戸市西馬橋幸町41-506
　　　　　　　　　　　　TEL�047 -347 -3546　FAX�047 -330 -4091
　　　　　　　　　　　　E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



しが問題であり、制御はあまり検討されていな
かった様に思う。他方、広い世界を見渡し、
古来から現在までの永い伝承を踏まえて考察
するとピラミッド、水晶、コイル、磁石、木炭
等がサイ（気）制御に共通した重要部品（装置
の部分）であると判断出来る。しかし、これは
科学的な実験に基づいている訳ではなく、特
種能力者の「カンとヒラメキ」に依るものであ
るが、広く、永い間にわたって、実用化の為
に使用されてきたという実積がある。

（1）無誘導コイル、ゼロ磁場
無誘導コイルは、ゼロ磁場を造り、スカラー

波を発生させることが出来る。2本の絶縁銅線
を密着・併置して、たがいに逆方向になる様
に交流電流をながすと、誘導磁気は（+）（−）が
互いに打ち消し合ってゼロになり、ゼロ磁場
が出来る。無誘導コイルがセンサー水、植物

（小麦、稲、小松菜）、魚、受精卵（鶏卵）、幼雛、
魚、さらに気功師との比較実験、の影響を調
べる為に、日本と中国の共同実験が実施され
た。中国政府所属の人体科学研究院（理事長、
張震簑）と、（社）日本科学技術振興協会の「サ
イエネルギー応用実用化委員会（委員長、佐々
木茂美）」が担当する事になった。実験場所は
北京の首都師範大学内の実験室。期間は1994
年～2004年。

得られた結論の主なものとして、（a）ゼロ磁
場には生命の成長を促進する作用（+の気）と､
成長を遅延させる作用（−の気）のエネルギー
が、統計的な有意性を保ちながら、集積される
様子である。（b）無誘導コイルに通電する時の
電流波形、大きさ、周期、オフセット等により、
多彩な気が得られる。（c）気の測定には電気伝
導率変化を介する方法が有望である。（d）装置
の設置場所により、効果に差がでる様子であ
る。（e）実験者効果が存在する様子である（実
験者により2～3倍の差がある）。（f）気は、ア
ンバランスの状態をバランスさせる方向に進行
させている、等。

（2）ピラミッド、水晶
エジプトのナイル川沿いのギザの赤茶けた

砂台地の上にそびえ立つ「クフ王の墓」と言わ
れる大ピラミッドは、古来から、深い謎に包ま
れている。約4500年前に構築されたが、その
建造の目的が明白では無い。宇宙エネルギー
の集積マシンではないだろうか、と言う仮説が
ある。しかし確実なレポートは無い様子であ
る。そこで、筆者らは、小型模型を造り、自ら
テストする事にした。公示に従って正確に寸
法を定め、アルミパイプで組み立て､ 斜面の
板は付けないで、小型のピラミッドを造り、そ
の頂上に単結晶水晶1個を置き、高さ1/3の位
置に、小松菜の種（シャーレ内）を置き、底面
の一辺を真北（北極星）に合わせ、住宅の一室
を実験室にして、比較の為のコントロールを置
いて、発芽・生長テストを実施した（1989年）。

結果として、（a）ピラミッド模型内にも、植
物の成長を促進させる機能があると考えられ
る。（b）グリーンエネルギー（1975、ヒルズの説）
の位置に、最大の成長促進作用がある。（c）パ
イレイ部（ヒルズ説）にも促進効果はあるが、
大きさは（b）の場合よりも小である。（c）経過
日数の増加につれて効果は増大するが、6～7
日程度でほぼ飽和する。

（3）外気制御装置の応用
無誘導コイルに加えて水晶や磁石を組み合

わせ、ドーナツ型磁石の上に置いて、人工外
気制御装置を造り、テストした。結果として、
無誘導コイル単体の場合よりも、より大きな効
果のある結果が得られた（2003、佐々木、苗：
Subtle�Energy� and�Energy�Medecin,7-11、
pp1-71）。以上、気場やゼロ場に外気が集積
し､ 零点を介して、意識と物質（エネルギー）
が相互に作用することがほぼ確かめられた。
今後は、人工外気制御装置の無誘導コイルに
交流を導入した場合の生体に及ぼす影響など
の調査をして、有効性を確かめた後、この種
の計画を地球上に応用して、実用化に耐えら
れる人工外気集積装置を構築し、多くの人達
に利用して貰う事が望まれている。
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変革を目指すものであるといわれている（以
上、1990、パイレイ誌等参照、山田孝男）。
（6）1939年、ドイツ生まれの心理学者ライヒ

は、顕微鏡観察により、シャーレ内にオルゴン
（コズミック）並びにエネルギー放射を発見し
た。オルゴン放射は性に関係しており、この
世はオルゴン放射に満ちている、という。応
用・実用品として、金属と有機物の板を重ね
て造るオルゴン箱（オルゴンの集積）、パイプ
等を組み合わせて造るクラウドバースター（天
候支配機）などを発明し、病気治療などに使用
した。その他。

3）念力（PK）の発生と伝播
意識（人体）と体外にある物質の間で、直接

に、相互作用が生じたと判断される現象を念
力（PK）と言う。つまり、サイ（気）を介して、
心と物が相互に作用しあう現象が念力（PK）で
ある。筆者らのメタル・ベンデングの実験か
ら、念力（PK）の発生・生起条件が発見され
た。この条件が、応用・実用化の基礎として、
役立つことになる。ここでは、一般化して平
易に説明する。

ある現象（変化）を徐々に進めてゆくと、遂
には、今までとは別の変化・現象が生起する

（現れる）ことになる。この生起点（変曲点、不
安定点）は、念力（PK）現象が発生しやすい状
態である事が判った。そこに、同事に、零意
識（変性意識状態）下で、「気」を断続的に放射
する。すると、PKが生起してくる。これは、
二つの要素をぶつけて、その尖端に相殺零を
つくり、この零を次第に積み重ねて不安定状
態とし、そこに「気」を重ねた事を意味してい
る。つまりエネルギー一定条件でPKが発生す
る事がわかった。なお検討によると、生起点
は複雑系科学のカオス開始点（乱流の分岐点）
にほぼ一致しており、PKの進行・伝播は、カ
オス・アトラクタ（混沌、軌跡）の進行・伝播
と密接に関係していることが分かった。

4）気場（パワースポット）との交流
応用・実用化を支えるものに気場に潜在し

ているエネルギーがある。つまり、気場で実
験すると、未知現象が起こりやすくなる事が
判ってきた。元気や癒しが得られる気場（パ
ワースポット）には、サイ（気）のエネルギーが
潜在していると判断出来る。気場において、
人工気場と意識の相互作用を確かめる為に、
伊那市・長谷の入野谷の瞑想室でCCI社製の
BACSを用いて実験・調査した。瞑想室には、
人工外気集積用にセットされた水晶、無誘導
コイル、磁石が、瞑想室内の天井のピラミッ
ドの頂点に設置してある。ただし、現在のとこ
ろ、太陽電池から送られてくる直流を無誘導
コイルに導入しているので、スカラー波は発生
していない。しかし、ゼロ磁場は存在する構
造になっている。

生体測定用のBACSとは、伝統医学（漢方）
が実施している感覚・触覚としての脈診を、
指尖部の脈波で代行し、赤外線センサーを用
いて定量的に脈診を行い、体内の気をカオス
解析するもので、生体系の活性度チェック、
カオス解析計のことである（苗鉄軍、開発）。
観測結果によると、「物質側（人工気場）」に潜
在するサイ（気）の作用を受けて、生体「意識
側」の毛細血管の弾力性は減少して硬化し、同
時に、カオスアトラクタはパワーを増して拡大
し、カオス・アトラクタのパターンが変化（今
までとは別種になる）させられる。この時、フ
ラクタル次元D2は1.50から1.12の範囲内で
減少している。D2はカオスアトラクタに関与
する変数の意味をもっている。つまり、気場の
影響により、体内の気血の流動（気の流れ）状
況が変化している。これらが進行して、遂に
は、意識と気場との間でサイ情報（気）の交換
が行われるのであろう、と推定出来る。

5）人工外気制御装置
サイ（気）は、濃さの相違はあるが、地球上

のあらゆる所に存在していて、様々な条件に
従って、流動している、と考える。応用・実
用化の為には、サイ（気）の制御をどの様な方
法で行うかが、問われている。従来のサイ（気）
の研究は、念力現象（PK、未知現象）の有り無

●� ●



1）はしがき
「物の科学」と「心の信仰」を結びつけるの

は、「サイ（気）」であり、サイ（気）を研究する
のがサイ科学の役割であり、義務でもある、
と考えている。残念ながら、現在のところ、サ
イ（気）の実体が不明なので、研究は遅々とし
て進まない。しかしサイ（気）の測定は、様々
な立場から進められており（前号参照）、その
性質もある程度は判ってきたので、並行して、
是非取り組まなければならないのは、サイ（気）
の制御と応用・実用化である。

この種の問題については、従来は、伝統医
学（漢方医）による脈診や、未知を占う易経師
や風水師（特殊能力者）等による「カンやヒラメ
キ」に頼る場合が多かった様に思う。本稿で
は、科学的・定量的に実施する場合について
検討することにした。

2）欧米等で開発された機器類
特種能力者並びに発明者等の「カンとヒラメ

キ」を基にして、多数の機器が開発され、使用
されている。例えば、（1）マルチウェーブオシ
レーター（多波振動子）。1930年代にラコフス
キーによって発明されたもので、テスラコイル
等を用いて、宇宙からやって来る振動エネル
ギー等を取り込み、健康や治療に役立てる。

（2）ラジオニクス。米国、エイブラムスの発明

で、電気回路等を使用して､ 物質が発する波
動に影響を与える事により､ 治療効果や農作
物の生長、害虫駆除につかう。（3）グリットア
ンテナ。米国内で、アンテナ、コイル､ 磁石な
どを用いて、地球表面をとりまくエネルギーグ
リッドを取り込み、食物増産などに役立てる為
に用いている。その他（以上、1996、多胡啓彦、

（社）気エネルギー実用化委員会、資料（7）、
pp27-43）。

1960年代後半から1980年代にわたって、主
に米国では、ベトナム戦争に関連したニュー
エイジ（サイエンス）運動が活発になり、東洋
の神秘主義に関心を持つ若者が増え、各種の、

（4）マインドマシン（心の機器）、が製作された。
例えば、バイオフィードバック器具、フローテ
ングタンク、頭部電気刺激装置（CES）､ 視覚
聴覚シンクロナイザー、バイブラサウンド等が
ある。

日本では、スカラー波やゼロ点エネルギーを
用いた（5）クリスタルセブン（CR7）やスターコ
イル等が山田孝男らによって開発され、製作さ
れた。CR7について筆者らがテストした（1989、
佐々木ら）ところ、右巻き絶縁コイルで伝達さ
れてきたサイ（気）を、左巻き絶縁コイルで受
けて流すと、陰の性質が陽の性質に変わる､
等の効果のあることが確かめられた。これらは
心身の深いリラクゼーションを介して、意識の

サイ（気）の応用と実用化サイ（気）の応用と実用化

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp
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九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は

何
が
で
き
る
の
か
⁉

　
　

講
師　

ホ
ン
マ 

シ
ュ
ウ
ジ 

氏

（
株
式
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎
ゲ
ス
ト
講
演

　

井
戸 

理
恵
子 

氏

（ 
多
摩
美
術
大
学
講
師
:
民
俗
情
報
工

学
研
究
）

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

規
模
の
大
地
震
、
大
津
波
が
実
は
、
頻

繁
に
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
た
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
学
者
が
こ
れ
ま
で
黙
殺
し
て
い

た
歴
史
的
記
述
や
口
伝
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
の
中
心
地
・
石
巻
市
出
身
の
筆
者
は
、

今
回
、
奈
良
時
代
か
ら
貞
観
期
、
鎌
倉

時
代
初
頭
に
か
け
て
、
石
巻
を
中
心
と

し
た
歴
史
的
出
来
事
と
大
災
害
の
因
果

関
係
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
数
多
く
の
神
社
仏
閣
が
大
震
災
と

の
関
連
に
お
い
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う

事
実
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

神
仏
の
ル
ー
ツ
や
地
域
信
仰
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
と

自
然
災
害
と
の
関
係
を
考
察
し
ま
す
。

※
中
国
や
日
本
に
お
け
る
超
能
力
者
や

超
能
力
少
年
少
女
達
の
取
材
、
検
証
番

組
を
沢
山
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
ホ
ン
マ

氏
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し

て
、
出
身
の
地
震
・
津
波
被
災
地
の
地

道
な
取
材
と
調
査
を
さ
れ
た
内
容
を
、

被
災
地
の
映
像
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
お
話

を
さ
れ
ま
す
。

ゲ
ス
ト
の
井
戸
氏
も
そ
れ
ら
に
対
し

て
研
究
者
・
能
力
者
の
観
点
か
ら
、
貴

重
な
お
話
が
聞
け
る
希
な
機
会
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ン
マ
シ
ュ
ウ
ジ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宮
城
県
石
巻
市
生
ま
れ
。
C
M
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
C
M
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
番
組

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
を
経
て
、
現
在
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
自
然
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
、
歴
史
の
謎
・
人
間
の
不
思
議
な

潜
在
能
力
の
謎
を
テ
ー
マ
に
し
て
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
作
品
な
ど
数

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

★
第
22
回
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ

◎
十
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
四
月
本
部
例
会
報
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
第
三
六
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
オ
ー
ブ
は
参
加
を
求
め
て
い
る

平
成
24
年
度
の
会
費
未
納
者
へ
の

お
願
い

平
成
24
年
度
も
半
期
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
年
会
費
が
ま
だ
未
納
の
会
員
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
会
員
の
皆
様
の

会
費
に
よ
っ
て
活
動
が
支
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
未
納
の
方
は
是
非
お
納

め
戴
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
既
納
か
未
納
か
分
か
ら
な

い
方
は
、
事
務
局
に
メ
ー
ル
か
F
A
X

で
お
尋
ね
下
さ
い
。
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多
く
手
が
け
る
。
現
在
、
日
中
韓
共
同

制
作
に
よ
る
「
大
型
ド
ラ
マ
」
企
画
と

「
東
ア
ジ
ア
・
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

の
準
備
に
奔
走
中
。

主
な
作
品
:
T
B
S
「
ギ
ミ
ア
ぶ
れ

い
く
」「
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
」
未
知
能
力
シ

リ
ー
ズ
、「
ア
ニ
マ
・
ム
ン
デ
ィ
」、「
世

界
謎
紀
行
・
神
々
の
い
た
ず
ら
」
シ
リ

ー
ズ
、「
自
然
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

神
々
の
詩
」
シ
リ
ー
ズ
、
T
B
S
50
周

年
S
P
「
地
雷
Z
E
R
O 

21
世
紀
最
初

の
祈
り
」、「
Mr
マ
リ
ッ
ク
・
超
魔
術
の

逆
襲
シ
リ
ー
ズ
」、
N
H
K
・
B
S
ス
ペ

シ
ャ
ル
「
バ
チ
カ
ン
外
交
～
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
2
世
と
冷
戦
後
の
世
界
」、
日

テ
レ
「
ス
ー
パ
ー
テ
レ
ビ
情
報
最
前
線
」

（
サ
イ
バ
バ
ほ
か
）、「
木
曜
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
Mr
マ
リ
ッ
ク
・
超
魔
術
」、
B
S
11

「
第
2
ニ
ッ
ポ
ン
国
・
独
立
宣
言
」
ほ
か

著
作
:

「
未
知
能
力
―
あ
な
た
の
知

ら
な
い
不
思
議
世
界
」（
青
春
出
版
）、

「
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
人
間
の
不
思
議

な
力
99
の
謎
」（
二
見
書
房
）、「
ワ
ー

ル
ド
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
・
ア
ジ
ア

編
・
中
国
怪
奇
譚
」（
角
川
書
店
）

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
・
日
本
人
体

科
学
会
学
術
会
員

日
時　

平
成
24
年
9
月
8
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
御
礼

（
7
／
6
受
領
分
ま
で
）

金
五
千
六
百
円
也　

中
島　

敏
樹　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

真
実
さ
え
広
ま
れ
ば
世
界
は

今
に
で
も
理
想
郷
に
で
き
る

―
代
替
医
療
の
現
場
か
ら
―

―
科
学
か
ら
み
た
地
球
空
洞
説
―

　
　
　
　
　

講
師　

藤
枝　

縁 

氏

日
時　

平
成
24
年
9
月
15 

日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　
二
千
円　

一
般　
三
千
円

　
　
　

学
生　
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
例
会
の
お
知
ら
せ

神
様
は
い
る
ぞ
!

　
　
　
　
　

講
師　

池
田 

邦
吉 

氏

日
時　

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　
二
千
円　

一
般　
三
千
円

　
　
　

学
生　
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
24
年
9
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

　

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病
院
北

　

イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　

お
願
い

☆ 

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

● ❷●
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★日本サイ科学会　第２２回全国大会プログラム★

　（日時）　2012年10月14日（日）10：00～16：50
　（会場）　北とぴあ7階第1研修室
　（交通）　 ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の 

階段を下り改札口を出て見える高層ビル
　（会費）　会員　￥2,000　 一般　￥3,000　 学生　￥1,000

　プログラム（敬称略）
9：30 　　開場

　10：00～10：10　　開会のご挨拶　小林 信正 大会委員長
　◎会員の研究発表（６名）（２０分発表５分質疑応答／１人）
　10：10～10：35　瀬尾 泰範　「工学的見地からみたＰＫ, ＥＳＰ, 悟りの構造」
　10：35～11：00　阿久津 淳　「ラップ音：異次元との遭遇」
　11：00～11：25　ロン 薄葉　「オーブ現象と意識の変容」
　11：25～11：50　小林 信正　「オーブはコンタクトを求めている」
　11：50～13：00　　昼休み
　13：00～13：25　橋本 和哉　「気当て診断法（リーディング法）を生活に活かす」
　13：25～13：50　佐々木 茂美「意識とオーブ（ORB）のコンタクト」
　13：50～14：00　　休憩
　14：00～16：40　シンポジウム　テーマ「コンタクト」

　　　大会シンポジウム委員長
　　　　　小林 信正（JMC［ジャパン メディア クリエイティブ］代表、日本サイ科学会理事）
　　　パネリスト
　　　　　稲垣 勝己（催眠療法士　メンタルヘルス研究室）
　　　　　佐々木 茂美（電気通信大学名誉教授、工学博士、日本サイ科学会会長）
　　　　　竹本 良（ＵＦＯ・科学問題研究家、日本サイ科学会理事）
　　　　　橋本 和哉（医師、医学博士、日本総合ヨガ普及協会顧問）
　　　　　苗 鉄軍（カオス研究員、工学博士、日本サイ科学会理事）
　14：00～15：00　　特別講演　稲垣 勝己「過去世誘導　催眠状態中に可能な

  　　　霊的存在（低級霊、高級霊を含めて）とのコンタククト」

　15：00～15：10　　　休憩
　15：10～16：00　　パネラー５名の発表（１人１０分）
　16：00～16：40　　パネル・ディスカッション　パネラー＋会場参加者
　16：40～16：45　　優秀研究賞　表彰式　佐々木 茂美 会長
　16：45～16：50　　閉会のご挨拶　小林信正 大会委員長
　17：30～19：30　　懇親会（希望者：当日受付け）



● ❹●

日本サイ科学会　第２２回全国大会
シンポジウム　テーマ『コンタクト』開催にあたって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会委員長　小林　信正

人類は太古の昔から未知なる世界へさまざまなコンタクトを求め、その夢を開いてきま
した。自然を支配しようと飽くなき挑戦をして、そこから宗教や哲学が生まれ、万物の根
源の探求から「アトム（原子）」に到達し、科学が発達し、「文明」が発展し、今日に至っ
ています。

そのエネルギーの原動力になるのは、未知なる世界を知りたいという知の欲求であり、
好奇心だろうと思います。

最近の話題では、日本の小惑星探査機「はやぶさ」は「小惑星イトカワ」とコンタクト
して微粒子が入ったカプセルを持ち帰り、夢や希望を与えてくれました。またNASAの探
査機「キュリオシティ」は火星に着陸に成功し、オバマ大統領は「もし、火星人とコンタ
クトできたら、すぐに知らせて」と冗談を飛ばし、私たちに大いなる想像力と期待をかき
立ててくれました。

さらに“神の粒子”と呼ばれ、物の重さを与え、質量の起源といわれる「ヒッグス粒子」
とみられる新粒子にコンタクトし、この大発見は宇宙の謎を解く鍵とされています。私た
ちの目に見える星などの物質は宇宙の４％しかなく、その他ほとんどは目に見えない未知
の領域だといわれています。これらの世紀の大発見、大発明と迄はいかないまでも、人
知を超えた未知の領域の研究はまだまだ多くあることでしょう。

今回の大会のテーマは、夢や想像力をかき立てる未知との『コンタクト』がテーマです。
たとえば、地球外知的生命体、UFOなどの地球外世界との『コンタクト』から、目に見

えない高次のサムシンググレイト、霊界、霊魂、前世、オーブ、チャネリング、奇現象な
ど内なる精神世界との『コンタクト』まで、ミクロコスモスからマクロコスモスまで未知
のあらゆるサイ現象について、興味津々たる研究発表を大いに期待しています。

◎特別講演者：稲垣勝巳先生のご紹介
テーマは「過去世誘導　催眠状態中に可能な霊的存在（低級霊、高級霊を含めて）との

コンタククト」です。
●プロフィール：前職は公立中学校教頭であり、学校心理士・日本教育催眠学会理事・
同学会研修委員長・同学会認定上級教育催眠指導士を務める心理学系催眠療法実践者で
す。現在、「稲垣勝巳メンタルヘルス研究室」を主宰し、ＳＡＭ前世療法を中心とした臨
床催眠活動に専念する傍ら、潜在意識下で語られる前世の記憶の検証を通して、生まれ
変わり（死後存続）について超心理学の実証的立場から検討と探究を続けています。

著書は『前世療法の探究』春秋社、2006、『生まれ変わりが科学的に証明された！』 ナ
チュラルスピリット社、2010。フジＴＶ「奇跡体験アンビリバボー」により２回、私の前
世療法によって遭遇した生まれ変わりの濃厚な証拠事例が二つが紹介されました。



十
一
月
本
部
例
会
予
告

気
（
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の

実
在
と
能
力

　
　
　
　
　

講
師　

藤
森 

博
明 

氏

自
動
車
や
電
車
が
動
く
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
人
間
や
動
物

が
動
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
人
類
は
、
水
力
の
水
車
、

風
力
の
風
車
、
そ
し
て
石
炭
の
蒸
気
機

関
、
電
気
の
モ
ー
タ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
の

エ
ン
ジ
ン
な
ど
沢
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
手
段
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
生
命
体
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ

ば
無
生
物
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
法
で
し
た
。

生
物
と
無
生
物
の
最
大
の
違
い
は
、

自
分
の
意
思
で
動
き
出
す
か
否
か
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
物
は
自
発
的
に

成
長
し
、
子
孫
を
残
し
、
自
己
修
復
す

る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
ず
存

在
し
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
シ
ン
プ
ル

な
も
の
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
古
来

よ
り
「
気
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

気
は
、
複
雑
で
発
展
的
な
生
命
体
を

動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
呼
吸
や
食
物
か

ら
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
動
か
す
対

象
物
が
複
雑
な
ゆ
え
に
解
明
は
遅
れ
て

い
ま
す
。
今
、
分
か
る
の
は
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
在
と
能
力
の
一
端
。
私
は
、

幸
い
に
も
修
練
中
に
気
の
感
覚
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
気

の
感
知
方
法
の
解
説
と
気
の
凄
ま
じ
い

パ
ワ
ー
の
一
部
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

※
長
年
気
の
修
行
を
し
て
、
パ
ワ
ー
を

発
す
る
能
力
者
の
実
演
や
道
場
で
の
ビ

デ
オ
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
も
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
藤
森
博
明
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
合
気
」
と
い
う
秘
技
を
と
ら
え
る

た
め
に
身
体
の
緩
め
方
を
工
夫
し
て
い

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
腸
腰
筋
の
感
覚

を
つ
か
む
。
そ
れ
を
も
と
に
、「
ス
カ

イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
歩
き
方
を

開
発
。
そ
の
お
陰
で
腰
椎
や
丹
田
が
緩

み
、
念
願
の「
気
」
を
と
ら
え
る
。
以
来
、

気
の
巡
る
身
体
と
な
り
、
大
病
な
ど
は

全
く
の
無
縁
に
な
る
。

練
馬
区
平
和
台
に
あ
る
「
健
康
道
場

ウ
ェ
ル
ネ
ス
気
の
家
」
に
て
気
を
利
用

し
た
健
康
法
、
衰
え
な
い
身
体
創
り
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
う
（
昭
和
26
年
生

ま
れ
。
品
川
区
出
身
。
都
立
八
潮
高
→

電
気
通
信
大
学 

物
理
工
学
科
卒
）。

著
書
は「
気
が
分
る
本
」、「
気
に
成
る

本
」（
コ
ス
モ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）他
。

日
時　

平
成
24
年
11
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

農
畜
水
産
物
の
革
新
へ
の
道

　
　
　
　
　

講
師　

白
根 

正
志 

氏

日
時　

平
成
24
年
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員 

二
千
円　

一
般 

三
千
円  

　
　
　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

報
告第

16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会（
第

6
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

は
2
0
1
2
年
7
月
29
日（
日
）
10
時
～

18
時
、
品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

今
回
は
秋
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ

「
コ
ン
タ
ク
ト
:

異
次
元
と
の
遭
遇
」
に

準
じ
、「
コ
ン
タ
ク
ト
準
備
!

」
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
50
名
を
超
え
、満
員
御
礼
! 

参
加
者
の
投
票
に
よ
っ
て
、
U
F
O
・

オ
ー
ブ
賞
は
前
回
と
同
じ
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
井
出
治
氏
に
決

定
!　

ま
た
マ
ー
ジ
ナ
ル
賞
は「
J
F
K

と
U
F
O
」
の
小
川
謙
治
氏
が
受
賞
!

●❺ ●



懇
親
会
は
宮
内
輝
幸
氏
を
幹
事
に
し

て
、
近
く
の
無
国
籍
料
理
店
「
シ
マ
」
に

30
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
暑
気
払
い
を
兼

ね
て
、
参
加
者
と
講
師
と
の
情
報
交
換

を
愉
し
み
ま
し
た
。
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
さ
ん
全
て
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

◎
講
演
者　

タ
イ
ト
ル

阿 

久
津 

淳（
世
話
人
）「
未
知
! 

い
や
? 

無
知
と
の
遭
遇
⁉
」

ト 

ニ
ー
・
中
村
（
T
V
カ
メ
ラ
マ
ン
）

「
ド
ゴ
ン
族
と
ウ
チ
ュ
ウ
ジ
ン
」

川 

崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）「
自

動
連
写
で（
毎
夜
1
2
0
枚
）オ
ー
ブ

の
秘
密
に
迫
る
」

宮 

本
一
聖（
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
）「
超
常
現

象
調
査
日
記
:

極
秘
・
番
外
編
」

宮 

内
輝
幸（
医
師
）「
ア
パ
リ
シ
ョ
ン
の

医
学
的
考
察
」

小 

川
謙
治
（
T
V
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

「
J
F
K
と
U
F
O
」

井 

出 

治（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
）「
ク
ロ
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
」

ロ 

ン
・
薄
葉
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ

ー
ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
と
異
次
元
」

岩 

崎
士
郎（
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）

「
記
号
と
反
重
力
」

森 

脇
十
九
男（
U
F
O
研
究
家
）「
反
核

開
星
統
合
宣
言
」

高 

野
モ
ナ
ミ（
霊
能
者
）「
霊
と
U
F
O

の
層
状
構
造
」

小 

澤
佳
彦
（
日
常
現
象
研
究
家
）　
　

「
原
発
事
故
と
お
ば
け
」　

ほ
か

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
報
告

オ
ー
ブ
研
究
そ
の
後

　
　
　
　
　

講
師　

川
崎 

利
男 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ン 

薄
葉 

氏

（
編
集
部
よ
り
）

今
回
は
オ
ー
ブ
写
真
を
多
数
紹
介
し

な
が
ら
の
講
演
な
の
で
す
が
、
オ
ー
ブ

写
真
は
暗
い
背
景
に
薄
明
る
い
光
の
玉

や
帯
な
の
で
、
こ
の
紙
面
で
掲
載
す
る

の
は
解
像
度
的
に
無
理
で
す
の
で
、
お

話
の
中
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
報
告
す
る
形

に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

「 

オ
ー
ブ
観
察
7
年
間　

そ
の

傾
向
と
残
さ
れ
た
課
題
」

　
　
　
　
　

講
師　

川
崎 

利
男 

氏

　
　
　
　
　
　
（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）

オ
ー
ブ
研
究
の
き
っ
か
け
は
、
知
り

合
い
に
誘
わ
れ
て
埼
玉
県
の
和
光
市
に

あ
る
自
衛
隊
の
お
祭
り
に
行
っ
た
と
き

に
、
最
初
に
オ
ー
ブ
が
撮
れ
て
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
霊
魂
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
神
様
の
領
域
に
踏
み

込
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
恐

い
な
と
い
う
こ
と
で
、
半
年
く
ら
い
躊

躇
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
オ
ー
ブ

の
写
真
を
沢
山
撮
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ブ
研
究
の
歩
み
は
、

・
秋
の
お
彼
岸
で
白
昼
（
曇
天
）
の
お

墓
参
り
の
帰
り
、
偶
然
撮
影
し
た
中

空
に
出
た
オ
ー
ブ
に
肝
を
つ
ぶ
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
先
祖
の
命
令
だ
と

思
っ
て
、
決
心
し
て
オ
ー
ブ
を
あ
ち

こ
ち
で
撮
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
2
0
0
6
年
10
月
に
撮
影
開
始
。
近

所
の
墓
地
、
靖
国
神
社
、
交
通
事
故

跡
で
や
た
ら
撮
影
。
墓
地
で
は
あ
ま

り
オ
ー
ブ
は
撮
れ
ず
、
靖
国
神
社
は

昼
間
は
撮
れ
ま
す
が
、
夜
は
撮
れ
ま

せ
ん
。
交
通
事
故
跡
は
賑
や
か
な
場

所
で
オ
ー
ブ
は
撮
れ
る
の
で
す
が
、

寂
し
い
場
所
で
は
撮
れ
ま
せ
ん
。

結
局
、
オ
ー
ブ
は
人
々
が
大
勢
集
ま

る
賑
や
か
な
場
所
で
よ
く
撮
れ
る
こ

と
が
判
り
ま
し
た
。

・
や
が
て
、
家
の
玄
関
先
の
十
字
路
で

定
点
撮
影
を
行
う
こ
と
に
気
が
つ
き
、

撮
り
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
あ
ま
り

撮
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
次
第
に

オ
ー
ブ
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最

近
は
確
実
に
20
枚
に
1
枚
は
撮
れ
ま

す
。

・
自
治
会
納
涼
祭
「
盆
踊
り
」
で
多
数

の
オ
ー
ブ
を
撮
影
。
上
空
か
ら
舞
台
、

平
場
と
上
下
左
右
に
オ
ー
ブ
が
充
ち

満
ち
ま
し
た
。

・
翌
年
の
「
盆
踊
り
」
で
も
再
現
性
が

あ
り
ま
し
た
。
多
数
の
オ
ー
ブ
が
出

現
し
た
の
で
す
。

・
そ
し
て
更
に
3
年
目
の
撮
影
で
は
、

隣
の
自
治
会
盆
踊
り
で
、「
恨
み
の
こ

も
っ
た
顔
」
が
オ
ー
ブ
の
中
に
出
現

し
ま
し
た
。

・
自
分
の
家
の
お
墓
参
り
に
行
っ
た
と

き
に
、
通
路
の
空
間
を
ス
ト
ロ
ボ
で

撮
っ
た
1
枚
に
オ
ー
ブ
が
写
り
ま
し

た
。
白
昼
に
オ
ー
ブ
が
光
っ
て
見
え

る
の
は
、
オ
ー
ブ
が
発
光
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
も
私
は
推
測
し
ま

す
。

・
2
0
0
8
年
の
盆
踊
り
で
は
夕
方
の

時
間
帯
で
も
多
数
の
オ
ー
ブ
が
撮
れ
、

そ
の
後
暗
く
な
っ
て
踊
り
が
佳
境
に

入
る
ほ
ど
、
オ
ー
ブ
の
数
が
増
え
ま

し
た
。
そ
の
数
は
2
0
0
で
も
き
か

な
い
く
ら
い
で
す
。
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こ
こ
で
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
の

は
「
オ
ー
ブ
謎
の
超
知
性
体
」
ミ
ホ
ー

ル
・
レ
ド
ウ
ィ
ズ
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ハ
イ

ネ
マ
ン
著
（
五
次
元
文
庫
）
と
い
う
本

で
す
。
こ
れ
は
オ
ー
ブ
研
究
に
は
欠
か

せ
な
い
貴
重
な
文
献
で
す
。

面
白
い
の
は
神
学
博
士
、
法
学
博
士

で
あ
る
ミ
ホ
ー
ル
さ
ん
の
方
が
、
オ
ー

ブ
に
関
し
て
沢
山
実
験
し
な
が
ら
研
究

し
て
お
り
、
実
験
物
理
学
者
の
ハ
イ
ネ

マ
ン
さ
ん
は
ヒ
ー
ラ
ー
で
あ
る
奥
さ
ん

が
写
真
を
撮
っ
て
い
て
、
本
人
は
始
め

か
ら
オ
ー
ブ
は
精
神
的
な
存
在
と
し
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
の
研
究
は
ど
う
い
う
ふ
う
に

や
る
か
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て

み
ま
し
た
。

・
1
個
の
オ
ー
ブ
に
着
目
し
て
追
跡
し
、

性
状
等
研
究
す
る
。

・
再
現
性
の
少
な
い
物
（
異
常
現
象
）

は
採
り
上
げ
な
い
。

・
兎
に
角
、
標
本
・
サ
ン
プ
ル
で
あ
る

オ
ー
ブ
の
映
像
を
多
数
採
集
す
る
。

・
そ
し
て
、
全
体
の
傾
向
と
行
動
を
把

握
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
内
容
を
推
定

す
る
。

・
様
々
な
実
験
条
件
を
設
定
し
、
人
工

的
に
発
生
さ
せ
る
。
又
は
呼
び
込
む
。

・
オ
ー
ブ
現
象
の
研
究
は
「
再
現
性
」

に
か
か
っ
て
い
る
。

例
え
ば
東
京
駅
の
八
重
洲
口
を
出
て
、

50
m
く
ら
い
行
っ
た
建
築
中
の
場
所

や
、
隅
田
川
と
神
田
川
の
ぶ
つ
か
る

柳
橋
辺
り
、
有
楽
町
の
ガ
ー
ド
下
辺

り
で
も
、
オ
ー
ブ
が
よ
く
撮
れ
る
。

・
第
三
者
が
追
試
を
出
来
な
け
れ
ば
、

「
一
過
現
象
」
に
な
る
。

        
（
デ
ジ
タ
ル
1
）

従
来
の
常
識
か
ら
外
れ
た
実
験
結
果
、

例
え
ば
江
崎
玲
於
奈
博
士
の
「
ト
ン
ネ

ル
ダ
イ
オ
ー
ド
」
の
発
明
な
ど
、
本
来

の
研
究
目
的
か
ら
は
外
れ
て
い
る
、
異

常
現
象
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
に

着
目
す
る
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な

っ
た
り
、
突
破
口
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ブ
も
異
常
現
象

で
す
が
、
再
現
性
が
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
研
究
困
難
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
の
写
真
で

も
、
最
初
は
オ
ー
ブ
を
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
写
真
を
数
枚
撮
っ

て
い
る
内
に
近
づ
い
て
く
る
オ
ー
ブ
が

写
り
始
め
、
次
の
瞬
間
鉄
板
の
上
に
オ

ー
ブ
が
何
千
個
と
集
ま
り
、
さ
ら
に
7

秒
後
に
撮
っ
た
と
き
は
オ
ー
ブ
は
ほ
ぼ

消
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
再
現
性

が
難
し
い
の
で
、
オ
ー
ブ
と
断
言
は
で

き
ま
せ
ん
。

今
は
ガ
ラ
ス
板
を
使
っ
た
オ
ー
ブ
の

実
験
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
最
終
的

な
結
論
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

「 

オ
ー
ブ
現
象
と
こ
れ
ま
で
の

歩
み
」

　
　
　
　
　

講
師　

ロ
ン 

薄
葉 

氏

　
　
　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
評
議
員
）

オ
ー
ブ
の
色
（
光
・
周
波
数
）
の
考

察
を
し
ま
す
と
、

・
オ
ー
ブ
自
体
は
、
元
々
が
光
・
周
波

数
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
肉
眼
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い「
一
種
の
プ

ラ
ズ
マ
構
造
体
、
フ
ォ
ト
ン
形
成
体
」

な
の
で
は
な
い
か
?

・
オ
ー
ブ
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
白
く

写
っ
た
り
、
ま
た
色
が
つ
い
て
い
る

よ
う
に
写
し
込
ま
れ
る
理
由
は
、
オ

ー
ブ
の
背
景
に
あ
る
、
様
々
な
光
源

に
よ
る
反
射
光
の
加
減
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
光

の
光
に
反
応
し
て
、
オ
ー
ブ
自
体
が

自
ら
の
意
思
表
示
に
よ
り
発
信
す
る

未
知
の
周
波
数
ノ
イ
ズ
（
オ
ー
ブ
・

ノ
イ
ズ
）
に
よ
っ
て
、
様
々
な
色
、

光
で
発
光
し
て
く
る
事
実
を
、
こ
れ

ま
で
の
観
察
か
ら
画
像
分
析
で
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ー
ブ
の
未
知
的
現
象
と
し
て
の「
オ

ー
ブ
・
ノ
イ
ズ
現
象
」
に
つ
い
て
、

・
先
の
研
究
報
告
で
は
、
オ
ー
ブ
現
象

の
発
生
時
に
お
い
て
起
こ
る
「
ラ
ッ

プ
音
」
と
「
撮
影
機
の
画
面
の
揺
れ

ブ
レ
画
像
」（
2
0
0
3
年
2
月
、

小
林
信
正
氏
）
等
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
述
べ
ま
す
「
オ
ー

ブ
・
ノ
イ
ズ
」
と
は
オ
ー
ブ
現
象
の

発
生
時
に
因
果
し
て
起
こ
る
、
オ
ー

ブ
自
体
が
独
自
に
発
生
し
ま
す
周
波

数
ノ
イ
ズ
（
ホ
ワ
イ
ト
・
ノ
イ
ズ
）

を
意
味
し
た
も
の
で
、
こ
の
オ
ー
ブ

研
究
に
お
い
て
、
私
が
新
た
に
提
唱

し
ま
し
た
造
語
で
す
。

そ
し
て
新
た
な
見
解
と
し
ま
し
て
、

・「
オ
ー
ブ
・
ノ
イ
ズ
」
の
解
釈
は
、
オ

ー
ブ
自
体
が
実
験
者
の
行
為
に
対
し

●❼ ●



て
、
独
自
に
反
応
し
意
識
的
に
発
信

さ
せ
て
き
ま
す
意
識
・
意
志
の
表
明

を
示
す
と
思
わ
れ
る
電
磁
気
的
周
波

数
ノ
イ
ズ
で
、
確
固
と
し
た
オ
ー
ブ

自
体
の
意
思
表
示
を
表
し
た
、
未
知

の
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
信
周

波
数
ノ
イ
ズ
で
す
。

私
は
「
オ
ー
ブ
は
“
集
合
意
識
体
”

だ
」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
の
一
番
肝
腎
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
オ
ー
ブ
を
構
成
し
て
い
る
の
は
粒

子
な
ん
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
ウ

ス
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
博
士
が
「
プ
ラ
ズ
モ

ン
」
と
名
前
を
つ
け
た
の
で
す
が
、
一

種
の
プ
ラ
ズ
マ
み
た
い
な
粒
子
で
、
細

か
く
て
だ
い
た
い
3
～
5
ミ
リ
位
の
大

き
さ
で
す
。
私
は
そ
の
最
小
単
一
の
意

識
体
を
「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
体
」
と
名
付

け
て
お
り
ま
す
。「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
体
」

の
写
真
を
画
像
処
理
す
る
と
、
周
り
に

き
れ
い
な
光
が
出
て
い
ま
す
。
大
き
さ

の
測
定
方
法
は
、
オ
ー
ブ
に
「
大
き
さ

を
見
る
の
で
、
脇
に
来
て
く
れ
な
い
!

」

と
頼
ん
で
、
写
真
を
撮
り
測
定
し
ま
す
。

こ
ち
ら
の
少
し
大
き
め
の
塊
は
、「
分

身
ブ
ロ
ー
ブ
・
ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
と
呼

び
、
単
一
の
「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
体
」
が

グ
ル
ー
プ
と
し
て
集
合
し
た
も
の
で
す
。

「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
・
ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
は

2
～
14
セ
ン
チ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、

オ
ー
ブ
は
組
織
形
態
を
も
っ
て
い
て
、

統
一
集
合
形
成
体
と
し
て
の
大
き
な
オ

ー
ブ
（
母
体
）
は
、「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
・

ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
が
複
数
連
結
し
た
形

成
体
で
あ
る
「
ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
が
さ

ら
に
集
合
し
た「
オ
ー
ブ
集
合
意
識
体
」

と
な
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

オ
ー
ブ
の
概
念
な
ん
で
す
が
、
オ
ー

ブ
は
オ
ー
ブ
（
母
体
）
一
つ
を
個
と
し

て
考
え
た
場
合
、
そ
の
個
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
し
た
も
の
が
全
体
で
あ
り
、
そ

の
意
味
合
い
か
ら
の
考
察
で
は
、
他
の

オ
ー
ブ
（
母
体
）
群
を
全
体
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、

オ
ー
ブ
（
母
体
）
は
、
単
独
で
存
在
す

る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
規
模

の
集
団
（
群
れ
）
を
築
い
て
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
合
い
か
ら
、
オ
ー
ブ
（
母

体
）
群
は
グ
ル
ー
プ
化
し
た
集
合
意
識

体
の
統
一
化
し
た
組
織
形
成
体
と
し
て

の
群
れ
と
定
義
で
き
る
よ
う
で
す
。

特
に
注
目
す
べ
き
現
象
は
、
そ
の
場

の
あ
ら
ゆ
る
光
源
や
光
線
お
よ
び
反
射

ス
ペ
ク
ト
ル
光
に
対
し
て
、
非
常
に
敏

感
な
対
応
を
示
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
自

由
自
在
に
操
る
驚
愕
す
べ
き
妙
技
で
す
。

こ
の
現
象
は
、
ま
た
我
々
人
間
に
対
し

て
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
オ
ー

ブ
自
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
受
け

取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
考
え
る
オ
ー
ブ
（
O
R
B
）
は
、

① 

時
空
超
越
し
た
内
容
を
保
有
し
駆
使

す
る
能
力
に
よ
っ
て
、
多
次
元
界（
次

元
的
意
識
階
層
世
界
）
を
行
き
来
す

る
超
波
動
情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
、
若

し
く
は
知
的
生
命
体
と
し
て
の
存
在
。

② 

現
世
の
物
理
的
法
則
に
よ
ら
ず
、
さ

ら
に
未
知
的
な
情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
体

と
し
て
の
超
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
包
含

し
て
い
る
地
球
外
知
的
生
命
体
と
し

て
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
存
在
。

③ 
目
に
見
え
な
い
未
確
認
の
飛
行
（
浮

遊
）
物
体
、
例
え
ば
、
新
た
な
見
解

に
基
づ
く
生
命
体
的
U
F
O
論
に
も

な
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
。

④ 

い
わ
ゆ
る
、
宇
宙
的
な
霊
魂
的
意
識

体
と
し
て
の
可
能
性
も
高
い
。

小
林
信
正
氏
の
お
話

私
は
写
真
の
ほ
う
の
大
学
を
出
ま
し

て
、
当
時
は
デ
ジ
カ
メ
が
な
く
て
、
フ

ィ
ル
ム
写
真
で
し
た
が
、
昔
の
写
真
を

見
て
も
あ
ま
り
オ
ー
ブ
が
写
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
か
ら
30
年
位
前
に
、

あ
る
霊
能
者
か
ら
「
丸
い
も
の
が
い
く

つ
か
写
っ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ
が
霊
体

だ
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
「
こ
れ
は
科
学
的
に
言
え
ば
、
ゴ

ミ
か
何
か
だ
な
。」
と
答
え
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
後
に
「
オ
ー
ブ
だ
っ
た
ん
だ
。」

と
い
う
ふ
う
に
気
付
い
た
わ
け
で
す
。

私
が
最
初
に
撮
影
実
験
し
た
1

 
9
 9 

6
年
に
光
の
玉
が
写
っ
た
の
で
す
が
、

2
0
0
7
年
に
「
オ
ー
ブ
（
O
R
B
）」

と
い
う
言
葉
を
初
め
て
知
っ
た
わ
け
で

す
。
日
本
で
は
以
前
か
ら
「
偽
物
で
は

無
い
か
、
技
術
的
な
も
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、
オ
ー
ブ

の
研
究
を
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ス
・
ハ
イ

ネ
マ
ン
博
士
と
文
通
を
し
て
仲
良
く

な
り
、
日
本
で
の
講
演
を
お
願
い
致
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
3
・
11
の
東
日
本

大
震
災
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
イ

ネ
マ
ン
博
士
は
物
理
学
者
で
あ
り
な
が

ら
、
奥
さ
ん
が
ヒ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
る
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
能
力
者
に
大
変
傾
倒
し
て
、
現
地
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に
家
を
購
入
し
て
、
行
っ
た
り
来
た
り

し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ネ
マ
ン
博
士
に
は
、

私
の
オ
ー
ブ
写
真
を
送
っ
て
、
見
解
を

伺
っ
た
り
し
て
し
て
お
り
ま
す
が
、
だ

い
た
い
同
じ
よ
う
な
意
見
で
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

オ
ー
ブ
は
安
い
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ほ

ど
よ
く
撮
れ
る
よ
う
で
す
が
、
普
通
の

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
も
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

た
け
ば
、
写
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ブ
は
フ
ラ
ッ
ク
ス
・
ゲ
ー
ト
型

磁
気
検
出
器
で
測
定
し
て
、
電
磁
波
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
ま

た
オ
ー
ブ
は
、
近
赤
外
線
の
領
域
で
写

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

オ
ー
ブ
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
い
た
と

き
に
写
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

ま
し
た
と
こ
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
い

状
態
の
「
基
底
状
態
」
か
ら
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
の
光
を
受
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高

い
「
励
起
状
態
」
と
な
り
、
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
放
出
す
る
よ
う
で
す
。
分
子
に

吸
収
さ
れ
た
光
の
補
色
が
色
彩
と
な
っ

て
現
れ
る
の
で
す
。

オ
ー
ブ
の
色
は
神
社
や
聖
地
で
は
白

っ
ぽ
い
色
や
黄
金
色
の
も
の
（
高
次
元

の
霊
か
?
）
が
写
り
、
楽
し
い
場
所
や

聖
堂
な
ど
で
は
青
色
系
の
も
の
（
聖
霊

や
先
祖
霊
か
?
）
が
写
り
、
穢
れ
や
不

浄
な
土
地
で
は
、
赤
色
や
黒
っ
ぽ
い
も

の
（
邪
霊
や
未
浄
化
霊
か
?
）
が
写
り

ま
す
。

実
は
以
前
「
鏡
視
実
験
」
と
い
う
の

を
し
ば
ら
く
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
亡
く
な
っ
た
肉
親
に
ど
う
し
て
も
会

い
た
い
と
い
う
人
が
、
鏡
に
向
か
っ
て

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
椅
子
に
座
っ
て
ず

っ
と
鏡
を
み
て
い
る
と
肉
親
が
現
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
実
験
の
ビ
デ

オ
に
オ
ー
ブ
が
ゆ
っ
く
り
ス
ー
ッ
と
現

れ
て
、
ス
ー
ッ
と
消
え
て
い
く
瞬
間
が

写
っ
て
お
り
ま
す
。
体
験
者
の
三
人
に

一
人
く
ら
い
感
動
し
ま
す
が
、
そ
の
と

き
写
真
を
撮
る
と
ほ
ぼ
オ
ー
ブ
が
撮
れ

ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
人
は
撮
れ
な
い

の
で
、
や
は
り
オ
ー
ブ
は
霊
的
存
在
だ

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

◎
平
成
23
年
度
本
部
事
業
報
告

1
． 

会
員
の
現
状
（
平
成
24
年
5
月
末

日
現
在
）

　

賛
助
会
員　
　
　

1
名

　

維
持
会
員　
　
　

5
名

　

正
会
員　
　

1
8
6
名

　

学
生
会
員　
　

2 

4
名

　

準
会
員　
　
　

5 

3
名

　

合　

計　
　

2
6
9
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
創
立
35
周
年
記
念

大
会
」
を
含
み
、
計
12
回
の
集
会
を
開

催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会
（
敬
称
略
）

　

期
日　
　

講
演
者　

講
演
タ
イ
ト
ル

平
成
23
年

5 

月
14
日
（
土
）
赤
松 

瞳
氏
「
最
新
脳

科
学
と
透
視
能
力
」

6 
月
12
日
（
日
）
井
出 

治
氏
「
未
知
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

7 
月
18
日
（
月
）
古
村 

豊
治
氏
「
な
ぜ

あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が
起
こ
ら
な

い
の
か
?
」

9 

月
10
日
（
土
）
鈴
木 

俊
輔
氏
『
3
・

11 

新
文
明
の
幕
開
け
』
～
日
本
人

の
使
命
～

10 

月
9
日
（
日
）
創
立
35
周
年
記
念
大

会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
」

11 

月
12
日
（
土
）
小
林 

信
正
氏
「
心
霊

現
象
に
つ
い
て
」

12 

月
10
日
（
土
）
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
24
年

1 

月
14
日
（
土
）
ミ
ッ
ツ
ィ 

植
田
氏

「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル
」

2 

月
11
日
（
土
）
小
林 

正
典
氏
「
サ
イ

科
学
に
関
係
し
た
電
気
・
磁
気
の
研

究
の
紹
介
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会（
阿
久
津 

淳
）

2
0
1
1
年

7 

月
31
日（
土
）第
13
回
「
第
5
回
U
 F 

O
&
O
R
B
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12 

月
21
日
（
水
）
第
14
回
「
第
5
回
ア
セ

ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

2
0
1
2
年

3 

月
31
日（
土
）
第
15
回
「
第
4
回
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
分
科
会（
苗 

鉄
軍
）

2
0
1
2
年

1 

月
29
日（
日
）、
30
日（
月
）駒
ヶ
根
市
、

●❾ ●



大
御
食
神
社
、
入
野
谷
（
瞑
想
室
）、

測
定

4 

月
16
日（
月
）、
17
日（
火
）駒
ヶ
根
市
、

大
御
食
神
社
、
伊
那
・
長
谷
（
分
杭

峠
）、
測
定

3
．
総
会

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

5 

．
本
部
理
事
会
（
第
1
6
2
回
～
第

1
6
8
回
）
を
5
月
、
7
月
、
9
月
、

11
月
、
12
月
、
1
月
、
2
月
と
7
回

開
催
し
た
。

6
．
出
版
物

・ 「
サ
イ
科
学
」
第
33
巻
第
1
号
を
発
行

し
た
。

・ 「
サ
イ
の
広
場
」
は
休
刊
（「
サ
イ
科

学
」
と
合
本
）
し
た
。

・ 「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
3
9
7
号
か

ら
第
4
0
2
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
本
部
事
業
計
画

（
1 

）
心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資
料
室

（
開
設
、
6
月
30
日
、
予
定
:

展
示

と
生
体
計
測
）

（
2 

）
駒
ヶ
根
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
室
開

設
に
協
力
す
る
。

（
3 

）
10
月
に
全
国
大
会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
テ
ー
マ
「
コ
ン
タ
ク
ト
」）
を
開

催
す
る
。

（
4 

）
月
例
会
を
9
回
（
4
、
5
、
6
、

7
、
9
、
11
、
12
、
1
、
2
月
）

開
催
す
る
。

（
5 

）
分
科
会
を
数
回
開
催
す
る
。

（
6 

）
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議

員
会
を
開
催
す
る
。

（
7 
）
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す

る
。

（
8 
）「
サ
イ
科
学
（
+
サ
イ
の
広
場
）」

を
発
行
す
る
。

（
9 

）
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

（
10 

）「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
資

料
を
整
備
す
る
。

（
11 

）
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

（
1 

）刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・

応
用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

（
2 

）会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

（
3 

）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト

や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

（
4 

）
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

（
5 

）
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携

を
深
め
る
。

（
6 

）
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

（
7 

）
理
事
や
若
手
の
幹
事（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

（
8 

）
そ
の
他

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
23
年

5
月
29
日　

総
会

　

 

平
成
22
年
度
事
業
報
告
、
平
成
23
年

度
事
業
計
画

（
東
日
本
大
震
災
の
た
め
順
延
）

8
月
13
日　

第
1
7
8
回
研
究
会

「
波
動
関
数
を
収
縮
さ
せ
な
い
生
き

方
」　

佐
佐
木
康
二

10
月
8
日　

第
1
7
9
回
研
究
会

「
顔
画
像
か
ら
前
世
を
診
断
す
る
」

佐
佐
木
康
二

10 
月
9
日　

講
演
会
（
仙
台
市
シ
ル
バ

ー
セ
ン
タ
ー
）

「
波
数
の
お
話
」　

佐
佐
木
康
二

12
月
11
日　

第
1
8
0
回
研
究
会

「
超
能
力
遺
伝
子
発
見
か
⁉
」　
　

佐
佐
木
康
二

平
成
24
年

2
月
11
日　

第
1
8
1
回
研
究
会

「
サ
イ
の
正
否
は
（
従
来
の
）
確
率
論

で
判
定
で
き
な
い
」　

佐
佐
木
康
二

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

 

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2 

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」
の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

 

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
念
写
計
」

等
の
開
発
、
気
・
意
識
の
種
類
の
見

分
け
方
、「
念
写
」
写
真
・「
オ
ー
ブ
」

画
像
等
の
分
析
・
検
証
（
福
来
心
理

● �●



学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）、
意
識

純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、
地

震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装

置
の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能

の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
波
数
」「
念
写
実
験
会
」
等
の
テ
ー

マ
で
5
月
、
8
月
に
講
演
会
を
開
催

す
る
（
福
来
心
理
学
研
究
所
、
仙
台

瞑
想
研
究
会
と
共
催
）。

5 

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6 

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

山
田 

哲
三

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

  

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

内 

容　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

を
中
心
に
出
席
者
で
勉
強
会
を
行
う
。

日
程

　

 

第
1
回　

平
成
24
年
5
月
19
日　
　

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

第
2
回　

平
成
24
年
9
月
予
定　
　

　
　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

第
3
回　

平
成
25
年
3
月
予
定　
　

　
　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤 

禎
花

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
6
月
26
日
（
日
）

第 

1
部　

基
調
講
演
「
2
0
1
2
年
問

題
と
サ
イ
」　

阿
久
津 

淳

第
2
部　

U
F
O
ト
ー
ク
バ
ト
ル　

　

 

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

「
U
F
O
の
最
新
情
報
」 
竹
本 
良

　

 

ガ
チ
ン
コ
ト
ー
ク
バ
ト
ル

「
U
F
O
問
題
と
人
類
の
未
来
」

　

飛
島 

竜
一
×
竹
本 

良

　

 

講
師
:

阿
久
津 

淳
先
生
（
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
・
科
学
問
題
研
究
家
）

　

竹
本 

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

　

 

飛
島 

竜
一
先
生（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

平
成
24
年
5
月
27
日
（
日
）

第
1
部
「
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ

　

せ
た
男
」
高
野 

誠
鮮
（
羽
咋
市
役
所

　

員
・
住
職
）

第
2
部
「
宇
宙
政
治
∞
（
ム
ゲ
ン
）
道

　

場
」
竹
本 

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

第
3
部　

ト
ー
ク
バ
ト
ル
第
二
弾　
　

　

 

飛
島 

竜
一（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
科
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
×
竹
本 

良

※ 

平
成
24
年
度
の
計
画
に
関
し
ま
し
て

は
9
月
、
12
月
の
予
定（
内
容
、
詳
細

は
未
定
）。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

河
野 

明
夫

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
度
は
8
月
、
12
月
を
除
き
、

23
年
4
月
（
第
3
5
7
回
）
か
ら
24
年

3
月
（
第
3
6
6
回
）
の
10
回
開
催
し

た
。
参
加
者
は
会
員
1
4
6
名
非
会
員

2
2
9
名
合
計
3
7
5
名
で
、
伸
び
て

い
る
。

平
成
23
年
（
敬
称
略
）

4 

月
9
日
（
土
）
芳
野 

武
人
「
誰
で
も

で
き
る
一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

5 

月
21
日
（
土
）
瀬
尾 

泰
範
「
東
日
本

大
震
災
と
今
後
の
世
界
に
つ
い
て
占

星
学
的
解
釈
と
予
測
」

6 

月
18
日
（
土
）
サ
ア
ラ
「
科
学
と
霊

性
の
融
合
す
る
時
代
」

7 

月
16
日
（
土
）
高
尾 

征
治
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面
体
図
象
に

潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ
ー
日
本
各
地

を
巡
る
『
み
ろ
く
』
奉
納
紀
行
に
学

ぶ
―
」

9 

月
17
日
（
土
）
井
出 

治
「
未
知
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

10 

月
15
日
（
土
）
阿
久
津 

淳
「
2

 
0
 1 

2
年
問
題
と
サ
イ
科
学
的
進
化
」

“PSIentific Evolution &
 2012

”

11 

月
12
日
（
土
）
塩
小
路 

光
孚
「
菅
原

道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る
秘
話
、
篆
書

（
て
ん
し
ょ
）
の
持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ

（
龍
・
竜
・
辰
）の
字
の
不
思
議
」

平
成
24
年

1 

月
21
日
（
土
）
檀
上 

洪
司
「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る
」
潜
在
意

識
か
ら
宇
宙
意
識
へ

2 

月
18
日
（
土
）
徳
永 

康
夫
「
宇
宙
か

ら
見
た
般
若
心
経
」

3 

月
17
日
（
土
）
桜
井 

喜
美
夫
「
出
口

王
仁
三
郎
の
遺
言
」

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
度
は
8
月
と
12
月
を
除
き
、

24
年
4
月
（
3
6
7
回
）
か
ら
25
年
3

月
（
3
7
6
回
）
の
10
回
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。

●� ●



平
成
24
年

4 
月
21
日
（
土
）
久
保
田 

昌
治
「
水
の

は
な
し　

活
性
水
・
機
能
水
と
は
」

5 

月
19
日
（
土
）
上
森 

三
郎
「
地
上
絵

の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国
の
謎
を
解
明
」

6 

月
16
日
（
土
）
い
よ
の 

い
し
「
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を
解
く 

鍵
は
正
四
面
体
（
プ
ラ
ト
ン
立
体
）

［SiO
H

］
の
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
あ
っ
た
」

7 

月
21
日
（
土
）
重
川 

風
天
「
誰
で
も

が
幸
せ
に
な
る
プ
ラ
チ
ナ
の
風
が
吹

く
」

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

金
子 

輝
夫

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告

九
州
部
会
と
し
て
の
事
業
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

世
話
役
を
得
て
、
で
き
ま
し
た
ら
講

演
会
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　

構
成
（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

会
長　
　

佐
々
木 

茂
美

理
事
長　

浪
平 

博
人

顧
問　
　

窪
田 

啓
次
郎
＊
、

　
　
　
　

品
川 

次
郎
＊
、
西
條 

一
止
＊

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会

　

佐
佐
木 

康
二
＊

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

山
田 

哲
三

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
藤 

禎
花
＊

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長

　

河
野 

明
夫
＊

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

金
子 

輝
夫

理
事
（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
＊
、
大
木 

高
伸
＊
、

　

大
谷 
宗
司
、
久
保
田 

昌
治
＊
、

　

小
林 
泰
樹
、
小
林 

信
正
＊
、

　

小
林 

正
典
＊
、
小
牧 

昭
一
郎
＊
、

　

佐
々
木 

律
子
＊
、
志
賀 

一
雅
、

　

志
村 

則
夫
＊
、
徳
永 

康
夫
、

　

中
島 

敏
樹
、
鯰
江 
勇
、

　

本
間 

修
二
＊
、
前
田 
知
則
＊
、

　

苗 

鉄
軍
、
渡
辺 

宙
明

幹
事　

飯
見 

勇
＊
、
吉
田 

一
美
＊

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
、
占
部 

浩
一
＊
、

　

加
納 

愛
信
＊
、
鴨
川 

裕
司
、

　

小
久
保 

孝
行
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
、

　

杉
立 

繁
＊
、
高
橋 

至
誠
、

　

谷
口 

五
月
、
飛
田 

洋
子
＊
、

　

前
田 

稔
、
三
浦 

良
江
、

　

屋
敷 

益
男
＊

監
事　

和
田 

守
央

（
1 

）
本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2 

）
常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

示
す
。

（
3 

）
常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

己
申
告
に
よ
る
。

［
平
成
23
年
度
決
算
報
告
］

［
平
成
24
年
度
予
算
］

● �●

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,552,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 240,000
本・他 200,000 会費（維持） 220,000
繰越金 2,324,682 会費（賛助） 50,000
合計 5,324,682 入会費 32,000 ３段目

例会収入 444,000
本会寄付 512,700
本・他 186,741
広告料 0
前年度繰越金 2,324,682
合計 5,718,123

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 610,111
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 350,000 306,600
寄付 400,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,920
繰越金 2,262,441 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 217,000
合計 5,262,441 事務用品 150,000 事務用品 150,000 211,558

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 70,000 48,050 ４段目
通信費 80,000 通信費 80,000 84,972
会議・打合せ 80,000 会議・打合せ 80,000 81,300
交通費 50,000 交通費 50,000 39,890
事務所維持費 110,000 事務所維持費 110,000 119,536
郵便・銀行振込料 20,000 郵便・銀行振込料 20,000 21,610
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 61,135
来期繰越金 1,872,441 来期繰越金 1,864,682 2,262,441
合計 5,262,441 合計 5,324,682 5,718,123

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,552,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 240,000
本・他 200,000 会費（維持） 220,000
繰越金 2,324,682 会費（賛助） 50,000
合計 5,324,682 入会費 32,000 ３段目

例会収入 444,000
本会寄付 512,700
本・他 186,741
広告料 0
前年度繰越金 2,324,682
合計 5,718,123

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 610,111
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 350,000 306,600
寄付 400,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,920
繰越金 2,262,441 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 217,000
合計 5,262,441 事務用品 150,000 事務用品 150,000 211,558

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 70,000 48,050 ４段目
通信費 80,000 通信費 80,000 84,972
会議・打合せ 80,000 会議・打合せ 80,000 81,300
交通費 50,000 交通費 50,000 39,890
事務所維持費 110,000 事務所維持費 110,000 119,536
郵便・銀行振込料 20,000 郵便・銀行振込料 20,000 21,610
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 61,135
来期繰越金 1,872,441 来期繰越金 1,864,682 2,262,441
合計 5,262,441 合計 5,324,682 5,718,123

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,552,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 240,000
本・他 200,000 会費（維持） 220,000
繰越金 2,324,682 会費（賛助） 50,000
合計 5,324,682 入会費 32,000 ３段目

例会収入 444,000
本会寄付 512,700
本・他 186,741
広告料 0
前年度繰越金 2,324,682
合計 5,718,123

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 610,111
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 350,000 306,600
寄付 400,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,920
繰越金 2,262,441 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 217,000
合計 5,262,441 事務用品 150,000 事務用品 150,000 211,558

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 70,000 48,050 ４段目
通信費 80,000 通信費 80,000 84,972
会議・打合せ 80,000 会議・打合せ 80,000 81,300
交通費 50,000 交通費 50,000 39,890
事務所維持費 110,000 事務所維持費 110,000 119,536
郵便・銀行振込料 20,000 郵便・銀行振込料 20,000 21,610
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 61,135
来期繰越金 1,872,441 来期繰越金 1,864,682 2,262,441
合計 5,262,441 合計 5,324,682 5,718,123

収入

支出収入 支出



◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

●
基
幹
論
文
賞

　

千
葉
県　
　

井
出　

治　

殿

　

昭
和
24
年
1
月
13
日
生

　

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て

　

貴
下
の
研
究
活
動
に
対
し
基
幹
研
究

賞
を
贈
り

　

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

　
　

平
成
24
年
6
月
10
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会　

　
　
　
　
　
　

会
長 

佐
々
木 

茂
美

研
究
活
動
:

「
未
知
の
第
3
起
電
力
の

基
礎
研
究
」

　

フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
と
は
独
立
し
た

未
知
の
第
3
起
電
力（Positive EM

F

）

の
発
見
と
基
礎
研
究

学
会
賞

1 

．
目
的
:

本
会
の
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
学
術
研
究
、
実
践
活
動
に
対
し
て

授
与
す
る
。

2 

．
対
象
:

論
文
、
著
書
並
び
に
実
践

活
動
に
対
し
て
。

3
．
選
考
方
法
:

　

3
・
1　

自
薦
ま
た
は
他
薦
と
す
る
。

　

3 

・
2　

顧
問
、
会
長
、
理
事
、
専

門
家
で
審
査
の
上
、
理
事
会
で
受

賞
予
定
者
を
決
め
る
。

4 

．
表
彰
:

年
次
大
会
時
の
総
会
で
受

賞
者
を
決
定
す
る
。

●
功
労
賞

　
　
　
　
　
　

吉
田　

一
美　

殿

　

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
員
（
幹

事
、
公
式
サ
イ
ト
管
理
者
）
と
し
て

　

永
年
に
わ
た
り
研
究
と
啓
蒙
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た 

　

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は

　

あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で

あ
り
ま
す

　

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　
　

平
成
24
年
6
月
10
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木 
茂
美

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
八
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

地
上
絵
発
見
か
ら
、
邪
馬
台
国

の
謎
を
解
明
!

　
　
　
　
　

講
師　

上
森 

三
郎 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

●
上
森
氏
は
1
9
5
4
年
1
月
11
日
生

ま
れ
。
も
と
も
と
建
築
現
場
の
人
間
で
、

建
築
歴
30
年
。
一
級
建
築
士
。
発
明
家
。

ネ
オ
ガ
イ
ア
ジ
ャ
バ
ン
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
。

こ
の
世
の
不
思
議
を
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
実
体
験
し
、
震
災
後
に
独
立

し
建
築
業
を
始
め
る
。
震
災
後
の
復
旧

工
事（
学
校
や
住
宅
な
ど
公
共
工
事
）の

経
験
か
ら
～

★
将
来
建
築
現
場
で
黒
板
が
要
ら
な
い

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
必
要
性
を
見
通
し

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
“
黒
板
く
ん
”」
開

発
、
特
許
取
得

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
研
究
か
ら
～

★
目
が
疲
れ
に
く
く
、
α
波（
脳
波
）へ

誘
う
“
イ
オ
ン
バ
イ
ザ
ー
”
開
発
、
特
許

取
得

き
れ
い
な
空
気
と
水
の
必
要
性
を
痛
感

し
、
行
き
着
い
た
テ
ー
マ
は
水
で
あ
り
、

そ
の
活
性
化
方
法
の
研
究
の
結
果
か
ら

～★
「
流
体
の
活
性
化
装
置
“
ネ
オ
ガ
イ

ア
”」
を
開
発
、
特
許
取
得

（
平
成
23
年
8
月
ア
メ
リ
カ
へ
特
許
出

願
・
取
得
）

★
流
体
に
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
物
質

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
物

質
の
活
性
化
装
置
“
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
”」

を
開
発（
平
成
22
年
7
月
、
国
際
特
許

（
P
C
T
）出
願
中
）。
現
在
は
、
人
が
住

む
器（
建
築
）か
ら
離
れ
、
身
体
そ
の
も

の
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
、『
か
ご
め
か

ご
め
の
真
実
』を
解
き
明
か
す
た
め
、
お

寺
、
神
社
廻
り
が
御
勤
め
の
感
が
あ
り
、

兵
庫
県
生
野
で
穴
掘
り（
掘
削
調
査
）ま

で
や
っ
て
い
る
。

　

脳
波
が
瞬
時
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
α

波
状
態
に
な
る
ゼ
ロ
磁
場
発
生
装
置

『T
erafight

』
を
開
発
し
て
か
ら
、
ほ

ど
な
く
し
て
始
ま
っ
た【
啓
示
】に
よ
り

動
か
さ
れ
て
行
く
中
で
、
急
激
に
多
く

の
方
々
と
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
方
々
と
の
ご
縁
か
ら
兵

庫
県
の
中
央
部
に
「
人
の
顔
」
や
「
魚
」

「
鶴
と
亀
」「
龍（
玄
武
）」
と
い
っ
た
具

合
に
、
山
を
使
っ
て
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

●� ●



で「
地
上
絵
」
が
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
発
見
し
、
宗
教
も
日
本
の
歴
史
に
も

無
知
な
私
に
、
何
と
！
邪
馬
台
国
へ
の

航
路
と
そ
の
全
貌
を
描
か
さ
れ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
い
つ
の
世
か
ら
歌
い
継
が

れ
て
き
た
の
か
、
童
謡
「
か
ご
め
か
ご

め
」
の
歌
に
秘
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
解
き
明
か
す
こ
と
ま
で
や
ら
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
こ
の
日
本
に
古
代

ユ
ダ
ヤ
の
二
人
の
大
王
が
祀
ら
れ
て
い

る
と
し
た
ら
信
じ
ら
れ
ま
す
か
?　

そ

の
ユ
ダ
ヤ
の
大
王
の
お
墓
を
、
も
し
女

王
卑
弥
呼
が
護
っ
て
い
た
と
し
た
ら
⁉

今
、
ま
さ
に
過
去
の
歴
史
を
く
つ
が

え
す
日
本
と
世
界
の
古
代
の
謎
が
解
き

明
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
天
の

啓
示
か
ら
始
ま
っ
た
実
に
不
思
議
な
物

語
で
す
。

テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
に
つ
い
て
は
量
子
水

学
説
の
高
尾
征
治
博
士
が
原
理
と
効
果

を
証
明
さ
れ
て
お
り
、
イ
オ
ン
バ
イ
ザ

ー
に
つ
い
て
は
脳
波
研
究
の
志
賀
一
雅

博
士
も
効
果
を
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ご
く
普
通
の
少
年
時
代
を
過
ご
し
、

ご
く
普
通
の
結
婚
を
し
、
ご
く
普
通
の

生
活
を
し
て
い
た
上
森
氏
は
、
昭
和
64

年
に
不
思
議
な
夢
を
見
た
。

そ
の
夢
は
、
20
年
余
り
経
っ
た
今
日

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
覚
え

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

夢
を
人
に
語
っ
た
平
成
22
年
8
月
11
日

か
ら
、
不
思
議
な
事
が
起
こ
り
は
じ
め
、

そ
の
不
思
議
な
出
来
事
は
現
在
も
続
い

て
い
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

平
成
22
年
8
月
11
日
と
い
う
日
は
、

上
森
氏
が
開
発
し
た「
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト

（
物
質
の
活
性
化
装
置
）」
の
効
果
を
証

明
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
高
尾
征
治
先

生（
元
九
州
大
学
工
学
博
士
）に
会
い
に

九
州
ま
で
出
掛
け
て
行
っ
た
日
で
あ
る
。

夢
の
内
容
は
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ

る
2
～
3
日
前
に
、
上
森
氏
の
夢
枕
に

お
立
ち
に
な
り
、「
私
は
も
う
す
ぐ
あ
ち

ら
に
帰
り
ま
す
。
上
森
さ
ん
、
後
の
こ

と
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」
と
託
さ
れ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

昭
和
天
皇
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
前
に
立
た

れ
、
に
こ
や
か
に
手
を
振
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
夢
の
話
は
、

誰
に
も（
家
族
に
も
友
人
に
も
）語
る
こ

と
は
出
来
ず
、
心
の
中
に
封
印
し
て
い

た
が
、
忘
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
上

森
氏
は
言
う
。
夢
を
見
て
か
ら
、
22
年

の
歳
月
が
流
れ
、
平
成
22
年
1
月
11
日

に
56
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
7
カ
月
後
の

8
月
11
日
に
56
歳
7
カ
月
と
な
っ
た
上

森
氏
に
、
あ
る
方
が
5
・
6
・
7
の
数

霊
・
・
を
持
つ
人
に
お
役
目
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
。
上
森
氏
は
、
8
月
11
日
に

56
歳
7
カ
月
と
な
っ
た
が
、
言
わ
れ
た

意
味
は
よ
く
解
ら
な
い
し
、
無
宗
教
で
、

神
社
や
仏
閣
に
知
識
の
な
い
自
分
に
は

関
係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
と
言
う
。

そ
れ
か
ら
、
1
年
余
り
が
経
ち
、
上

森
氏
が
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
方
は
3

0 

0
名
を
超
え
、
ご
縁
を
い
た
だ
い
た

方
々
は
、
上
森
氏
の
不
思
議
な
体
験
と

上
森
氏
に
啓
示
の
あ
っ
た
童
謡
“
か
ご

め
か
ご
め
”
の
歌
の
真
実
を
解
き
明
か

す
こ
と
が『
世
界
平
和
と
再
生
に
繋
が

る
』と
思
い
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と「
か
ご
め
か
ご

め
を
研
究
す
る
会
」
を
作
り
、
各
地
で

「
か
ご
め
か
ご
め
の
つ
ど
い
」
を
開
催
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
過
は
次
の
天
皇
へ
の
手

紙
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
皇
陛
下
様
へ
の
手
紙

『
天
皇
陛
下　

様

私
は
、
昭
和
天
皇
が
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
る
数
日
前
に
、
天
皇
が
夢
に
お

出
に
な
り
、「
私
は
も
う
あ
ち
ら
に
帰
り

ま
す
。
後
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ね
」
と
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
上
森
三
郎

と
申
し
ま
す
。

夢
を
見
た
昭
和
64
年
か
ら
、
23
年
の

歳
月
は
経
ち
ま
し
た
が
、
今
で
も
、
そ

の
夢
の
情
景
は
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
ま

す
。で

も
、
た
だ
た
だ
夢
の
こ
と
‥
‥
‥

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
く

れ
ば
、
ど
う
も
そ
の
時
の
天
皇
陛
下
の

お
言
葉
は
た
だ
の
夢
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

私
は
、
下
記
の
こ
と
を
天
皇
陛
下
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
口

銀
谷
の
絶
峯
と
い
う
山
に
眠
る
、
天
皇
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陛
下
だ
け
が
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

『
人
類
的
神
宝
』
を
一
刻
も
早
く
取
り
出

し
、
天
皇
陛
下
の
懐
に
お
納
め
く
だ
さ

い
ま
せ
。

第
二
に
、
人
類
的
世
界
遺
産
で
あ
る

『
地
上
絵
』の
保
護
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。先

ず
は
事
実
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
口
銀
谷
に
あ

る
絶
峯
と
い
う
山
を
使
っ
て
、
5

 
㎞
ほ

ど
の
長
さ
に
、『
鶴
と
亀
』
が
造
形
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町　

千
ヶ
峰
に

『
魚
』

・
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
栃
原　

段
ヶ

峰
に
『
龍
（
玄
武
）』

・
兵
庫
県
丹
波
市
山
南
町
五
ケ
野
に

『
人
の
顔（
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女
神
ハ
ト

ホ
ル
）』

・
三
重
県
津
市　

高
峰
に『
生
贅
の
鹿
』

　

と
い
う
よ
う
に
、
地
上
絵
が
造
形
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

れ
ら
の「
地
上
絵
」
は
、
伊
勢
神
宮

か
ら
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
の
段
ヶ
峰

に
伸
び
る
一
直
線
上
に
キ
ッ
チ
リ
と
並

び
、そ
れ
も
旧
約
聖
書
に
登
場
す
る
「
生

命
の
樹
」
と
思
わ
れ
ま
す
も
の
が
、
男

性
と
言
い
ま
す
か
表
と
言
い
ま
す
か
、

「
第
一
の
生
命
の
樹
」
と
、
女
性
と
言
い

ま
す
か
裏
と
言
い
ま
す
か
、「
第
二
の
生

命
の
樹
」の
一
対
が
浮
か
び
上
が
り
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
に
ピ
タ
リ
と
位
置
し
て
い

ま
す
。

（
別
図
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
の

生
命
の
樹　

を
参
照
下
さ
い
ま
せ
。）

私
達
の
脳
裏
に
い
つ
の
世
か
ら
歌
い

継
が
れ
て
き
た
の
か
、『
か
ご
め
か
ご

め
』
と
い
う
童
謡
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
唄
を
千
ヶ
峰
の
山
頂
か
ら
、
造
形
さ

れ
た「
魚
」
を
観
な
が
ら
、
伊
勢
の
方
角

を
見
て
唄
う
と
、
ち
ょ
う
ど
後
ろ
の
正

面
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
、
兵
庫
県
朝
来

市
生
野
町
口
銀
谷
の
絶
峯
と
い
う
山
で
、

そ
こ
に
は「
鶴
と
亀
」
が
大
き
く
山
で
造

形
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
後

方
の
段
ヶ
峰
に
は「
龍（
玄
武
）」、
前
方

の
山
南
町
五
ケ
野
の
山
頂
に
は「
人
の

顔（
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女
神
ハ
ト
ホ
ル
）」

と
い
う
具
合
で
す
。

『
か
ご
め
か
ご
め
』
の
唄
を
ヘ
ブ
ラ

イ
語
で
解
読
す
る
と
‥　

誰
が
守
る
の

か
? 

誰
が
契
約
の
箱
に
安
置
さ
れ
て
い

る
神
器
を
取
り
出
す
の
か
? 

そ
れ
を
取

り
除
き
、
お
守
り
と
差
し
替
え
よ
。
そ

し
て
、
誰
も
い
な
い
荒
地
に
水
を
引
き
、

そ
こ
を
聖
地
と
し
て
支
配
せ
よ
! 

と
言

う
意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。

私
は
今
、
導
か
れ
る
よ
う
に
「
鶴
と

亀
」
が
造
形
さ
れ
て
い
る
場
所
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

そ
の
場
所
は
、
上
空
か
ら
眺
め
る
と

「
鶴
」
と「
亀
」
が
仲
良
く
口
づ
け
を
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
そ
こ
に
は
、「
三

つ
の
岩
」
が
あ
り
ま
す
。

「
三
つ
の
岩
」
の
中
心
と
な
る
岩
の
頂

上
に
は「
ラ
イ
オ
ン
」、
そ
の
下
の
岩
に

は「
亀
」
で
あ
り
「
魚
」
に
見
え
る
造
形

物
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
岩
は
、

直
角
な
平
板
の
石
を
活
用
し
て
造
ら
れ

て
お
り
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た
物
的
な

証
拠
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
今
、
手
作
業
で
こ
の
場
所
に
穴

を
掘
っ
て
い
ま
す
が
、
石
や
土
は
容
易

に
取
り
除
く
こ
と
が
出
来
、
埋
め
戻
し

を
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
全
く
締
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り
の
な
い
状
態
で
、
人
工
的
に
造
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
は
、
続
い
て「
第
三
の
生
命
の
樹
」

と「
第
四
の
生
命
の
樹
」
を
描
か
さ
れ

ま
し
た
。「
第
三
の
生
命
の
樹
」
の
王
冠

に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
、
播
磨
高
野
と
呼

ば
れ
、
そ
こ
に
は
光
明
寺
と
い
う
お
寺

が
あ
り
、
光
明
寺
か
ら
高
野
山
の
方
角

に
向
か
っ
て
“
か
ご
め
か
ご
め
”
を
唄
う

と
、
後
ろ
の
正
面
の
場
所
は
、「
第
一
の

生
命
の
樹
」
や
「
第
二
の
生
命
の
樹
」
と

全
く
同
じ
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
口
銀

谷
の
絶
峯
で
す
。

生
野
の
史
実
で
は
、
昔
は「
死
野
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
あ
る
時

期
、
天
皇
か
ら
の「
生
野
」に
変
更
す
る

よ
う
に
と
の
伝
言
で
、
現
在
の「
生
野
」

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

死
野
‥　

シ
ノ
‥　

シ
ノ
ン
‥　

シ

オ
ン
と
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
聖
地
で
す
が

‥　

聖
地
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
が
確

か
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
は「
第
三
の
生
命
の
樹
」
を
、「
弘

法
大
師
空
海
の
生
命
の
樹
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

弘
法
大
師
空
海
が
、
嵯
峨
天
皇
か
ら

賜
っ
て
開
い
た
高
野
山
は
、「
生
命
の

樹
」の
身
体
で
言
え
ば
中
心
で
あ
る
「
お

へ
そ
」
に
あ
た
る
場
所
で
す
。

「
第
四
の
生
命
の
樹
」
は「
桓
武
天
皇

が
平
安
京
に
遷
都
し
た
時
の
生
命
の

樹
」
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、「
伊
勢

神
宮
」、「
石
上
神
宮
」、「
信
貴
山（
空

鉢
護
法
堂
）」、「
再
度
山（
大
龍
寺
）」、

「
石
乃
宝
殿（
生
石
神
社
）」
が
、
中
心
軸

の
一
直
線
上
に
並
び
ま
す
。

こ
の
中
心
軸
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ

た
り
に
「
中
宮
寺
」
や
「
法
隆
寺
」
が
位

置
す
る
の
も
偶
然
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
中
心
軸
と
直
角
に
交
わ
り
、
そ

の
距
離
も
中
心
、
軸
か
ら
全
く
同
じ
距

離
に
「
京
都
御
所
」
と「
高
野
山（
金
剛

峯
寺
）」
が
対
で
位
置
し
て
い
る
の
も
偶

然
で
し
ょ
う
か
。

実
は
こ
の
4
つ
の「
生
命
の
樹
」
は
密

接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
早
急
に
こ
の
事
実
を
陛
下
に

ご
覧
戴
き
、『
隠
さ
れ
て
い
る
神
宝
』
が

眠
る
そ
の
場
所
に
、
一
般
の
人
た
ち
が

出
入
り
出
来
な
い
よ
う
な
方
策
を
講
じ

て
い
た
だ
き
、
一
刻
も
早
く
取
り
出
し

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

こ
の
情
報
は
、
海
外
の
人
た
ち
に
も
、

確
か
な
情
報
と
し
て
流
れ
て
い
ま
す
の

で
、
後
手
に
回
れ
ば
大
変
な
事
態
に
な

る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

天
変
地
異
も
含
め
て
、
一
刻
を
争
う

事
態
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
を
動
か
し
て
い
る
神
は「
急
げ
!

時
間
が
無
い
!

」
と
最
初
か
ら
言
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
不
思
議
な
話
を

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

神
戸
に
、
人
類
史
上
に
名
を
残
す
と

い
わ
れ
る『
奇
蹟
の
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
』

が
現
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
名
を
平
原

誠
之（
ひ
ら
は
ら
ま
さ
ゆ
き
）
と
言
い

ま
す
。
彼
の
ピ
ア
ノ
を
聴
い
た
ほ
と
ん

ど
の
人
は
、
涙
を
流
し
ま
す
。
感
動
で

涙
を
流
さ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。
そ
の
平
原
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

2
0
1
1
年
11
月
11
日（
金
）に
三
重
県

名
張
市
桔
梗
が
丘
の“
ヴ
ェ
ル
ー
ジ
ュ
”

と
い
う
、
小
さ
な
会
場
で
す
が
、
と
っ

て
も
素
敵
な
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

実
は
、
こ
の
会
場
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

決
ま
っ
た
後
に
、「
第
二
の
生
命
の
樹（
女

性
の
生
命
の
樹
）」
が
完
成
し
ま
し
た
。

も
し
や
と
思
っ
て
、「
第
二
の
生
命
の

樹（
女
性
の
生
命
の
樹
）」
を
見
つ
め
る
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と
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
は
、
縦
軸
と

横
軸
が
ク
ロ
ス
し
た
場
所
で
し
た
。
そ

し
て
、「
第
一
の
生
命
の
樹（
男
性
の
生

命
の
樹
）」
と「
第
二
の
生
命
の
樹（
女

性
の
生
命
の
樹
）」
の
縦
軸
と
横
軸
を
重

ね
合
わ
せ
る
と
、
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り

あ
い
、
男
女
が
一
つ
に
な
っ
た「
合
体
し

た
生
命
の
樹
」
が
完
成
し
ま
し
た
。「
第

二
の
生
命
の
樹（
女
性
の
生
命
の
樹
）」

の
子
宮
に
あ
た
る
部
分
が
、
実
は「
第

一
の
生
命
の
樹（
男
性
の
生
命
の
樹
）」

で
の
御
霊
に
あ
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
会
場
は
、「
合
体
し
た
生
命
の
樹
」

の
縦
軸
と
横
軸
が
ク
ロ
ス
し
た
場
所
、

ま
さ
し
く
人
間
で
言
え
ば「
心
臓
」に
あ

た
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

平
原
氏
が
、
2
0
1
1
年
11
月
の
11

日（
満
月
）に
、
こ
の
場
所
で
魂
を
揺
さ

ぶ
る
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
に
よ
り
、『
合

体
し
た
生
命
の
樹
の
鼓
動
』
が
始
ま
る

の
で
は
…
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
彼

が
、
そ
の
日
に
、
そ
の
場
所
で
、
ピ
ア

ノ
を
弾
く
こ
と
に
よ
り
、『
新
た
な
御
霊

が
こ
の
世
に
出
現
す
る
』、
正
に『
弥
勒

の
世
を
迎
え
る
為
の
儀
式
』
を
、
彼
と

私
が
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
神
の
儀
式
で
す
。
天
皇
陛
下
の
命
を

受
け
た
方
の
ご
臨
席
を
私
は
密
か
に
願

い
ま
す
。平

成
23
年
10
月　

上
森
三
郎
』

（
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
実
施
済
み
で
す
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

不
思
議
な
話
で
あ
る
が
、
上
森
氏
の

開
発
は
量
子
水
学
説
の
高
尾
征
治
博
士

や
脳
波
研
究
の
志
賀
一
雅
博
士
も
認
め

る
効
果
が
あ
る
も
の
だ
け
に
こ
れ
ら
啓

示
に
よ
り
発
見
し
た
事
柄
も
信
頼
に
値

す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
平
原
氏

の
ピ
ア
ノ
の
C
D
も
感
動
的
で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
9
名
、
非
会

員
36
名
、
合
計
45
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
で
す
。

事
務
局（
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5
）

ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

＜サトルエネルギー学会主催＇12秋の大会（日本サイ科学会協賛）のお知らせ＞

　 秋の大会テーマ 　２０１２　いよいよ始まった大転換時代！
　　　　　　　　　～こうすれば輝ける未来はきっと日本からつくれる！～
　　　　　　　　　　　　（大会委員長　井筒 貴康　　副委員長　阿久津 淳）

　講演・実演者（敬称略）　池川 明　木内 鶴彦　飯島 秀行　白鳥 哲　光明　江本 勝

　司会　石田 桃子、阿久津 淳　　　（フルート演奏）ＡＫＩ　　　　　

　日時：平成24年10月21日（日）開場 9 :45　開演 10 :15　終演 18 :40

　会場：ＳＹＤホール　 JR「代々木駅」徒歩5分（東京都渋谷区千駄ヶ谷4 -25 -2）

　公式サイト　URL：http://www.subtle-eng.com/index.html

　【お申込み要領】　FAX　 03-5730-6451　または　E-mail　uketsuke@subtle-eng.com

　　　　　　　　　サトルエネルギー学会　シンポ大会係　まで

　FAXまたはE-mail記載項目：氏名・住所・TEL・日本サイ科学会会員・チケット枚数・合計金額

　料金　予約料金：サイ科学会員・サトル会員価格同一　￥5,000　（当日￥6,000）　

　【振込先】お申込みと同時に下記宛お振込み下さい。ご入金確認後チケットを送付します。

　郵便振込先：　　00170-1-196569 サトルエネルギー学会  （申込受付け9/24より）

　主催：お問合せ　サトルエネルギー学会 03-5730-6450　 E-mail infomation@subtle-eng.com



していると判断している。神社の屋根の下に、
白色雲状の変形ORB（又はプラズマ）と、金色
円形状連結の変形ORBが現れている。写真12
は、八王寺の自宅前の道路上で撮影された。
2012年6月9日（土）、朝の5:40頃、小雨の降
り始め、経験からは、特に朝方が良い（良い
ORBが撮れる）。金色の菱形の変形ORBの後
に、半分隠されて、白色のORBが撮れている。
誠に不思議な変形ORBであり、これらの解釈
は未検討である。なお、今回新しく観測され
たORB像は、写真10～12のみであり、他は、
すでにM.Ledwith, K.Heinemannらによって

（類似ORB像）報告されている（2007）。つまり、
既発表の結果を支持する写真が得られている。

3．検討と考察
3-1）ORB像について　　

昼と夜は（+）イオンが多いが、太陽の昇り
始めの早朝（夜明け）と日没（夕方）には、空気
層の中に､（−）イオンが増加してくると言われ
ている。また夜明けと夕方、つまり、明、暗の
明るさの境目になると、従来の研究から判断し
て、零場（未知現象発生点）は不安定状態にな
り、カオス現象が発生しやすい状態になるこ
とが判明している（未知現象が発生する）。ま
た、太陽からは宇宙線やガンマー線、地表面
の花崗岩や玄武岩からもガンマー線が放出さ
れており､ これらも、イオン形成を促進させる
ことになる。

雨が降り始めると、空気中のイオン等は励
起されて自由電子が生まれ、電離した陰と陽
の荷電粒子の集合体としてのプラズマ、並び
にSPI-pairを核としたORBが形成される事に
成る。これらは、全体としては、中和（陰+陽
=0）状態になっている。SPI-pairとは、人間の
バイオフォトン（オーラ、微細身素粒子）を介
して放出・形成される陽電子と電子の組合せ

（スピン零）をもとにし、これに陰陽の微細身
素粒子（オーラ）が加算され、組み合わされた

（中和状）ものである。本報では、これがORB
の中核になっていると仮定する。つまりORB
の基本構成要素はサイ（気）であると考える。

なお、当然ながら、ORBとプラズマは混在
している。別報によると､ 気功水の熱活化エネ
ルギーは1,38eVであり、これは赤外線領域の
波動を意味しており、ORBもほぼ同一である。
以上をもとに検討する。ORBは素粒子から構
成されている。素粒子は粒子であると共に波動
でもある。写真（写真1～4等）で見られるORB
の「ぼけ」の状態は、素粒子の性質そのもので
あり、非局所的に空間に曖昧な状態でORB像
が存在している事を示している。ORBはバイ
オフォトンの一部を含んでおり、これが原因と
なり、人の意識に関係する事になるのであろう。
多くの人達のORBも､ この様な状態で、ある
特定場所により濃く、存在しているのであろう

（気場）。ORB球内の干渉縞模様は、構成要素
の素粒子が波である事を示している。さらに素
粒子には虚と実がある。これがORB球内の白
点や黒点に関係しているのかも知れない。

フラッシュ光をORBやプラズマに照射する
と、（1）反射光、（2）電子の軌道間移動に基づ
く発光、（3）プラズマや電子の合体に基づく発
光、等が生起すると考えられる。デジカメの
シャッター速度が1/1000秒なので（1）,（2）,（3）
の光が、時間差を持ってCCDに届いて、2～3
重のORB像を形成するのであろう。なお、
ORB構成小球群のうち、光を吸収する場合が
黒色、光を反射するのが白色となるのであろう。

3-2）ORB像発見が意味するもの
顕微鏡の発明により､ 細胞が発見された（1965, 

R.Hook）と言われている。近代生物、生理学
の母体誕生（細胞発見）である。同様に、デジ
カメの発明によりORB像が発見された。思い
を巡らせば､ 両者の事情はほぼ同一であると
思える。そこで、我々のORB像研究の努力が、
新たな近代精神科学（新分野）樹立に発展する
事を祈念したい（写真を4枚だけ掲載します。
これ以外は、2012年10月開催予定の全国大会
で報告する予定）。

● �●



に座っており、目にはみえないが、ホコリや呼
吸としての息（湿度）が相当程度あり、これら
がORB像出現に関係していたらしい。また、
極めて賑やかな、色とりどりの「華やか」な雰
囲気であったので、撮影者自身からのバイオ
フォトン（オーラ、微細身素粒子）発生（出現）
があり、これも撮影条件に加算していたと考
えられる。

写真5～6。撮影場所は、花火観覧席に隣接
する野球場（グラウンド）の建物の前で、花火観
覧席の入り口付近である。写真5には、ORB像
が3重に重なって撮れている。写真6は、ORB
がプラズマ状に変化する過程と思える写真で
ある。

2-2）福島瀧洞神社
2012年7月6日（金）、小雨模様、夕方の18:30

頃、屋外、部落（住宅）の氏神様の前。
撮影者の検討、考察の結果として、ORBの

主体は「サイ（気）」であると推定したので、ま
た、過去の経験から、「気」は水との間で親和
力がより強い、と考えたので、夕方の小雨模
様の時間帯を撮影条件に選んだ。しかし、当
然の事ながら水滴とORBとは区別して判断し
ている。しかし、水滴に上載したORBを撮影
していることもある。

写真7～10を見る。写真7には、上述の写真5
と類似した3重像。写真7～9には、半欠け状、

さらには干渉縞状の円形の縞、黒色球状（光吸
収）や白色球状（光反射）の斑点がランダムに
混在して撮れている。これらは、全体として、
模様が不鮮明である。ORBの内部構造が形成
される途中のものとも思えるものもある。しか
し、詳細は不明である。写真10は、福島自宅
前の道路上で撮影されている。特徴的な事と
して、ORBが玄関の石階段にへばりついて、
折れ曲がった状態で撮れている。

2-3）東京八王子、福島瀧洞神社
写真11は、2012 年 6 月19日（火）、時間は

17:19､ 夕方の小雨の降り始め。小雨の降り始
めは、イオン形成やプラズマ形成に直接関係

●� ●

写真4

写真11

写真12



1．はしがき
今世紀（21世紀）の当初になると、写真撮影

の面で、フイルム使用からデジタル（CCD）使
用への転換があり、小球状のオーブ（ORB）像
がデジタルカメラの撮影面上に（ノイズとして）
混入してきた。この事実は「こころ」の世界の
可視化、大衆化の面から、記念すべき新時代
への幕開け（創始点）になるだろうと推定して
いる。だが問題もある。ORBには、再現性に
欠ける点があり、また当初に報告されたORB
像の約70%は、カメラの操作ミスや撮影操作
上のミスであったらしい。しかし、その中には
本物もあり、ORBは「意識や霊」に関係してい
ると言う主張や意見もある。本報では、初歩
的な検討として、ORBの多様性と撮影条件な
らびに解釈について考察する。

2．撮影、実験結果
低画素数（200～400万画素数）のCCDを内

蔵するデジタルカメラ。または近赤外線領域
迄をも撮影出来るカメラを用い、フラッシュ撮
影する事が、ORB像出現の必要条件になって
いる。例えば、画素数が少ないデジカメは、
可視光線域を含めて赤外線領域までも撮影で
きると言われている。他方、「サイ（気）」は赤
外線領域に存在している事が既に報告されて
いる（後述）。本報では、NICON, PIX-2200

（220万画素数）、CASIO, EX-240（400万画素
数）の2種類のカメラを用いて撮影した。

2-1）福島花火大会　
2012年7月28日（土）、晴れ、日没後の夜の

19:00～20:00、屋外の阿武隈川原敷での撮影。
写真1～2を見る。大小様々な多量のORB像
が撮影されている。しかし全体としては「ぼけ」
の状態で撮れている。写真3を見る。点状の
花火（朱）の向こう側にORBがあるようにみえ
る。写真4には、ORBが2重3重に重なって
写っている。

感想を述べる。当日の撮影条件として、多
数の人達（約300～500名）が観覧席（河原敷）

オーブ（ORB）は参加を求めているオーブ（ORB）は参加を求めている

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http：//homepage3.nifty.com/PSIJ/  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 405

2012.9･10

佐々木　茂美

写真1



十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

気
（
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の

実
在
と
能
力

　
　
　
　
　

講
師　

藤
森 

博
明 

氏

自
動
車
や
電
車
が
動
く
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
人
間
や
動
物

が
動
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
人
類
は
、
水
力
の
水
車
、

風
力
の
風
車
、
そ
し
て
石
炭
の
蒸
気
機

関
、
電
気
の
モ
ー
タ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
の

エ
ン
ジ
ン
な
ど
沢
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
手
段
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
生
命
体
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ

ば
無
生
物
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
法
で
し
た
。

生
物
と
無
生
物
の
最
大
の
違
い
は
、

自
分
の
意
思
で
動
き
出
す
か
否
か
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
物
は
自
発
的
に

成
長
し
、
子
孫
を
残
し
、
自
己
修
復
す

る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
ず
存

在
し
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
シ
ン
プ
ル

な
も
の
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
古
来

よ
り
「
気
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

気
は
、
複
雑
で
発
展
的
な
生
命
体
を

動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
呼
吸
や
食
物
か

ら
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
動
か
す
対

象
物
が
複
雑
な
ゆ
え
に
解
明
は
遅
れ
て

い
ま
す
。
今
、
分
か
る
の
は
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
在
と
能
力
の
一
端
。
私
は
、

幸
い
に
も
修
練
中
に
気
の
感
覚
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
気

の
感
知
方
法
の
解
説
と
気
の
凄
ま
じ
い

パ
ワ
ー
の
一
部
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

※
長
年
気
の
修
行
を
し
て
、
パ
ワ
ー
を

発
す
る
能
力
者
の
実
演
や
道
場
で
の
ビ

デ
オ
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
も
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
藤
森
博
明
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
合
気
」
と
い
う
秘
技
を
と
ら
え
る

た
め
に
身
体
の
緩
め
方
を
工
夫
し
て
い

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
腸
腰
筋
の
感
覚

を
つ
か
む
。
そ
れ
を
も
と
に
、「
ス
カ

イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
歩
き
方
を

開
発
。
そ
の
お
陰
で
腰
椎
や
丹
田
が
緩

み
、
念
願
の「
気
」
を
と
ら
え
る
。
以
来
、

気
の
巡
る
身
体
と
な
り
、
大
病
な
ど
は

全
く
の
無
縁
に
な
る
。

練
馬
区
平
和
台
に
あ
る
「
健
康
道
場

今
月
号
の
記
事

◎
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
ご
寄
付
の
お
願
い

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資
料
室

◎
第
17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
二
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
五
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
願
い
を
叶
え
る
為
の
科
学
（
1
）

◎
ご
寄
付
の
お
願
い

日
本
サ
イ
科
学
会
は
主
と
し
て
会
員

の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
御
寄
付
に

も
大
変
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
会
を
支
え
る
お
気
持

ち
と
し
て
、
金
額
は
任
意
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
一
頁
上
記
の
郵
便
振
替
口
座

に
、「
一
般
の
御
寄
付
」
と
し
て
お
振
り

込
み
戴
け
れ
ば
大
変
有
り
難
い
で
す
。
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ウ
ェ
ル
ネ
ス
気
の
家
」
に
て
気
を
利
用

し
た
健
康
法
、
衰
え
な
い
身
体
創
り
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
う
（
昭
和
26
年
生

ま
れ
。
品
川
区
出
身
。
都
立
八
潮
高
→

電
気
通
信
大
学 
物
理
工
学
科
卒
）。

著
書
は「
気
が
分
る
本
」、「
気
に
成
る

本
」（
コ
ス
モ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）他
。

日
時　

平
成
24
年
11
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
御
礼

（
10
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
三
十
万
円
也　
　

品
川　

次
郎　

様

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也　
　
　

金
子　

輝
夫　

様

金
五
千
円
也　
　
　

屋
敷　

益
男　

様

金
二
千
円
也　
　
　

前
田　
　

豊　

様

十
二
月
本
部
例
会
予
告

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。今

回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
V
H
S
テ
ー
プ
等
も
お

持
ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
等
を

お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約
の
た

め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願
い
ま

す
）。ス

プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※ 

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
12
月
8
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「 

心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資

料
室
」
の
ご
紹
介

駒
ヶ
根
市
「
お
も
し
ろ
か
っ
ぱ
館
」
内

に
、「
心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資
料

室
」
が
2
0
1
2
年
7
月
1
日（
日
）
か

ら
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

http://w
w

w
.kom

agane-kappa.jp/

資
料
（
約
45
点
）
が
特
別
室
内
に
展

示
さ
れ
て
お
り
、
故
関
英
男
先
生
（
サ

イ
科
学
会
）
の
関
係
資
料
は
、
来
年
7

月
か
ら
展
示
す
る
予
定
。

な
お
1
年
間
の
試
行
展
示
で
、
効
果

が
あ
れ
ば
、
拡
大
し
て（
継
続
）展
示
す

る
予
定
で
す
。
資
料
室
付
属
の「
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
試
験
室
」
は
、
実
験
が
進
行
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
6
回　

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
24
年
12
月
21
日
（
金
）

　
　
　

午
後
6
時
～
9
時

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議

　
　

室
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7
）

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

● ❷●



一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円

　
　
（ 
日
本
サ
イ
科
学
会
・
サ
ト
ル
エ

ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太
陽
の
会
・

日
本
空
中
現
象
調
査
委
員
会
）

 

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

尚
、
毎
年
12
月
21
日
開
催
の〈
ア
セ
ン

シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
は
、
ま
さ
に

マ
ヤ
の
長
期
暦
終
了
の
今
回
を
も
っ
て

終
了
と
し
ま
す
!　

3
月
の
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
7
月
の
U
F
O
・

オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
こ
れ
ま
で
通

り
、
開
催
し
ま
す
。
来
年
の
12
月
は

〈
異
能
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉（
仮
題
）

を
開
催
す
る
予
定
!

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
予
告

α
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

外
界
か
ら
の
刺
激
に
よ
ら
ず
に
観
測

さ
れ
る
脳
波
は
定
在
脳
波
と
呼
ば
れ
、

周
波
数
帯
域
に
よ
り
δ
波
（1-3H

z

）、

θ
波
（4

-7H
z

）、
α
波
（8

-13H
z

）、

β
波（14-30H

z

）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

α
波
は
後
頭
部
か
ら
閉
眼
時
に
強
く

観
測
さ
れ
、
目
を
開
け
た
り
考
え
ご
と

を
す
る
と
消
失
す
る
こ
と
か
ら
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

前
頭
部
か
ら
半
眼
状
態
の
座
禅
の
瞑
想

中
に
お
い
て
α
波
が
計
測
さ
れ
た
報
告

が
あ
り
、 

筆
者
は
自
律
訓
練
法
に
お
け

る
受
動
的
注
意
集
中
状
態
で
も
前
頭
部

か
ら
α
波
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
を
見
出

し
ま
し
た
。

特
に
左
右
前
額
部
か
ら
計
測
さ
れ
る

α
波
が
一
定
時
間
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に

な
る
と
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
す
が
、

E
S
P
や
P
K
と
思
わ
れ
る
現
象
が
観

察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
2
人
の
前
頭
部

の
脳
波
を
同
時
に
計
測
し
て
一
定
時
間

コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
な
状
態
が
続
く
と
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
行
え
る
状

態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

※
能
力
開
発
・
応
用
分
野
に
お
け
る
脳

波
測
定
の
第
一
人
者
で
あ
る
志
賀
一
雅

先
生
の
、
久
し
ぶ
り
の
御
講
演
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1 

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
学
卒
業　

松
下
電
器
産
業
入
社
、
東
京
大
学
物

性
研
究
所
に
て
半
導
体
物
性
を
研
究

1 

9
6
5
年　

松
下
技
研
に
て
半
導
体

集
積
回
路
、
L
S
I
の
開
発

1 

9
7
6
年　

東
京
大
学
工
学
部
研
究

員
を
兼
務
し
ア
ル
フ
ァ
脳
波
の
研
究

1 

9
8
3
年　

株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
を
設
立　
東
海
大
学
講
師
を
兼
務

1 

9
9
4
年　

徳
島
大
学
工
学
部
講
師
、

日
本
理
科
学
検
定
協
会
理
事
長
、
日

本
数
学
検
定
協
会
理
事

現 

在　

脳
力
開
発
研
究
所
所
長
、
米
国

バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
会
員
、

電
気
通
信
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学

研
究
科
研
究
員　

工
学
博
士

日
時　

平
成
25
年
1
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

11
月
定
例
会
の
ご
案
内

祈
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

講
師　

清
田
益
章
先
生
（
ス
プ
ー
ン
曲

　
　
　

げ
超
能
力
か
ら
“
お
の
リ
”
ヘ
）

講
師　

高
野
誠
鮮
先
生

（
日
蓮
宗 

妙
法
寺 

第
41
世
住
職
）

日
時　

平
成
24
年
11
月
4
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
：
45
～
4
：
30

　
　

（
午
後
1
：
15
受
付
）

会
場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

大
会
議
室

（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
・
1
）

会
費　

会
員　

2
0
0
0
円

　
　
　

一
般　

3
0
0
0
円

（
随
時
入
会
受
付
）

●
清
田
益
章
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

超
能
力
者
と
し
て
、
国
内
外
の
超
能
力

研
究
に
参
加
。
国
内
外
の
テ
レ
ビ
な
ど

各
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
数
多
く
受
け
る
。

現
在
、
法
具
（
九
鈷
杵
）
を
両
手
に
、

祈
り
と
踊
り
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
祈

り
方
“
お
の
り
”
を
奉
納
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

●
高
野
誠
鮮
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

羽
咋
市
役
所
員
で
「
ロ
ー
マ
法
王
に
米

●❸ ●



を
食
べ
さ
せ
た
男
」
の
ス
ー
パ
ー
公
務

員
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。
今
回
は
、

ご
住
職
と
し
て
、
祈
り
、
祈
祷
と
効
能
・

効
果
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
御
参

加
下
さ
い
!

お
問
合
せ　

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所
内
）

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

念
願
叶
っ
て
よ
う
や
く
お
招
き
で
き

ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
を
お
連
れ
下
さ
い
。

（
北
國
新
聞
社 

後
援
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

農
畜
水
産
物
の
革
新
へ
の
道

　
　
　
　
　

講
師　

白
根 

正
志 

氏

日
時　

平
成
24
年
11
月
17
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

２
０
１
２
年
忘
年
の
放
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で
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◆

五
月
本
部
例
会
報
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命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と

　
　
　

般
若
心
経
の
探
検

　
　
　
　
　

講
師　

徳
永 

康
夫 

氏

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経
は
、

実
は
全
部
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
去

年
の
年
末
に
、「
命
の
不
思
議
探
検
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
た
ま
出
版
か
ら
本

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

中
身
も
同
じ
よ
う
に
、
命
と
い
う
も
の

を
追
求
し
な
が
ら
、
途
中
で
般
若
心
経

に
も
触
れ
、
ソ
マ
チ
ッ
ト
に
も
つ
な
が

っ
て
お
り
ま
す
。

つ
い
最
近「
ス
ラ
イ
ブ（T

H
RIV

E

）」

と
い
うD

V
D

を
知
り
合
い
か
ら
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

に
も
載
っ
て
い
る
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。

「
ス
ラ
イ
ブ
」
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
方
が
創
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

タ
ッ
チ
の
お
話
な
ん
で
す
が
、
そ
の
中

に
は
、
世
界
的
に
陰
謀
を
進
め
て
い
る
、

す
な
わ
ち
情
報
を
操
作
し
た
り
、
情
報

を
隠
し
た
り
、
嘘
の
情
報
を
流
し
た
り

し
て
い
る
あ
る
勢
力
が
あ
り
、
彼
等
が

世
界
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し

た
、
い
う
こ
と
を
実
名
で
本
人
が
顔
を
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出
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
の
中
身
は
実
は
12
年
前
に
私
が
書

い
た
本
と
同
じ
方
向
性
な
の
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
闇
の
勢
力
と
ど
う
抵
抗
す

る
か
と
い
う
と
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ

ー
や
キ
ン
グ
牧
師
の
よ
う
な
、
喧
嘩
を

し
な
い
で
、
戦
わ
な
い
で
、
多
く
の
人
々

が
心
を
つ
な
げ
て
、
マ
イ
ン
ド
を
変
え
、

世
界
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
よ
う
な

テ
ー
マ
で
し
た
。

私
が
同
じ
よ
う
に
非
暴
力
で
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
す
る
方
法
と
し
て
考
え
た
の

は
、
お
金
の
な
い
村
を
造
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
ど
こ
か
に

そ
う
い
う
無
通
貨
の
村
を
モ
デ
ル
で
造

っ
て
み
て
う
ま
く
い
け
ば
、
隣
の
村
も

う
ち
も
そ
う
し
よ
う
、
ま
た
隣
も
そ
う

し
よ
う
、・
・
・
と
い
う
感
じ
で
増
え
て

い
き
、“
一
〇
一
匹
目
の
猿
”
現
象
の
よ

う
に
拡
が
っ
て
い
き
、
お
金
を
使
わ
な

く
て
も
成
立
す
る
世
界
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
説
明
す
る
の
は
大
変
な
の
で
、

私
の
本
で
は
、
架
空
の
村
、
す
な
わ
ち

四
国
の
高
知
に
モ
デ
ル
の
無
通
貨
の
村

を
造
り
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
あ
る
人

が
東
京
か
ら
そ
の
村
を
訪
ね
て
行
き
、

1
日
半
の
見
聞
録
の
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立

て
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ス
ラ
イ
ブ
」
の
作
者
は
、
I
M
F

（
国
際
通
貨
基
金
）
や
F
R
B
（
連
邦
準

備
銀
行
）
を
大
き
な
人
々
の
和
で
解
体

し
て
い
こ
う
と
い
う
内
容
で
す
。
あ
の

当
時
自
分
は
実
名
で
出
版
し
よ
う
と
思

っ
た
の
で
す
が
、
出
版
社
が
「
い
や
ー
、

ち
ょ
っ
と
危
な
い
の
で
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

出
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

と
う
と
う
現
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、

自
分
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
世

界
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
批

判
を
、
ど
う
ど
う
と
実
名
で
顔
を
出
し

て
お
話
を
し
て
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
世

の
中
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
、
私
は

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
が
、
情
報
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
真
実
の
情
報
を

T
（truth

）、
間
違
い
を
W
（w

rong

）、

嘘
の
情
報
を
L
（lie

）、
あ
い
ま
い
な

情
報
を
V
（vague

）、
隠
さ
れ
た
情
報

を
H（hide

）と
し
ま
す
と 

、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
こ
う
い
っ
た
「
T 

W 

L 

V 

H
」

の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
読
む
側
に
と
っ
て
、「
T
 W 

L
V
H
」
の
ど
の
情
報
な
の
か
を
判
定

す
る
の
が
、
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
判
定
法
と
し
て
、
私
は
複
数
の

人
々
、
あ
る
い
は
様
々
な
国
の
人
々
が

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
同
じ
内
容
が
書

か
れ
て
い
る
場
合
は
T
（truth

）
と
判

断
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
次
第

に
T（truth

）が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

集
ま
る
と
判
断
の
た
め
の
あ
る
一
つ
の

“
物
差
し
”
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
雑
誌
「
ム
ー
」
が
好
き
で
、
ほ

ぼ
創
刊
の
と
き
か
ら
読
ん
で
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
掲
載
記
事
は
玉
石
混
交
で
、

私
は
ど
の
記
事
が
T
（truth

）
で
ど
の

記
事
が
そ
う
で
な
い
の
か
の
判
断
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
皆
様
に
お
配
り
し
た
私
の
著
書

「
命
の
不
思
議
探
検
」
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
う
1
枚
お

配
り
し
た
の
は
「
般
若
心
経
」
を
プ
リ

ン
ト
し
た
も
の
で
す
。

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た「
T
W
L
V
H
」

の
観
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の

も
の
を
見
て
い
き
た
い
の
で
す
。
私
は

科
学
者
で
も
な
い
し
、
医
者
で
も
な
い

し
、
宗
教
家
で
も
な
い
し
、
僧
籍
も
な

い
し
、
超
能
力
者
で
も
な
い
し
、
霊
能

者
で
も
な
い
、
た
だ
の
“
お
じ
さ
ん
”

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
の
文
献
を

読
ん
で
い
る
と
、「
T
W
L
V
H
」
が
分

か
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
な
、
と

い
う
実
例
で
す
。

科
学
に
も
、
物
理
学
、
天
文
学
、
数

学
、
化
学
、
量
子
力
学
、
医
学
、
歴
史

学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

我
々
の
常
識
と
い
う
の
は
、
科
学
は
信

頼
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
か
事
象

が
あ
る
と
、「
そ
れ
は
科
学
的
に
証
明

さ
れ
て
い
る
の
か
い
?
」
と
問
わ
れ
、
証

明
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ど
う
ど
う
と
出
せ

る
し
、
証
明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
そ

れ
は
非
科
学
的
だ
ね
、
そ
ん
な
も
の
は

迷
信
だ
よ
!

」
と
一
発
で
否
定
さ
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
天
文
学
を
勉
強
し
た
人
は

物
理
学
に
精
通
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
? 

あ
る
い
は
生
物
学
を
勉
強
し
た

人
は
量
子
力
学
を
知
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
? 

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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お
互
い
に
実
は
あ
ま
り
交
流
し
な
い
の

で
す
。
全
部
大
学
の
教
授
に
つ
な
が
っ

て
縦
系
列
で
す
か
ら
。
し
た
が
っ
て
情

報
の
交
換
は
な
い
で
す
し
、
他
分
野
の

勉
強
は
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。
そ
れ

は
そ
れ
で
い
い
で
す
ね
。

た
だ
こ
こ
に
テ
ー
マ
と
し
て
面
白
い

も
の
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
宇
宙
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま

す
が
、
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
「
宇
宙
の

果
て
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
?
」

と
い
う
疑
問
を
も
ち
、
沢
山
の
本
を
読

ん
で
き
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
お

り
ま
す
。

「
宇
宙
」
を
勉
強
し
た
人
に
何
か
教

え
て
く
だ
さ
い
な
、
と
問
う
た
と
き
に
、

物
理
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
、

天
文
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
、

数
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
、
化

学
か
ら
、
量
子
力
学
か
ら
、
生
物
学
、

歴
史
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
な

ど
、
そ
の
各
々
の
計
り
の
中
で
宇
宙
と

い
う
も
の
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

宇
宙
自
体
は
す
べ
て
ト
ー
タ
ル
な
も
の

な
の
で
す
ね
。
宇
宙
は
統
一
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
答
え
が
出
せ
る

の
か
と
い
う
と
、
今
は
ま
だ
ま
だ
答
え

が
出
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

次
に
「
生
命
（
い
の
ち
）」
の
正
体
は

何
で
す
か
?
」
と
問
う
た
と
き
に
、
生

命
と
い
う
も
の
は
こ
う
こ
う
こ
う
だ
よ
、

と
い
う
ふ
う
に
明
快
に
述
べ
て
い
る
科

学
的
文
書
を
私
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な

い
の
で
す
ね
。
科
学
で
一
番
生
命
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
は
生
物
学
で
あ

り
、
最
新
の
生
物
学
で
あ
る
分
子
生
物

学
で
い
ろ
い
ろ
成
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

理
学
博
士
の
川
田
薫
さ
ん
の
書
か
れ
た

生
命
の
正
体
に
関
す
る
本
も
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
方
は

生
命
の
真
理
に
到
達
し
て
お
ら
れ
る
な
、

と
い
う
感
じ
は
し
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
科
学
で
ま
だ
生
命
の

本
質
は
分
か
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

生
命
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
? 

も
し
科
学
で
人
間
の
生
命
が
分

か
っ
て
い
た
ら
、「
死
ん
だ
ら
ど
う
な

る
か
?
」
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
よ
く
ご
存
知

の
「
輪
廻
転
生
、
生
ま
れ
変
わ
り
」
も
、

元
々
生
命
が
分
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

「
輪
廻
転
生
」も
分
か
ら
な
い
は
ず
で
す
。

「
神
」
や
「
仏
」
は
科
学
で
分
か
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
? 

「
ば

か
な
こ
と
を
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ

れ
は
宗
教
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
な
り
ま
す

ね
。「
神
仏
」
が
宗
教
で
分
か
っ
て
い
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
何
故
、

神
様
に
関
し
て
、
科
学
で
研
究
し
な

い
の
で
し
ょ
う
? 

私
は
不
思
議
で
し

ょ
う
が
な
い
の
で
す
。
神
様
と
は
こ
れ

こ
れ
こ
う
い
う
も
の
で
、
こ
う
で
あ
っ

て
、
あ
る
と
か
、
な
い
と
か
、
あ
れ
ば

あ
っ
た
で
こ
う
い
う
も
の
だ
よ
、
な
け

れ
ば
な
い
で
こ
う
い
う
根
拠
で
な
い
の

だ
よ
、
と
科
学
が
真
実
を
追
求
す
る
学

問
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
様
も
研
究
し
て

や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
ぜ

や
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
? 

「
宗
教
と
科

学
と
を
分
け
た
か
ら
で
す
」
と
。
そ
の

通
り
な
ん
で
す
よ
。
分
け
ち
ゃ
い
け
な

い
も
の
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
誤
解
が
な
い
よ
う
に
お
話
し

し
て
お
き
ま
す
が
、
信
仰
だ
と
か
祈
り

と
い
う
も
の
は
、
私
は
全
く
否
定
し
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、

人
間
の
本
心
、
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
出

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
見
え
な
い
も

の
に
対
す
る
尊
敬
の
念
だ
と
か
、
そ
れ

は
認
め
ま
す
。

こ
こ
で
「
U
F
O
」
と
か
「
宇
宙
人
」

と
か
、
こ
れ
ら
は
科
学
的
に
検
討
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

こ
れ
ら
の

話
を
す
る
と
、
一
般
で
は
「
そ
ん
な
も

の
を
信
じ
て
い
る
の
か
?
」
と
い
う
雰

囲
気
で
、
言
う
こ
と
が
は
ば
か
れ
ま
す
。

「
U
F
O
を
信
じ
て
い
る
な
ん
て
お
か

し
い
。」
な
ぜ
そ
う
い
う
ふ
う
に
皆
が
思

う
の
で
し
ょ
う
か
? 
こ
れ
が
、
最
初

に
私
が
述
べ
ま
し
た
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
な

情
報
、
す
な
わ
ち
「
T
W
L
V
H
」
が

世
の
中
に
ま
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
よ
。
ま
き
散
ら
し
て
い
る
の
は
誰

で
し
ょ
う
? 

一
般
大
衆
の
立
場
に
立

っ
て
み
る
と
分
か
り
ま
す
が
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
す
よ
。
N
H
K
と
か
朝
日
・

読
売
・
毎
日
新
聞
が
「
U
F
O
が
世
界

の
こ
っ
ち
で
現
れ
た
、
あ
っ
ち
で
現
れ

た
。
民
間
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。」
な
ど
と
い
う
報
道
は
一
度
も
し

な
い
で
し
ょ
う
。

一
般
の
大
衆
の
方
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

が
報
道
す
れ
ば
、
信
用
す
る
の
は
、
何

故
で
し
ょ
う
? 

こ
れ
は
あ
る
意
味
で

“
洗
脳
”
な
ん
で
す
よ
。
ま
さ
か
朝
日
も

読
売
も
毎
日
も
N 

H 

K
も
一
緒
に
な
っ

て
、
嘘
を
つ
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
よ
ね
、

誰
も
。
あ
る
い
は
嘘
を
つ
か
な
い
ま
で

も
、
H
（hide

）
す
な
わ
ち
隠
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
、
私
が
い
ろ
い
ろ

な
論
拠
を
も
っ
て
話
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
不
思
議
な
の
は
、
一
般
の
方
々

は
自
分
で
真
実
を
追
求
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
働

い
た
り
、
学
業
で
忙
し
い
の
で
無
理
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
頼

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
こ

う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
だ

け
の
発
表
を
ベ
ー
ス
に
判
断
を
し
て
い

● ❻●



い
の
で
し
ょ
う
か
?

私
は
い
ろ
い
ろ
資
料
や
文
献
で
調
べ

て
い
ま
す
か
ら
分
か
り
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
で
出
て
く
る
科
学
者
だ
と

か
、
医
者
だ
と
か
は
、
か
な
り
明
ら
か

に
嘘
を
つ
い
て
い
ま
す
。
一
般
大
衆
が

得
ら
れ
る
情
報
の
多
く
は
そ
れ
し
か
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
は

科
学
が
U
F
O
や
宇
宙
人
を
研
究
し
て

い
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
で
出
て
く
る
“
学
者
”
も

「
U
F
O
、
バ
カ
な
こ
と
を
言
っ
ち
ゃ
い

け
な
い
よ
。
あ
る
と
面
白
い
け
ど
ね
。」

な
ん
て
い
う
よ
う
な
こ
と
を
信
じ
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
一
般
大
衆

は
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

U
F
O
が
も
し
あ
れ
ば
、
宇
宙
人
は

い
る
と
思
い
ま
す
か
? 

そ
う
で
す
よ

ね
、
い
な
け
れ
ば
U
F
O
に
乗
っ
て
い

る
の
は
誰
だ
ろ
う
? 

と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
は
、
U
F
O

に
乗
っ
て
い
る
宇
宙
人
は
、
地
球
人
よ

り
も
科
学
的
に
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
? 

進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
? 

そ
う
で
す
よ
ね
、
ど
こ
の
星
か
知
り
ま

せ
ん
が
、
大
変
な
距
離
を
U
F
O
で
す

っ
飛
ん
で
来
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

進
ん
で
い
て
当
た
り
前
で
す
。
そ
れ
と

比
べ
ま
し
た
ら
、
月
ま
で
行
っ
た
ア
ポ

ロ
宇
宙
船
は
原
理
的
に
は
「
打
ち
上
げ

花
火
」
と
同
じ
で
あ
り
、
U
F
O
の
科

学
レ
ベ
ル
は
ず
っ
と
先
を
行
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。

私
は
科
学
と
宗
教
を
分
け
た
こ
と
自

体
が
我
々
人
類
に
と
っ
て
不
幸
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
宗
教
が

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

神
仏
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
釈
迦
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
神

だ
と
思
い
ま
す
か
、
人
物
だ
と
思
い

ま
す
か
? 

私
は
い
ろ
い
ろ
研
究
し
て
、

釈
迦
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
人
物
だ

と
思
い
ま
す
。
人
物
と
い
っ
て
も
、
霊

格
は
と
て
も
高
く
て
、
宇
宙
の
真
実
を

知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
出
来
る
だ
け
多

く
の
人
々
に
教
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で

現
れ
た
人
々
の
一
人
で
す
。
釈
迦
や
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
以
外
に
も
こ
う
い
う

役
割
の
人
物
は
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で

沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
釈
迦
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
宗
教

じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
仏
教
は
宗
教
で
す
が
、
釈
迦

は
宗
教
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
は
宗

教
で
す
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
宗

教
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

聖
書
で
問
題
な
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
改

ざ
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
約
聖
書
、
新

約
聖
書
に
も
、
輪
廻
転
生
の
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
西
暦
5
5
3
年

に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
で
開
催
さ

れ
た
第
2
回
宗
教
会
議
に
お
い
て
、
こ

の
削
除
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
仏
教
の
経
典
は
改
ざ
ん

が
な
く
、
私
が
読
ん
だ
経
典
で
は
輪
廻

転
生
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
釈
迦
は
死
ん
じ
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、

経
典
は
認
め
て
、
こ
れ
を
科
学
的
に
追

求
す
る
こ
と
は
出
来
る
ん
で
す
よ
。
勉

強
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
も
研
究
し

よ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
そ
れ
を

「
い
や
い
や
こ
れ
は
宗
教
の
こ
と
だ
。」

と
い
っ
て
、
は
ず
し
て
い
る
の
が
非
常

に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

科
学
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
目

で
見
え
る
世
界
、
物
理
的
に
計
測
で
き

る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
見
え

な
い
も
の
、
例
え
ば
、
気
や
気
功
、
霊

能
力
、
超
能
力
は
通
常
の
科
学
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
正
し

い
こ
と
な
の
か
。
一
般
の
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
の
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
非
常
に
不
思
議
な
こ
と
で
す
。

私
は
宗
教
と
科
学
を
分
け
る
こ
と
自
体

が
、
我
々
に
対
す
る
洗
脳
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

は
「
命
の
不
思
議
探
検
」
に
色
々
な
こ

と
を
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
の
皆

さ
ん
が
常
識
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
意

外
と
間
違
い
だ
っ
た
り
、
錯
覚
だ
っ
た

り
、
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
が
間
違
い

だ
っ
た
り
、
社
会
で
教
え
る
こ
と
が
間

違
い
だ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を
書

い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
し

て
ど
う
思
い
ま
す
か
と
い
う
こ
と
で
、

著
者
と
読
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
不
思

議
な
こ
と
を
探
検
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
観
点
で
書
い
て
お
り
ま
す
。

神
様
と
い
う
の
は
、
大
科
学
者
が
認

め
て
お
り
ま
す
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

と
か
、
湯
川
秀
樹
博
士
、
村
上
和
雄
博

士
と
か
、
こ
の
方
達
が
書
い
て
お
ら
れ

る
日
記
・
随
筆
等
に
「
科
学
で
い
ろ
い

ろ
追
求
し
、
追
求
し
、
最
後
ま
で
追
求

し
て
い
く
と
、
こ
れ
は
偶
然
に
出
来
た

も
の
で
は
な
い
、
何
か
意
志
を
も
っ
た

存
在
が
こ
の
事
象
や
物
体
を
造
っ
た
と

し
か
思
え
な
い
、
そ
う
い
う
現
象
に
し

ば
し
ば
ぶ
ち
あ
た
り
ま
す
。」
と
書
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
村
上
和
雄
先
生
は
す

べ
て
の
遺
伝
子
を
書
い
た
存
在
は
「
サ

ム
シ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ト
（Som

ething 
Great

）」
と
呼
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
宇
宙
全
体
の
唯

一
の
創
造
主
で
あ
り
、
神
様
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
六
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
」
の

謎
を
解
く
鍵
は
正
四
面
体
（
プ
ラ

ト
ン
立
体
）
構
造
を
持
つS

iO
H

（
珪
酸
＝
シ
リ
コ
ン
）
の
生
ま
れ

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
あ
っ
た（
仮
説
）

　
　
　
　
　

講
師　

い
よ
の
い
し 
氏

と
き　
　

平
成
24
年
6
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
0
年
1
月
5
日
平
攘
生
ま
れ
。

1
9
9
0
年
頃
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視

点
で
日
本
語
の
極
意
か
ら
超
自
然
の
成

り
立
ち
を
ひ
も
と
く
。
著
書
に
「
天
孫

降
臨
マ
ナ
の
壷
」「
邪
馬
台
国
伊
予
の

愛
媛
西
条
説
」「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」

「
日
本
の
言
葉
で
宇
宙
を
ひ
も
と
く
」

（
平
成
24
年
7
月
発
行
）
等
が
あ
る
。

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
」
の
実

験
は
追
試
が
必
要
な
段
階
だ
が
、
仮
説

と
し
て
“
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
”
を
虚

実
複
素
共
役
変
換
式
で
計
算
す
る
と
、

電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
70 

%
は
虚
実
螺

旋
運
動
で
生
ま
れ
る
物
質
起
源
と
い
え

る
正
四
面
体
構
造
の
半
分
の
要
素
を
担

い
、
宇
宙
の
70 

%
を
占
め
る
「SiO

H

」

に
凝
集
核
融
合
さ
れ
、
残
り
の
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
は
、
こ
の
「SiO

H

」
の
螺
旋
渦

（
五
次
元
）
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、

光
速
を
超
え
た
よ
う
に
見
え
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

こ
の
事
象
か
ら
、
宇
宙
に
反
物
質
が

存
在
し
な
い
理
由
が
見
え
て
く
る
。

阪
大
名
誉
教
授
工
学
博
士
高
橋
亮
人

の
著
書
「
常
温
核
融
合
2
0
0
8
」（
工

芸
社
）
に
よ
る
と
『
凝
集
核
融
合
（
常
温

核
融
合
）に
は
「
4
D
核
融
合
」（
D
＝

重
水
素
）
な
ど
「
秩
序
」
の
条
件
下
で

「
正
四
面
体
凝
縮
」
が
形
成
さ
れ
、「
量

子
ト
ン
ネ
ル
効
果
」
を
生
む
』
と
指
摘
。

「
凝
縮
核
融
合
」
と
［
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

光
速
超
え
］
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
無
関
係

の
よ
う
で
あ
る
が
根
源
で
は
一
つ
に
繋

が
っ
て
い
る
。
正
四
面
体
（SiO

H

）
の

「
量
子
ト
ン
ネ
ル
効
果
」
に
よ
り
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
の
光
速
超
え
は
説
明
が
つ
く

と
同
時
に
現
代
物
理
学
の
あ
ら
ゆ
る
未

決
の
問
題
を
解
決
す
る
「
超
統
合
論
」

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
又
正
四
面

体
の
虚
実
連
続
回
転
で
正
二
十
面
体
の

生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
発
見
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
光
速
超
え
は
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
と
矛
盾

な
く
、
虚
数
を
使
え
ば
、
理
論
上
可
能

で
あ
る
と
い
う
前
提
で
話
し
ま
す
。

宇
宙
と
言
葉
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、

真
善
美
、
は
五
角
形
、
六
角
形
と
関
係

し
て
い
る
。
五
角
形
、
六
角
形
は
常
温

核
融
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。

光
速
超
え
も
こ
の
常
温
核
融
合
か
ら

生
ま
れ
る
五
角
形
、
六
角
形
と
関
係
し

て
い
る
。
よ
っ
て
常
温
核
融
合
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
と
超
光
速
の
謎

が
見
え
て
く
る
。

以
下
そ
の
論
証
の
参
考
に
な
る
著
書

を
示
す
。

1 

．
小
柴
昌
俊
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
天
体

物
理
学
入
門
」

2 

．
高
橋
亮
人
「
常
温
核
融
合
2

 
0
 0 

8
」

3 

．
リ
サ
・
ラ
ン
ド
ー
ル
「
異
次
元
は

存
在
す
る
」

4 

．
中
島
俊
樹
「
水
と
珪
素
の
集
団
リ

ズ
ム
力
」

佐
藤
勝
彦
自
然
科
学
機
構
長
に
よ
れ

ば
四
次
元
、
五
次
元
を
仮
定
す
れ
ば
光

速
超
え
も
可
と
し
て
い
る
の
で
常
温
核

融
合
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
か
ら

珪
素
の
膜
が
生
ま
れ
、
こ
の
膜
が
五
次

元
膜
の
ね
じ
れ
た
通
路
を
つ
く
り
そ
こ

を
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
通
過
す
れ
ば
、
み

か
け
上
超
光
速
は
可
能
で
あ
る
と
説
明

が
つ
く
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
は
電
子
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
、
ミ
ュ
ー
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
タ
ウ

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
あ
る
。

電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
か
ら
水
素
原
子

や
ヘ
リ
ウ
ム
原
子
が
発
生
す
る
。

こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
太
陽
の
核

爆
発
や
超
新
星
爆
発
の
時
に
発
生
す
る
。

そ
の
高
温
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
宇
宙
の

冷
却
状
態
に
な
る
と
常
温
（
低
温
）
凝

集
し
て
物
質
誕
生
の
正
四
面
体
と
な
る
。

● ❽●



五
角
形
は
連
続
性
が
な
い
、
対
称
性

が
破
れ
て
い
る
。
五
角
形
が
物
質
の
始

ま
り
で
あ
る
。
物
質
は
対
称
性
の
あ
る

も
の
と
破
れ
た
も
の
か
ら
な
る
。

正
四
面
体
螺
旋
二
十
面
体
回
転
。
電

子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
計
算
よ
り
も
70
%

少
な
い
。
残
り
の
30
%
が
タ
ウ
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
、
ミ
ュ
ー
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、

70
%
が
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て

対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
地
球
に
届

い
て
い
る
。

グ
ラ
ビ
ト
ン
（
重
力
子
）
は
電
子
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
の
物
質
化
し
た
「
電
子
珪

素
＝
（
超
伝
導
体
）」
で
あ
る
。
こ
の
超

伝
導
体
の
通
路
を
通
れ
ば
見
か
け
上
光

速
よ
り
速
い
と
考
え
ら
れ
る
。
発
表
後

初
期
実
験
で
は
3
年
間
で
3
万
回
行
っ

て
す
べ
て
光
速
を
超
え
て
い
る
。

低
温
核
融
合
に
は
重
水
を
使
用
す
る
。

水
と
珪
素
に
よ
り
生
命
が
発
生
し
、

集
団
の
秩
序
が
生
ま
れ
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
立
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

最
小
に
な
る
（
図
1
）。

虚
実
螺
旋
回
転
に
よ
り
生
ま
れ
る
。

ス
ー
パ
ー
ウ
エ
ー
ブ
で
あ
る
。
常
温
核

融
合
実
験
で
ス
ト
ロ
ン
チ
ュ
ー
ム
か
ら

モ
リ
ブ
デ
ン
、
珪
素
、
硫
黄
、
カ
ル
シ

ュ
ー
ム
等
多
種
の
元
素
が
発
生
す
る
。

こ
れ
は
核
融
合
で
発
生
す
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

低
温
超
伝
導
体
が
あ
れ
ば
、
荷
電
中

性
（
子
）
の
中
心
力
に
よ
り
凝
集
す
る

螺
旋
運
動
が
起
き
る
。

リ
サ
ラ
ン
ド
ー
ル
も
い
う
よ
う
に
見

え
な
い
世
界
が
見
え
る
世
界
を
作
っ
て

い
る
。

高
温
核
分
裂
に
よ
っ
て
電
子
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
が
発
生
、
そ
の
形
は
質
量
を
持

つ
高
温
対
称
性
の
粒
子
と
な
り
、
い
わ

ゆ
る
こ
れ
が
神
の
粒
子
と
言
わ
れ
る「
ヒ

ッ
グ
ス
粒
子
」
で
あ
る
。

そ
の
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
が
低
温
核
融
合

に
よ
り
、
高
温
と
低
温
の
温
度
差
で
台

風
の
よ
う
に
螺
旋
回
転
が
発
生
し
、
正

四
面
体
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
時
対
称
性

が
破
れ
物
質
の
誕
生
と
な
る
。

五
次
元
と
は
縦
、
横
、
高
さ
、
時
間
、

螺
旋
回
転
で
螺
旋
回
転
面
が
ず
れ
て
い

る
。エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
い
と
こ
ろ
と
小

さ
い
と
こ
ろ
で
同
じ
こ
と
（
核
融
合
）

が
起
き
る
。

虚
実
の
タ
ー
ニ
ン
グ　
　

虚
実
一
体
で
物
質
が
出
来
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
り
対
発
生
と
対
消

滅
の
現
象
が
発
生
す
る
が
、
冷
え
る
こ

と
で
消
滅
が
少
な
く
な
り
、
物
質
が
生

ま
れ
る
。

水
分
子
が
4
個
集
ま
っ
て
正
四
面
体

と
な
る
。

高
温
時
は
対
称
性
が
あ
る
が
、
急
速

冷
却
に
よ
り
物
質
化
し
対
称
性
が
破
れ

る
。

右
: 

メ
タ
ト
ロ
ン
立
方
体
の
中
の
五
角

正
十
二
面
体

左
:

メ
タ
ト
ロ
ン
立
方
体

宇
宙
は
長
方
形
を
し
て
い
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
化
に
は
五
角
形
原
理
が
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（A）正四面体

（B）正六面体

（C）正八面体

（D）正十二面体

（E）正二十面体



入
っ
て
お
り
、
外
は
五
角
形
で
中
は
六

角
形
で
あ
り
、
こ
れ
は
物
質
の
中
に
精

神
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

意
識
も
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
も
同
じ
。
ト

ン
ネ
ル
を
通
れ
ば
ワ
ー
プ
で
き
る
。

精
神
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
。
こ

の
世
が
無
け
れ
ば
あ
の
世
は
な
い
。

東
北
大
学　

多
元
物
質
科
学
研
究
所

の
蔡
安
邦
教
授
は
、
高
温
液
体
合
金
を

急
速
冷
却
す
る
こ
と
で
、
第
三
の
固
体

準
結
晶
（
半
結
晶
）
を
人
工
的
に
加
工

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
の
形
は
五
角
形
を
し
て
い
る
。

そ
の
実
験
に
よ
り
最
初
に
自
然
物
か

ら
発
見
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
化
学
者
ダ

ニ
エ
ル
・
シ
ェ
ヒ
ト
マ
ン
博
士
は
2 

0 

1 

1
年
発
見
か
ら
、
27
年
経
過
し
て
か

ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
。

注
1
「
メ
タ
ト
ロ
ン
」（
図
2
）
と
は
―

　
　

 

ユ
ダ
ヤ
教
の
天
使
の
一
人
で
「
神

の
代
理
人
」
の
意
で
、
そ
の
他
宗

教
的
な
多
く
の
意
味
を
持
つ
。

［
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
］

注
2
「
メ
タ
ト
ロ
ン
立
方
体
」（
図
2
）

と
は
―

　
　

 

プ
ラ
ト
ン
の
五
つ
の
立
方
体（
正

四
面
体
、
正
六
面
体
、
正
十
二
面

体
、
正
二
十
面
体
）（
図
1
）
を

「
神
聖
幾
何
」
と
い
い
神
聖
幾
何
の

女
性
原
理（
円
）
男
性
原
理（
線
）

を
イ
メ
ー
ジ
合
体
さ
せ
た
幾
何
を

い
う
。
こ
の
プ
ラ
ト
ン
立
体
は
宇

宙
の
構
成
パ
タ
ー
ン
の
基
本
原
理

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
］

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

五
角
形
と
六
角
形
は
物
質
の
発
生
と

関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
が
五
角
形
と
六
角
形
が
い
ろ
ん

な
シ
ン
ボ
ル
に
使
用
さ
れ
て
い
る
理
由

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
よ
り
深
い
研
究
を
進

め
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非

会
員
17
名
、
合
計
29
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2 
2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

誰
で
も
が
幸
せ
に
な
る
プ
ラ
チ

ナ
の
風
が
吹
く

　
　
　
　
　

講
師　

重
川 

風
天 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
7
月
21
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

重
川
氏
は
昭
和
19
年
生
ま
れ
、
新
潟

出
身
。
真
冬
の
滝
業
や
断
食
を
体
験
。

イ
ン
ド
釈
迦
の
聖
地
を
巡
礼
す
る
。
仏

教
や
キ
リ
ス
ト
教
生
長
の
家
神
道
な
ど

数
多
く
の
宗
教
遍
歴
を
経
て
、
苦
行
や

宗
教
は
不
要
と
実
感
す
る
。

知
花
敏
彦
師
の
伝
え
る
真
理
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
た
め
毎
日
の
瞑
想
を
行

っ
て
い
る
。

現
在
は
風
大
和
研
究
所
の
顧
問
と
し

て
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

又
、
全
国
各
地
を
ま
わ
り
な
が
ら
、

健
康
に
な
る
方
法
や
幸
せ
と
は
何
か
、

宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
、
真
の
脳

開
発
な
ど
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

天
は
人
の
上
に
人
を
つ
く
ら
ず
人
の

下
に
人
を
つ
く
ら
ず
、
全
て
の
人
が
平

等
で
自
由
で
あ
る
。
釈
迦
は
、
極
楽（
幸

せ
）
は
、
は
じ
め
か
ら
あ
な
た
の
心
の

中
に
あ
る
。
イ
エ
ス
は
、
天
国
（
幸
せ
）

は
あ
な
た
の
手
よ
り
足
よ
り
近
し
。

誰
で
も
が
初
め
か
ら
幸
せ
に
な
れ
る

の
で
す
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
具
体
的

な
プ
ロ
セ
ス
を
プ
ラ
チ
ナ
の
風
と
名
づ

け
ま
し
た
。

自
分
と
は
何
か
、
人
間
と
は
何
か
、

意
識
と
は
何
か
、
哲
学
や
宗
教
論
や
精

神
論
で
は
な
く
、
誰
で
も
が
同
じ
よ
う

に
理
解
で
き
る
内
容
を
お
話
し
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
や
子
供
で
も
理
解
で
き
る
、

色
即
是
空
、
空
即
是
色
、
色
心
不
二
。

色
心
不
二
が
理
解
で
き
る
と
ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
胸
）
が
あ
つ
く
な
っ
て
体
中

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
修
行
し
た
二
人
の
日
本

人
が
い
る
。
中
村
天
風
師
と
知
花
利
彦

師
で
あ
る
。
そ
の
二
人
に
重
川
氏
は
強

く
影
響
を
受
け
て
い
る
。

中
村
天
風
師
の
天
風
を
風
天
と
し
て

自
分
の
名
に
頂
い
た
。

　

も
う
ひ
と
り
の
知
花
利
彦
師
の
話
が
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今
日
の
メ
イ
ン
で
あ
る
。

知
花
師
は
今
は
宇
宙
科
学
系
の
時
代

で
あ
る
と
い
う
。

宇
宙
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
仮
想
宇
宙
で
星
、
太
陽
、
地

球
、
銀
河
系
の
現
れ
た
宇
宙
で
あ
る
。

も
う
一
つ
が
実
相
宇
宙
で
あ
る
。

霊
体　
　

実
相
、
原
因

幽
体　
　

経
絡
、
現
れ
を
写
す

肉
体　
　

人
間
の
形
を
と
る

す
な
わ
ち
現
れ
て
い
る
空
の
世
界
と
、

実
相
世
界
で
あ
る
。

今
日
は
全
知
全
能
の
脳
の
能
力
と
自

分
で
実
感
し
て
体
感
し
た
こ
と
を
話
す
。

10
年
前
は
神
と
い
う
言
葉
は
使
え
な

か
っ
た
。

私
達
は
転
生
を
繰
り
返
し
て
自
分
自

身
が
本
来
神
だ
と
悟
る
の
が
生
き
て
い

る
目
的
で
あ
る
。

動
物
の
中
で
人
間
だ
け
が
神
を
認
め

る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。

宇
宙
で
あ
り
、
神
で
あ
り
、
愛
で
あ

り
、
空
で
あ
る
、
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
。

直
感
は
上
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
く

自
分
の
中
か
ら
出
る
も
の
。

眠
っ
て
い
る
時
右
に
入
っ
た
情
報
が

左
へ
入
り
、
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
。

こ
の
た
め
に
は
問
題
意
識
を
持
つ
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
文
章
に
す
る
。
そ

れ
も
箇
条
書
き
に
す
る
。
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
分
り
や
す
い
答
え
が
出

て
く
る
。
そ
れ
が
神
が
人
に
与
え
た
も

の
で
あ
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

力
と
は
能
動
原
理
と
受
動
原
理
の
合

わ
さ
っ
た
も
の
。

　

陰　
　

陽

　

水　
　

火

　

受　
　

動

　

母　
　

父

　

い
ざ
な
み　

い
ざ
な
ぎ

　

神　
　

中
庸　
　

仏

宇
宙
は
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
も
の
が

合
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
性
子
、
陽
子
、
電
子
は
愛
で
あ
り

人
間
の
心
と
繋
が
る
。

宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
て
す
べ
て

愛
で
あ
る
。

愛
が
な
け
れ
ば
す
べ
て
の
も
の
は
存

在
し
な
い
。

も
と
も
と
は
絶
対
の
ひ
と
つ
の
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
が
二
つ
に
分
れ
た
。

存
在
す
る
の
は
中
性
子
、
陽
子
、
電

子
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

山
で
鳥
と
か
獣
が
、
死
ん
だ
あ
と
消

え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
用
が
無
く

な
っ
た
か
ら
消
え
る
。

電
子
は
楕
円
軌
道
を
と
る
。
円
軌
道

で
は
振
動
が
起
き
な
い
。

「
観
る
」
と
は
イ
メ
ー
ジ
で
み
る
こ

と
で
あ
る
。

意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー

神
は
愛
、
意
思
で
あ
る
。　

「
意
」
と
い
う
字
は
、「
心
」
の
上
に

「
日
」
が
「
立
」
つ
と
書
く
。

意
識
に
は
意
識
す
る
も
の
と
意
識
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。

真
理
は
一
つ
で
あ
る
。
私
も
真
理
を

探
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
真
理
は
ひ
と
つ
で
あ
り
、

神
は
愛
で
あ
る

「
正
」
と
い
う
字
は
「
一
」
つ
が
「
止
」

ま
る
と
書
く
。

神
は
何
故
人
間
を
創
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
神
は
す
べ
て
で
あ
る
が
な
に

も
し
な
い
、
こ
れ
は
な
に
も
な
い
の
と

同
じ
。

神
は
自
分
の
愛
、
真
理
を
表
現
す
る

た
め
に
あ
る
。

神
は
何
故
表
現
す
る
の
か
、
そ
れ
は

力
で
あ
る
か
ら
。

神
は
無
限
の
力
が
あ
る
が
使
わ
な
け

れ
ば
無
い
の
と
同
じ
。

お
金
と
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
で
価

値
が
出
て
く
る
。

神
は
永
遠
に
働
き
続
け
る
。

今
の
神
の
体
験
は
、
地
球
の
汚
れ
を

正
す
こ
と
、
邪
気
を
消
す
こ
と
が
一
番

で
あ
る
。

ホ
オ
ポ
ノ
ポ
ノ
に
「
許
し
て
下
さ
い
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
を

下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

本
来
自
分
は
神
で
あ
る
。
そ
の
神
が

自
分
を
許
す
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
自
我
を
真
我
が
許
す
。

す
べ
て
の
人
が
自
分
は
神
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。

許
す
と
い
う
こ
と
は
神
の
立
場
で
神

の
言
葉
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
「
こ
と
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だ
ま
・
言
霊
」
は
な
い
。

瞑
想
と
は

見
え
な
い
も
の
を
観
る　

意
識
で
観

る　

心
で
観
る

「
心
眼
」
で
み
え
る
の
は
「
天
国
」
で

波
動
が
高
い
。

「
肉
眼
」
で
み
え
る
の
は
「
地
獄
」
で

波
動
が
低
い
。

「
内
観
」
で
は
愛
を
見
る
。
波
動
が

高
く
力
が
あ
る
。

無
に
な
る
と
は
意
味
が
な
い
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
無
限
と
は
制
限
が
な
い

こ
と
を
い
う
。

イ
エ
ス
、
仏
陀
等
の
聖
典
は
夫
々
の

時
代
の
産
物
で
、
そ
の
時
代
の
た
と
え

話
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、
今
の
時
代
は

理
解
し
難
い
。

こ
れ
に
対
し
て
知
花
師
は
現
代
の
言

葉
で
説
明
し
て
お
り
分
り
や
す
い
宝
物

で
あ
り
、
誰
で
も
分
か
る
。

現
代
の
物
質
世
界
は
行
き
詰
ま
り
つ

つ
あ
る
。
そ
の
中
で
日
本
人
は
目
覚
め

て
き
て
い
る
。

内
観
を
行
う
こ
と
で
自
分
の
中
に
減

ら
な
い
電
池
が
で
き
る
。

愛
を
観
る
。
何
を
見
て
も
愛
、
空
、

中
庸
で
あ
る
。

風
に
よ
り
木
が
揺
れ
る
。
こ
れ
は
木

が
風
を
避
け
て
動
い
て
い
る
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
。

働
き
を
見
る
こ
と
で
色
心
不
二
の
世

界
が
み
え
て
く
る
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

自
分
の
中
に
宇
宙
に
繋
が
る
最
高
の

神
が
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
近
づ
く
こ
と

が
人
生
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
分
り
や

す
く
示
さ
れ
た
。
一
歩
で
も
そ
こ
へ
近

づ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非

会
員
9
名
、
合
計
20
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

　本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子 wma）なので、

聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

　以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

　講演録の代金は1回分2000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と

金額（1回分2000円）を記入し、郵便振替口座　00100 -2 -15344　加入者名　日本サイ科学会

にお振込願います。

　あるいは、メールで先に事務局　office21@psij.mail-box.ne.jp　に注文されても結構です。
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2009/ 2/14 天野聖子氏「大いなる自己と対話する自問自答の重要性と地球の現状」
2009/ 4/18 小牧昭一郎氏「人間の体の周辺に観察される磁気」
2009/ 5/ 9 膳　敬子氏「若返るって本当?」チベット体操を体験、感じるワーク
2009/ 6/ 7 山本　輝氏「言霊の幸はう日本国の復活」
2009/ 7/11 高月美樹氏「太陰太陽暦の活用法」
2009/ 9/12 高峯秀樹氏「未来を探る手相の神秘と科学」
2009/10/11 第20回全国大会　シンポジウムテーマ「ヒーリング」
2009/11/14  山口敏太郎氏「真実とフェイク」環境汚染とDNA操作による未確認生物（UMA）

の誕生について
2010/ 1/16 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8 堤　裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20  久保田昌治氏「 水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11 感じられる“サイ”−3種類のサイデバイス・ソフト体験会−
2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松　瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出　治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11　新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ 植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8 ホンマシュウジ氏「 未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」



微細身粒子というのは、さらに微細な粒子
で、欧米の神智学でいうオーラのことで、未
知現象発生時に、チャクラ（生命エネルギー・
センター）やツボから放出されると判断されて
いる。

図1をみる。（三）の見える世界と（四）の見
えない世界の両方に跨って零場がある。未知
現象は零場のうえの零点で出現している。検
討によると、図1の（二）ならびに（四）の心と
物の深いところでは、物と心の区別がつかな
い程に類似しており、相互に作用しあい、交
流しあっている事が判ってきました。心は物で
あり、物は心である。したがって、心で念じる
ことは、零場の上に、マクロな現象（未知現象）
として発生してきます。最近になると、零場付
近における現象の応用として、半導体が発明
されました。例えば、ダイオードです。素粒
子のはたらきが原因となって、半導体を介し
てマクロな現象があらわれてくる。

このダイオードの応用として、様々な情報
機器が発明・開発された。携帯やパソコン、
衛星通信、TVなどに応用されており、我々の
生活を飛躍的に便利にさせている。このよう
な研究をさらに深化させて意識、無意識の世
界にまで拡張することができれば、どれほど
か、我々の生活を便利にしてくれる事か、そ
ら恐ろしい感じがします。私達のサイ科学の
研究範囲は（四）、（二）､（一）になるだろう、
と思います。なお、サイ（気）が原因の未知現
象（奇跡）は零点で発生しています。

3．測定が難しい分野
現代科学は再現性と因果律をもとにしてい

るが、その基礎は測定にあります。測定はで
きないが、社会生活には極めて重要であり、
また欠かせないものとして、形而上学がありま
す。これは精神や魂に関係した分野で、図1の

（一）､（二）で示したように。人々の感情や無
意識をあつかっており、科学の介入を許さな
い未開拓の分野であります。たとえば、

1）思考：意識（心）、魂、判断、
2）情緒（無意識と性）：好き、嫌い

3）道徳：善悪、判断、思いやり、信仰心（宗教）
4）その他：美術、芸術、音楽、などがある。

未知現象の原因は「見えない世界」に潜在し
ており、計測は素粒子が対象になります。こ
の理由として、未知現象の結果が示すサイ

（気）の性質と素粒子の性質は、きわめて類似
点が多いと言うことにある。つまりサイ（気）
は素粒子であるといえます。上で述べたが、
素粒子は非局所性があり、あいまいで、状態
が決まらない。また虚数（イマジナリ）を含ん
でいる等。

一方、サイ（気）の測定についての注意事項
として、実験者効果ということ、つまり測定者
と測定される対象物のあいだが繋がっている、
または、量子絡み合い（QE）が形成されている
事が要求されています。形成された場合に大
きな結果が得られ、形成されない場合は小さ
い、ということに注意すべきでありましょう。

つまり、意識と測定対象物が｢繋がる」か「繋
がらない」かが問われることになる（QEは後
述）。未知現象は、実験値として確かに存在す
るが、測定には更らなる工夫が必要である。
現在のところ、サイ（気）の本質や性質は不明
なので、直接測定はきわめて難しい。そこで現
在は仲介物をおいて、その仲介物の変化を介
して、サイ（気）を測定することになる。仲介
物として何を用いるか、我々は、分杭峠では

「水」、透視・念写では光子・電子を用いた。
さらに我々は生命体、例えば卵、植物、魚､
水など（中国との共同研究）、ISLISの山本幹男
らのグループは人体（生命機能）を用いた。

世界には聖地とよばれるパワースポットは
極めて多い。たとえばエジブト、ストーンヘン
ジ、ウエストミンスター、ルルドの水、エルサ
レム、日本国内の神社、仏閣、その他、様々
であるが、聖地の科学的な測定結果は殆どな
いという事ができます。さらには、別の測定不
可能な対象としては、「生命」があります。生
命はこれらとは別に、自ら生きるという志向性
をもち､ ネガエントロピー（秩序化を進める性
質）という、物とは別の性質をもっています。

● �●



図1の（二）を見てください。意識をささえる
下部構造として無意識があります。無意識は
フロイトによって発見されたもので、意識の母
体であります。意識的と思われる多くの現象
も、実は無意識の作用によって行われる場合
が多い、といわれております。無意識のさらに
下には、ユングによって発見された集合的無
意識と元型（アーキタイプ）があります。

図1において、実線で示した壁、意識と無意
識をわける壁の上には、零場があります。零
場とは、神社や仏閣や分杭峠などのパワース
ポット（聖地）のことで、ここでは、様々な未
知現象、または奇跡が起こります。特徴として、
意識と無意識にまたがって存在しているので、
両方の現象がおきる事を意味しております。

図1の（三）は、マクロとしての物質や情報の
世界であり、ここでは、再現性や因果律が成
立しております。17世紀になると、デカルトに
よって二元論が提出されました。いままでは精
神と物質をあわせて総合的に考えていたもの
を、意識と物質を切り離して、別々に考えるこ
とにした。二元論が提出された後は、その結
果として、物質文明は空前の発展をとげること
になりました。現在の日本では、欲を言わなけ
れば、衣食住と情報において、ほぼ満足でき
る状態にまで成長したといえます。しかし、医
学が進歩した日本においても、皮肉なことに、

病人は減らずむしろ増加しており、医療費は
国の年間予算の30%を超えています。さらに
心身症が増加しており、自殺者が年間3万人を
超え、これが13年以上も続き、しかも働き盛
りの壮年者が多い。また現在はパワースポット
で多くの人達が癒しを求めて神社、仏閣、分
杭峠等に集まってきている。これらは、ことに
よると、物の進歩に対して心の進歩が殆どな
く、心身のアンバランスが生じ、これが原因の
一つになっているのかもしれない、と思う。

図1の（三）は原子や固体などで、見たり、
聞いたりすることの出来るマクロの世界であり
ます。原子や分子、固体等を対象にした現代
科学を支えているのは、古典力学といわれる
物理学や電磁気学ならびに情報科学等である。

図1の（四）の原子の構成要素としての素粒
子（電子、陽子、中性子）の世界は、ミクロと
いわれる見えない世界であります。マクロの
世界は我々の生活空間なのでわかるが、ミク
ロの世界は理解ができない別の世界でありま
す。素粒子には非局所性があり、存在があい
まいである。つまり目に見えないほど細かな軽
いほこりを、部屋の中の空間にいっぱいにまき
散らしたような状態で、ふわふわと、浮いて
存在している。未知現象の原因としてのサイ

（気）も素粒子とほぼ同じような状態で存在し
ている。

●� ●
　物質（情報）　

　 マクロ世界
　現代科学
　　（見える世界）
　　　物理学
　　　電磁気学
　　　情報科学
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　　　　（物）

（三）（一）

（二） （四）

（
見
え
な
い
世
界
）

　精神　

　意識
　　（常識、知性、理性）
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え
る
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界
）

（
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）

零点
・

・零場

図 1　サイ科学の研究範囲



1．はしがき
私達は、いろいろな希望や悩みを持ちなが

ら、毎日の生活を繰り返しております。欲望に
はきりがありませんが、少なくとも、これだけ
は叶えさせて貰いたい、という「願い事」の一
つや二つは、必ず持ちあわせております。季
節のかわり目に伴う生活の節目には、神社や
仏閣などの聖地にお参りして、両手を合わせ
て、お祈りをするのですが、単なる気休めで
はなく、確かに願いが叶った、と確信の得ら
れる場合があります。

私達の身のまわりにおきる出来事をみます
と、ふつうは、良い事柄が50%、悪い事柄が
50%程度でしょう。しかし、筆者らの方法を応
用してこれを60%と40%、70%と30%という
ように、良い事柄が多い方向に変えることが
できたら、どんなにか素晴らしいことか。そこ
で、今回は「是非とも」という切実な願いを叶
える方法の基礎について、検討することにし
ます。

2．未検討の研究分野
私達の毎日の生活を、四種類の世界に分け

て示したのが図1です。左上の（一）は精神ま
たは心の世界であり、心とは、意識と無意識
の両方を含めたものをいいます。また、意識と
は常識のことで、人間としての知性や理性を
いいます。

いま科学技術の最先端、最盛期にあるのは、
アメリカとヨーロッパであると思います。そこ
に生活している多くの人達は宗教としてキリス
ト教の信仰をもっており、クリスチャンです。
キリスト教は三位一体の神、つまり、父（神）
と子（キリスト）と精霊というように、人の心は
神によって造られているので、また人間として
の尊厳でもあるので、科学は犯してはならな
い。つまり科学的な方法で心を分析し、解析
してはならない。心の科学分析はタブーであっ
たという歴史を持っております。

科学的な分析とは何か? というと、再現性
と因果律が成り立つということ。その方法をつ
かえば、だれでも、何時やっても、何回やっ
ても同じ結果が得られる、という事を意味して
おります。このタブーがあった為ですか、心の
世界は、今から5年、10年、50年～100年もの
永い間、科学的な解明や解析が行われていな
かった。つまり心の世界は、進歩がほとんど
無い状態で過ぎてきた、と言えると思います。

しかし、今になると、人工知能やロボットの
開発・発達の面から、精神の科学的な研究・
開発が行われるようになってきました。図1に
おいて、意識と無意識のあいだには、直線で
示した壁があります。知性や理性を薄めて無
意識に近づけ、意識を変容（変性）させたもの
を変性意識状態（ASC）といいます。なお壁を、
一般には、抗暗示性障壁とよんでおります。

願いを叶える為の科学（1）願いを叶える為の科学（1）

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http：//homepage3.nifty.com/PSIJ/  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 406

2012.11･12

佐々木　茂美



謹
賀
新
年　

あ
け
ま
し
て　

お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が
良

い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
、
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

新
年
度
が
日
本
サ
イ
科
学
会
と
会
員

の
皆
様
方
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
で
あ

り
ま
す
様
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
様
々
な
面
で
ご
支
援
と
ご

協
力
を
戴
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
昨
年

も
陰
（
－
）
の
面
の
方
が
陽
（
＋
）
の
面

よ
り
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
年
度
も
お
そ
ら
く
閉
塞
感
は
続
き

将
来
を
見
通
す
こ
と
が
出
来
ず
不
安
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
よ
り
よ

い
、
新
し
い
発
展
が
来
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
な
ん
と
か
し
て
よ

り
良
い
年
に
し
て
戴
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

陽（
＋
）
の
面
の
一
番
目
は
2
0
1
2

年
7
月
に
報
道
さ
れ
た
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

の
確
認
（
発
見
）
だ
と
思
い
ま
す
。
世

界
最
大
の
加
速
機
で
捉
え
ら
れ
た
と
の

事
。
宇
宙
の
創
生
時
の
物
質
に
質
量
を

与
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
事
が

出
来
そ
う
で
あ
り
、
40
年
以
上
に
わ
た

り
、
世
界
中
の
研
究
者
が
探
し
続
け
て

き
た
も
の
で
、
世
紀
の
大
発
見
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
番
目
と
し
て
、
10
月
に
は
、
京
都

大
学
の
山
中
伸
弥
先
生
の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
（
i
P
S
細
胞
の
開
発
）

受
賞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人

と
し
て
は
19
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
無

限
の
可
能
性
を
持
つ
夢
の
細
胞
の
開
発

で
あ
り
、
病
気
の
原
因
究
明
再
生
医
療

新
薬
開
発
等
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
お

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
訃
報

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
五
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
六
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
七
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
オ
ー
ブ（
O
R
B
）の
出
現
に
つ
い
て

り
ま
す
。
三
番
目
は
8
月
の
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
で
は
史
上
最
大

の
38
個
の
メ
ダ
ル
が
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

精
華
の
主
因
は
「
女
性
」
と
「
絆
」
で
女

性
の
団
体
種
目
の
活
躍
が
特
徴
的
で
あ

り
吉
田
沙
保
里
選
手
の
国
民
栄
誉
賞
受

賞
等
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
8
月
に

は
米
国
の
火
星
探
査
機
が
火
星
に
着
陸

に
成
功
し
て
生
命
の
痕
跡
調
査
を
開
始

し
た
と
い
う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木　
茂
美



陰
（
－
）
の
面
は
政
治
経
済
社
会
環

境
、
そ
の
他
で
多
彩
で
す
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
は
直
接
的
で
、
生
活
の
基
盤
そ

の
も
の
な
の
で
重
要
で
あ
り
ま
す
。
日

本
に
お
け
る
政
治
の
混
迷
と
景
気
後
退

は
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
世
界
人
口

が
70
億
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
現
今
に

お
い
て
世
界
経
済
の
不
振
は
、
不
安
を

越
え
て
不
気
味
で
あ
り
ま
す
。
14
個
月

以
上
に
わ
た
る
シ
リ
ア
に
於
け
る
内
戦

状
態
ギ
リ
シ
ャ
ス
ペ
イ
ン
等
欧
州
に
お

け
る
経
済
不
況
デ
モ
等
、
最
近
で
は
尖

閣
諸
島
に
関
係
し
た
中
国
の
過
激
な
反

日
デ
モ
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
は
3
・
11
の
東
日
本
大

震
災
後
の
災
害
復
興
原
発
事
故
の
処
置

等
は
終
わ
り
を
見
せ
て
お
ら
ず
現
在
も

深
刻
で
あ
り
、
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

他
方
T
V
デ
ジ
カ
メ
携
帯
電
話
な
ど
を

生
産
す
る
日
本
の
中
核
産
業
と
し
て
の

大
手
家
電
産
業
の
赤
字
は
巨
額
で
あ
り

さ
ら
に
半
導
体
の
ル
ネ
サ
ス
等
弱
電
大

企
業
の
景
気
後
退
が
こ
れ
に
追
い
打
ち

を
か
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
世
界

不
況
、
景
気
後
退
、
株
安
、
円
高
、
競

争
激
化
の
結
果
で
あ
り
ま
た
相
互
に
関

連
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

環
境
面
社
会
面
を
見
る
と
、
日
本
に

も
竜
巻
や
台
風
暴
風
な
ど
の
襲
来
が
あ

り
ま
し
た
。
10
月
の
米
国
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
ス
マ
ト
ラ
沖
の
地

震
等
も
記
憶
に
の
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

工
場
の
海
外
移
転
や
景
気
後
退
等
に
関

連
し
て
生
活
保
護
世
帯
は
過
去
最
大
の

2
1
1
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
年
間

3
万
人
余
の
自
殺
者
が
あ
り
し
か
も
壮

年
者
が
多
い
。
医
療
費
の
支
出
は
9
年

連
続
で
増
加
し
続
け
37
・
8
兆
円
を
超

え
た
。
し
か
し
こ
の
約
1
/
2
は
65
歳

以
上
の
医
療
費
で
あ
る
と
の
こ
と
。
認

知
症
の
高
齢
者
は
3
0
0
万
人
を
超
え

10
年
で
倍
憎
し
た
。
こ
れ
ら
を
補
う
た

め
に
国
の
借
金
は
9
8
3
兆
円
で
過
去

最
大
で
あ
る
が
個
人
の
現
金
預
金
は

8
4
4
兆
円
も
あ
る
と
の
こ
と
。
悪
い

事
の
後
に
、
良
い
事
が
や
っ
て
く
る
、

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
低
く
屈

む
ほ
ど
よ
り
高
く
跳
び
上
が
る
事
が
出

来
る
と
言
う
言
葉
が
有
り
ま
す
。
陰
の

部
分
を
正
確
に
捉
え
て
低
く
屈
ん
で
飛

躍
の
基
に
す
る
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。
頭
を
働
か
せ
、

ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ラ
メ
キ
を
総
動
員
さ
せ

て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
努
力
し
て
汗
を

か
く
自
ら
を
鍛
え
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ベ
ス

ト
を
尽
す
事
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

サ
イ
科
学
分
野
に
つ
い
て
。
私
達
は

主
と
し
て
物
と
心
に
関
係
し
た
諸
問
題

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
精
神（
心
）

の
分
野
、
特
に
魂
や
霊
の
問
題
は
、
科

学
的
な
手
法
に
よ
る
解
明
は
未
検
討
で

あ
り
ま
す
。
既
存
の
枠
組
み
（
再
現
性

因
果
律
）
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
で
現
代

科
学
の
枠
組
み
を
多
少
越
え
た
部
分（
精

神
）
を
も
含
め
て
研
究
と
啓
蒙
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
方
法
を
と
る

事
に
よ
り
、
未
知
な
精
神
の
世
界
の
科

学
的
な
解
明
が
期
待
出
来
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
未
来
を

建
設
・
開
拓
す
る
為
に
、
努
力
を
続
け

て
行
き
た
い
。
喜
ば
れ
る
、
役
に
立
つ

研
究
・
啓
蒙
を
行
い
、
会
員
の
減
少
傾

向
を
食
い
止
め
て
、
学
会
の
運
営
基
盤

を
固
め
て
、
研
究
・
啓
蒙
運
動
を
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
、
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

α
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

外
界
か
ら
の
刺
激
に
よ
ら
ず
に
観
測

さ
れ
る
脳
波
は
定
在
脳
波
と
呼
ば
れ
、

周
波
数
帯
域
に
よ
り
δ
波
（1-3H

z

）、

θ
波
（4-7H

z

）、
α
波
（8-13H

z

）、

β
波（14-30H

z

）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

α
波
は
後
頭
部
か
ら
閉
眼
時
に
強
く

観
測
さ
れ
、
目
を
開
け
た
り
考
え
ご
と

を
す
る
と
消
失
す
る
こ
と
か
ら
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

前
頭
部
か
ら
半
眼
状
態
の
座
禅
の
瞑
想

中
に
お
い
て
α
波
が
計
測
さ
れ
た
報
告

が
あ
り
、 

筆
者
は
自
律
訓
練
法
に
お
け

る
受
動
的
注
意
集
中
状
態
で
も
前
頭
部

か
ら
α
波
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
を
見
出

し
ま
し
た
。

特
に
左
右
前
額
部
か
ら
計
測
さ
れ
る

α
波
が
一
定
時
間
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
な

る
と
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
す
が
、
E 

S
P
や
P
K
と
思
わ
れ
る
現
象
が
観
察

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
2
人
の
前
頭
部
の

脳
波
を
同
時
に
計
測
し
て
一
定
時
間
コ

ヒ
ー
レ
ン
ト
な
状
態
が
続
く
と
リ
ー
デ

● ❷●

　
　

訃　

報

会
員
数
百
名
の
テ
レ
パ
シ
ー
研
究
会
を

組
織
し
、
会
長
と
し
て
昭
和
42
年
か
ら

約
20
年
間
に
わ
た
り
、「
テ
レ
パ
シ
ー
」

誌
を
刊
行
さ
れ
た
市
村
俊
彦
氏
が
、
十

月
三
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



ィ
ン
グ
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
行
え
る
状
態

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

※
能
力
開
発
・
応
用
分
野
に
お
け
る
脳

波
測
定
の
第
一
人
者
で
あ
る
志
賀
一
雅

先
生
の
、
久
し
ぶ
り
の
御
講
演
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1 

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
学
卒
業 

松
下
電
器
産
業
入
社
、
東
京
大
学
物

性
研
究
所
に
て
半
導
体
物
性
を
研
究

1 

9
6
5
年　

松
下
技
研
に
て
半
導
体

集
積
回
路
、
L
S
I
の
開
発

1 

9
7
6
年　

東
京
大
学
工
学
部
研
究

員
を
兼
務
し
ア
ル
フ
ァ
脳
波
の
研
究

1 

9
8
3
年　

株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
を
設
立　

東
海
大
学
講
師
を
兼
務

1 

9
9
4
年　

徳
島
大
学
工
学
部
講
師
、

日
本
理
科
学
検
定
協
会
理
事
長
、
日

本
数
学
検
定
協
会
理
事

現 

在　

脳
力
開
発
研
究
所
所
長
、
米
国

バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
会
員
、

電
気
通
信
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学

研
究
科
研
究
員　

工
学
博
士

日
時　

平
成
25
年
1
月
12
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
予
告

「 

疾
病
を
根
本
か
ら
改
善
す
る
」

新
治
療
法
を
求
め
て

　
　
　
　

講
師　

宇
治
橋 
泰
志 

氏

I
・
H
・
M　

L
L
P
（
国
際
先
端

医
療
技
術
有
限
責
任
事
業
組
合
）

免
疫
整
体
「
こ
こ
一
番
」

「
な
ぜ
人
は
病
気
に
な
る
の
か
?
」

私
達
人
類
は
こ
の
永
遠
の
テ
ー
マ
に
向

か
っ
て
、
懸
命
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
結
果
は
実
に
無
惨
な
モ
ノ

で
、
例
え
ば
生
活
習
慣
病
死
亡
率
第
一

位
の
が
ん
な
ど
は
、
早
期
発
見
早
期
治

療
を
唱
え
て
久
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
最
新

医
療
技
術
と
膨
大
な
資
金
を
投
入
し
て

も
減
る
ど
こ
ろ
か
未
だ
に
増
え
続
け
、

そ
の
た
め
国
家
財
政
を
も
危
う
く
さ
せ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
何
を
意

味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

ど
う
や
ら
こ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
の
疾
病

は
、
加
齢
、
悪
し
き
食
生
活
、
ス
ト
レ

ス
等
か
ら
、
血
液
（
体
液
）
が
汚
れ
て

行
く
こ
と
に
主
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

血
液
が
汚
れ
る
と
体
内
の
免
疫
体
制
も

乱
れ
、
結
果
と
し
て
、
が
ん
な
ど
生
活

習
慣
病
や
、
難
病
等
、
様
々
な
病
気
が

発
症
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
般
、
温
暖
化
等
に
よ
る
世
界
的
環

境
異
変
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

生
体
内
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

様
々
な
生
命
の
共
生
の
場
で
あ
る
体
内

環
境
こ
そ
、
人
の
健
康
に
と
っ
て
何
よ

り
大
切
な
問
題
で
あ
る
よ
う
で
す
。

一
例
で
す
が
、
血
液
中
に
は
、
共
生

微
生
物
（
既
に
血
液
中
に
観
察
さ
れ
て

い
る
微
粒
子
）
が
棲
み
つ
い
て
お
り
、

当
組
合
お
よ
び
当
院
で
は
、
そ
れ
ら
を

観
察
・
研
究
し
な
が
ら
、
血
液
浄
化
に

優
れ
た
効
果
の
あ
る
A 

W 

G
療
法
（
目

的
に
有
効
な
特
有
の
周
波
数
を
シ
ー
ケ

ン
シ
ャ
ル
に
発
生
で
き
る
任
意
波
動

発
生
器
を
用
い
た
療
法
）
を
取
り
入
れ

た
施
術
、
す
な
わ
ち
、
免
疫･

リ
ハ
ビ

リ
・
シ
ス
テ
ム
（M

RS=
im

m
unities 

Rehabilitate System

）
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

第
3
回
目
の
今
回
の
講
演
は
、「
体
内

共
生
微
生
物
の
詳
細
」
と
「
病
気
の
根

本
原
因
」、
そ
し
て
、「
治
療
法
と
予
防

法
」
に
つ
い
て
、
主
に
触
れ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
2
回
、
二
年
毎
に
ご
研

究
の
進
歩
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
た
A
W
G
療
法
の
新
し
い
デ
ー
タ
も

含
め
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
宇
治
橋
泰
志
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
17
年
4
月
5
日
長
野
県
塩
尻

市
生
ま
れ
。
昭
和
35
年
丸
善
石
油
㈱

（
現
在
の
コ
ス
モ
石
油
㈱
）入
社
、以
後
約

30
年
間
、
石
油
と
石
油
化
学
の
世
界
で

主
に
技
術
屋
と
し
て
勤
務
。
平
成
6
年

退
社
、
平
成
9
年
㈱
高
ボ
ッ
チ
代
表

取
締
役
と
な
る
。
平
成
15
年
免
疫
力
･ 

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
業
（
両
国
）。

平
成
17
年 

免
疫
整
体
「
こ
こ
一
番
」

開
業（
ク
リ
ニ
ッ
ク
閉
鎖
）。
平
成
18
年

国
際
先
端
医
療
技
術
有
限
責
任
組
合

設
立
、
総
務
担
当
。
平
成
22
年
日
本

●❸ ●



防
医
学
推
進
委
員
会
に
認
定
さ
れ
る
。

平
成
23
年
「
M
R
S
」
が
優
秀
な
知
的

所
有
権
と
し
て
東
久
邇
宮
記
念
賞
を
受

賞
。
平
成
23
年
「
M
R
S
」
に
よ
る
治
療

行
為
等
に
対
し
東
久
邇
宮
褒
賞
受
賞
。

現
在
に
至
る
。

日
時　

平
成
25
年
2
月
9
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※ 

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ
「
自
然
治
癒
力
に
つ
い
て
」

日
時　

平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
） 

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

　
　
　

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

　
　
　

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

 

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
・
日
本
空
中

現
象
調
査
委
員
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
大
復
活

　
　
　
　

講
師　

櫻
井 

喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
例
会
の
お
知
ら
せ

魂
に
ひ
び
く
瞑
想

　
　
　
　
　

講
師　

鹿
毛 

俊
孝 

氏

日
時　

平
成
25
年
2
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

千
島
学
説
と
は

　
　
　
　
　

講
師　

酒
向 　

猛 

氏

日
時　

平
成
25
年
3
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❹●



五
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若

心
経
の
探
検
（
つ
づ
き
）

　
　
　
　
　

講
師　

徳
永 

康
夫 

氏

般
若
心
経
に
つ
い
て

50
歳
を
過
ぎ
て
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を

抱
え
た
時
に
、
般
若
心
経
に
出
逢
い
ま

し
た
。
最
初
は
解
説
書
を
片
っ
端
か
ら

読
み
ま
し
た
が
、
ど
れ
を
読
ん
で
も
い

い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
原

文
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。般

若
心
経
の
中
で
一
番
有
名
な
文
字

「
空
」
と
い
う
言
葉
の
解
釈
で
皆
迷
路

に
入
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
に

言
わ
せ
る
と
、「
空
と
い
う
の
は
、
こ
の

世
と
あ
の
世
、
肉
体
と
霊
魂
、
要
す
る

に
人
間
が
二
重
構
造
で
あ
り
、
宇
宙
が

二
重
構
造
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
前

提
に
解
釈
す
る
と
、
パ
ッ
と
分
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。「
空
」
と
い
う
言
葉
を

皆
も
の
す
ご
く
難
し
く
、
哲
学
的
、
宗

教
的
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
「
空
」
は
「
空
」
な
ん
で

す
よ
。
漢
字
で
「
カ
ラ
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

お
経
は
元
々
イ
ン
ド
の
古
代
の
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を

中
国
の
三
蔵
法
師
、
す
な
わ
ち
玄
奘
三

蔵
さ
ん
が
中
国
語
に
翻
訳
し
て
持
ち
込

ん
だ
の
で
す
。
そ
の
と
き
「
空
」
と
い

う
文
字
を
使
っ
た
の
で
す
。
元
々
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
な
ん
と
い
う
か
。

        
（
デ
ジ
タ
ル
2
）

「
シ
ュ
ー
ニ
ャ
」
と
い
う
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
で
、
そ
の
元
々
の
語
源
は
「
膨

ら
む
」
と
い
う
動
詞
で
す
。
そ
の
「
膨

ら
む
」
か
ら
転
化
し
た
名
詞
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
例
え
ば
風
船
を
膨
ら
ま
せ
る

と
中
は
空
（
カ
ラ
）
に
見
え
ま
す
が
、

全
然
何
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で

す
ね
。「
シ
ュ
ー
ニ
ャ
」
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
意
味
の
「
空
」
と
訳
し
た
の

で
す
。「
な
い
」
と
い
う
の
で
し
た
ら
、

「
無
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
ま
す
ね
。

般
若
心
経
の
中
に
は
、「
無
」
と
い
う

文
字
が
16
く
ら
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
「
無
」
と
「
空
」
は
使
い
分
け

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
が
訳
し
た
言
葉
は
、「
あ

の
世
か
ら
見
る
と
、
こ
の
世
は
実
体
の

な
い
『
空
』
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、

あ
ま
り
く
よ
く
よ
悩
む
も
の
で
は
な

い
。」、
そ
れ
は
死
ん
で
し
ま
え
ば
、
あ

の
世
に
行
く
の
だ
か
ら
、
こ
の
世
で
見

聞
し
た
す
べ
て
の
も
の
は
消
え
て
し
ま

う
ん
だ
よ
、
一
部
大
切
な
こ
と
は
魂
の

ほ
う
に
知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
け
れ

ど
も
、
こ
の
肉
体
を
も
っ
て
こ
の
三
次

元
の
世
界
で
経
験
し
た
た
い
し
た
こ
と

は
な
い
こ
と
は
、
そ
の
場
で
消
え
去
り

ま
す
。
だ
か
ら
、「
空
」
の
よ
う
な
も

の
だ
か
ら
、
嘆
い
た
り
、
怒
っ
た
り
、

恨
ん
だ
り
、
妬
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
感

情
の
起
伏
に
惑
わ
さ
れ
な
く
て
い
い
ん

だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を
「
空
」
だ
と
し

た
の
で
す
。
こ
の
世
の
次
元
で
い
く
ら

「
空
」
を
考
え
て
も
答
え
は
出
て
こ
な

か
っ
た
の
で
す
。
あ
の
世
の
次
元
で
見

れ
ば
い
い
の
で
す
。

「
般
若
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

「
パ
ン
ニ
ャ
」
を
中
国
語
に
音
写
し
た

も
の
で
す
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
智

恵
を
意
味
す
る
「
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
」

の
俗
語
が
「
パ
ン
ニ
ャ
」
で
、
そ
れ
を

中
国
語
の
「
般
若
」
に
替
え
た
の
で
す
。

「
波
羅
蜜
多
」
は
「
パ
ラ
ミ
タ
ー
（
彼

岸
に
到
る
）」
を
音
写
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
を
日
本
語
読
み
で
「
般
若
波
羅
蜜

多
心
経
（
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
た
し
ん
ぎ

ょ
う
）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
般
若
心
経
の
意

味
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
「
彼
岸
に
到
る

智
恵
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
死
ね
ば
彼
岸
に
行
け
る
の

で
す
か
ら
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ん
か
い
ら

な
い
の
に
、
敢
え
て
わ
ざ
わ
ざ
「
彼
岸

に
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
、
何
か
ほ
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
う
す
る
と
「
生
き
て
い
な
が
ら
、

あ
の
世
に
行
く
ハ
ウ
ツ
ー
が
あ
る
」
と

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
体
脱
を

し
て
、
あ
ち
こ
ち
訪
ね
て
調
べ
た
り
、

死
ん
で
も
生
き
て
い
る
ん
だ
! 

宇
宙

の
仕
組
み
は
こ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
! 

と
調
べ
た
人
が
い
ま
す
。
菩
薩
や
お
釈

迦
様
あ
た
り
も
そ
の
く
ら
い
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
お
釈
迦
様
が
瞑
想

し
て
、
体
脱
し
て
色
々
な
宇
宙
の
仕
組

み
、
あ
の
世
と
こ
の
世
の
仕
組
み
を
知

●❺ ●



っ
て
、
我
々
に
教
え
て
く
れ
た
、
そ
う

考
え
る
と
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
か
。

般
若
心
経
の
終
わ
り
に
あ
る
「
故
知

般
若
波
羅
蜜
多　

是
大
神
呪　

是
大
明

呪　

是
無
上
呪　

是
無
等
等
呪　

能
除

一
切
苦　

真
実
不
虚　

故
説
般
若
波
羅

蜜
多
呪
」
は
、「
だ
か
ら
、『
彼
岸
に
行

く
ノ
ウ
ハ
ウ
』
を
知
る
必
要
が
あ
る
の

だ
よ
。
そ
れ
は
大
い
な
る
真
言
（
マ
ン

ト
ラ
）
で
あ
り
、
光
明
と
な
る
真
言
で

あ
り
、
こ
の
上
な
い
真
言
で
あ
り
、
比

べ
る
も
の
も
な
い
真
言
で
あ
る
。
そ
の

真
言
は
、
一
切
の
苦
を
取
り
除
い
て
く

れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
真
実
で
あ

っ
て
、
嘘
偽
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
『
彼
岸
に
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ
』
の

真
言
を
説
こ
う
。
そ
の
真
言
は
次
の
通

り
だ
よ
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
、
出
家
で
き
な

い
お
釈
迦
様
の
教
え
を
直
接
聞
い
て
修

行
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
、
一
般
の
衆

生
に
対
す
る
、
悟
り
を
得
る
た
め
の「
真

言
（
マ
ン
ト
ラ
）」
が
明
か
さ
れ
ま
す
。

「
羯
諦　

羯
諦　

波
羅
羯
諦　

波
羅
僧

羯
諦　

菩
提
薩
婆
訶
（
ぎ
ゃ
ー
て
い

ぎ
ゃ
ー
て
い　

は
ら
ぎ
ゃ
ー
て
い　

は

ら
そ
う
ぎ
ゃ
ー
て
い　

ぼ
じ
そ
わ
か
）」

を
日
本
語
に
直
訳
す
る
と
、「
行
っ
た

行
っ
た　

彼
岸
に
行
っ
た　

み
ん
な
、

彼
岸
に
行
っ
た　

悟
り
よ
め
で
た
し
」

と
な
り
、
ち
ょ
っ
と
ズ
ッ
コ
ケ
て
し
ま

い
ま
す
。

結
論
と
し
て
、「
般
若
心
経
」
の
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
弟
子
の
舎
利
子
の
お
釈
迦

様
へ
の
質
問
「
お
釈
迦
様
の
教
え
に
接

す
る
機
会
の
な
い
一
般
の
衆
生
は
ど
う

や
っ
て
悟
り
を
得
ら
れ
る
の
か
?
」
に

対
し
、
瞑
想
中
の
お
釈
迦
様
に
代
わ
っ

て
、
観
自
在
菩
薩
が
全
て
の
苦
を
取
り

払
う
真
言
（
マ
ン
ト
ラ
）
を
衆
生
の
た

め
に
示
し
た
、
と
い
う
教
え
だ
っ
た
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
般
若
心
経
は
一
つ

の
方
便
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
教
え
の
神

髄
を
凝
縮
し
た
お
経
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「
般
若
心
経
」
は
書
き
写
す
だ
け
で

も
い
い
こ
と
が
起
き
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

私
は
前
の
妻
を
平
成
15
年
に
亡
く
し
ま

し
た
が
、
そ
の
と
き
に
病
院
で
19
時
間

ず
っ
と
娘
と
一
緒
に
付
き
添
い
ま
し
た
。

医
者
が
「
亡
く
な
り
ま
し
た
。」
と
言
っ

た
と
き
に
、
般
若
心
経
を
娘
と
一
緒
に

唱
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
妻
の
口
の
中

に
パ
イ
プ
が
入
っ
て
い
た
り
で
す
ご
く

苦
し
そ
う
な
顔
で
い
た
の
で
す
が
、
般

若
心
経
を
唱
え
て
あ
げ
た
途
端
に
、
顔

が
す
っ
と
穏
や
か
で
き
れ
い
な
顔
に
な

っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
目
に
見
え
な

い
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
は
本
当
だ
な
、
と

思
い
ま
し
た
。

ソ
マ
チ
ッ
ト
に
つ
い
て

ま
ず
人
間
の
血
液
の
中
に
見
え
る
ソ

マ
チ
ッ
ト
を
お
見
せ
し
、
次
に
貝
の
化

石
を
粉
に
し
た
も
の
の
中
に
見
え
る
ソ

マ
チ
ッ
ト
を
お
見
せ
し
ま
す
。

※
映
像
を
見
せ
な
が
ら

こ
れ
は
貝
の
殻
を
20
～
30
ミ
ク
ロ
ン

の
粉
に
し
、
水
素
水
に
漬
け
て
い
た
ら
、

こ
う
い
う
黒
い
も
の
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

出
て
来
ま
し
た
。
こ
の
貝
殻
は
2

 
5
 0 

0
万
年
前
の
化
石
で
、
こ
れ
を
塩
酸
で

溶
か
す
と
、
こ
の
膨
大
な
量
の
ソ
マ
チ

ッ
ト
が
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
が

分
か
る
か
と
い
い
い
ま
す
と
、
2

 
5
 0 

0
万
年
前
に
い
た
カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
ガ
イ

の
中
に
ソ
マ
チ
ッ
ト
が
い
た
、
そ
し
て

カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
ガ
イ
を
塩
酸
で
溶
か
し

て
出
て
来
た
の
で
、
間
違
い
な
く
貝
殻

の
中
に
ソ
マ
チ
ッ
ト
が
い
た
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ソ
マ
チ
ッ
ト

の
年
齢
は
2
5
0
0
万
歳
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
塩
酸
で
死
な
な
か

っ
た
こ
と
も
大
き
な
こ
と
で
、
バ
ク
テ

リ
ア
な
ら
す
ぐ
死
に
ま
す
が
、
ソ
マ
チ

ッ
ト
は
元
気
に
動
い
て
い
ま
す
。
不
思

議
で
す
ね
。

こ
れ
は
植
物
の
中
、
す
な
わ
ち
花
粉

の
中
に
い
た
ソ
マ
チ
ッ
ト
で
す
。
花
粉

の
中
で
こ
の
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
多
数
の
小
さ
い
粒
が
ソ
マ

チ
ッ
ト
で
す
。
花
粉
は
20
ミ
ク
ロ
ン
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
花
粉
の
カ
ラ
を
破
っ

て
中
味
だ
け
出
し
て
集
め
た
ソ
マ
チ
ッ

ト
で
す
。

私
は
、
ソ
マ
チ
ッ
ト
の
名
付
け
親
で

長
年
ソ
マ
チ
ッ
ト
を
研
究
し
て
い
る
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
に
会
う
た
め
に
、
カ

ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
へ
行
き
ま
し
た
。
彼

の
発
明
し
た
位
相
差
顕
微
鏡
と
い
う
の

は
3
万
倍
（
通
常
の
顕
微
鏡
は
千
倍
く

ら
い
）
の
倍
率
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

血
液
を
見
ま
す
と
、
赤
血
球
の
周
り
に

無
数
に
動
い
て
い
る
小
さ
い
も
の
が
ソ

マ
チ
ッ
ト
で
す
。

ソ
マ
チ
ッ
ト
と
い
う
も
の
は
は
大
変

小
さ
い
存
在
で
あ
っ
て
、
生
き
て
い
る

ら
し
い
、
長
命
で
あ
る
、
塩
酸
で
も
硫

酸
で
も
死
な
な
い
、
真
空
状
態
で
も
酸

素
状
態
で
も
死
な
な
い
、
熱
を
1

 
2
 0 

0
度
に
上
げ
て
も
死
な
な
い
、
マ
イ
ナ

ス
60
度
で
も
死
な
な
い
、
お
そ
ら
く
マ

イ
ナ
ス
2
7
3
度
の
絶
対
零
度
で
も
死

な
な
い
で
し
ょ
う
。

ソ
マ
チ
ッ
ト
は
不
死
の
存
在
で
あ
り
、

子
供
を
作
っ
て
増
殖
し
、
16
段
階
に
変

身
す
る
の
で
、
生
命
体
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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六
月
本
部
例
会
報
告

密
教
開
運
術

「 

強
運
の
成
長
戦
略
提
言　

～
氣

を
高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
～
」

　
　
　
　
　

講
師　

松
永 
修
岳 

氏

（ 

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

「
運
と
風
水
」
と
い
う
の
が
、
私
の
一

番
の
専
門
領
域
で
す
が
、
運
と
は「
気

を
運
ぶ
乗
り
物
」、
気
と
は「
情
報
を
も

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
の
が
私
の

理
解
で
あ
り
ま
す
。
運
が
良
い
と
い
う

の
は
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
情

報
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
た
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
運
と
か
気
と
か
見
た
こ
と

が
な
い
で
す
よ
ね
。
せ
い
ぜ
い
オ
ー
ブ

み
た
い
な
も
の
は
い
ろ
い
ろ
ご
覧
に
な

っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。

※
写
真
を
順
に
見
せ
な
が
ら

例
え
ば
こ
れ
が
家
の
前
を
動
い
て
い

る
大
地
の
気
で
す
。
気
に
は
、
天
の
気

と
人
の
気
と
地
の
気
の
三
つ
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。
大
地
の
気
は
D
N
A
と
同

じ
二
重
螺
旋
構
造
で
動
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
家
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
家
は
栄
え
ま
せ
ん
。
気
が
入

っ
て
来
な
い
家
な
の
で
す
。
気
が
家
の

ほ
う
を
避
け
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

例
え
ば
、
そ
う
い
う
家
の
特
徴
は
、

植
物
が
家
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
外
に
向

か
っ
て
伸
び
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
家

に
向
か
っ
て
樹
木
が
伸
び
て
く
る
の
は
、

家
の
ほ
う
に
気
が
流
れ
て
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
植
物
の
向
く
方
向
と
い
う
の

は
、
気
が
集
ま
る
方
向
に
必
ず
樹
木
は

動
き
ま
す
。
で
す
か
ら
家
を
避
け
て
い

る
と
い
う
の
は
、
そ
の
家
に
は
気
が
入

っ
て
来
な
く
て
、
栄
え
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

次
の
写
真
は
地
の
気
が
家
の
中
を
動

い
て
お
り
ま
す
。
私
は
普
段
で
も
こ
う

い
う
の
が
見
え
て
い
る
の
で
す
が
、
カ

メ
ラ
に
撮
る
と
皆
さ
ん
も
分
か
る
の
で

す
ね
。
私
が
撮
っ
て
い
な
く
て
も
、
私

が
そ
ば
に
い
る
と
気
が
写
り
ま
す
。
能

力
や
幸
運
や
不
運
も
移
り
ま
す
。

地
の
気
は
、「
健
康
と
安
定
性
」
と
関

わ
り
、
天
の
気
は
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
は
こ
う
い
う

の
が
見
え
た
人
々
が
沢
山
い
た
と
思
い

ま
す
。
地
の
気
は
「
地
龍
」
と
も
呼
び
、

大
地
の
龍
な
の
で
す
。
二
重
螺
旋
が
ま

さ
に
ウ
ロ
コ
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
天
の
気
で
す
。
月
の
気
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
が
、
天
の
気
を
引
っ

張
り
出
し
て
、
家
の
中
に
も
っ
て
く
る
、

こ
れ
が
風
水
で
す
。
気
を
家
に
も
っ
て

く
る
の
が
風
水
で
す
。
神
社
・
仏
閣
す

べ
て
風
水
建
築
で
す
。
月
の
気
を
家
に

も
っ
て
く
る
と
、「
運
が
ツ
ク
」の
で
す
。

「
ツ
キ
」
と
い
う
の
は
こ
こ
か
ら
来
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
神
殿
か
ら
出
て
い
る
気
を
撮

影
し
て
い
ま
す
。
神
社
・
仏
閣
と
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
い
い
と
こ
ろ
は
神
殿
の
中

か
ら
も
の
す
ご
く
気
が
出
て
い
ま
す
。

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
全
く
出
て
お
り

ま
せ
ん
。
た
だ
お
社
が
あ
る
だ
け
で
す
。

こ
れ
は
建
築
中
の
風
水
住
宅
で
、
人

脈
が
集
ま
る
よ
う
に
し
て
く
れ
、
と
い

う
こ
と
で
人
脈
の
気
は
、
少
し
ピ
ン
ク

色
を
帯
び
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
パ
リ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
オ

ペ
ラ
ホ
テ
ル
と
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

の
中
に
動
い
て
い
る
地
の
気
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
立
て
た

上
に
建
て
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
集
ま
っ
て

く
る
気
は
、
汚
れ
た
気
と
な
り
ま
す
。

墓
地
に
集
ま
る
気
は
黒
い
邪
気
が
多
く

な
り
ま
す
。

面
白
い
こ
と
に
家
の
門
に
「
家
紋
」

が
あ
る
と
、
邪
気
を
は
ね
返
し
ま
す
。

「
ル
イ
・
ビ
ト
ン
」
の
マ
ー
ク
も
日
本

の
家
紋
を
参
考
に
し
て
、
造
ら
れ
ま
し

た
。
あ
の
「
L
V
」
の
マ
ー
ク
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
ま
す
。

地
鎮
祭
と
い
う
の
は
単
な
る
形
式
的

行
事
で
は
な
く
、
大
地
の
邪
気
を
抜
く

こ
と
が
目
的
な
の
で
す
。

我
々
の
眼
は
光
の
波
長
が
、
3
8
0

ナ
ノ
メ
ー
タ
か
ら
7
6
0
ナ
ノ
メ
ー
タ

の
範
囲
で
見
て
お
り
ま
す
。
そ
の
前
後

の
波
長
は
肉
眼
で
は
見
え
な
い
の
で
す

●❼ ●



が
、
私
み
た
い
な
特
殊
な
人
間
は
こ
の

幅
を
超
え
て
い
る
の
で
、
気
を
捉
え
る

こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
今
年
の
一
月
の
元
旦

に
私
が
、
孔
雀
明
王
の
護
摩
を
焚
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
前
と
後
ろ
で
同
時

に
焚
い
て
い
る
の
で
す
が
、
前
の
ほ
う

を
よ
く
見
て
い
た
だ
く
と
、
炎
が
孔
雀

の
よ
う
な
頭
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が

腕
を
上
げ
る
と
、
炎
の
中
に
毘
沙
門
天

が
出
て
き
て
、
私
の
動
き
と
炎
の
毘
沙

門
天
の
動
き
が
連
動
し
て
い
ま
す
。

真
言
密
教
の
護
摩
法
の
ご
祈
祷
は
効

く
の
か
、
現
象
を
起
こ
せ
る
の
か
?
と
。

私
が
22
、
23
歳
の
頃
本
山
博
先
生
の
と

こ
ろ
で
少
し
修
行
を
し
て
い
ま
し
て
、

A
M
I
（
本
山
式
経
絡
臓
器
機
能
測
定

機
）
で
測
定
し
ま
し
た
ら
、
チ
ャ
ー
ト

で
膀
胱
経
の
経
絡
が
他
の
経
絡
と
比
べ

て
ぼ
こ
っ
と
凹
ん
で
い
ま
す
。
次
が
護

摩
を
受
け
た
後
の
チ
ャ
ー
ト
で
す
が
、

膀
胱
経
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
現
象
が
起
こ
せ
る
の
が
、

ご
祈
祷
の
世
界
で
、
信
じ
れ
ば
救
わ
れ

る
と
い
う
の
は
嘘
で
、
信
じ
な
く
て
も

現
象
は
起
こ
せ
る
の
で
す
。

真
言
密
教
に
お
け
る
護
摩
は
、
大
脳

生
理
学
か
ら
生
ま
れ
た
技
法
で
、
護
摩

の
炎
は
人
の
考
え
を
深
く
さ
せ
る
よ
う

に
、
脳
へ
と
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

護
摩
の
炎
そ
の
も
の
が
10
ヘ
ル
ツ
の
ミ

ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
ー
波
で
あ
り
、
密
教
の

阿
闍
梨
は
護
摩
を
焚
き
な
が
ら
脳
波
を

10
→
9
→
8
→
7
→
6
ヘ
ル
ツ
と
周
波

数
を
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
あ
る
意
味
で
は
集
団
催
眠
の
よ
う

な
形
で
変
性
意
識
状
態
に
し
て
、
体
の

治
療
に
入
り
ま
す
。

炎
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、
脳
の
第
三

脳
室
の
視
床
と
視
床
下
部
と
呼
ば
れ
る

場
所
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。
視
床
下
部
は

人
間
の
本
能
や
欲
望
・
感
情
の
働
き
、

自
律
神
経
系
を
総
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
大
切
な
器
官
で
す
。
そ
こ

を
最
も
揺
さ
ぶ
る
と
い
う
の
が
、
密
教

の
ご
祈
祷
で
す
。
こ
の
第
三
の
眼
と
言

わ
れ
る
視
床
下
部
が
炎
を
見
つ
め
る
こ

と
で
刺
激
さ
れ
て
、
心
と
身
体
が
整
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
護
摩
の
脳
科
学

的
な
側
面
で
す
。

心
の
持
ち
方
が
身
体
に
強
い
影
響
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
来
か
ら
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
代
は
そ
れ
を
音

声
認
識
に
よ
っ
て
、
脳
の
状
態
を
全
部

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

例
え
ば「
マ
ン
ト
ラ
」
と
い
う
の
は
言

葉
で
は
な
く
、
仏
の
音
声
な
の
で
す
。

肝
臓
が
出
し
て
い
る
周
波
数
に
共
鳴
す

る
マ
ン
ト
ラ
、
心
臓
に
共
鳴
す
る
マ
ン

ト
ラ
、
鼻
に
共
鳴
す
る
マ
ン
ト
ラ
、
耳

に
共
鳴
す
る
マ
ン
ト
ラ
、・
・
・
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
れ
は
全
部
音
声
で
あ
っ
て

そ
れ
は
全
部
脳
に
行
く
わ
け
で
す
。

脳
は
そ
の
音
声
情
報
に
よ
っ
て
、
β

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
を
出
し
た
り
、
ド
ー

パ
ミ
ン
を
出
し
た
り
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

を
出
し
た
り
し
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
音

声
は
世
界
共
通
で
す
。

こ
こ
に
近
年
、
光
吉
俊
二
博
士
が
開

発
し
た
音
声
か
ら
心
の
状
態
を
分
析
す

る
、
つ
ま
り
脳
の
自
律
神
経
の
働
き
と

ホ
ル
モ
ン
の
状
態
を
一
瞬
に
し
て
判
断

し
て
し
ま
う
と
い
う
測
定
器
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
本
等
に
「
う
れ
し
い
」
と

い
う
気
持
ち
で
「
う
れ
し
い
」
と
言
え

ば
、
表
示
さ
れ
る
色
で
分
か
り
ま
す
。

西
洋
医
学
で
は
胃
が
悪
い
と
胃
の
治

療
を
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
密
教
の
医

学
は
全
部
脳
が
悪
い
と
考
え
ま
す
。
で

す
か
ら
脳
を
治
さ
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
の

で
す
。
そ
し
て
、
脳
は
環
境
と
心
に
影

響
さ
れ
る
の
で
す
。
感
情
が
意
識
を
支

配
す
る
と
い
う
の
は
愚
か
者
な
の
で
す
。

意
識
が
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の

で
す
。
こ
の
感
情
こ
そ
が
人
間
の
病
と

も
関
係
す
る
の
で
す
。

ど
ん
な
音
声
を
出
し
て
い
る
の
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
脳
の
状
態
を
正

し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
様
々

な
病
気
に
対
処
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
装
置
は
東
大
の
先
生
が
開
発

し
て
、
東
大
の
医
学
部
で
臨
床
し
て
き

た
も
の
で
す
。

週
に
一
回
以
上
、
教
会
に
通
っ
て
い

る
人
の
場
合
、
無
宗
教
者
と
比
べ
て
2

割
以
上
も
寿
命
が
延
び
る
と
い
う
調
査

が
発
表
さ
れ
る
等
、
そ
の
研
究
発
表
は

1
2
0
0
例
を
超
え
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

特
に
有
名
な
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
総
合
病
院
の
C
C
U
に
入
院
し
て

い
た
3
9
3
人
の
心
臓
病
患
者
に
よ
る

実
験
で
、
他
人
に
祈
ら
れ
た
患
者
は
そ

う
で
な
い
患
者
よ
り
は
っ
き
り
治
療
効

果
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
が
判
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
こ
の
実
験
か
ら
祈
り
の

効
果
は
距
離
と
関
係
し
な
い
こ
と
も
判

り
ま
し
た
。
病
院
の
す
ぐ
そ
ば
で
祈
る

の
も
、
何
百
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

祈
る
の
も
、
効
果
は
全
く
同
じ
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
病
人
の
す
ぐ
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そ
ば
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、

遠
く
か
ら
祈
っ
て
あ
げ
る
だ
け
で
も
、

病
状
の
進
行
を
防
い
だ
り
、
傷
み
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

さ
ら
に
他
の
グ
ル
ー
プ
の
実
験
で
、

祈
り
の
経
験
の
長
い
人
ほ
ど
祈
り
の
効

果
が
大
き
い
こ
と
も
判
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
無
指
示
的
な
祈
り
」
は
「
指
示
的

な
祈
り
」
よ
り
効
果
が
大
き
い
こ
と
も

判
り
ま
し
た
。「
指
示
的
な
祈
り
」
と
は
、

例
え
ば
、
ガ
ン
が
治
癒
す
る
こ
と
、
苦

痛
が
消
え
る
こ
と
な
ど
、
祈
る
人
が
特

定
の
イ
メ
ー
ジ
を
心
に
抱
い
て
祈
る
こ

と
で
す
。
い
わ
ば
祈
る
人
は
、
宇
宙
に

「
こ
う
し
て
く
れ
」
と
注
文
を
つ
け
る

祈
り
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
無
指

示
的
な
祈
り
」
は
、
な
ん
ら
の
結
果
も

想
像
し
た
り
、
注
文
し
た
り
せ
ず
に
、

た
だ
「
最
良
の
結
果
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
か
「
神
の
御
心
の
ま
ま
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
、
宇
宙
を
信
じ
て
お
任

せ
す
る
祈
り
方
で
す
。

実
験
結
果
で
は
、「
指
示
的
な
祈
り
」

と
「
無
指
示
的
な
祈
り
」
の
ど
ち
ら
も

効
果
が
上
が
り
ま
し
た
が
、「
無
指
示

的
な
祈
り
」
の
方
が
「
指
示
的
な
祈
り
」

の
2
倍
以
上
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
す
。
研
究
者
た
ち
は
、

こ
の
結
果
を
見
て
、「
科
学
的
な
見
地
か

ら
見
れ
ば
、
ど
う
す
べ
き
か
を
知
っ
て

い
る
『
力
』
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実

は
衝
撃
的
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

祈
り
に
よ
っ
て
愛
に
あ
ふ
れ
た
知
性

と
つ
な
が
る
時
、
そ
の
「
ど
う
す
べ
き

か
を
知
っ
て
い
る
『
力
』」
は
、
祈
り
の

対
象
を
最
適
な
状
態
に
向
け
て
動
か
し
、

そ
の
対
象
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
に
最
も
合

っ
た
方
向
へ
導
く
の
で
す
。

※
こ
こ
か
ら
運
を
上
げ
る
た
め
の
様
々

な
知
識
と
方
法
（
前
半
）
を
箇
条
書
き

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
運
」
は
幸
せ

に
な
る
条
件

・
努
力
が
結
果
に
結
び
付
か
な
い
成
熟

社
会
の
始
ま
り

・
経
済
的
身
分
が
固
定
さ
れ
た
階
級
社

会
の
始
ま
り

貧
困
の
世
襲
、
不
運
の
世
襲
、
代
々

貧
し
さ
を
受
け
継
ぎ
、
不
運
を
受
け
継

ぐ
階
級
社
会

富
の
世
襲
、
強
運
の
世
襲
、
代
々
豊

か
さ
を
受
け
継
ぎ
、
強
運
を
受
け
継
ぐ

階
級
社
会

不
確
か
な
時
代

「
運
」
が
よ
く
な
い
と
結
果
が
出
な
い

ど
ん
な
に
努
力
し
よ
う
が
、
脳
力
が

高
か
ろ
う
が
、
一
流
大
学
を
出
よ
う
が
、

運
が
良
く
な
い
と
い
い
と
こ
ろ
ま
で
い

っ
て
も
、
結
果
に
結
び
つ
か
な
い
の
が

現
実努

力
と
脳
力
を
結
果
に
結
び
付
け
る

力
こ
そ
「
運
」

先
が
読
め
な
い
時
代
に
最
も
や
る
べ

き
こ
と
は
「
自
分
の
運
を
鍛
え
る
こ
と
」

運
が
い
い
こ
と
以
外
に
生
き
残
れ
な

い
時
代
が
加
速
し
て
い
る
。
長
生
き
し

た
け
れ
ば
運
が
良
い
こ
と
。

実
力
の
な
い
人
に
は
仕
事
に
お
い
て
、

運
も
ツ
キ
も
関
係
し
な
い
。
実
力
が
高

ま
る
に
つ
れ
て
、
運
や
ツ
キ
は
最
も
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。

ツ
キ
や
運
な
ど
な
い
と
い
う
人
と

は
?そ

の
人
は
間
違
い
な
く
仕
事
で
活
躍

し
て
い
な
い
か
、
謙
虚
さ
の
な
い
ご
う

慢
な
人
間
と
い
え
る
。

な
ぜ
な
ら
活
躍
し
て
い
る
人
や
成
績

の
良
い
人
た
ち
は
、
ツ
キ
や
運
が
な
く

し
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
出

来
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

努
力
な
ら
ば
負
け
組
会
社
の
社
長
の

方
が
勝
ち
組
会
社
の
社
長
よ
り
も
必
死

で
努
力
し
て
い
る
。

ツ
キ
や
運
は
人
間
の
潜
在
脳
力
を
引

き
出
し
た
り
、
高
め
た
り
す
る
不
可
視

な
力
を
持
っ
て
い
る
。

ツ
キ
や
運
の
あ
る
人
の
目
立
っ
た
特

徴1 

．
自
分
は
ツ
キ
が
あ
る
人
間
だ
と
思

っ
て
い
る

2 

．
今
ま
で
も
運
に
助
け
ら
れ
た
経
験

が
あ
る

3 

．
仕
事
に
お
い
て
ツ
キ
や
運
の
あ
る

人
間
と
か
か
わ
っ
て
い
る

→ 

さ
ら
に
ツ
キ
や
運
の
あ
る
人
間
が
集

ま
っ
て
く
る

こ
の
時
代
、
結
果
を
出
す
の
に
最
も

必
要
な
3
つ
の
力

1 

．
変
化
を
読
み
取
り
、
流
れ
を
変
え

る
力

2 

．
自
己
課
題
設
定
力

　
　

何
を
ど
う
や
っ
て
実
行
す
る
の
か

3 

．
運
の
成
長
戦
力

　
　

運
を
経
営
戦
略
に
組
み
込
む

運
力
を
上
げ
る
の
に
必
要
な
3
つ
の

力1
．
明
る
い
性
格
を
鍛
え
る

　

 

明
る
く
な
い
と
流
れ
を
変
え
ら
れ
な

い
2 

．
人
の
話
を
感
動
し
て
聞
い
た
り
、

好
奇
心
を
持
っ
て
聞
く
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話
を
よ
く
聞
か
な
い
と
い
い
情
報
を

得
ら
れ
な
い

3 

．
尊
敬
さ
れ
、
人
に
好
か
れ
る
自
分

を
鍛
え
る

　

好
か
れ
な
い
と
人
を
動
か
せ
な
い

運
を
も
経
営
戦
略
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
必
要

1 

．
成
功
と
は
誰
か
が
自
分
に
し
て
く

れ
る
こ
と

2 

．
成
功
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の
は
、

自
分
で
は
な
く
他
人

3 

．
他
人
が
協
力
し
て
く
れ
な
い
と
成

功
で
き
な
い

　

す
べ
て
他
人
が
カ
ギ

　

誰
と
出
会
う
の
か
そ
れ
も
運

運
命
は
す
べ
て
出
会
い
と
運
と
絆
で

決
ま
る

人
、
土
地
、
住
居
、
ペ
ッ
ト
、
友
人
、

パ
ー
ト
ナ
ー
、・
・
・
他

運
に
好
か
れ
る
人
は
人
に
も
好
か
れ

る
人仕

事
の
脳
力
は
人
脈
運
で
決
ま
る

人
脈
運
は
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て

く
れ
る

運
に
好
か
れ
た
け
れ
ば
人
に
好
か
れ

る
こ
と
だ

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
一
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

第 

1
部
『
真
実
さ
え
広
ま
れ
ば
世

界
は
今
に
で
も
理
想
郷
に
で
き

る
―
代
替
医
療
の
現
場
か
ら
―
』

第 

2
部
『
科
学
か
ら
見
た
地
球
空

洞
説
』

　
　
　
　
　

講
師　

藤
枝 　

縁 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
9
月
15
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

【
藤
枝
縁
】（
ふ
じ
え
だ
え
に
し
）
氏
は

1
9
8
0
年
生
ま
れ
。
31
歳
。
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
資
源
工
学
科
卒
。
東
京

大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科

修
士
課
程
卒
。

Lighthood 

代
表
。
月
～
金
は
大
手
広

告
代
理
店
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

あ
り
、
か
つ『
週
末
』社
会
起
業
家
。
代

替
医
療
、
食
文
化
、
心
の
健
康
、
経
済

シ
ス
テ
ム
、
精
神
世
界
な
ど
多
岐
に
渡

る
講
演
を
全
国
で
手
が
け
る
。

第
1
部
概
要　

代
替
医
療
に
よ
り
日
本

の
医
療
費
負
担
は
激
減
し
ま
す
。

・
副
作
用
の
な
い
癌
の
対
処
方
法
「
丸

山
ワ
ク
チ
ン
」 

・
カ
ナ
ダ
で
は
認
可
が
下
り
て
い
る
抗

が
ん
剤
「
7
1
4
―
x
」（
通
称
ソ
マ

チ
ッ
ド
療
法
） 

・
分
子
薬
理
学
的
な
糖
尿
病
へ
の
効
果

が
発
表
さ
れ
て
い
る
「
ス
テ
ビ
オ
サ

イ
ド
」

い
ず
れ
も
、
安
価
で
副
作
用
が
な
く
、

完
治
に
近
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

第
2
部
概
要　

科
学
か
ら
み
た
地
球
空

洞
説地

球
は
や
っ
ぱ
り
［
が
ら
ん
ど
う
］

だ
っ
た
。
内
側
の
世
界
に
文
明
が
存
在

す
る
。

真
実
を
知
り
、
広
め
る
事
で
自
分
と

大
切
な
人
々
を
守
る
術
を
お
伝
え
し
ま

す
。

第 

1
部
『
真
実
さ
え
広
ま
れ
ば
世
界
は

今
に
で
も
理
想
郷
に
で
き
る
―
代
替

医
療
の
現
場
か
ら
―
』

私
（
藤
枝
エ
ニ
シ
）
自
身
も
、
転
職
し

た
先
の
会
社
で
の
異
常
な
激
務
と
パ
ワ

ハ
ラ
か
ら
う
つ
病
を
経
験
し
た
。「
う
つ

病
は
心
の
風
邪
で
あ
る
。
よ
っ
て
う
つ

病
も
服
薬
と
休
養
で
治
す
」
と
い
う
心

療
内
科
や
大
病
院
の
精
神
科
の
先
生
方

の
指
導
の
も
と
治
療
に
専
念
し
た
が
、

症
状
は
悪
化
す
る
ば
か
り
、
副
作
用
も

酷
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は

近
い
将
来
に
廃
人
化
す
る
」
と
い
う
危

惧
か
ら
別
の
治
療
法
を
探
し
、
結
果
的

に
催
眠
療
法
に
よ
る
早
期
回
復
で
社
会

復
帰
し
た
。

「
服
薬
と
休
養
」
と
い
う
精
神
医
療
の

世
界
の
常
識
は
、
私
に
限
っ
て
は
全
く

効
果
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
治

療
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
家
資
格
も
持

た
な
い
単
な
る
一
個
人
の
セ
ラ
ピ
ス
ト

で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
世
の
中
の
常

識
に
対
す
る
疑
念
が
生
じ
た
。
世
の
中

で
難
病
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
に
、
本

当
は
廉
価
か
つ
根
本
的
な
治
療
法
が
存

在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
。

ネ
ッ
ト
を
含
め
て
種
々
の
文
献
を
当

た
っ
て
み
る
と
、
実
に
色
々
な
情
報
が
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見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
も
明
ら
か
に
オ
カ

ル
ト
や
噂
と
い
っ
た
次
元
の
も
の
で
は

な
く
、
既
存
の
科
学
の
検
証
に
十
分
に

耐
え
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

例
を
挙
げ
る
と
、

① 

カ
ナ
ダ
の
厚
生
省
で
認
可
が
既
に
下

り
て
お
り
、
末
期
癌
の
患
者
に
対
し

て
癌
治
療
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
「
ソ
マ
チ
ッ
ド
療
法
」

② 

癌
細
胞
を
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
膜
で
包
囲

し
、
転
移
や
増
殖
を
抑
制
す
る
「
丸

山
ワ
ク
チ
ン
」

③ 

2
0
0
6
年
の
日
本
糖
尿
病
学
会
に

て
そ
の
分
子
薬
理
学
的
な
血
糖
値
低

下
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
、

既
存
の
薬
効
成
分
「
ピ
オ
グ
リ
タ
ゾ

ン
」
の
数
百
倍
の
効
果
を
持
ち
か
つ

副
作
用
が
無
い
「
ス
テ
ビ
ア
発
酵
濃

縮
エ
キ
ス
」
等
々
。

現
代
の
世
界
は
資
本
主
義
で
運
営
さ

れ
て
い
る
た
め
、
出
来
る
だ
け
カ
ネ
が

掛
か
り
、
長
引
か
せ
、
根
本
的
な
解
決

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
治
療
法
が
最
終

的
に
残
る
と
い
う
不
幸
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
ス
ポ
ン
サ
ー

で
あ
る
製
薬
業
界
の
顔
色
を
う
か
が
い
、

前
記
の
よ
う
な
治
療
法
の
特
番
な
ど
組

め
な
い
。
製
薬
業
界
と
政
官
は
治
験
と

天
下
り
先
と
い
う
蜜
月
関
係
の
た
め
、

あ
う
ん
の
呼
吸
で
隠
蔽
に
走
る
。
お
医

者
様
は
点
数
に
な
ら
な
い
自
費
診
療
な

ど
や
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
こ
う
し

て
、
本
当
の
治
療
法
は
患
者
以
外
の
誰

に
も
歓
迎
さ
れ
ず
、
日
の
目
を
見
な
い

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う

個
人
一
人
一
人
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た

り
得
る
情
報
発
信
の
手
段
を
手
に
入
れ

た
今
、
こ
う
し
た
情
報
統
制
は
風
前
の

灯
火
で
あ
り
、
全
て
の
真
実
が
表
に
出

る
日
は
近
い
。
燃
え
る
水
、
空
気
で
走

る
車
、
電
磁
波
の
影
響
を
無
く
す
技
術

等
々
、
今
後
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
目

白
押
し
で
あ
る
。

第 

2
部
『
科
学
か
ら
見
た
地
球
空
洞
説
』

古
今
東
西
、
地
下
に
潜
っ
て
い
っ
た

先
に
地
上
と
は
違
う
別
世
界
の
文
明
が

栄
え
て
い
た
と
い
う
伝
承
は
枚
挙
に
暇

が
無
い
。
チ
ベ
ッ
ト
の
山
奥
で
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
が
守
る
経
典
に
は
ア
ガ
ル
タ
と
呼

ば
れ
る
地
下
世
界
の
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
る
し
、
大
戦
直
後
に
北
極
を
飛
行

し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

地
下
世
界
を
写
真
に
収
め
て
い
る
。
ま

た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁
師
が
地
下
世
界

に
迷
い
込
ん
で
数
年
と
い
う
時
間
を
過

ご
し
た
際
の
記
録
が
本
と
し
て
残
っ
て

い
る
。

地
球
は
中
身
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ

た
球
体
構
造
で
、
中
は
高
温
・
高
圧
の

マ
グ
マ
が
対
流
し
、
中
心
部
に
は
コ
ア

と
呼
ば
れ
る
金
属
の
塊
が
あ
る
と
教
え

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
地
球
が
空

洞
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
た
な
い
と

説
明
の
難
し
い
事
象
が
多
く
存
在
す
る
。

例
え
ば

① 

海
溝
へ
潜
っ
て
い
く
と
、
計
算
よ
り

も
遙
か
に
速
く
重
力
が
弱
く
な
っ
て

い
く
。

② 

全
て
の
大
陸
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
方

向
へ
移
動
し
て
い
く
（
風
船
の
表
面

に
塗
っ
た
泥
を
乾
か
し
た
後
に
膨
ら

ま
せ
た
よ
う
に
）。

③ 

大
陸
上
の
起
伏
に
比
べ
れ
ば
穏
や
か

な
も
の
の
、
海
面
に
も
明
ら
か
な
高

低
差
が
あ
り
、
最
大
1
0
0
m
に
も

達
す
る
。
こ
れ
に
は
等
高
線
を
引
く

こ
と
が
可
能
で
、
常
に
一
定
で
不
変

で
あ
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
重
力

場
に
強
弱
が
存
在
し
て
い
る
（
こ
れ

は
内
側
の
空
間
の
山
脈
の
存
在
に
よ

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
）。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
科
学
の
目
で
見

て
も
今
の
地
球
科
学
を
支
え
て
い
る
理

論
が
存
外
に
弱
々
し
い
こ
と
が
分
か

る
。
逆
に
内
側
世
界
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
情
報
を
見
る
と
、
地
球
が
物
理
的
に

空
洞
で
あ
る
こ
と
が
必
然
と
思
え
る
よ

う
な
こ
と
が
多
々
あ
る
。

① 

内
側
世
界
の
人
々
は
平
均
身
長
7
m
。

植
生
も
動
物
も
非
常
に
サ
イ
ズ
が
大

き
い
（
内
側
世
界
は
そ
の
物
理
的
構

造
に
よ
り
、
重
力
が
地
上
よ
り
も
遙

か
に
弱
く
な
る
。
ま
た
、
電
磁
波
の

レ
ン
ズ
効
果
で
生
ま
れ
る
プ
ラ
ズ
マ

球
と
し
て
の
太
陽
が
24
時
間
照
っ
て

い
る
為
、
夜
が
な
い
た
め
植
物
が
よ

く
育
つ
）。

② 

前
述
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
迷
い
込
ん
だ

空
間
の
気
温
は
摂
氏
23
度
。
北
極
で

は
あ
り
得
な
い
数
値
で
あ
る
（
夜
も

季
節
も
無
い
空
間
で
あ
る
た
め
、
ど

こ
で
も
小
春
日
和
）。

③ 

人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
は
太
陽
よ
り
は

月
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、

内
側
世
界
で
は
時
間
を
計
る
唯
一
の

手
段
が
潮
の
満
ち
引
き
で
あ
る
。
こ

れ
は
内
側
の
世
界
か
ら
は
見
え
な
い

が
外
側
に
存
在
す
る
月
の
影
響
で
あ

る
（
実
は
地
上
人
の
ル
ー
ツ
は
地
下

世
界
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
?
）

現
代
の
地
上
の
科
学
で
は
、
地
下
世

界
の
存
在
を
検
証
し
よ
う
に
も
そ
こ
ま

で
の
掘
削
の
技
術
が
無
い
た
め
に
不
可
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能
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
下
世
界

の
存
在
を
前
提
に
置
く
と
、
地
球
科
学

の
謎
の
多
く
が
解
け
て
い
く
様
子
は
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
私
は
バ

ミ
ュ
ー
ダ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
地
下
と

地
上
を
繋
ぐ
何
か
が
あ
る
と
み
て
調
査

を
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

現
在
の
医
学
は
資
本
主
義
の
も
と
で

金
儲
け
で
き
る
技
術
に
偏
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
増
加
し
続
け
る
膨
大
な
医
療
費

も
許
容
の
と
こ
ろ
ま
で
下
が
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

常
識
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
だ
。

し
か
し
こ
れ
ら
も
次
第
に
表
に
出
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
19
名
、
合
計
34
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
二
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

神
様
が
い
る
ぞ

　
　
　
　
　

講
師　

池
田 

邦
吉 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

池
田
邦
吉
氏
は
1
9
4
7
年
東
京
生

ま
れ
。
1
9
6
9
年
東
京
工
業
大
学
建

築
学
科
卒
。

著
書
:

明
窓
出
版
よ
り
『
あ
し
た
の

世
界　

シ
リ
ー
ズ
P
・
1
～
P
・
4
』、

『
光
の
シ
ャ
ワ
ー
』、『
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム

ス
No
1
～
No
5
』
が
発
刊
済
。

手
翳
し
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
霊
気
ヒ
ー

リ
ン
グ
と
か
チ
ャ
ク
ラ
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

も
言
わ
れ
る
）
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、

同
じ
症
状
の
患
者
で
治
る
人
と
治
ら
な

い
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
治
る

人
に
は
守
護
神
が
い
て
、
そ
の
神
様
の

応
援
が
あ
る
。

人
は
肉
体
と
精
神
と
「
た
ま
し
ひ
:

魂
」
と
の
三
位
一
体
の
存
在
で
あ
っ
て

魂
は
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
で
あ
る
。

こ
れ
を
神
道
で
は
「
分
け
御
魂
」
と
い

う
。
人
は
神
が
作
っ
た
神
の
乗
り
物
で

あ
る
か
ら
、
誰
し
も
守
護
神
が
つ
い
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
で

病
気
が
治
ら
な
い
人
は
神
か
ら
見
放
さ

れ
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

神
々
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
方
が
、

病
気
が
治
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
分

っ
た
の
で
、
本
を
書
い
た
。

『
神
様
が
い
る
ぞ
』（
1
5
0
0
円
）

平
成
24
年
7
月
1
日
明
窓
出
版
よ
り
出

版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
す
る
と
神
様
・
そ
の
人

の
守
護
神
が
お
り
て
き
て
そ
の
守
護
神

と
情
報
交
換
す
る
。
そ
の
一
方
で
1 

9 

9 

3
年
か
ら
預
言
書
を
研
究
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
創
造
主the creator

が
ノ

ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
に
未
来
の
こ
と
を
教
え

た
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
創
造
主
の

概
念
が
日
本
に
無
い
の
で
困
っ
た
。
以

来
そ
の
創
造
主
が
ど
の
よ
う
な
神
で
あ

る
か
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
に
な

っ
た
。

資
料
No
1
の
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤

の
神
々
は
宇
宙
を
創
っ
た
神
で
あ
る
。

初
め
の
存
在
は
無
で
あ
る
。
自
分
を
認

識
出
来
な
か
っ
た
。

初
め
空
間
に
は
光
し
か
な
か
っ
た
。

意
識
体
の
み
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
あ
め

の
み
な
か
ぬ
ち
の
神
。

比
較
の
相
手
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

素
晴
ら
し
い
と
は
何
か
理
解
出
来
な
か

っ
た
。

意
識
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
一
部
は

全
体
よ
り
少
な
い
。
自
分
を
分
割
す
る

こ
と
で
こ
れ
と
あ
れ
が
存
在
す
る
よ
う

に
な
り
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
こ
れ
、
あ
れ
、
全
体
の
三

つ
が
発
生
し
た
。

石
こ
ろ
に
も
意
志
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
物
質
に
意
志
が
あ
る
。

神
は
初
め
光
を
つ
ま
ん
で
渦
を
作
っ

た
。
右
回
り
と
左
回
り
、
た
か
み
む
す

ひ
の
神
と
か
み
む
す
ひ
の
神
が
生
ま
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
電
子
、
陽
子
が

出
来
、
原
子
が
出
来
て
い
く
。

● �●



次
い
で
資
料
No
1
の

⑥ 

あ
め
の
と
こ
た
つ
ち
の
神
が
、
銀
河

系
の
中
に
星
々
を
創
っ
た
。

⑧ 

あ
め
の
と
よ
く
も
ぬ
の
神
は
天
之
床

立
地
の
神
の
分
神
。

⑩ 

く
に
の
と
こ
た
つ
ち
の
神
が
地
球
を

創
り
、
岩
盤
を
創
っ
た
。

⑰ 

つ
ぬ
く
し
ひ
の
神
と
⑱
い
く
く
ひ
の

神
は
生
命
発
生
の
神
。

こ
れ
ら
18
柱
の
神
々
が
集
ま
り
、
40

億
年
前
地
球
に
陸
地
を
創
る
た
め
の
会

議
を
行
っ
た
。

い
ざ
な
ぎ
気
、
い
ざ
な
み
実
は
そ
の

会
議
で
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的
存
在
で
あ

っ
た
。

創
造
主
た
ち
は
2
0
0
0
万
年
前
に

人
間
を
創
っ
た
。

1
9
0
0
万
年
前
、
シ
リ
ウ
ス
星
に

黄
色
系
人
類
が
創
ら
れ
、
プ
レ
ア
デ
ス

星
に
黒
人
、
白
人
が
創
ら
れ
た
。

や
が
て
プ
レ
ア
デ
ス
星
に
は
住
め
な

く
な
っ
た
の
で
他
の
銀
河
系
に
移
住
し
、

そ
の
後
地
球
へ
移
住
し
て
き
た
。

神
は
人
に
対
し
て
創
造
力
を
与
え
た
。

人
間
は
神
と
同
じ
波
動
で
出
来
て
い
る
。

人
間
を
作
る
こ
と
で
神
は
自
覚
し
た
。

あ
な
た
方
自
身
が
私
で
あ
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
忘
却
と
い
う
能

力
を
作
っ
た
。
自
分
（
神
）
を
知
る
た

め
に
は
自
分
で
な
い
も
の
を
対
極
に
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
ま
れ
る
時

は
そ
の
前
を
知
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。

天
の
う
ず
め
と
い
う
神
は
い
な
か
っ

た
。
後
年
の
人
が
作
っ
た
お
と
ぎ
話
で

あ
る
。

肉
体
と
精
神
に
つ
い
て
、
精
神
は
脳

に
は
な
い
。
人
は
死
ん
で
も
精
神
は
生

き
て
い
る
。

人
は
7
層
の
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
出

来
て
い
る
。
死
ん
で
も
同
じ
形
の
オ
ー

ラ
が
残
っ
て
い
る
。
神
は
ど
ん
な
形
に

も
な
る
。

日
本
で
は
宮
司
の
形
を
し
て
い
る
。

姫
達
は
十
二
単
衣
を
着
て
現
れ
る
。　

指
導
神
は
時
代
に
よ
り
変
わ
る
。

最
後
の
Q
&
A
の
時
間
に
ベ
ス
ビ
オ

火
山
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
来
年

（
平
成
25
年
）
に
爆
発
が
あ
る
だ
ろ
う

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

記
紀
に
登
場
す
る
神
々
に
つ
い
て
宇

宙
創
成
の
と
き
か
ら
の
役
割
を
示
さ
れ

た
。神

々
に
お
い
て
も
創
世
の
作
業
を
分

担
さ
れ
た
よ
う
で
こ
こ
に
八
百
万
の
神

が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
9
名
、
非
会

員
23
名
、
合
計
32
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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2-3）の連続撮影を検討する。最初は出ない
（ORBが写らない）、次も出ない。筆者らの場
合は、最大で8回目に出た（写る）。此の時、物
質にフラッシュ光（約1/1000sec）を当てると
反射、吸収、透過、原子内電子の軌道間移動
に基づく緩和（赤外、可視光の色、白色発光）
等が起きる。フラッシュを焚くと、撮影者自身
のバイオフォトンをも含めて、周囲の物質は、
フラッシュ光を吸収する（僅かに発熱する）。
つまり活性化する。これらは電磁波（赤外線）
として、あとで、物質から放出される事になる。
フラッシュが繰り返されて、周りの物質の活性
化が進み、空気中の赤外線（光）がORB形成
に必要なエネルギー量になると、ORBが写る
ことになるのであろう。さらには、撮影者のバ
イオフォトン（光、素粒子）と体外のORBとが
共鳴（共振）した時に、（3）の性質、つまり同一
条件撮影の時に、同一種類のORBが写る（出
る）様になるのであろう。

2-4）並びに（2）の水との親和性の解釈。大
気中の湿度によりORBが大量に起りやすくな
る。降雨により、大気中に電離が起きて、自由
電子がうまれ、これが励起されると、大幅に
ORBが出やすくなる。晴れた日の地球は（−）
に帯電しており、空からは（+）イオンが降下し
てくる。厚い雲がやって来て、雨模様になると、
雲の上側は（+）､ 下側は（−）に帯電し、雲の下
の地球は（+）に帯電する。雨が降り始めると、
空気中のイオンや電子等は活性化して（+）イ
オン、（−）イオン、自由電子が増す（プラズマ
形成）ことになる。地表面上にあるガンマー線

（自然放射能）も電離を進めている。
なお、上述の式（1）（2）のモデルは、サイ

（気）のモデルでもあるので、ORBとサイ「気」
は同一である。なお、ORB内のマンダラ状模
様は、ORBの構成要素（素粒子）の波の干渉縞
模様であり、サイ（気）のカオスアトラクター
の結果である、と判断している。
3-3）外気制御装置の概略

空気中に存在する気（サイ）は薄いので、集
積しないと、測定する事が出来ない。そこで、

外気制御装置（気エネマシン）を製作した。原
形は長野県、伊那市分杭峠の入野谷（瞑想室）
に設置（2006年）されており、6年後の現在も
駆動・使用されている。マシンはピラミッド、
水晶、無誘導コイル、磁石から成る。要点は、
太陽電池（p、nジャンクション）から来る電流
を無誘導コイルに作用させて零磁場を造り、
外気を集積させることにしてある。水の電気
伝導率変化を用いて測定したところ､ 中心か
ら半径約1.5mの円形オーラ状のエネルギーが
分布している事、並びに、水（気功水）のエネ
ルギーを測定したところ、E=1,38eVの活性
化エネルギー値を得た。これは赤外線領域の
波動（周波数）を意味している。つまり赤外線
の周波数域にマシンが集めた「気」が存在して
いる。

さらに指尖脈波測定装置（複雑系カオス解
析）を用いて、瞑想室入居前後（30分）の生体
内の気の流れを計測したところ、カオスアトラ
クターの変化が認められ、フラクタル次元D2
の減少（チャクラ、ツボからの光子放出部数の
減少）として計測された。以上を基にして、現
在は、ORBから得られる条件を加算した改良
型「気エネマシン」装置を製作してテストして
いる。つまり、外気（ORB）の応用・実用化を
含めて検討している。

サイ（気）としての現象を生起させる為には、
零を加算させて活性化させる。つまり零を累
積、活性化させ、不安定な状態（変換点）を造
る。そして、意念（ASC）によって未知現象（サ
イ、超常現象）を生起させる。此の時、同時に
カオス現象も生起してきて、機能することにな
る。意識の面をみると、ORBならびに気エネ
マシンともに、変性意識状態（ASC）で現象を
生起させることになる。つまり、願い事を内に
秘めて、知性や理性を薄めて意識を変性させ、
無意識に近い変性意識状態（ASC）になり、リ
ラックス集中する事が求められている。以上、
気エネマシンとORBは機能的に同一である、
と考えられる（残念ですが、ORBの写真は、
省略させていただきました）。
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2-4）明暗の境目、水との親和性
夕方や朝方の明暗の境目の時間帯。雨の降

り始め、または降り止めの折り目（境目、分岐
点）の時間帯はORBが撮れやすい。また滝壺
の付近で水しぶきが降っている場面でも、背
景が暗い場合にはORBが写り易い。一例とし
て、写真5～6を示す。2012年7月6日、夕方、
小雨後、福島市、瀧洞神社。強い白色発光体
状でヘイローのあるORB、干渉縞を持っては
いるが非対称で凸凹を含むマンダラ状をしめ
すORB、黒い目を持つORB、強い光の色違い
のORB、等が撮影されている。
2-5）米国の実験例

米国のM. LedwithとK. Heinemann（2007）
らによると、ORBは次の（1）～（3）の性質を持
つという。（1）撮影を継続すると、ORBの出現
回数は大幅に増加する。初期には50回に一回
位であったのが、約10万枚を超す現在では、
10倍程度も増加している。（2）夕方で薄暗い時
に写り易い。特に雨模様で湿度が高い時に写
りやすい。しかし、室内でも背景が薄暗い（黒
色）場合に写り易い。（3）ある一定の条件下で
は、同一種類のORBが写る傾向がある。

3．検討と考察
3-1）ORBのモデル

ORBは、カメラの操作や撮影上のミスで生
成する場合が多いと言う。しかし本物もあり、
ORBは「知性や理性をもった意識体である」、

「スピリットの投影である」等の意見や主張も
多い。ORB像の出現や撮影状況は、実験内容
から見て「撮影者とORBとの間に相互関係（作
用）がある」と判断出来るので、一種のマクロ
PKであると言えよう。PKの場合、関与する
物質はサイ（気）であり、サイ（気）には物質的
な面と意識的な面があり、ORBも同一である。
筆者らは、外気並びにORBの物理的な性質を
式（1）（2）で表示している。意識に反応する面
がプラズマとは異なり、サイ（気）としての、
情報と機能を持っている。サイ（気）の概略を
あげる。素粒子類似で波動性と粒子性を相補

的に持っている。つまり波動であり、粒子でも
ある。姿や形は不定で、非局所的に空間に広
く拡散分布している。異なる波が、もつれあっ
て、曖昧な状態で空間に幅広く拡散して存在
しているが、観測・測定によって確率的に位
置を固定（出現）する。また時間や空間の枠組
みをこえて存在する性質がある。つまり距離
に関係なく､ 遠方まで、瞬間的に移動する。
此の時の搬送波としては、縦波（スカラー波、
音）と横波（電磁波）が用いられている。エネル
ギー源としては、原子核の中の不安定な中性
子の崩壊の時のエネルギーを使うことになる。

報告されているORB並びに自ら撮影した約
880枚の写真（12年10月現在）を都合良く説明
する為にモデル（仮定）を設定する。

（ORB）=（PSI-pair群）+｛ バイオフォトン群
（微細身素粒子群）｝・・・式（1）

（PSI-pair群）=（陽電子）+（電子）+（微細身
素粒子群）・・・・・・・式（2）

陽電子は宇宙から降り注ぐ宇宙線の中にも
あり、さらに、陽子過多を持つ不安定な原子
核のなかの中性子のベータ崩壊時に生成され
る、と言われている。電子は空気中で割合に
安定に存在している。微細身素粒子とは身体
を取り巻くオーラ、またはバイオフォトンの一
種で、周波数の異なる多重多層の光子群から
なる。これらは「+」（陽）と「−」（陰）が混ざり
合って、大きな群を形成し、全体としては「中
和」の状態にある。
3-2）ORBの出現

上述の2-1）、2-2）はORBがスピンを伴っ
た素粒子群の集団として曖昧な状態で存在し
ており、煙（実体）に上載せして形成される事。
つまり式（1）、（2）の状態にある事を意味して
いるのであろう。上述の2-5）の（1）の解釈。
ORB出現が10倍ほども増加したとのことであ
るが、これは感覚が次第に増して鋭敏になり、
ORBがそこに（近くに）居る事が判る（みえる）
様になった為であると考えられる。
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1．はしがき
オーブ（ORB）は、条件さえ選べば、誰にで

も撮れるという。このORB出現が端緒となっ
て、精神世界の可視化と大衆化が実現・進行
する可能性がある。過去に、顕微鏡の発明

（1965、R. Hook）によって細胞が発見され、こ
れが端緒になって近代生物、生理学にまで発
展・成長した。同様にデジタルカメラの発明
によってORBが発見され、これが端緒になっ
て近代精神科学（新分野）樹立に役立つ事にな
るかもしれない。

オーブを出現させる為には、（1）赤外線領域
を写せるデジタルカメラを用いてフラッシュ撮
影する。（2）ORBの出現をもとめて、無心にな
り、リラックス集中の状態でシャッターをきる。

（3）宇宙神（SG）の助けを求める、の3条件が
必要であると判断されている。本稿では、主
として、出現条件の物質的な面を扱う。

2．出現の物質的な面
2-1）打ち上げ花火の煙

一例としての写真1と写真2をみる。2012年
7月28日（土）、晴れ、夜7:30～8 :00、福島市
の花火大会場でフラッシュ撮影されたもので
ある。日没後の天空に開いた打上げ花火から
煙が飛び散り、それが消えかかった部分に、
空と煙と円形煙状のORB群とが、三者が区別

し難い程の曖昧な状態で撮影されている。な
お写真2に示す様に、球の中心が透き通って
見えるドーナツ型のORB像もある。
2-2）物質群とORB群の境目

一例として、写真3と写真4を示す。上述と
同一の花火大会で、水平方向に向けてフラッ
シュ撮影されている。乳白、青（小球）、赤（小
球）と様々な色合いのORBがあり、大小様々
なORBが、多量に、撮影されている。発光の
強い白色ORBにはヘイロー（halo）があり、さ
らに、非対称的なマンダラ状の干渉縞模様や、
核らしい模様を内側に持つORBもある。特徴
的なこととして、写されているORBの全部が
ほぼ同一の模様（パターン）を持つ様子である。
さらに、特徴的なこととして、地平線付近の
人物（物質）とORBとヤミ（空間）は、其々が区
別出来ないほどに不鮮明な状態（ボケル）で入
り混じって存在している。
2-3）繰返し撮影の効果

夕方の時間帯、または朝の時間帯になると
ORBは出現しやすくなり、写り易い。しかし、
それらの折り目の時間帯（分岐時間帯）でも、
写らない場合がある。こんなときにどうすれば
よいか。経験として、同一場面を繰り返し、
繰り返しフラッシュ撮影する。するとORBが
撮れる。しかし出現後、暫くすると、また撮れ
なくなる。次に、繰り返すと撮れる様になる。

オーブ（ORB）の出現についてオーブ（ORB）の出現について
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日
時　

平
成
25
年
4
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※
三
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ
「
自
然
治
癒
力
に
つ
い
て
」

日
時　

平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

�

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
・
日
本
空
中

現
象
調
査
委
員
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
予
告

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育

　
　
　
　
　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

論
理
的
で
難
し
い
事
柄
は
、
図
・
記

号
・
数
式
等
を
使
っ
て
、
全
体
の
内
容

を
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
説

明
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
記
号
や
数

式
を
多
用
す
る
の
は
、
正
確
に
内
容
を

伝
え
る
の
に
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
分
割
し
て
説
明
し
そ
れ
を

統
合
す
る
の
は
、
こ
れ
し
か
方
法
を
考

え
付
か
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
記

号
や
数
式
表
現
は
抽
象
的
で
分
か
り
に

く
く
、
1
つ
の
全
体
を
分
割
す
る
説
明

も
全
体
の
意
味
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。

人
の
目
で
見
た
一
瞬
の
景
色
を
、
言

葉
だ
け
で
他
の
人
に
伝
え
る
こ
と
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
伝
え
る
に
は

ど
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
た
言
葉
が
要

る
か
、
こ
れ
を
想
像
す
る
だ
け
で
視
覚

や
イ
メ
ー
ジ
の
伝
達
の
力
が
推
し
量
れ

ま
す
。
講
演
内
容
は
、
今
ま
で
理
解
す

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
内
容
を
、
色

と
動
き
を
加
え
た
イ
メ
ー
ジ
に
し
て
、

見
る
だ
け
で
エ
ッ
セ
ン
ス
を
瞬
間
的
に

伝
え
る
方
法
及
び
実
際
の
豊
富
な
内
容

に
つ
き
述
べ
る
も
の
で
す
。
現
在
の
教

育
の
危
機
を
救
う
有
力
な
も
の
で
す
。

※
近
年
大
き
な
書
店
へ
行
く
と
、
中
学

や
高
校
の
数
学
の
解
説
書
、
ま
た
一
般

向
け
の
数
理
能
力
を
高
め
る
書
籍
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
御
講
演
は
よ
り
分
か

り
や
す
い
解
説
と
人
生
や
日
常
生
活
に

関
連
づ
け
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
浪
平
博
人
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
17
年
2
月
21
日
生
ま
れ

広
島
大
学　

工
学
部
卒　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
入
社　

21
年
間
勤
務

そ
の
後
大
学
に
う
つ
り
、
大
妻
女
子
大

学
教
授
、
平
成
24
年
退
職

情
報
工
学
者　

工
学
博
士　

技
術
士

（
情
報
処
理
）

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

日
時　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
千
島
学
説
と
は
」
腸
内
造
血

説
・
細
胞
新
生
説

　
　
　
　
　

講
師　

酒
向　

猛 

氏

日
時　

平
成
25
年
3
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

● ❷●



　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
例
会
の
お
知
ら
せ

根
源
の
音
―
声
に
出
し
て
歌
う

和
歌

　
　
　
　
　

講
師　

伊
藤 

一
夫 

氏

日
時　

平
成
25
年
4
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
現
代

　
　
　
　
　

講
師　

和
田 

高
幸 

氏

日
時　

平
成
25
年
5
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

報
告第

17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
テ

ー
マ
「
2
0
1
2
・
12
・
21
ア
セ
ン
シ

ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
」
で
12
月
21
日
に
開

催
。
6
名
の
論
客
に
よ
る
ア
セ
ン
シ
ョ

ン
講
演
と
三
味
線
ロ
ッ
カ
ー
早
乙
女
和

完
の
即
興
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
5
年
前

か
ら
12
・
21
あ
る
い
は
12
・
22
に
行
っ

て
き
た
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
こ
の
回
を
も
っ
て
終
了
!

2
0
1
3
年
春
は
、
従
来
科
学
の
枠

組
み
を
超
え
た
「
異
能
科
学
（
マ
ー
ジ

ナ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

即�

興
演
奏

早
乙
女
和
完
（
三
味
線
ロ
ッ
カ
ー
）

岩�

崎
士
郎（
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）

「
魔
術
と
反
重
力
」

浅
利
幸
彦
（
作
家
）

「
悪
魔
的
未
来
人
と
天
使
的
未
来
人
」

田
戸
純
子

　

（
ワ
ン
ネ
ス
フ
ー
ド
協
会
代
表
）

「
心
・
身
体
・
魂
が
喜
ぶ
料
理
と
は

・
・
・
」

ロ
ン
・
薄
葉

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
ラ
ー
）

「
オ
ー
ブ
と
次
元
魂
上
昇
」

井
上
恒
弘
（
宇
宙
生
命
研
究
所
所
長
）

「
宇
宙
語
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
連
合
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

密
教
開
運
術
（
つ
づ
き
）

「 

強
運
の
成
長
戦
略
提
言　

～
氣

を
高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
～
」

　
　
　
　
　

講
師　

松
永 

修
岳 

氏

（ 

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

運
は
見
え
な
く
て
も
、
感
じ
る
こ
と

な
ら
で
き
る
。

1�

．「
流
れ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
運
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2�

．
流
れ
が
変
わ
る
地
点
に
運
は
必
ず

い
る
。

3�

．
流
れ
を
変
え
ら
れ
る
人
こ
そ
運
を

呼
べ
る
人
。

4�

．
密
教
の
阿
闍
梨
は
流
れ
を
変
え
る

名
人

5�

．
護
摩
と
風
水
が
流
れ
を
変
え
る
最

強
の
方
法

6�

．
見
え
な
い
が
「
有
る
」
と
い
う
も

の
を
体
感
す
る
と
運
に
好
か
れ
る

7�

．
運
に
好
か
れ
る
人
は
「
変
化
」
に

気
づ
く
力
を
持
っ
て
い
る

●❸ ●



◎
儲
か
る
人
に
な
る
鉄
則

お
金
に
縁
の
な
い
人
は
、
儲
か
る
商

売
を
探
す

お
金
に
縁
の
あ
る
人
は
、
儲
け
て
い

る
人
を
探
す

言
葉
を
使
い
分
け
る
と
運
は
良
く
な
る

◎
“
時
代
”
と
“
世
代
”
の
違
い

→
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
て
い
く
の
が

“
時
代
”、
い
つ
ま
で
も
つ
き
ま
と
っ
て

い
る
の
が
“
世
代
”

◎
“
欲
望
”
と
“
欲
”
の
違
い

→
本
当
に
欲
し
い
物
を
手
に
入
れ
た
い

の
が
“
欲
望
”、
本
当
は
い
ら
な
い
も

の
な
の
に
手
に
入
れ
た
い
の
が
“
欲
”

運
の
悪
い
人
は
言
葉
の
使
い
分
け
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自

分
の
感
情
と
行
動
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

◎
お
金
持
ち
と
は
ど
ん
な
人
か

お
金
を
貯
め
て
い
る
人
は
お
金
持
ち

で
な
い
人

お
金
を
貯
め
る
必
要
の
な
い
人
が
お

金
持
ち

◎
“
人
生
”
と
“
生
活
”
の
違
い

ゆ
と
り
の
あ
る
時
に
考
え
る
の
が

“
人
生
”、
ゆ
と
り
の
な
い
時
に
考
え
る

の
が
“
生
活
”

◎
“
余
暇
”
と
“
休
暇
”
の
違
い

疲
れ
を
取
る
の
が
“
休
暇
”、
疲
れ

る
の
が
“
余
暇
”

☆
招
運

い
い
運
を
「
招
く
」
こ
と
か
ら
幸
せ

は
始
ま
る

1
．
迎
運

・
運
の
集
ま
る
所
に
自
ら
赴
く

・�

運
は
待
っ
て
い
て
も
来
な
い
。
運
を

迎
え
に
行
く

・
運
は
お
迎
え
す
べ
き
何
か

2
．
招
運

・�

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
へ
運
を
迎
え
に
行

き
、
家
や
会
社
ま
で
連
れ
帰
っ
て
来

て
は
じ
め
て
招
運
と
い
う

・�

現
地
で
何
か
物
を
買
っ
て
帰
る
こ
と

が
大
事

　

�

例
：
湧
水
や
そ
の
土
地
の
氣
が
入
っ

て
い
る
物

◎
運
を
招
く
た
め
に
心
が
け
る
こ
と

（
1
）
運
に
好
か
れ
る
人
に
な
る
た
め
に

人
間
力
を
磨
く

→�

運
が
「
こ
の
人
の
た
め
な
ら
力
に
な

っ
て
あ
げ
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
人

間
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
事

→�

見
返
り
を
求
め
ず
に
人
の
役
に
立
と

う
と
行
動
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ

て
自
分
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
が
自

然
に
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く

（
2
）
悩
み
事
を
抱
え
て
い
る
人
は
喫
茶

店
に
連
れ
て
行
く

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を
回
避
す
る

　

�

自
宅
に
悩
み
事
を
抱
え
て
い
る
人
を

招
い
て
は
い
け
な
い

　

悩
み
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
淀
ん
だ
状
態

　

�

悩
み
は
公
共
性
の
高
い
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
で
聞
く
の
が
良
い

（
3
）
運
の
い
い
人
の
ふ
り
を
す
る
と
運

を
招
く
こ
と
が
で
き
る

　

�

運
の
い
い
人
は
年
齢
よ
り
若
く
見
ら

れ
や
す
い

　

元
気
そ
う
に
見
え
る
よ
う
に
す
る

（
4
）
早
寝
早
起
き
を
し
て
朝
日
を
浴
び

る
こ
と
は
運
を
招
く

　

運
は
寝
て
い
る
間
に
養
わ
れ
る

　

不
眠
は
運
が
逃
げ
る

　

�

気
分
よ
く
起
き
、
朝
日
を
浴
び
る
と

運
が
や
っ
て
く
る

（
5
）
部
屋
を
き
れ
い
に
片
づ
け
て
、
い

い
運
を
お
迎
え
す
る
準
備
を
す
る

　
�

招
運
に
は
お
迎
え
す
る
「
心
が
け
」

と
「
お
も
て
な
し
の
仕
方
」
が
あ
る

　

�

運
は
玄
関
が
汚
れ
て
い
る
と
真
っ
先

に
逃
げ
て
し
ま
う

　

�

お
金
に
縁
が
な
く
な
る
玄
関
は
高
低

差
が
な
い

　

�

オ
フ
ィ
ス
の
招
運
法
：
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
は
広
く
明
る
く
、
華
や
か
に
す
る

3
．
育
運

・
風
水
と
は
招
い
た
運
を
育
て
る
技
術

・�

人
を
取
り
巻
く
環
境
は
人
生
ま
で
も

変
え
て
し
ま
う

（
1
）
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
を
つ
く

る
こ
と
が
育
運
の
基
本

・
風
水
の
良
い
場
所
で
人
も
脳
も
育
つ

・�

心
も
脳
も
身
体
も
「
快
」
の
状
態
に

な
っ
た
時
に
運
は
育
つ

・�

環
境
の
も
つ
情
報
が
脳
に
入
力
さ
れ
、

脳
処
理
し
「
行
動
」
や
「
考
え
方
」
と

い
う
形
で
出
力
さ
れ
る

◎�

人
生
と
は
脳
が
出
力
し
た
結
果
の
集

大
成

（
2
）
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
れ
ば
新

し
い
氣
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
運
は
育

つ
・�

読
ま
な
い
本
、
い
ら
な
い
服
は
捨
て

る
（
3
）
い
い
眠
り
が
運
を
育
て
る

・
風
水
の
い
い
氣
場
で
寝
る

・�

朝
起
き
た
瞬
間
か
ら
活
力
が
湧
い
て

く
る
寝
室
で
寝
る

（
4
）
免
疫
力
を
上
げ
る
リ
ビ
ン
グ
の
風

水
を
良
く
す
る
と
運
は
育
つ

・
リ
ビ
ン
グ
は
疲
れ
を
癒
や
す
場
所
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・�
リ
ビ
ン
グ
と
玄
関
と
寝
室
を
整
え
れ

ば
、
7
割
が
た
運
は
良
く
な
る

・�

リ
ビ
ン
グ
に
古
い
物
、
暗
い
物
、
安

い
物
を
置
い
て
は
い
け
な
い

（
5
）
緑
を
積
極
的
に
リ
ビ
ン
グ
や
ダ
イ

ニ
ン
グ
に
取
り
入
れ
る
と
運
は
育
つ

（
6
）
健
康
運
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
キ
ッ

チ
ン
で
育
つ

◎
オ
フ
ィ
ス
の
育
運
法

（
1
）
社
員
の
や
る
気
や
社
運
を
伸
ば
し

た
い
な
ら
ば
、
机
を
大
き
く
す
る

（
2
）
書
類
は
横
積
み
し
な
い
で
縦
に
並

べ
る

（
3
）
オ
フ
ィ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
色
は
青

と
緑

　

�

営
業
の
人
は
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
で
営

業
運
を
育
て
る

4
．
育
運
体
質
を
つ
く
る

・�

肩
を
す
ぼ
め
た
り
背
中
を
丸
め
て
歩

か
な
い

・�

背
筋
を
伸
ば
し
、
腹
に
力
が
集
ま
っ

て
く
る
姿
勢
を
常
に
つ
く
る
と
育
運

に
な
る

・
朝
と
夜
の
習
慣
を
変
え
る

・
生
活
を
朝
型
に
変
え
る

・
寝
る
前
に
朝
着
る
服
を
用
意
す
る

☆
開
運

　

運
を
開
く
コ
ツ
と
テ
ク
ニ
ッ
ク

（
1
）
開
運
に
必
要
な
の
は
気
づ
き
と
発

見
（
2
）
感
動
で
心
を
ふ
る
わ
せ
た
時
、
開

運
し
て
い
る

（
3
）
生
ま
れ
て
初
め
て
の
こ
と
に
挑
戦

す
る

　

�

今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
何
か
に

挑
戦
で
き
る
人
は
運
に
好
か
れ
る

��������

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

（
4
）
気
づ
き
を
引
き
出
す
瞑
想
は
開
運

法
で
あ
る

　

�

食
事
を
と
る
よ
う
に
自
然
に
毎
日
瞑

想
を
す
る
と
、
運
を
感
じ
る
力
、
流

れ
を
変
え
る
力
が
つ
い
て
く
る

（
5
）
満
月
を
見
つ
め
、
満
月
を
感
じ
、

満
月
に
祈
る

　

�

開
運
と
は
幸
福
へ
向
か
っ
て
い
く
扉

で
す

　

�

幸
運
の
女
神
と
は
満
月
の
こ
と
で
す

開
運
の
先
に
あ
る
満
月
を
意
識
し
、

満
月
護
摩
に
参
加
す
る
と
、
開
運
の

扉
は
ひ
と
り
で
に
開
き
ま
す

（
6
）
好
奇
心
を
高
め
る
と
開
運
体
質
に

な
れ
る

　

�

お
も
し
ろ
い
こ
と
を
察
知
す
る
ア
ン

テ
ナ
を
立
て
て
お
く

（
7
）
開
運
体
質
を
持
っ
て
い
る
人
は
変

化
を
恐
れ
な
い
人

　

�

歴
史
が
動
く
時
や
人
生
の
分
岐
点
に

は
運
が
大
き
く
開
い
て
く
る
も
の
で

す

　

�

そ
の
時
こ
そ
開
運
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

☆
幸
運

人
と
分
か
ち
合
う
こ
と
で
運
は
持
続

で
き
る

運
が
い
い
状
態
が
持
続
す
る
幸
運
体

質
の
つ
く
り
方

（
1
）
利
他
的
な
行
動
を
す
る

　

�

誰
か
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と
が

運
を
持
続
す
る

　
�

招
運
、
育
運
、
開
運
は
一
人
で
で
き

る
が
、
幸
運
は
相
手
が
い
る

（
2
）
思
い
が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
幸

運
の
秘
訣

　

�

サ
プ
ラ
イ
ズ
に
は
人
を
喜
ば
せ
た
い

気
持
ち
が
詰
ま
っ
て
い
る

（
3
）
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
支
援
協
力
す
る

（
4
）
運
の
い
い
人
と
つ
き
あ
う

①�

幸
運
を
維
持
す
る
た
め
の
毎
日
の
習

慣
・�

電
話
で
話
す
と
き
は
、
明
る
い
声
を

心
が
け
る

・
何
事
も
楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

・�

人
に
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
、
人

に
会
う
こ
と
を
趣
味
に
す
る

・
つ
ね
に
感
謝
す
る

・�

毎
週
3
日
以
上
、
午
後
10
時
に
は
寝

て
、
良
質
の
睡
眠
を
取
る

・�

つ
ね
に
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
を
失
わ
な

い
②
強
運
に
な
る
た
め
の
方
法

（
1
）
自
分
の
専
門
性
を
高
め
る

（
2
）
30
日
間
、
朝
日
と
共
に
目
覚
め
る

と
、
強
運
が
手
に
入
る

（
3
）
誰
も
ま
だ
や
っ
て
い
な
い
こ
と
か

や
っ
て
い
る
人
が
ご
く
わ
ず
か
し
か

い
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と

強
運
に
な
る

☆
開
運
仕
事
術

（
1
）
迎
運　

ア
ド
レ
ナ
リ
ン　

行
動
力

（
2
）
招
運　

ド
ー
パ
ミ
ン　

イ
メ
ー
ジ

脳
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
脳

（
3
）
育
運　

セ
ロ
ト
ニ
ン　

共
感
脳
、
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人
脈
力

（
4
）
開
運　

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン　

認
知

機
能
、
ひ
ら
め
き

（
5
）
幸
運　

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン　

幸
運

脳
（
6
）
強
運　

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン　

仕

事
脳

★
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
社
会
が
抱
え
て

い
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
仕
事
や

事
業
を
、
経
済
の
柱
と
す
る
方
向
へ
と

必
ず
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
さ
に
、
こ
れ
が
「
人
を
幸
せ
に
す

る
経
済
」
の
始
ま
り
を
も
た
ら
す
も
の

で
す
。

「
人
々
を
幸
せ
に
す
る
経
済
」
は
、
民

衆
を
救
い
、
世
の
中
を
平
和
に
治
め
る

基
盤
と
な
る
経
済
で
す
。

そ
れ
が
「
経
世
済
民
」
の
実
現
で
す
。

災
難
や
不
運
は
幸
福
を
一
瞬
に
し
て

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

幸
福
を
持
続
可
能
に
す
る
に
は
、
絶

対
に
「
運
」
が
必
要
で
す
。

★
運
こ
そ
実
力

不
確
実
で
不
透
明
に
益
々
な
っ
て
い

く
時
代
こ
そ
運
を
管
理
し
、
運
を
鍛
え
、

運
が
味
方
し
な
い
と
、
す
べ
て
が
水
の

泡
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
運
を
高
め
る
こ
と
が

最
重
要
に
な
り
ま
す
。

「
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト（
運
の
管

理
）」
と
い
う
考
え
方
が
こ
れ
か
ら
は

重
要
に
な
り
ま
す
。

運
が
良
く
な
る
と
、
チ
ャ
ン
ス
を
創

り
出
す
こ
と
が
う
ま
く
な
り
、
災
難
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。幸

運
が
な
け
れ
ば
成
功
し
ま
せ
ん
し
、

成
功
が
な
け
れ
ば
幸
運
も
や
っ
て
き
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
仕
事
で
も
、

運
に
好
か
れ
る
人
だ
け
が
残
る
で
し
ょ

う
。
努
力
が
結
果
に
結
び
つ
く
と
は
限

ら
な
い
時
代
を
、
我
々
は
生
き
て
い
ま

す
。

仕
事
力
＝
思
考
×
意
欲
×
脳
力
（
以
上

実
力
）+
運

努
力
と
実
力
を
結
果
に
結
び
付
け
る

力
こ
そ
「
運
」
な
の
で
す
。「
運
」
に
は

流
れ
を
変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

「
運
の
管
理
」
と
「
運
の
成
長
戦
略
」

が
、
こ
れ
か
ら
成
功
す
る
に
も
幸
福
に

な
る
の
に
も
必
須
条
件
と
い
え
ま
す
。

★
運
の
い
い
人
の
特
徴

（
1
）
社
交
性
が
あ
り
、
人
脈
が
広
い

（
2
）
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
働

く

（
3
）
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
勇
気
と
決
断

力
が
あ
る

（
4
）
変
化
を
起
こ
せ
る

　

�

流
れ
が
悪
く
な
れ
ば
、
そ
の
場
か
ら

去
っ
た
り
、
流
れ
を
改
善
で
き
る

（
5
）
い
つ
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て

も
い
い
よ
う
に
行
動
を
考
え
て
い
る

★
感
動
を
育
て
る
と
運
が
強
く
な
る

・�

過
去
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
再
現
す

る
と
、
運
が
強
く
な
る

・�

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
ド
ー
パ
ミ
ン
を
分
泌

し
、
強
運
へ
と
導
く

★�

運
を
良
く
し
た
け
れ
ば
、
ま
ず
部
屋

を�

き
れ
い
に
す
る
こ
と
だ

・�

自
分
の
家
や
部
屋
は
、
家
族
や
自
分

の
心
を
つ
く
る

・
心
の
状
態
が
部
屋
だ

・
部
屋
の
状
態
が
運
の
状
態
だ

・
部
屋
を
見
れ
ば
、
運
氣
が
分
か
る

★�「
影
響
力
の
あ
る
人
と
出
会
う
こ
と
」

と
そ
の
「
関
係
性
を
育
て
る
こ
と
」

「
運
を
招
き
入
れ
る
こ
と
」
と
「
運
を

育
て
る
こ
と
」

人
生
を
変
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
二

つ
が
重
要
な
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

実
用
の
場
の『
水
』
を
捉
え
て
十
余
年

そ
の
治
験
結
果
か
ら
学
び
、
理
論
体

系
化
し
た
実
用
の
水
の
新
分
析
手
法

　
　
　
　
　

講
師　

中
島 

敏
樹 

氏

私
は
水
を
集
団
で
捉
え
た
と
き
に
、

何
が
見
え
て
く
る
の
か
、
こ
の
辺
の
と

こ
ろ
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
い
ま
す
。
一
番
最
初
に
何
故
集
団
な

の
か
?　

実
は
水
の
集
団
と
は
「
命
の

始
ま
り
」
で
あ
る
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の

科
学
者
の
オ
パ
ー
リ
ン
さ
ん
が
生
命
起

源
モ
デ
ル
の
液
滴
と
し
て
の
「
コ
ア
セ

ル
ベ
ー
ト
」
の
理
論
を
出
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

一
番
最
初
は
水
の
集
団
が
基
本
と
な

っ
て「
コ
ア
セ
ル
ベ
ー
ト
」（
生
命
起
源

モ
デ
ル
の
液
滴
）
が
で
き
た
、
さ
ら
に

そ
う
い
う
も
の
が
集
ま
っ
て
、
集
団
は

み
ず
か
ら
の
新
し
い
リ
ズ
ム
を
産
み
な

が
ら
、
命
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
。
分
子
生
物
学
者
の

方
が
、
最
終
的
に
は
「
サ
ム
シ
ン
グ
・

グ
レ
ー
ト
（Som

ething�Great

）」
と
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い
う
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
か

ら
日
本
で
は
、「
い
の
ち
」
と
い
う
も
の

は
お
の
ず
か
ら
わ
い
て
き
た
も
の
だ
、

と
と
ら
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
私
は
、「
集
団
と
い

う
の
は
個
性
の
集
合
で
は
な
い
。
A
、

B
、
C
が
あ
れ
ば
、
A
+
B
+
C
と
い

う
形
で
は
な
く
、
A
が
B
と
か
け
算
に

な
っ
た
り
、
割
り
算
に
な
っ
た
り
、
指

数
的
な
計
算
に
な
っ
た
り
と
、
非
常
に

面
白
い
変
化
を
す
る
。」
と
捉
え
て
お
り

ま
す
。

そ
れ
で
こ
れ
か
ら
お
話
を
す
る
中
で
、

「
集
団
の
力
」
と
い
う
言
葉
を
と
き
ど

き
使
い
ま
す
が
、「
集
団
の
力
」
と
い
う

の
は
、
集
団
維
持
の
恒
常
性
、
す
な
わ

ち
集
団
が
あ
る
構
成
を
し
て
い
る
と
、

そ
の
安
定
し
て
い
る
状
態
を
い
つ
ま
で

も
維
持
し
た
い
と
い
う
力
が
働
き
ま
す
。

水
の
集
団
は
階
層
構
造
が
考
え
ら
れ
、

ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
は
水
の
水
素
結
合
か
ら
出

来
て
お
り
、
同
じ
時
間
の
中
で
水
分
子

が
何
個
集
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
だ
い
た
い
4
個
～
数
十
個
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
最
近
の
説
で
は
、
西
本

右
子
博
士
の
研
究
で
は
21
個
が
一
番
多

く
、
川
田
薫
博
士
の
研
究
で
は
水
は
階

層
構
造
で
、
一
次
粒
子
は
2
5
0
個
で

2
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー（
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
は

1
ミ
リ
の
百
万
分
の
一
）
の
大
き
さ
の

集
団
、
2
次
粒
子
は
20
ナ
ノ
メ
ー
タ

ー
の
大
き
さ
の
集
団
、
3
次
粒
子
は

1
0
0
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
の
集

団
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
「
集
団
振

動
論
」
で
は
、
水
は
数
千
万
個
～
数
億

個
の
集
団
が
、
1
0
0
～
2
0
0
ナ

ノ
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

��������
（
デ
ジ
タ
ル
2
）

水
の
H

2
O
分
子
は
、
い
ろ
い
ろ
な
物

性
値
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
理
論
科
学
に

お
け
る
分
子
の
顔
で
あ
り
“
性
質
”
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
奥
に
も
う
一
つ
集

団
の
顔
と
し
て
の
「
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

は
、
実
用
科
学
に
お
け
る
水
の
集
団
の

“
性
格
”
に
あ
た
り
ま
す
。

物
質
に
も
存
在
形
態
の
階
層
構
造
が

あ
り
、
第
一
階
層
（
6
つ
の
ク
オ
ー
ク
、

6
つ
の
レ
プ
ト
ン
）、
第
二
階
層（
陽
子
、

中
性
子
、
原
子
核
）、
第
三
階
層（
原
子
、

分
子
、
有
機
化
合
物
）、
第
四
階
層
（
固

体
、
液
体
、
気
体
、
プ
ラ
ズ
マ
、
液
晶
、

コ
ロ
イ
ド
、
金
属
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、

半
導
体
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
有
機
物
質
、

核
酸［
D
N
A
、
R
N
A
］、
タ
ン
パ
ク

質
、
酵
素
）、
第
五
階
層
（
宇
宙
、
地
球
、

生
物
、
人
間
、
社
会
、
機
械
）
の
5
つ

で
す
。
ま
た
宇
宙
の
成
り
立
ち
も
同
じ

よ
う
に
階
層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

階
層
構
造
は
自
然
界
の
秩
序
造
り
の
方

式
な
の
で
す
。

水
は
隙
間
だ
ら
け
の
階
層
構
造
に
な

っ
て
お
り
、
水
集
団
は
73
%
が
空
所
の

ス
カ
ス
カ
状
態
で
す
。
通
常
、
球
体
の

最
近
接
充
填
は
12
個
と
な
り
ま
す
が
、

水
の
最
近
接
充
填
は
4
～
5
個
な
の
で
、

ま
だ
他
の
分
子
も
い
く
つ
か
近
接
す
る

余
裕
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
溶
解
作
用

に
つ
な
が
り
ま
す
。

コ
ロ
イ
ド
、
電
荷
、
イ
オ
ン
、
誘
電

体
の
定
義
を
お
話
し
し
ま
す
。

◎
コ
ロ
イ
ド
と
は

1
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
～
1
ミ
ク
ロ
ン
程

度
の
大
き
さ
の
コ
ロ
イ
ド
粒
子
が
液
体

に
溶
け
て
い
る
場
合
『
コ
ロ
イ
ド
溶
液
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
。�
コ
ロ
イ
ド
粒
子
は

そ
の
種
類
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
あ
る
い
は

マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。

珪
酸
塩
鉱
物
（
ミ
ネ
ラ
ル
）
コ
ロ
イ
ド

は
表
面
に
マ
イ
ナ
ス
を
帯
び
『
表
面
印

電
荷
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◎
誘
電
と
は

電
場
を
印
加
す
る
と
、
内
部
に
持
つ

電
子
や
イ
オ
ン
な
ど
の
荷
電
体
の
移
動

に
よ
る
分
極
（
電
気
双
極
子
）
を
生
じ
、

電
場
の
方
向
に
向
き
を
揃
え
よ
う
と
す

る
性
質
で
す
。

水
は
優
れ
た
誘
電
率
（
78
・
54
）
を

有
し
、
電
解
質
を
電
離
さ
せ
、
そ
の
周

囲
を
水
で
取
り
囲
み
イ
オ
ン
状
態
の
安

定
維
持
を
な
し
て
い
ま
す
。　

◎
イ
オ
ン
と
は

電
子
の
過
不
足
の
状
態
の
こ
と
。
例

え
ば
、
食
塩N

aC
l

の
イ
オ
ン
結
合
し

て
い
る
も
の
が
水
の
誘
電
力
で
結
合
が

弱
く
な
り
、
夫
々
が
別
々
に
水
で
被
覆

さ
れ
安
定
し
て　

存
在
し
て
い
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。
空
気
中
で
原
子
核
と
電

子
が
分
離
し
て
い
る
状
態
は
プ
ラ
ズ
マ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◎
電
荷
と
は

す
べ
て
の
電
気
現
象
の
根
源
と
な
る

実
体
。
そ
の
性
質
は
電
気
量
に
よ
っ
て
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規
定
さ
れ
ま
す
。
正
電
気
と
負
電
気
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

◎
電
解
質
と
は

水
に
溶
解
し
て
電
気
を
通
す
物
質
、

す
な
わ
ち
水
に
溶
け
る
と
プ
ラ
ス
あ
る

い
は
マ
イ
ナ
ス
に
荷
電
す
る
物
質
を
電

解
質
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
我
々
が
よ
く

知
っ
て
い
る
の
は
食
塩
で
す
ね
。

水
の
科
学
的
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
水
は
「
命
の
水
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
「
命
の
水
」

な
の
か
、
そ
の
辺
に
的
を
絞
っ
て
電
気

的
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
は
2
つ
の
電
気
的
特
性
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。「
双
極
子
特
性
」
と
「
水
素
結

合
」
で
す
。

「
双
極
子
特
性
」
と
い
う
の
は
、
水

分
子
が
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
顔
の
よ
う

に
、
ミ
ッ
キ
ー
の
2
つ
の
大
き
な
耳
の

所
が
酸
素
、
顔
の
所
が
酸
素
と
な
る
配

置
か
ら
く
る
も
の
で
す
。
こ
の
酸
素
と

水
素
2
つ
が
結
合
す
る
と
き
に
、
水
素

の
持
っ
て
い
る
電
子
が
酸
素
側
に
偏
り

ま
す
。
電
子
が
酸
素
側
に
偏
る
と
水
素

側
が
電
子
が
不
足
気
味
に
な
る
の
で
、

プ
ラ
ス
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
酸
素
側

は
電
子
が
多
い
状
態
と
な
る
の
で
、
マ

イ
ナ
ス
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
一
つ
の
水
分
子
に
お
い
て
、
磁

石
の
N
極
と
S
極
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス

側
と
マ
イ
ナ
ス
側
の
「
双
極
子
特
性
」

が
生
じ
ま
す
。
も
し
、
2
つ
の
水
素
が

酸
素
を
挟
ん
で
、
1
8
0
度
の
位
置
に

あ
っ
た
ら
「
双
極
子
特
性
」
は
生
じ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
生
命
は
生
ま
れ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

最
初
に
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、

自
然
界
に
お
い
て
「
寄
り
集
う
」
こ
と

が
一
番
物
質
の
顕
在
化
に
大
事
な
役
割

と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
寄
り
集

い
が
素
粒
子
と
な
り
、
素
粒
子
の
寄
り

集
い
が
原
子
核
と
な
り
、
原
子
核
の
周

囲
に
電
子
が
寄
り
集
う
こ
と
で
原
子
と

な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
原
子
が
寄
り
集
っ

て
分
子
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
物
質

が
顕
在
化
す
る
た
め
に
は
、「
寄
り
集

い
」
と
い
う
動
作
が
、
一
番
原
点
で
生

ま
れ
て
く
る
の
で
す
。
命
も
「
寄
り
集

い
」
が
原
点
で
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
命
の
観
点
か
ら
重
要

な
の
は
、
水
分
子
の
「
水
素
結
合
」
で

す
。
水
素
結
合
は
、
水
分
子
同
士
が
「
双

極
子
特
性
」
に
よ
っ
て
、
酸
素
側
（
－
）

と
水
素
側
（
+
）
で
引
き
合
っ
て
、
寄

り
集
う
こ
と
で
す
。
結
合
力
の
比
較
を

し
ま
す
と
、
水
素
結
合
は
水
分
子
の
酸

素
と
水
素
の
化
学
結
合
の
十
分
の
一
位

で
す
。

こ
の
水
の
命
に
関
わ
る
二
大
特
性
、

「
双
極
子
特
性
」
と
「
水
素
結
合
」
を
支

援
し
て
い
る
の
が
、
実
は
珪
素
な
の
で

す
。
珪
素
は
通
常
4
つ
の
酸
素
と
化
合

し
、
一
つ
一
つ
の
酸
素
と
水
の
水
素
側

が
水
素
結
合
し
ま
す
が
、
そ
の
水
素
結

合
の
強
さ
は
水
分
子
同
士
の
水
素
結
合

よ
り
も
電
気
的
に
強
い
も
の
で
す
。
か

つ
珪
素
の
表
面
が
陰
電
荷
状
態
と
な
り

ま
す
。

珪
素
は
酸
素
と
電
気
的
に
結
合
し
ま

す
が
、
そ
の
構
造
は
珪
素
が
中
心
に
あ

っ
て
、
結
合
す
る
酸
素
が
四
面
体
の
頂

点
に
く
る
正
四
面
体
構
造
を
取
り
ま
す
。

岩
石
や
土
に
は
珪
酸
塩
が
6
～
7
割
く

ら
い
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

お
話
し
す
る
珪
素
は
む
し
ろ
そ
う
い
う

も
の
よ
り
も
、
結
晶
に
は
な
ら
な
い
水

溶
性
珪
素
、
そ
の
中
で
も
ア
ロ
フ
ェ
ン

と
な
り
ま
す
。

ア
ロ
フ
ェ
ン
は
多
孔
質
で
表
面
が
珪

酸
四
面
体
で
中
空
の
球
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
水
分
子
は
そ
の
穴
を
自
由
に

通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
溶

性
珪
素
で
造
ら
れ
た
「
U
M
O
」
と
い

う
商
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
純
度
の

非
常
に
高
い
水
晶
と
炭
化
し
た
籾
殻
と

一
緒
に
し
て
、
二
千
度
く
ら
い
で
熱
し

て
気
化
さ
せ
ま
す
。
気
化
さ
せ
た
も
の

を
凝
集
さ
せ
て
水
に
溶
か
し
た
も
の
が

水
溶
性
珪
素
「
U
M
O
」
で
す
。
外
形

は
3
0
0
～
1
0
0
0
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー

の
微
細
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
集
合
体
で
す
。

「
サ
イ
科
学
」
第
30
巻
第
1
号
（
2

0
0
8
）に
掲
載
さ
れ
た
私
の
論
文
「
焼

成
牛
骨
粉
の
水
溶
解
の
不
可
思
議
な
事

象
に
つ
い
て
」
を
読
ん
だ
九
州
大
学
の

高
尾
征
治
博
士
か
ら
次
の
よ
う
な
見
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
中
島
は
、
サ
イ
科
学
誌
の
掲
載
論
文

で
珪
酸
塩
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
表
面
陰
電

荷
と
親
水
機
能
（
＝
粒
子
の
微
細
化
）

の
相
互
作
用
に
基
づ
く
自
律
リ
ズ
ム
を

実
験
的
に
突
き
止
め
、
そ
れ
が
生
体
内

原
子
転
換
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

事
実
の
場
の
作
用
の
解
明
に
も
つ
な
が

る
と
洞
察
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
的
確

な
洞
察
に
違
い
な
い
。』

ま
た
高
尾
先
生
か
ら
は
、
そ
の
見
解

に
沿
っ
た
珪
酸
コ
ロ
イ
ド
粒
子
（
10
～

50
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）
の
写
真
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
水
と
珪
素
の
生
命
場
「
親
水
力
」
と�

「
リ
ズ
ム
力
」

・�

水
は
寄
り
集
い（
親
水
力
）、
集
団
の

秩
序
で
行
動
す
る
方
向
を
持
っ
た
力

（
電
磁
気
力
）
を
発
揮
す
る

・�

集
団
の
調
律
リ
ズ
ム
で
“
場
”
が
整

え
ら
れ
る
「
触
媒
能
」
や
「
酵
素
能
」

● ❽●



を
発
揮
す
る

・�
そ
の
秩
序
と
活
動
を
支
え
続
け
る
の

は
「
珪
素
の
親
水
力
と
表
面
陰
電
荷

力
」
で
あ
る

◎�

水
分
子
の
集
団
は
秩
序
維
持
と
い
う

自
助
力
を
持
っ
て
い
る

こ
れ
が
命
の
リ
ズ
ム
で
あ
る

量
子
物
理
学
の
先
生
方
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
の
は
、「
量
子
凝
集
場
の
ダ
イ

ナ
ミ
カ
ル
な
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
」、
す
な

わ
ち
こ
う
い
う
リ
ズ
ム
が
あ
っ
て
動
く

こ
と
に
お
い
て
、
周
り
の
分
子
の
方
向

が
揃
っ
て
く
る
、
こ
れ
が
非
常
に
重
要

な
生
命
の
原
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◎�

水
と
珪
素
の
集
団
の
具
体
的
な
働
き

“
個
性
”
と
は

水
の
分
子
で
は
語
れ
な
い
機
能

・
水
の
電
気
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
水
の
触
媒
作
用

・
水
の
溶
解
力

・
水
の
液
相
界
面
特
性

・
秩
序
維
持
耐
力
（
破
壊
抵
抗
力
）

　

�

い
っ
た
ん
体
構
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ

を
維
持
す
る
恒
常
性
が
働
く

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
三
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

農
畜
水
産
物
の
革
新
へ
の
道

　
　
　
　
　

講
師　

白
根 

正
志 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
11
月
17
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

白
根
正
志
氏
は
第
一
期
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
農
業
研
修
生
（
3
年
間
）
履
修　

帰
国
後
、
養
鶏
業
経
営
。
ア
メ
リ
カ
育

種
鶏
の
飼
育
経
験
を
評
価
さ
れ
鳥
取
経

済
連
養
鶏
課
に
て
島
根
県
担
当
と
し
て

奉
職
。

昭
和
46
年
よ
り
、
木
酢
液
～
炭
素
資

材
の
養
鶏
へ
の
実
用
化
の
研
究
を
進
め
、

1�

．
生
産
性
の
向
上

2�

．
卵
質
の
改
善
と
味
覚
の
向
上

3�

．
悪
臭
糞
の
改
善

以
上
3
点
を
確
認
し
た
こ
と
で
、
昭

和
51
年
（
有
）
山
陰
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
を

創
業
し
、
現
在
（
有
）
山
陰
ネ
ッ
カ
リ

ッ
チ
取
締
役
会
長

安
心
・
安
全
な
本
物
食
品
で
こ
れ
は

旨
い
、
と
評
価
さ
れ
る
農
畜
水
産
物
と

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
産
さ
れ
、
そ

の
成
立
に
は
何
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

新
開
発
の
ア
ク
ア
・
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

（
水
分
析
装
置
）
測
定
と
、
O
R
P
の

経
時
連
続
測
定
に
依
る
検
討
、
及
び
ν

G
7
（
活
水
器
）
に
よ
る
珪
素
+
ミ
ネ

ラ
ル
の
励
起
現
象
の
測
定
を
紹
介
。

ま
た
、
こ
の
3
年
で
大
革
命
と
な
っ

た
畜
糞
の
自
然
消
滅
化
の
現
実
及
び
生

姜
生
産
物
の
品
質
革
命
へ
の
原
理
紹
介
。

他
に
、
各
映
像
に
よ
る
紹
介
多
数
あ
り
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

注　

ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
と
は
常
緑
広
葉
樹

（
カ
シ
、
シ
イ
、
イ
ス
、
タ
ブ
）
の
樹

皮
を
炭
化
し
て
で
き
る
軟
質
炭
素
粉
末

と
そ
の
炭
化
工
程
で
抽
出
さ
れ
る
広
葉

樹
木
酢
液
を
調
合
し
て
製
造
さ
れ
た
も

の
で
、
殺
菌
効
果
・
抗
酸
化
作
用
・
活

性
酸
素
除
去
能
力
作
用
の
高
い
フ
ェ
ノ

ー
ル
類
が
豊
富
で
あ
る
。

今
、
日
本
の
農
畜
水
産
の
大
変
な
状

況
（
高
齢
化
と
自
然
に
逆
ら
う
農
法
の

ツ
ケ
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
・
・
・
）

に
革
命
を
起
こ
し
て
い
る
と
話
を
し
た

と
こ
ろ
、
宮
崎
県
出
身
の
関
西
サ
イ
科

学
会
の
河
野
会
長
か
ら
突
然
、
農
畜
水

産
の
振
興
発
展
へ
の
仕
事
を
宮
崎
県
の

資
材
と
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
私

ど
も
の
現
況
と
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
本

物
産
品
生
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
状
況
を
皆
様

へ
お
伝
え
し
て
み
て
下
さ
い
と
の
お
話

を
頂
き
、
喜
ん
で
お
受
け
し
ま
し
た
。

本
日
発
表
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
要
点

と
、
一
番
大
切
な
そ
れ
が
農
畜
水
産
の

現
場
で
い
か
に
実
効
力
を
発
現
し
役
立

っ
て
い
る
か
・
・
・
を
順
番
に
示
し
ま

す
。

A
．
生
姜
業
界
の
大
変
化
と
は
‼

日
本
農
業
の
積
年
の
土
壌
環
境
悪

化
・
・
・
硝
酸
態
窒
素
の
増
大
と
作
物

（
＝
生
姜
）
の
吸
収
に
依
り
、
在
庫
中

の
変
質
発
生
の
多
発
、
そ
し
て
生
産
者

と
買
い
取
り
業
者
へ
の
大
損
害
の
連
鎖

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
挑
戦
が
3

年
前
よ
り
宮
崎
に
於
い
て
杉
の
間
伐
材

●❾ ●



の
熱
破
砕
処
理
に
よ
り
出
現
す
る

①
木
質
の
粗
飼
料
状
の
も
の
（
ふ
わ
ふ

わ
状
）

②
製
造
過
程
で
現
れ
る
黒
っ
ぽ
い
液
体

（
全
く
木
酢
液
と
は
異
な
る
）

の
二
つ
で
あ
る
。

②
の
液
体
は
、
今
迄
誰
も
知
ら
な
い

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
潜
在
し
て
い
た
!

簡
単
に
云
え
ば
、
こ
の
液
体
の
散
布

に
よ
り
1
0
0
%
良
質
品
と
な
っ
た
。

こ
の
3
年
で
南
九
州
と
各
離
島
の
生
姜

生
産
者
は
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

※
こ
の
技
術
は
農
水
省
と
宮
崎
み
ど
り

製
薬
（
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
の
創
生
会
社
で

あ
る
）
の
特
許
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
①
の
資
材
は
全
国
の
畜
産
家
の

頭
痛
の
種
・
・
・
生
糞
の
処
理
・
・
・

こ
の
資
材
を
床
に
30
～
40�

cm
敷
け
ば
採

卵
鶏
の
場
合
、
ケ
ー
ジ
に�

入
っ
て
い
る

鶏
の
糞
は
毎
日
落
下
し
て
も
1
0
0
%

近
く
分
解
さ
れ
、
3
年
前
よ
り
敷
設
し

て
い
る
身
近
な
養
鶏
場
の
方
々
は
、
処

理
の
ご
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ
の
不

思
議
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
讃
嘆
で
あ
る
。

※
畜
糞
を
醗
酵
乾
燥
処
理
し
、
袋
詰
め

に
し
販
売
し
て
も
生
産
コ
ス
ト
が
回
収

で
き
な
い
、
安
売
り
合
戦
の
現
実
で
あ

る
。

B
．
農
畜
水
産
業
に
は
水
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
水
は
千
差
万
別
、
そ
の

本
質
と
そ
の
潜
在
機
能
は
容
易
に
判
ら

な
い
。

3
年
前
に
導
入
し
た
中
島
敏
樹
氏
の

A
Q
A
（
ア
ク
ア
・
ア
ナ
ラ
イ
ザ
）
に

依
り
、
名
だ
た
る
天
下
の
名
水
等
の
測

定
、
こ
れ
の
成
立
に
起
因
す
る
ミ
ネ
ラ

ル
等
々
の
電
磁
気
的
な
状
況
が
判
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ν
G
7

な
る
水
処
理
機
器
の
通
水
の
前
後
の
変

化
が
鮮
明
に
判
別
可
と
な
り
、
当
社
の

モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
微
粉
末
の
動
植
物

へ
の
機
能
向
上
へ
驚
く
べ
き
励
起
現
象

が
発
生
し
、
農
畜
革
命
へ
現
実
に
活
躍

し
て
い
る
。

以
下
に
、
そ
の
分
析
例
の
実
態
を
表

し
ま
す
。

C
．
冒
頭
表
示
し
た
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
は

私
共
の
人
生
を
変
え
た
（
定
着
）
炭
素

資
材
で
あ
り
、
効
力
の
根
源
の
一
つ
を

担
う
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
は
他
の
炭
化

資
材
と
は
異
な
る
シ
リ
ン
ギ
ル
型
で
あ

り
、
神
仏
の
導
き
で
こ
れ
が
開
発
さ
れ

た
と
思
わ
ざ
る
を
得
ぬ
実
証
効
果
で
あ

り
、
北
海
道
の
養
牛
関
係
者
に
は
絶
大

な
認
証
を
得
て
い
る
。

※
北
海
道
酪
農
学
園
大
学
の
小
岩
教
授

の
徹
底
的
な
検
証
の
お
か
げ
で
あ
り
、

自
然
界
の
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、

地
球
上
を
正
常
に
修
復
す
る
程
の
偉
大

な
パ
ワ
ー
が
あ
る
事
を
知
っ
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

D
．
上
記
発
表
の
永
い
年
月
の
研
究
の

結
果
は
‼

①
炭
素
（
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
）
は
有
機
物

の
リ
ー
ダ
ー
役
を
そ
の
生
理
現
象
の
中

で
発
揮
す
る
。

②
珪
素
（
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
（
2
︱

1
型
粘
土
鉱
物
））
は
無
機
物
（
多
く
の

ミ
ネ
ラ
ル
）
の
リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
り
、

モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
は
そ
の
結
晶
構

造
が
（
炭
は
微
小
な
穴
が
構
成
し
て
い

る
）
微
細
な
層
状
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
幾
重
も
の
両
面
に
は
マ
イ
ナ
ス
電
子

が
び
っ
し
り
帯
電
し
、
こ
れ
を
平
面
に

す
る
と
約
7
0
0
㎡
の
広
さ
に
な
る

と
さ
れ
て
い
る
（
炭
の
穴
は
平
面
に
す

る
と
約
4
0
0
㎡
と
さ
れ
て
い
る
）。

こ
の
マ
イ
ナ
ス
電
子
の
粉
末
を
p
 p 

m
単
位
で
水
溶
液
に
入
れ
、
ν
G
7

を
通
水
す
る
と
こ
の
世
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
こ
の
よ
う
な
潜
在
パ
ワ
ー
を
有
す
る

の
か
と
驚
き
で
あ
る
。
人
間
界
の
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
別

に
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
の

為
、
人
の
為
に
役
立
て
れ
ば
あ
り
が
た

い
と
思
う
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

宮
崎
県
と
い
う
限
ら
れ
た
場
所
の
木

材
か
ら
の
抽
出
物
が
農
畜
水
産
の
改
善

● �●

図1　森林酢＋微量モンモリの周波数係数と電圧係数特性



に
驚
く
べ
き
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
然
界
の
植
物
を
含
め
た
生
命
体
に

は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
作
用
・

効
果
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
れ
ら
隠
れ
た
物
質
が
さ
ら
に

発
掘
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
7
名
、
非
会

員
4
名
、
合
計
11
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　

春
の
大
会
の
お
知
ら
せ

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

春
の
大
会
テ
ー
マ

2
0
1
3
年
つ
い
に
歴
史
上
初
、
伊
勢

・
出
雲
同
時
式
年
遷
宮
の
年
を
迎
え
た

「
今
こ
そ
知
り
た
い
隠
さ
れ
た
歴
史

の
真
実
と
こ
れ
か
ら
果
た
す
べ
き
日
本

の
天
命
」

日
時
：
平
成
25
年
4
月
21
日
（
日
）

9
：
45　

ホ
ー
ル
開
場

10
：
15　

開
演　

18
：
40　

閉
演

講
演
者

　

岡
田
光
興　

飛
鳥
昭
雄　

藤
原
和
晃

　

出
口　

光　

中
山
康
直　

池
田
整
治

17
：
30　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
こ
れ
か
ら
果
た
す
べ
き
日
本
の
天
命
」

パ
ネ
ラ
ー　

参
加
講
師
陣

会
場　
（
財
）
修
養
団
S
Y
D
ホ
ー
ル

料
金　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

協
賛
特
別
価
格　

五
千
円
（
予
約
）

　
　

会
員
当
日　

六
千
円

【
振
込
先
】
お
申
込
み
と
同
時
に
左
記

宛
に
お
振
込
み
下
さ
い
。
ご
入
金
確
認

後
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

郵
便
振
替
振
込
み
先

口
座
番
号　

00170
-1
-196569�

加
入
者
名　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

※
3
月
15
日
よ
り
受
付
開
始

U
RL��http://w

w
w
.subtle-eng.com

/

お
問
合
せ　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

電
話　

0�

3
・
5
7
3
0
・
6
4
5
0

F
A
X
0
3
・
5
7
3
0
・
6
4
5
1

E-m
ail��infom

ation@
subtle-eng.com

大
会
実
行
委
員
長　

井
筒　

貴
康

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子�wma）なので、

聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と金

額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座　00100-2-15344　加入者名　日本サイ科学会に

お振込願います。

あるいは、メールで先に事務局　office21@psij.mail-box.ne.jp　に注文されても結構です。



● �●

2009/ 2/14 天野聖子氏「大いなる自己と対話する自問自答の重要性と地球の現状」
2009/ 4/18 小牧昭一郎氏「人間の体の周辺に観察される磁気」
2009/ 5/ 9 膳　敬子氏「若返るって本当?」チベット体操を体験、感じるワーク
2009/ 6/ 7 山本　輝氏「言霊の幸はう日本国の復活」
2009/ 7/11 高月美樹氏「太陰太陽暦の活用法」
2009/ 9/12 高峯秀樹氏「未来を探る手相の神秘と科学」
2009/10/11 第20回全国大会　シンポジウムテーマ「ヒーリング」
2009/11/14  山口敏太郎氏「真実とフェイク」環境汚染とDNA操作による未確認生物（UMA）

の誕生について
2010/ 1/16 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8 堤　裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20  久保田昌治氏「 水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11 感じられる“サイ”−3種類のサイデバイス・ソフト体験会−
2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松　瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出　治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11　新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ 植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8 ホンマシュウジ氏「 未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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故 関英男先生のサイ関係（+ α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　�送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2100 円（310 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2550 円（210 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1995 円（210 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1340 円（160 円）
謎のオズマ計画��− UFO との関連−（1976：USL）�・・・・・・・190 円（120 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1000 円（160 円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
　深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）�・・・・・・・・・2500 円（210 円）
　深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）�・・・・・・・・・1800 円（210 円）
　深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）�・・・・・・・・・2200 円（210 円）
　VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）�・・・・・3000 円（300 円）
　VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）�・・・・3000 円（300 円）
　　※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、または FAX 宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または

FAX、電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦�

願います。

　< お問い合わせ >
　日本サイ科学会事務局　〒 271-0047　千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
　　　　　　　　　　　　TEL�047-347-3546　FAX�047-330-4091
　　　　　　　　　　　　E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



である。つまり零場には、情報の蓄積と潜在
が可能であることを意味している。

『# 詳しく−−−−別種の一例として、情報の階
層の問題がある。周知の易経八卦図を考える。
太極は陰陽が混沌として混ざり合った状態。こ
れが分岐して1段目で陰（−−）と陽（−）に分
かれて「両儀」となる。次に分岐の2段目の「四
象」では陰（−−）が陰､ 陰と陽､ 陰に分かれ、
陽（−）が陰､ 陽と陽、陽となる。これが分岐
して−−−−と続いてゆく。つまり八卦図は、1段
目「両儀」、次ぎ2段目「四象」、次ぎ3段目「八
卦」−−−−と相殺零場を階層別に見た場合であ
る。しかし各段（各階層）毎に加算すると、そ
れぞれの段ではゼロになる。なお、零場には
階層別（例、周波数等）や階層内（例、波形等）
等の様々なゼロのある事がわかる。（終わり）』

7．「量子絡み合い」について
願いが「叶うか、叶わないか」は、意識と対

象物（情報、未知の存在、SG）が「繋がるか、
繋がらないか」によるだろう。「繋がる」とは､
量子絡み合い（QE）が出来るという事。このと
き、伝達されるのはPSI-pair群である。搬送
波（船または橋の役割）は縦波としての音やテ
スラ波（ゼロの粗密波）ならびに横波の電磁波
で、それらの対流が望まれている。PSI-pair
群はASC（1）としての電子（e−）と微細身粒子

（−）のセット、ならびに陽電子（e+）と微細身
（+）のセット、のペアー（一対）からなり、全体
としては中和（ゼロスピン）になっている。

『詳しくは−−−−（米）ベンジャン・リベット（1990～）
らによって脳幻想説（イリュージョン説）が提
出された。皮膚判断による行動よりも約0.35
秒遅れて脳の認識（ニューロン発火）があると
いう。筆者らはこれを基にして、未知現象は
零意識（ASC）で生起することならびに時間・
空間の枠組みをこえている事、等からASCを
二つに分けてASC（1）を交感神経的（反射神
経）なもの、ASC（2）を副交感神経的なもの（脳

支配）とした。（終わり）』

PSI-pair群は、スピンゼロである。向う側
にある零場上の零点（負に帯電）にPSI-pair群
半分の｛ ASC（1）+微細身（−）｝が吸引され、
半分の｛陽電子（e+）+微細身（+）｝が意識側

（こちら側）に戻され、量子絡み合いが出来る
のであろう。一般に量子論では、量子絡み合
い（QE）は、（1）繋がって一体として行動して
いる。（2）片方が↑であり、他方は必ず↓であ
る。（3）片方を変化させると、情報は瞬間的に、
他方に伝達される。（4）遠隔地であったとして
も、繋がっていて、変化は時間や空間の枠組
みを越えて伝達される。その他、これらは、
上記の「願いを叶える」の場合にもそのまま適
用されることになる。「繋がる」か「繋がらない」
かはサイポテンシャルメータ（小林泰樹開発）
でも判断できるが、簡単には「線香の煙を意念
で制御する」でもわかる。

8．応用と実用化
（1）ウクライナ、ロシアでは、非眼視覚（皮膚
視覚）の訓練の結果を学校や病院の障害者教
育や機能向上、能力開発に応用している。17
才以下の児童であれば、100%の可能性がある
という。通常は、脳の使用範囲は、5%程度で
あるが、訓練により10、20、30%と増加させ
ているとの事である。

（2）米、欧、世界では、集団の意識や感情と、
ダイオードが発生する電子ノイズ（乱数）が共
振・シンクロする事から、全地球意識総合モ
ニタ（GCMS）を実施している。47国、100名以
上。日本では明大の石川幹人教授が担当して
いる。予知の現象もあるとの事である。

（3）その他。米国のモンロー研究所の魂の体外
離脱実験（OOBE）、マハリシ・ヨギ開発の超
越（TM）瞑想法（米、マハリシ国際大学）、等
の実用化研究、その他がある。

● �●



5．陽電子について
以上のPSI-pair群を形成させるためには陽

電子の発生が必要であろう。見える世界（リア
ルな世界）の不安定状態（エネルギー一定条
件）の零点で衝撃を与えると、見えない世界

（虚の世界）から、反粒子として陽電子が参入
してくる、という一例（仮定）を推定・判断し
ている。つまり、衝撃的に鋭くエネルギーを放
射するので、壁に穴が空いて、イマジナル（虚）
の空間から、静的と衝撃の差に相当する反粒
子（反エネルギー）の参入が期待できる。この
理由としては、次の実験（#）に述べる。なお
壁は､ 児童の場合は薄いが、成人になるにつ
れて厚くなると考えている。

『（#）詳しい記述−−−−装置（マシン）によって
サイ（気）を制御する場合の本山博、橋本健、
山田孝男、佐々木茂美らの装置と実験状況を
みる。何れも、加える入力は立ち上がりの急
峻な矩形波（またはパルス波）を用いている。
本山博は、発明したAMIにおいて、皮膚の経
穴上に矩形波状の直流電圧（5V）を加えた時
に、瞬間的に皮膚内に発生する直流電流の大
きさ（静的の50～100倍）がサイ（気）を表して
いる（直接関係する）とした。橋本健は、発明
した健康増進用のαコイルにおいて、パルス
電流を与えた時の瞬間的な磁気流を皮膚に当
てている。山田孝男は、無誘導コイルを用い
た瞑想促進器に矩形波電流を用いている。
佐々木茂美らは、無誘導コイル、水晶、磁石
から成るサイ（気）制御装置の駆動電流として、
αコイルの電源部を用いたパルス波、ならびに
テスラ・コイルの放電電流をスイッチングに用
いたランダム・パルス波を用いている。これら
は、例えば、衝撃的に加える入力によって通
常（静的の場合）の｛ 2～3倍（力）、50～100倍

（電磁気）｝の出力により、瞬間的なアンバラン
スを造り、これを補う為に反物質（反素粒子）
を、イマジナル（見えない世界）等から湧出さ
せる事を目的としている。瞬間入力の別の理
由は、不確定性原理により、入力が極短時間

の時は、エネルギーは極大になるからである。
（終わり）』

この様にして得られる陽電子（e+）、電子
（e−）、微細身素粒子から成るPSI-pair群（中
和、全体としてゼロ）がサイ（気）情報の基盤に
なっていると考えている。

6．カオス・アトラクターによる蓄積
ゼロ場は、（陽）+（陰）=0（零）、なので、非

エネルギー（ゼロ、中和）場である。つまり零
をいくら積み重ねても零（中和）なので、情報
やエネルギーの無限の蓄積と潜在が可能であ
る。多種、多様な零（内包する情報）を無限に
蓄積し､ 潜在させている事が、サムシング・
グレイト（SG）の基盤になっているのだろう。
気功水を用いた実験によると、サイ（気）は約
32kcal/mol（1.38eV、赤外線波長領域）の活
性化エネルギーを持っており、実測値から推
定して、室温では約6～10日程度は、人工的
に得た気は消失しない。また気功師が放出し
た気は、直射日光を当てると消えやすいが、
当てないと、暫くは消失しない（中国の実験）。
また鋭敏な感覚（気感を鋭くする）でも判断で
きる。

零の累積において、陽と陰をごく僅かずら
せて交差させて加算させる。干渉消滅させな
いで、ずらせたままの状態で重ねる。すると
情報（正と負）はそのまま残されているが、全
体から見れば（加算する）見かけ上は零になる。
例えば「手打ちそば」の生地のように、板状の

「そばこ生地」を延ばして、折りまげ、次に、
さらに延ばして折り畳む。これを繰り返す。は
じめに、「そば板」を延ばしたときは一枚のま
まで「表」、「裏」がある。次にこれを折り曲げ
たときは、「表」「裏」、「裏」「表」となり、一枚
が二枚重ねになる。次に、これをさらに延ば
して「折り畳む」と4枚重ねとなる「表」「裏」、

「裏」「表」、「表」「裏」、「裏」「表」。これを繰り
返すと（2のn乗に従う、nは折り曲げ回数）、
情報が無限に累積されることになる。しかし
全体としては（上からみれば）、見かけ上は零
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4．零場の形成
未知現象はゼロ場の中のゼロ点で発生する

が、ゼロ場をどの様に選び、形成させるかが
問題である。聖地としてのパワースポットは、
シャーマンまたは感覚の鋭い能力者によって
発見される場合が多い。長野県の分杭峠は中
国の張志祥師によって発見された。発見後は、
多くの人達の努力の積み重ねを基にして、より
優れたゼロ場が形成される事になる、と考え
ている。つまり､ 多くの人達の願いが繰り返さ
れて、累積されることが必要であるといえる。

（1）ゼロ（零）を積み重ねる。ものごとには陽の
面と陰の面がある。例えば、ふつうは陽50%
と陰50%である。後述するが、カオス・アト
ラクターのパイコネ変換を造る場合のように、
陽と陰を加えても零に成らないように、少しず
らして、陽と陰を積み重ねる。ずらさない場合
は､ 加算すると零になる､ つまり（+50%）+

（−50%）=0（ゼロ）である。願いごとを念ずる
場合は、これが51%と49%になる場合である。
多くの人達が、様々な願い事を、繰り返し、
繰り返し、積み重ねる。あるいは一人の人が
願い事を積み重ねると良い、と思う。

（2）集積値が変換点に達する。零の積み重ねの
値が、ある値（不安定点、変換点）に達すると、
未知現象が発生しやすくなる。

（3）リラックス集中と呼吸法によって意識を変
容（ASC）させて、零意識（現象発生点のASC）
になる。次に、するどく意念（願い事、光子群）
を放射して（ウンと腹気合）、零を重ねる。す
ると、未知現象が発生することになる。発生
しない場合は「ウン」を断続的に繰り返して放
射する。

（4）このときの脳波は7～8Hz（ASC）である。
チャクラ（アナハタ等）や経穴（ツボ）からは、
らせん状に電子（バイオフォトン等）や微細身
エネルギー（オーラ）等が放出されている（実験
からの判断）。なお、別の実験（マクロPK、念
力等）によると、未知現象はエネルギー一定条
件で発生している。このとき、零場の中の零
点は、不安定な状態であり、またカオス・アト
ラクターの発生の分岐点に相当している。ま
た、このとき、体内から放出される素粒子群
や微細身素粒子（様々な状態の電子群）は、（恒
常的に）バックグラウンドとして存在するガン
マー線の作用の助けをかりて、PSI-pair群を
形成することになる。PSI-pair群はサイ（気）
の原型であり、また量子絡み合いの原型でも
ある。なお、以上の（1）～（4）は、固体におけ
る未知現象発生（マクロPK）の実験結果をもと
に推測している。

願いを叶える為の科学（2）願いを叶える為の科学（2）
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